
/

ノ
/

－

r

Ｌ
r 、

弍

、

P

r

報

ヒF

〆

一 副 、,
's

,・

fi

－

.r

/

、

。

r

 －

欄

1

三

}

.丁

'

ヒ

℃

r

r.ヒr

.、

p
ぷ

r

極
占
ユ 地

 

国
ド

r

昭和55年 度
-、

ゴ
1

-P

r

℃P

ゴヒr

}

レ.予.

"'

こ

'、

.`

,

'

ヒ

.
r

5

一
、

,

バ
t

ll
'

!・

 

.

.

.'

難

鍵

、.

r

..

..
斗CH

 

.

イ

.

・

・
工

・

.
.̀

…

・・
.

`

/

/

〆

,



目 次

1 沿

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

研

〔A

1

2

3

4

5

革

研

究

と 概 要

革 ・… … … … … … ・… … … … … ・・… ・… ・… … … … … ・… … … … … … … ・… … ・… … ・

要 … … … … … … ・… ・・… … … … … ・… … ・・… … … … ・… ・… … ・… … … ・… ・… … … … ・

要 事 業 ・… … … … … … ・… … … … … … … … … … … … ・… ・・… … ・… … … ・… ・…

織 ・… … … … … … … … … … … … … ・… ・… … … … ・ … ・… … … … ・・… … ・… … … ・・

員 … … … … … … ・・… ・… … … … … ・ ・… ・… … … … ・… ・ … … ・・ … …

費 … … … ・… … … ・・… … … … … ・… ・… … … … … ・・… ・… … … … … … … … ・・ …

究〕

活

-
占

1

1
占

9
臼

3

24

主

組

定

経

施

沿

概

-

n∠

設 … ・… … … … … ・… ・・… … … … … ・… … ・… … … … ・・… ・… … … … … … … … … … … …4

動

● ■ ■.■.,...■.■ ■...・.■ ・.・..・ ・.■.・...●.....■.....■ ■ ● ■.■ ● ・ ■ ■..■ ・ ■ ■.....● ・ ■ ■ ■ ■ ●.■ ■..■..■.・ ■

超 高 層 研 究 グ ル ー フ …゚ … … ・ ・ … ・・ … … … … … ・… … … ・・… … … ・ … … ・・

(1)一 般 研 究 … … … … ・… … ・… … … ・… ・… ・ … … … … … … … … … … … … … ・・… ・… ・

(2)共 同 研 究 … … … … … ・…'… … …"… … …'… … …'… … …"… … …'… … …'"

(3)研 究 成 果 の 発 表 ・… … … … … … ・・… …

気 水 圏 研 究 グ ル ー プ ・・… … … … ・… … … ・… … ・・

(1)

(2)

(3)

(4)

a

(1)

(2)

(3)

(4)

b

(1)

(2)

(3)

(4)

(1)

(2)

(3)

(4)

(1)

・5

5

5

16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・…32

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・…45

一 般 研 究 … … … … … ・… … … … … … … … ・… … … ・… … ・… ・・45

共 同 研 究 … … … ・… … … ・… … ・… ・… … … … … … … … … … … … … … ・… …53

氷 床 コ ア 研 究 小 集 会 … … … ・… … … ・… … ・… … … … … … ・… … … … … ・… ・… ・ ・55

研 究 成 果 の 発 表 … … … … ・… … ・・… ・… … … … … ・… ・… ・ … … … … ・… … … … … ・・56

地 学 研 究 グ ル ー プ … … … … … … ・… ・… … … … ・… … ・… ・… … … ・… … … … ・… … ・・… … ・… …60

地 学 一 般 … … … … … … ・… … … … … ・・… ・… … ・… … … ・… ・… … ・… … … … … … …60

一 般 研 究 … … … … … ・… ・… … … … ・・… … … … … … … … … ・… … … … ・… … ・・ … … …60

共 同 研 究 ・… … … … … … … … … … … … … ・… … … … ・・… … ・… … … … … ・… ・・… … …64

科 学 研 究 費 補 助 金 に よ る 研 究 … … … … … … … … ・… … … … … ・… … … ・… ・… … ・… … … … ・…74

研 究 成 果 の 発 表 ・… … … … … … ・… … … … … … … … … … … ・… … ・・… … ・… … … … ・・… … … ・…75

南 極 明 石 … … … … … … ・… … … ・・… … … ・… … ・… ・… … … ・… … ・・… … … … ・… ・・… … …77

一 般 研 究 … ・… … … … … … … … … … … … ・… … ・… … ・… … ・… … ・ … … … … … … …77

共 同 研 究 … … … … ・… … ・… … ・… … ・… … ・… … … … … ・… ・・… ・・… … … … … ・… … … … … ・…78

科 学 研 究 費 補 助 金 に よ る 研 究 … … … … … ・… ・… … … ・・… … … ・… ・… … ・… … … ・… … … … … ・80

研 究 成 果 の 発 表 … … ・… … … … ・… … … … … … … … … … … … ・… ・・… … … … … ・… ・・… … … ・…81

生 物 研 究 グ ル ー プ ・・… … … … ・… … … ・… ・… … ・… … … ・… … ・… ・… ・・… … … … … ・… … … … … …83

一 般 研 究 … ・… … … … … ・… ・・… … … … … ・… … … … … ・・… ・… … … … ・・… … ・… … … … … … ・83

共 同 研 究 ・… … … … … … ・… … ・… … … ・… ・… … … ・… … ・… ・… … … … … … … … … … … ・… …88

南 極 医 学 研 究 小 集 会 … ・… … … … … ・・… ・… … … … … ・… … … … … …'"… … … …"… …'…'…92

研 究 成 果 の 発 表 ・ … … … … … … ・… … ・・… … … … ・… … … … … … … … … ・… … … … ・・… ・… ・93

極 地 設 営 工 学 研 究 グ ルt-'一プ … … … … … ・… … … … ・… ・… ・… … … … … ・… ・ ・… … ・・… … … … ・95

一 般 研 究 ・… … … … … … ・… … … … … … … … … … … … … … … … … … ・… ・… ・… … … … … … ・95



(2)共 同 研 究

B

1

2

C

1

2

E

E

国際共同研究事業〕

日本スウェーデン国際共同大気球観測

極地研アラスカ大学共同研究

研究集会等の活動〕

95

98

98

99

シ ン ポ ジ ウ ム

研究談話会

101

101

112

皿 資料及び研究施設の共同利用

1資 料 の収 集,整 理,保 管,利 用

(1)

(2)

(3)

(4)

超高層物理学

地 球 科 学

南 極 明石

生 物

2研 究施設 ・設備の共同利用

　

　

¶1

n乙

く

く

情報処理センタP

低温実験室

113

113

113

113

114

115

115

116

ly　南極地域観測事業

1第21次 南極 地 域 観 測 隊

(1)

(2)

(3)

(4)

第21次南極地域観測隊編成及び観測項目

第21次 南極地域観測隊訓練

第21次南極地域観測隊行動概要

第21次南極地域観測隊観測概要

2外 国基 地 派遣

(1)

(2)交 換 科 学 者

3

4

5

(1)

(2)

南極マクマードサ ウン ド地域外国共同観測概要

昭和基地の施設概要

みずほ基地の施設概要

南極地域観測資料整理

南極地域観測資料整理費

昭和55年度南極地域観測資料整理報告一覧

118

118

122

124

124

126

126

127

127

130

132

132

133

V図 書 ・刊行物

1図 書

(1)

(2)

(3)

(4)

2

3刊 行 物 一 般

図書室の概要

年度別蔵書数及び増加冊数

年度別雑誌受入タイトル数

年度別出版冊数及び員数

研究成果刊行物

136

136

138

138

138

139

140



'VE　一 般 業 務

-
占

n∠

O
U

諸 会 議

職員の外国出張

外国人研究者

(1)外 国人研究員

(2)来 訪研究者等

4職 員

(1)名 簿

(2)人 事 異 動

(3)受 賞 等

5所 務 日誌

141

143

145

145

145

146

146

148

148

148



1沿 革 と 概 要

1.沿 革

我が国 の国際地球観測年(IGY)参 加の一環 として,昭 和31年 に予備観測隊(隊 長は現所 長の永田東大教授)

が南極 に向かって出発 して以来,南 極地域 観測隊は,一 時期の中断期間を除いて,毎 年 派遣 され,極 地 研究 は着実

に発展 してきた.そ の結果,南 極地域観測その他の極地研究の中核 とな る機関を設 置す る必要 が南極地域観測統合

推進本部,日 本学術会議その他の関係者か ら強 く指摘 された.昭 和37年4月 国立科学博物 館に極地 関係 の資料室兼

事務室が設置 されたのを皮 切 りに,順 次 これが極地学課,極 地部,極 地研究部,極 地研究 センター と発 展的 に改組

され てきた.し か し,そ の規模 の拡大 と責任の増 大に伴い,極 地研究の中核機 関 としては国立科学 博物 館の附 属機

関 として の立場が必ず しも最適ではな くな った ことや,大 学 との連 携を強 化す る ことが望 ま しい こと等 の理 由のた

め,昭 和48年9月29日 に国立科学博物館極地研究セ ンターが発展的に改組 され,国 立大学 共同利用機関 としての国

立極地研究所が創設 された.

昭和48年9月

昭和49年4月

昭和50年4月

昭和53年4月

昭和54年4月

昭和55年4月

国立極地研究所創設.研 究系4部 門,資 料 系2部 門,管 理 部2課6係 及び事業部1課2係 が置

かれた.ま た,南 極の昭和基地が附属の観測施設 とな った.

研究系に寒地工学 研究 部門,資 料 系にデータ解析 資料部門,事 業部 に観測 協力室(2係),並 び

に図書室が設置 された.

研究系に地学研究部門,寒 冷生物 学研究部門,資 料系に低温資料部 門が設 置され た.

研究系に極地気象学研究 部門,極 地鉱物 ・鉱床学 研究 部門が設 置 され,寒 冷生物学研究部 門が

寒冷生物学第一研究部門 と寒冷生物学 第二研究 部門に改組 され た.

研究系の超高層物理学 研究 部門は超高層物理学第 一研究部 門 と超高層物理学第二研究部 門に改

組 され,寒 地工学 研究 部門は極地設営工学 部門 と改称 された.ま た,観 測協 力室 の設営係 が設

営第一係 と設営第二係に改組 された.

管理部会計課用度係が,用 度第一係 と用度 第二係に改組 され,図 書室 に図書係 が設置 された.

2.概 要

(1)主 要 事 業

ア 研究活動

研究所 及び昭和 基地 その他 において極地 に関す る科学 の総合的研究活動 を行 う.こ れ には,研 究所の専任及び客

員の教官に よるもののほか,所 内及び所 外の研究者 の共 同研究 として行われ るものがあ る.

イ 南極観測事業

南極地域 観測の中核 機関 として,観 測事業 の実施及 び観測隊 の編成 の準備そ の他の協力業務を行い,並 びに観測

成果にっいて集中的に資料 を収 集,整 理,保 管,解 析,提 供 し,研 究発表を行 う.

ウ 大学院教育に対する協力

国立大学その他の大学 の要請に応 じ,当 該大学 の大学院 にお ける教 育に協力す る.

1



(2)組 織

評議員会 議

国 立 極 地

研 究 所

(48.9倉lj設)

運営 協議 貝

会 議

管 理 部

庶 務 課

会 計 課

事 業 部

事 業

庶

人

総

経

用

用

施

企

業

務 係

事 係

務 係

理 係

度 第 係(
55.4己父系且)

度 第 係

設 係

画 係

務 係

図 書 室

観測協 力 室

(49・舗 設)

(49.4新 設)

研 究 系

特 殊 職 員(観 測隊員)

設 営 第 一 係
(50.10新 設 、54.4改組)

設 営 第 二 係

定 常 観 測 係

(50.10新 書隻)

図 書 係(
55.4新 設)

地 球 物 理 学 研 究 部 門

超高層物理学 第一研 究部門(
54.4改 組)

※超高層物理学第二研究部門

※極 地 気 象 学 研 究 部 門

(53.4新 設)

資 料 系

雪 氷 学 研 究 部 門

地 学 研 究 部 門

(50.4新 設)

※極地鉱物 ・鉱床学研究部門
(53.4来示設)

生 理 生 態 学 研 究 部 門

寒 冷 生物学 第一研 究部 門
(50.4新 設、53.4改組)

※寒 冷生物 学 第二研 究部門

※極 地 設 営 工 学 研 究部 門(
49.4新 設、54.4改称)

生 物 系 資 料 部 門

非 生 物 系 資 料 部 門

デ ー タ 解 析 資 料 部 門

(49.4新 設)

低 温 資 料 部 門

(50.4新 設)

昭 和 基 地

み ず ほ 基 地
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(3)定 員

区 分 所 長
企画調
整 官 教 授 助教授 助 手 事務系

職 員
技術系
職 員 特殊職員 計

昭

和

55

年

度

合 計 1 1 7(5) 9(5) 15 26 18 31 108(10)

所 長 1 1

企 画 調 整 官 1 1

研 究 系 6(5) 6(5) 12 4 28(10)

資 料 系 1 3 3 4 11

図 書 室 2 2

管 理 部 18 2 20

事 業 部 6 8 31 45

(注)()内 は客員教官の定員で外数であ る.

〈定員の変遷〉

漂 所 長
企 画 調
整 官 教 授 助 教 授 助 手 事 務 系職 員 技 術 系

職 員
特殊職員 計

48 1 1 3(1) 1(1) 2 17 3 29 57(2)

49 1 1 (1)
3(2)

3(1)
4(2) § 21

1△1

3
29 68(4)

50 1 1
(2)
3(4)

(2)
4(4) 、8 21

8△1

10
29 82(8)

51 1 1
2(△1)

5(3)

1(△1)

5(3) 、} 21 、1 29 90(6)

52 1 1
1(△1)

6(2)

1(△1)

6(2) 、1 26
、1 31 97(4)

53 1 1
1(2)
7(4)

1(2)
7(4) 、1 2}

1△1

14
31 101(8)

54 1 1
(1)
7(5)

1(1)
8(5) 、1

27
、1

31 106(10)

55 1 1 7(5) 1(5) 、1

△1

26 、1
31 108(10)

(注)上 段 の数は,当 該年度におけ る定員の増減数で,△ 印は振 替減 又は定 員削減の数であ り,()内 は客 員

教官 の定員で外数であ る.
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費(4)経

国立学校特別会計(項)研 究所 (単位 千 円)

区 分 1人 件 費 1運 営 費 1設 備 費 計

48 年 度 | 87,529 1 52,916 1 ・64941 156,939

49 年 度 1 157,207 1 86,049 1 6&8821 311,638

50 年 度 1 208,960 | 104,934 1 ・・a5321 427,426

51 年 度 1 238,123 1 193,943 1 ・66・431 598,109

52 年 度 1 285,251 1 222,481 1 ・・z・・41 619,736

53 年 度 1 319,120 1 304,899 | ・34・721 758,091

54 年 度 357,517 1 387,186 1 27⑤8221 1,021,525

55 年 度 1 353,583 1 380,382 1 27&25・1 1,012,216

一般会計(項)南 極地域観測事業費
(単位 千円)

区 分1 酬 部門蹟1 設営部門蹟1 訓練部門等麟1 計

48 年 度1 9⑤・671 ・・&・・81 49821 219,057

49 年 度1 ・2軌・86| ・3&24・1 3τ4931 304,920

50 年 度1 34&82・i ・6α・・gI 4α5361 549,375

51 年 度1 34τ5271 ・6a3・61 8τ6941 597,537

52 年 度1 4657821 ・9Z・ ・41 7α3・21 733,098

53 年 度1 3832・81 4・a5551 5吼5・51 845,278

54 年 度1 4393581 35鉱7・gI 6Z・321 866,219

55 年 度1 39Z7851 3742341 8α・6・1 852,079

設(5)施

5,947㎡

10,512㎡

5,796㎡(RC,地 下1階,地 上4階)

4,038㎡(SRC,地 下1階,地 上6階)

678㎡(RC,地 上4階)

 

棟

棟

ス

積

積

料

ウ

面

面
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ス
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物

研
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建
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皿 研 究 活 動

〔A研 究〕

1.超 高 層 研 究 グル ー プ

(1)一 般 研 究

極 域 超 高 層現 象 の共 役性 の研 究 所長 永 田 武,教 授 平澤威男・助教授 福西 浩・助手 鮎川

勝,佐 藤夏雄,藤 井良一

_本 の磁 嫌 で結 ば批 南 北両半球の地点 を地磁気共 役点 と呼ぶ ・わ ・ラを光 らせ る荷電粒子 耀 力線 に沿 っ

て磁気 圏か ら上 層大気 に入射 して くるので,一 般 に共役点 では類似 したオー ロラが見え る.更 にオー ロラ粒 子に よ

って発生す る各種のプ ラズマ波動 も磁力線に沿 って伝搬 しやす い とい う性 質を もってい るために共役点 では類似 し

た波動現象が観測 され る.し か し磁 気圏でつ く り出され たオー ロラ粒 子はそのまま上層大気圏 にや って くるのでな

く,地 上1,000～10,000kmの 領域に存 在す る加速領域で更に加速 を受け る.こ の加速領域 は地球 に比較的近 いの

で南北両半球で差があ ると考 えられ る.従 って共役点でみ えるオー ロラも厳 密には同一でない.逆 に この差 から電

鯛 上部の加速領域の性質がわか る.更 磁 力線の形噸 気圏の醐 状態に よ り絶 えず 変化 してい るので洪 役点

の位置 も刻 々変化す る と考 えられ る.共 役点での オー ロラの相互比較か らこの共役点の動 きを出す ことも可能 とな

る.

観測 は1977年7月29日 ～9月18日 及 び1978年8月20日 ～9月27日 の2回 にわた り昭和基地 とその共役点アイス ラ

ン ドのフ ッサ フ ェル(Husafe11)で 実施 した.観 測項 目と観測器 は以下 の通 りであ る・

オー ロラ:TVカ メラ,掃 天型 フ ォトメー ト,天 頂 フ ォトメータ

地磁気:フ ラ ックスゲー ト磁 力計,イ ンダクシ ョン磁 力計

ELF-VLF自 然電波:　ELF-VLF帯 受信機

電離層吸収:30MHzリ オ メー タ

本年は これ らのデー タの中か らTVカ メラ,フ ォ トメータ,磁 力計のデータを用 いオー ロラ とそれ に伴 うオーロ

ラエ レク トロジ ェッ トの共役性 を調べ た.

1.オ ーロラの共役性

(1)地 磁気活動が比較的静かな時に見 えるアー ク,ブ レイ クア ップ時に見 られ るレイバン ドや コロナ状 のオー ロ

ラは比較的良い共役性があ る.

(2)但 し,南 半球側で見 えるオ ーPラ の位置は,北 半球側 のオーロラの位置をモデル磁力線に沿 って投影 した位

置 よ りも更に100～200km高 緯度 に位置 してい る.図 に示 した のは,掃 天 フォ トメー タに よって観 測 された子

午線 方向のオー ロラ強度 の時間変化図で ある.オ ーロラ出現 の様子は非常に よ く似てい るが共役点の位 置がず

れ てい ることに気がっ く.

(3)ブ レイクア ップ後 に関 してはDiffuse　 Auroraは か な りよい共役性が み ら れ る が・ 高緯度側に移動 した

Discrete　Auroraは 南北 でかな りの違 いが生じる.

2.オ ーロラジ ェッ ト電流の共役性

オ ーロラジ ェッ ト電流の流 れてい る領域 の中心 ではz成 分の変化は0.H成 分 の変化は最大 になるこ と を 利 用

し,共 役性を調べた.南 半球側は,昭 和基地,み ず ほ基地,そ してその中間点 の無人観測所A1か ら得 られた地磁

気3成 分デ ータを用い,ア イス ラン ドの レイル ヴォグール(Leirvogur)の デ ータ との比較 を行 った.そ の結果,

ジ ェット電流か らみた レイル ヴォグ ールの共役点位置は,一 般にA1付 近であ ることが多いが,サ ブス トームの発
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達 とともにみず ほ基地付近 まで動 くこ とが 明らか となつた.

高 緯 度 地 磁 気 脈 動 の 研 究 教授 平澤威男,助 教授 福 西 浩

極域では,各 種の地磁気短周期変動が観測 され る.こ れ ら地磁気 の短周期 変動 は地磁気脈動 と呼ばれ てお り,そ

の周期は一般に0・2-600秒 の範囲にあ る.周 波数では,ULF帯(0 .OOI-3Hz)に 対応す るこ とか ら,ULF磁

波 とも呼ばれてい る・本年は これ ら波動現象の中か ら,0.1-2Hzの 周波数帯に観測 され るPc1,　 Pi1現 象の解

析を行 い,そ れ らの発 生伝搬機構 にっ いての研究 を行 った.

1.イ ンパルス的地磁気 変動 に よって励起 されたPc1,　 Pi1　脈動 の特性

磁気嵐 の始ま りに観測 され る磁場 の急激 な上昇はSSC　 (Storm　Sudden　 Commencement)　 と呼ばれてお り衝撃

波 が地球磁気 圏に到達 し,磁 気圏 が急激 に圧縮 された結果 と考 えら れ て い る.こ れ に類似 した現 象 として　SI

(Sudden　 Impulse)が あ り,急 激に磁場強度が上昇す る場合をSI+減 少す る場 合をSI－ と呼んでいる.昭 和基

地で観測 されたPc1及 びPi1現 象 と,　Kakioka,　 Guam,　 Honolulu,　 San　Juanで 観測 され たSC及 びSI現 象

と比較す ることに よ り以下の ことが明 らかになった.

(1)SC現 象に伴 う　Pc1脈 動 の励起 は,ほ ぼ9-21LTの 昼間側 の 領域 に限 られ,最 大頻度は12-・15LTの 間
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で あ る.

(2)励 起 され るPc1脈 動 の 種 類 はLTに 強 く 依 存 し,6-12LTはPeriodic　 Emission・ 　9-18LTはNon-

Periodic　 Emission,　 15-21　LTはIPDPで あ る.

(3)SCに 伴 う　Pc1脈 動はすべ てのLTに 観測 され るが,朝 方に3-gLT最 も強 く観測 され る・

(4)SI+もSCと 同様の効果をPc1,　 Pi1に 示す.

(5)SI－ は逆 にPc1,　 Pi1脈 動の周波数お よび強 度を減 少 させ る.ま たそれまで発生 していた現 象を消滅 させ

ることもある.

2.極 域Pc1脈 動 の衛星一地上相関関係

1977年7月 一9月 の間,　GEOS-1衛 星の遠地点 は,昭 和基地 を通 る磁力線付近に位置 した・ そ こで・ この期 間

衛星 と地上で同時に観測 されたPc1現 象から以下 のこ とが明 らかにな った.

(1)Pc1周 波数が衛星の位 置でのヘ リウムジ ャイ ロ周 波数 よ り低 い場 合(f<fHe+)は ・ 地上 と衛星で同時に観

測 され たPc1　 の周 波 数 は等 し く,衛 星 で の 偏 波 はLeft-handで あ る・地 上 のPc1は 一般 にNon-periodic

Emissionで ある.

(2)f>fHe+の ときは,地 上 と衛星で周波数が一致す る場 と異な る場合があ る.一 致す る場 合衛星 では直線偏波

で,地 上 のPc1　 の タ イ プはNon・periodic　 Emissionで あ る.一 致 しな い 場 合 の 衛 星 で の 偏 波 は ・一 般 に

Left・handで,地 上 のPc1　 の タイ プはperiodic　 Emissionで あ る ・(図 参 照)

(3)一 般 に衛 星 で は地 上 で観 測 され る よ うなRising-toneのPeriodic　 Emissionは ほ とん ど見 られ な い ・ しか

し図の例の ように,衛 星で観測 されたPc1　 の 中に も くり返 し構造が認め られ る場合があ る.

人 工 衛 星ISIS-1,2に よ るELF-VLF波 動 の 発 生 伝 搬 機 構 の 研 究 助手 山岸久雄・ 助教授

福西 浩,助 手 佐藤 夏雄

極 域で観測され るELF-VLF帯 自然電磁波動 の内,最 も強い放射パ ワーを占め る現象 として,昼 側 に出現す
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るELFヒ スが挙 げ られ る.従 来 の衛星観測に よ り,そ の発生源は磁気赤道面付近にあ り,極 域地上 まで伝搬 して

くるもの と考 えられ てい る.

しかしなが ら,そ の伝搬経路の詳細については必ず しも明 らかではない.例 えば,昭 和52年 度 の昭和基地,ア イ

スラン ド地磁気共役点観測の結果に よれば,共 役点での放射スペ ク トルの変化 パターンは既ね対称的であ るが,そ

の 中心周波数は一致せず,ま た強度にっいて も,南 北半球(夏 冬半球)間 の非対称性 が見 られ る.

これ ら非対称性は,　ELF-VLF波 動の磁 気圏内電波伝搬特性 の非対称性 に起因す るもの と思われ るが
,こ の

一端を明 らかにす るため
,　 IMS期 間中昭和基地 にて受信 されたISIS-1,2号 衛星 のVLF電 波観測デ ータよ

り,衛 星高度でのELFヒ スの伝搬 ベク トル方 向を推定す る研究 を行 った.オ ーロラ帯,極 冠帯でのISIS衛 星高

度(1号 は578km～3,528km,2号 は1,400km)に おけ る磁気 圏イオン組成 は,主 に0+,H+,He+か ら成 り,

夏期 においてO+が 卓越す る特徴があ る.

この ようなプラズ マ中 を伝搬す るELF帯 電磁波は,イ オ ンの運動の運動の効果に よ り,偏 波の入れ替 わ りを生

じ・右 回 りホイスラモー ドは左回 りのイ オンサイ クロ トロンモ ー ドに変化 し
,カ ッ トオ フされ る.こ の効果は,E

LFヒ スの低域 カ ットオ フとして観測 され る.

昭和基地上空で衛星に よ り観測 され る上記 カッ トオ フ特 性を調べ た結果,次 の点 が明らかになった.

1)衛 星高度が2,000km以 上の場合,低 域 カッ トオ フは見 られ ない.

2)カ ットオ フ周 波数は300～400Hzに あ り,衛 星位置でのH・ ジ ャイロ周波数 の95%程 度 の値 となる.

3)カ ッ トオ フ減 衰量 は緯度によ り大 き く変化 し,プ ラズ マ圏 内では20dB以 上 の減衰 を示すが
,高 緯度にな る

にっれ減 衰量 は低下 し,緯 度75° 付近 でカ ッ トオフは消滅す る.(図 参照)

4)低 域 カ ッ トオフは夏季顕著 であ るが,冬 季 は明瞭な カ ットオフが見 られない.

衛星観測 によるイオン組成比デ ータと(1),(2),(4)に よ り,観 測 され た低減 カ ットオフはH+と0+に よる,イ

オンサイ ク ロトロンモ ー ドカ ットオ フであ ることが明 らか とな った.

また・衛星観測に よるイオ ン組成比に基 き,Fullwave法 に よ り,偏 波入替 り点 におけ る,モ ー ドカ ップ リング

率の計算を行 った.

その結 果以下 の ことが明 らかになった.

(1)衛 星 高度(約1・400km)に おけ るELFヒ スの伝搬ベ ク トルは,地 球磁場 に対 し30。～50。の角度をなす も

のが卓越す る.従 ってこの高度 にお いては非 ダク ト的伝搬 をしてい る と考 えられ る.
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(2)衛 生高度 におけるELFヒ スの入射角は,二 つの可能性があ り,一 つは緯度に よらず約20°,も う一つの可

能 性は緯度 の増大 とともに入射角 が減 少す る(緯 度50° におい て約70°,緯 度75° において40°)と い うも

のであ る.

JIKIKEN及 びISIS衛 星 サ ウ ンダ ー デ 一 夕に よ る極 域 電 離 圏 ・磁 気 圏 の 構 造 とプ ラズ マ 波 動 現

象 の 研 究 教授 平澤威夫,助 手 小野高幸

極域電離圏 と磁気圏 とは磁力線を通 じて互いに結 ぼれ てお り,プ ラズマ波動,プ ラズ マ,あ るいは電流に よるエ

ネルギ ー並びに物質の交換が常 時行 われ てい る.こ こで は極軌道衛生であ るISIS-1及 びISIS-　 2衛 星,並 びに長

橋 円軌道衛星であ るJIKIKEN　 (EXOS-B)衛 星に よるプラズ マサ ウンダー観測の結果を基に・極域電離圏 と磁気

圏におけ るプ ラズマ分布の構造並びにプ ラズマ波動 励起の様 相を対比させ て,電 離 圏 と磁気 圏の結 合の実体 を解 明

す る.

第6号 科学衛星 「JIKIKEN」 は,プ ラズマサ ウンダーを搭 載 し・ 磁気 圏プラズマ中に10kHzよ り　3MHzに

至 るパル ス状大振 巾高周波電界を印加 してプ ラズマ波動を人工的に励起す る.励 起 され たプラズ マ波動 にっ いて励

起並 びに伝播過程 を分析す るこ とに よ り,プ ラズ マの諸パ ラメー タ(プ ラズマ密度,温 度)の 精 密な決定並 びに自

然 のプラズ マ波動 のモー ドの分離等が行なわれた.昭 和55年 度におけ る主た る成果 としては,プ ラズマポーズの外

側 の領域 にお ける静電的 プラズ マ波エ コー現象の発見があ る.こ のエ コー現象の基本的な特徴 として,

(i)　ES波 エ コーはUHR周 波数(士uHR)nfH<fuHR〈(n+1)fH:(n=1・2・ …)の 領域にあ るとき・(n-1)

fH<f<nfHの 領域で観測 され る場 合が最 も多い・

(li)エ コーの遅延時間 は通常2msec～5msec程 度で あるが時 に数10msecに 達す るものもある.

圃 電離 圏では未 だ対応す る現 象は見 出されていない.

{iiD　エ コ_の 出現 は磁 気 圏 内 プ ラ ズ マ分 布 の構 造 と強 く関 連 してお り・　 Detached　 Plasma領 域 ・ プ ラズ マ 密 度

の増加が急激 に進行 しつっ ある,プ ラズマ圏 内領域,及 びプラズ マポーズ近傍領域におい て頻繁に観測 されて

い る.

このエ コ_現 象の解析の結 果,プ ラズマポ ーズの外側には1km～10kmの スケールを持つ強いプ ラズ マ密度の

ゆ らぎが存在す ることが示 された.特 に この密度 ゆ らぎの観測 され る領域 は極域電離 圏からの強い プラズ マの流入

が起 ってい る領域 と対応 し,プ ラズマ流入の過程で起 る種 々のプラズマ不安定 と密接 なつ なが りがあ るものと考 え

られてお り,こ の静電的プ ラズマ波エ コーは極域 電離圏 と磁気 圏 との結合 を解 明す る上で重要 な現象であ る と考 え

られ る.

磁 気圏内におけ るプ ラズマサ ウンダー翻1と 対応 して醐 離 圏におけ る ト・プサイ ドサ ウン ダ ー 観 測(ISIS

衛星)の デ ータ解析を も行 った.南 極 昭和 基地で受信され たISIS-1,　 及び一2衛 星のデー タは,極 域 オー ロラ帯

電離圏 の構造な らび にプラズ マ波動励起 ・伝播の様相を解明す る上で極めて有効であ る.デ ー タ解 析の結 果オー ロ

ラ帯の電離圏は,周 囲 の電離圏 に比べ て極め て密度が低 く,ま た大 きな密度のゆ らぎを呈す る事が示 され た.こ の

事は オーロラ帯電離圏か らは磁気圏に向 う強いプ ラズマの流れがあ る事を示 してい る.

以上 の様 に極域電離 圏及び磁気圏 内プラズマ分布 の比較に よ り,両 領域を結ぶ強いプ ラズマの流れが存在す る事

が示 された.今 後 は時間変動等 を含めた ダイナ ミックスに関す る解析を進め る必要があろ う.

無 人 観 測 用磁 力計 の 開 発 助教授 福 西 浩,助 手 藤井良一

無人観測所で使用 され る磁力 計は,輸 送や電 力供給 の面 から,小 型,軽 量,低 電 力消費型であ ることが要求 され

る.更 に南極大陸 の内陸部 は冬期 一60°C近 くにも気温が下が るこ とから,こ うした低温で も安定に動作 し,し か

も夏冬の温度 変化 に対 し,ベ ースラインが変動 しない ことが必要で ある.こ うした きび しい条件 を満足す る磁力計

を開発 す ることが本 研究 の 目的である.

磁 力計の方式は,リ ング コアを用 いた3軸 フラ ッスゲー ト磁 力計である.リ ングコアぱ従来 の棒 コア と異 な り,

リング状 のパーマ ロイ コアに励振 コイルを巻 き,そ れ をピ ックア ップ用 のコイル の中に入れた構造を してい る.リ

ング コアは磁束 が外部 に漏れ に くい ので,小 型 で高感度 のセンサーをつ くるこ とが比較的容 易であ る.こ のため最
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近 の人工衛星搭載用 の高感度磁力計は大部分 この方式 とな ってい る.磁 場 のベ ク トル量 を測定 す るときは,3つ の

リングコアセンサ ーを用 い磁場3成 分(H,D,Z)を 同時に測定す ることにな る.セ ンサー全体 を コンパク トに

作 るには,こ の3っ のセ ンサ ーをで きるだけ接近 して置 くことが必 要 とな って くる.し か しリング コア の 構 造 よ

り,3っ のセンサ ーが完全に直交 してい ない限 りセ ンサ ー間の相互干渉が問題 となって くる.本 年 は リングコアセ

ンサ ー部 に関 し,1)コ アの材質,2)支 持台の材質 と形状,3)コ アの支 持台への取 り付 け法,4)セ ンサ ー間 の配

置,5)3軸 直交性の精度,6)励 振 コイル,ピ ックア ップ コイルの巻 き方等の検討を行 い,い くっ かの試作 品を作

製 しテス トを行 った.

1.セ ンサ ー配置 と相互干渉

リングコア としては,ア メ リカのイ ンフェニテ ックス社の直径1イ ンチ(2.5cm)の コアを使用 した.材 質 は4

-79モ リブデ ン ・パ ーマ ロイであ る.セ ンサー間の相互干渉 としては,リ ング コアの中心間 の距離 が リングコアの

直径の2倍 以上,即 ち5cm以 上離れ る と数nT以 下にな る.5cm以 内で も2っ のセ ンサ ー間 の直交性 を角度で

数分の精度に合わせれば,相 互干渉は1nT程 度まで下げ られ る.こ れ らの結果 から写真 に示 され るよ うな3成 分

ベ ク トルセンサーを試作 した.大 きさは,カ バーをっけた状態 で7×7×13.5cmで ある.直 交性 の精度 を上げ るた

め支持 台の材質 としては,ベ スペ ルを使用 した.リ ング コアは回転台 につ け,ピ ックア ップコイルの中で回転 させ

ることに よ りオ フセ ッ トが最 小 となる方向を見い出 した.

2.電 気 回路

励振 は ノイズ レベルの点や 消費電 力の点 からパルス ドライブ方式 を用い てい る.検 出用 の電気回路 としては,固

定感度 方式 と,オ フセ ッ ト方式の両方 を試作 した.オ フセ ット方式は,オ フセ ットジ ェネ レーターよ りフィー ドバ

ック コイルに外部磁場 に応 じて電浦 を流 し,測 定 レンジを常 に ±1,000nTの 範囲に入れ る方式であ る.セ ンサー,

電気回路 を含 めた総合的 なノイズ レベ ル としては,約0,05rmsで 開発の当初 目的をほぼ達成す ることがで きた,

沿 磁 力 線 電 流 の 発 生 機 構 の 研 究 助手 藤井良一,助 教援 江尻全機,技 官 櫻井治男

磁気圏 を流れ る大規模な電流 と電離圏を流れ る電流は互いに無関係に流れてい るのでな く,磁 力線に沿 って流 れ

る電流(沿 磁力線電流,　Field-Aligned　 Current:　 FAC)に よって結ばれ ている.そ して,こ の電流 を通 して磁 気

圏は電離圏電流を,電 離圏は磁 気圏の大規模な運動等を各 々コン トロール してい る.

この沿磁 力線電流の特性 とその ドライブ機 構を調べ るためTRIAD衛 星 及びMAGSAT衛 星で観測 された磁
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場 デ ータの解析を行 った.

1.　 TRIAD衛 星の磁場デ ータを用いた沿磁 力線 電流 ドライブ機構 の研究

従来 のTRIAD衛 星の磁場デー タを用いた沿磁 力線電流の研究 は,惑 星 間空 間磁場(IMF)と 沿磁力線電流

の関係 の研究 など主 として磁気圏 の状態が変わ った とき沿磁力線電流がそれ に どの ように反応す るか とい う点に重

点が置 かれ てきた.し か し,沿 磁力線電流が磁 気圏 と電離圏の電気的総合系の所産であ ることを考慮すれ ば,電 離

圏の状態 が変化 した ときに,沿 磁力線電流が どの よ うに変化す るか とい う点 も明 らかに しないかぎ り,沿 磁 力線電

流 の ドライブ機構 を十分理解す ることはで きない.

そ こで電離 圏の状態 を表わすパ ラメータの中で も電流に とって特に重要な電気伝導度 と沿磁力線電流の関係を調

べた.使 用 したデー タは,1976年,1977年 のTRIAD北 半球デ ータで,こ の中か ら,5≦MLT<7,15≦ML

T<17の 磁気地方時で,単 層 構造 のFACを 選 び出 した.結 果は図に示 され るよ うに,FACの 大 きさが電気伝

導度に正比例す ることを明 らかにした.も し磁気 圏に存在す るFACの ドライブ源が定電流 源の場合 は,　 FAC

の大 きさは電気伝導度に依存 しないはず であ る.両 者 が正比例 の関係 にある とい う事実は,5≦MLT<7,159M

LT〈17の 単層構造のFACの ドライブ源が定 電圧 源であ ることを示唆す る.

2.　 MAGSAT衛 星 による沿磁 力線電流 の研究

MAGSAT衛 星は1979年10月30日,近 地点352km,遠 地点561km・,軌 道傾斜角96・8° の極軌 道に打上 げ ら

れ た.こ の衛星 は,地 球 内部の磁気異常観測を主 目的 としてい るため常に6-18LTの 軌 道を とるようにな ってい

る.し かしTRIAD衛 星 と比べ以下の利点があ る.

(1)磁 場観測 の専用衛星 のため きわめ て精度が高い(ベ ル トルデ ータ・3nT・ 全磁 力1nT)・
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(2)デ ータサ ンプ リング タイムが1/16secと 短いたFACの 微細構造 を調べ ることが可能 であ る.

(3)デ ィジ タルデ ータなので コン ピュータに よるデータ処理 が可能で ある.

本年は,沿 磁 力線電浦を調べ る前段 階 として,　NASAよ り送 られ てきたオ リジナル磁気 テープか ら,衛 星位置

としては地理座 標 と地磁気座標 に,磁 場3成 分 は地磁気座標 に変換 し,デ ータベ ースを作成 した.そ して,変 換デ

ー画一'タよ り地 球内部起因のモデル磁場(Reference　 Field　MGST　 3/80)を 差 し引 き,主 として外部起因の変動磁場

を求めた.

準 周 期 的ELF-VLF放 射 の 研究 助手 佐藤夏雄,助 教授 福西 浩

ELF-VLF帯 自然電磁波動 のなかで,強 度が準周期的(周 期5～150秒 程度)に 変動す るQuasi-periodic(Q
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P)　emissionの 生成機 構の研究を進めた.　QP　emissionと 地磁気脈動 との相関関係を詳 し く調べ ると性質の異な

る二つの タイプが存在 する.即 ち,地 磁 気脈動 と相関のあ るQp　 emission　 (Type　 lQp)　 と地磁 気脈動 と関係 が

ないQp　 (Type　 2Qp)　 とが存在す る.こ の ような二つのタイプのQpの 特性 を現 象的 に調べ た結果,明 らかに

異な る性 質を持 つ現 象であるこ とが 明らかにな った.

各 タイプの発生機構を考究す るために詳 しいデ ータ解析 を行い,以 下の結果,結 論が得 られた.

1.　Type　 lQp　 emission

1)位 相解析,お よび,共 役点観測 の結果 か ら,　Type　 lQP　 と脈動 とが相互作用を起 こす領域 は地磁気 赤道面

付近 であ る.

2)脈 動のD成 分 の変動が特 にTypelQPと の相関が良い ことが明 らかにな った.こ の結 果の解釈 として,地 上 の

D成 分 は電離層 内を通過す る時,位 相が90度 回転す るとい う事実か ら,Qpの 発生領域であ る赤道面ではradial

方向の振動成分 を持 つ脈動 に対応す る と考 えられ る.こ の赤道面 でradia1方 向の振動成分 の脈動 は圧縮 モー ド成

分 を多 く含む こ とが報告 され てい る.し たが って,　Type　 lQpは 圧縮性 モー ドの脈動 によってmodulationさ れ

た もの とい う結論が導 きだ された.

3)上 記 の結論 をふ まえ,さ らにf-tス ペ ク トルで 分類 した(図1)　 Type　 lQpの 発生原 因の 現象論的 モデル

を考察 した.　rising-tone　タイプは地球の動径方向に伝搬す る圧縮 性脈動 に よ り　modulationさ れた もので あ り,

nondispersive　 タイプは圧縮性成分 を持つ定在波性脈動に よってmodulationさ れ たもの とした.こ の モ デ ル は

emissionの 発生周波数に緯度依存性 があ り,高 緯度 ほ ど低周波 数のEmissionが 発生 している と仮定 した.

このモデルは,　ISIS衛 星 を用いた地上衛星 のQp　 emissionの 同時観測結果,方 探観測結果,ま た地上多点観

測結果な どか ら,そ の正当性が確かめ られ,こ の現 象論的モデルの有 意性 が検証 され た.

2.　 Type2Qpemission

Type　 2QR　 emiss三〇nはType　 lQpと 異 な り,相 関関 係を持つ現象に乏 し く,　Type　 lQpほ ど励起機構を決

め る決定的な手がか りが得 られていない.し か し,　Type　 2QP　 が地磁気共役点 で時間差 な く同時 に受信 されてい

るこ とな どか ら,　Type　 lQp　 と同様に地磁気赤道面付近で発生 してい るとい う結 論が得 られた.ま た,　Qp　emis・

sionの 開始前後のf-tス ペ ク トルを解析 した結果,　Type　 lQpが 連続 的に発 生 していた後 に,脈 動の活動が急に

弱 まる と,　Type　 lQpと 同じ周波数帯でType　 2の 最 も特 徴的な性 質であ る周期性 の良いQpが 発生す る,と

い う例 も見い 出された.こ れ らの例か ら,　Type　 lQpもType　 2Qpも 発生 の全体的 な物理的背景は同 じであ る・

しか し,　Type　 2QPの 周期,発 生領域 な どの現 象論的事実 か ら判 断 して,周 期 の安定性 が高 く,か つ磁気圏内に

閉 じ込め られて地上 まで伝搬 で きないモー ドの脈動 によってmodulationを 受 けている可能性が強い・

高 層 大 気 組 成 測 定 法 の 研 究 開 発 客員助 教授 小川利紘

オ ーロラ粒子に よる極域大気組成の変質を観 測に よって明 らかにす るため,オ ゾン と一酸化窒素 の測定方法の研

究開発を行な った,こ れ らの成分は極域電 離圏の生成 において重要 な役割 を持 ってお り,オ ゾンは また高層大気の

熱放射場の支配因子 として重要であ る他,大 気循環 の トレーサ ー としての役割 もあ る.こ れ ら2成 分に加えて,オ

ゾンの消滅反応を支配す る成層圏二酸化窒 素の遠 隔測定法 の研究 開発 も行 なった.開 発 された測器は極域の中層大

気総合観測(MAP)に 使用 され る予定 であ る.

(1)ロ ケッ トに よるオ ゾン,一 酸化窒素 の測定

太陽紫外線吸光法に よるロケッ ト・オ ゾン ゾンデ は測器 の精密化 ・標準化 を進め,ほ ぼ完成段階に至 ってい る.

国際比較観測に参 加 して得 られ たデータの解析 を行 い,過 去15年 以上 にわ たって得たわれわれ 自身のデータについ

て も標準規格化を行 った.こ れに よ り上部 オ ゾン層 の中緯度平均 モデル の確度が一層向上 し,将 来 ロケッ ト観 測に

よ り極域オ ゾン層の特 異性 を明らかにす る基礎 が作 られた と考 えられ る.

紫外大気光を利用す る一酸化窒素の ロケ ッ ト測定 にっ いては,デ ータ解析法 の改良を行 った.特 に相関分光に用

い る自己吸収セルの吸収効率が ドップ ラ偏位 のために ロケ ッ ト運動速度 によって変化す るので,こ の補正を行 う必

要があ る.実 際 この補正は高度90km以 下 で重 要であ ることが判 明した.極 域 にお ける一酸化窒素密度はオe－口ラ

粒 子に よる生成のため比較 的高密度 であるか ら測定条件 がゆるいこ とを伴せ考 えると,こ の補正を加え ることに よ
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り極域上空 の一酸化窒 素は下部電 離圏領域 まで精度 よ く測定で きるこ とがわか った.

(2)成 層圏二酸化窒素の遠隔測定

太陽可視光の吸光分光法に よる成層 圏二酸化窒素 の測定 は,分 光 データ解析法 を重点 に改良 を重ね てきた.汚 染

のない高山や海岸な どで観測を実施 し,成 層圏二酸 化窒素 全量 を測定す る ことができた.大 気球 を用いた 日没時 の

遠隔測定で得たデ ータは最終的な解析を終わ り,中 緯度における成 層圏二酸化窒素 の高度分布 を求 めるこ とがで き

た.こ の結 果 と他の可視吸光法あ るいは赤外吸光法に よる結 果 とを比較 してみる と,可 視 と赤 外の方法 では系統的

な差があ ることが判明 した.

新たに大気球搭載用 として小型軽量の二酸化窒素分光計を設計製 作 した.こ れは昭和基地 での大気球観測,あ る

いは地上 ・航空機観測に使用す る予定であ る.

(3)赤 外分光観測の可能性

太陽赤外線 の吸光分光測定に よ り,大 気微量成分を遠隔測定す る可能性にっいて検討 した.二 酸 化炭素や水蒸気

の強 い吸収線 を分離 して十分な精度を行 うには,波 数0.1cm-1以 下の分解能が要求 され る.し か し,波 長1・67

μm帯 においては,0.1cm-・ 程 度の分解 能で も十分 な精度 でメタンを測定 で きる.こ の波長域 は液体窒素冷却 を

必要 としないPbS検 出器が使え るので,好 都 合であ る.ま た液体窒素 を使用で きれぽInAs検 出器 を使 い,3～

5μm領 域で酸化二窒素や一酸化炭素の測定 も可能であ ることがわか った.

極 域 中 層大 気 中の 水 蒸 気 測 定 法 の 開 発 客員助教授 岩坂泰信

極域 中層大気 中の水蒸気量が どの程度 のものか,又 どのよ うな時間変化を示すかにっいてはほ とん ど知 られてい

ない.い くっかの間接的 な情報 から見て,成 層圏高度 では極域が有力なSink領 域であ ること,さ らに極域 成層圏

に特有 なCist雲 が成層圏全体 の水蒸気収支 に大 きな影響 を与 えてい ること等が予想 されてい る,本 研究では,成

層 圏高度 の水蒸気量 を測定す るための問題点 の整理,そ れ らを解決 しさらに測定器の開発を行 ってい る.

問題 とす る高度 は通常,高 々度 を飛行 出来 る航空機 ない しは,気 球に よる観測 とい うことにな る.

水 蒸気量 はエア ノロ ミーのみな らず気 象学 全体 にかかわる基本的 な物理量であ り,ル ーチ ン的に も測定 しやすい

システムを採用す る必要があ る.

水素の ライマ ンアル ファ線(波 長=1216A)は,大 気 中の水蒸気に対 しては きわめ て大 きい収吸係数を示すが,

一14一



地球大気 の窒素 に対 しては きわめ て透明であ る.こ の点に加えて,水 蒸気が この紫 外線 を吸収 して光解離す る際 に

生ず るOHラ ジ カルは励起状態 に入 ってお り,こ れ ん脱励起す る際は　fluorescence　light　を放 出す る.こ の2つ

のプ ロセス(水 分 子によるライマンアル ファ線の吸収,OH*か らの　fluorescence　light　の放 出)を 利用 してLα/

OH　 Fluorescence　 Hygrometerの 開発をは じめた.

室内実験の結果では,き わめて応答性 が良 く,充 分 に航空機や気球 に搭載可能であ り,し かも乾燥 した大気(例

えば地上気圧で ～0.1ppmVレ ベルの水蒸気 の混合比)で の水蒸気測定 にも使用 出来 る感度を もってい ることがわ

か った.図1に は試作用水蒸気計のセンサー部の配置,図2に は室 内実験 の結果 の一部が示 してあ る.

極 域 中 層 大 気 の レー ザ レー ダ 観 測 客員助教授 岩坂泰信,教 授 平沢威男,助 教授 福西 浩

極域中層大気は,そ のおかれた大気条件 から考 えてきわめ て興味深い研究領域ではあ るが,い まだに手つかずの

ままに置かれて きた.幸 い近年発展 しっつある レーザ技術 を利用す るなら昭和基地において レーザ レーダ観測が可

能であ ろ うと考 えられ,主 として レーザ レーダ観測 に よってどのよ うな研究 が進展 し得 るか,又 逆に現在行われて

い る研究に どの ような利 点を もた らす か等 にっいて検討 を行 った.レ ーザ レーダシス テムについて もどの ような特

徴を もた らすか基本仕様 の検討 を行 ってい る.

極 域の成層圏は成層圏内の微量気体成分 のSinkと なってい る可能性が高 く,エ ア ロゾルを トレーサ(火 山噴火

等に よる火山性 エア ロゾルは注 入された場所 がわ か りやす くトレースす るのに都合 よい)と して この物 質輸送 の メ

カニズムを探 ることが出来 る.さ いわい ミー散乱 を利用 した レーザ レーダは強力な手法であ り,も し計画が実現す

るな ら有効 な情報 を得 ることが 出来 よ う.

成 層圏の水蒸気分 布に関 しては,そ れ らを左右 してい るプPセ スの うちで,極 域成層圏内に発生す る雲(Cist)

が重要 である.こ の雲が発達す ると急速に雲粒子が落下 し成層圏内の水蒸気 を対流 圏へ はこび去 るこ とに なる.こ

の雲粒 子の発生 にっいては不明の点が多いが レーザ レーダを用 い ることによって簡単 に観測す るこ とがで きる.
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これ らの他 に,夜 光雲 の構造 とその変化,そ れ らが下部電離層 の電離平衡に与 える効果,エ ア ロゾル層が対流圏

や成層圏 の放射エ ネルギ ー収支に与 える効果等 々,興 味深い テーマが考え られ る.

上述の研究 さらにはそ の先 を考 えるとレーザ レーダ としては,

ミー散乱

レー リ散乱

Na(蒸 気)の 共鳴散乱

ラマン散乱

を利用 した ものにす る ことが望 まれ る.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・以下極地研担当教官

極 域 電 流 ・電 場 の 総 合 研究 ※ 上 出洋 介(京 都産業大学理学部助教授),井 上雄二(京 都産業大学理学

部 教授),前 田 担(京 都 大学 理学 部教授),荒 木 徹(京 都大学理学部助教授):福 西 浩(助 教授),藤 井良一・

(助手)

1.研 究 の 目的 と方法

本 研究 では,近 年 新 しい方法に よって明 らかにされ っっあ るオー ロラ帯付近 の電場,電 気伝導度 の情報 を良質 の

地上磁場 変化データ と比較検討 し,各 電流の特性 と結 合の構造 を明 らかにす る.

2.研 究結果

(1)IMS(国 際磁気圏観測計画)期 間中に得 られた世 界中の高緯度ネ ッ トワー ク(合 計約100観 測所)の 磁場

デ ータを1978年3月 の3日 間にっいて集め,共 通のデー タベースを作成 した.

(2)高 緯度ネ ットワークの うち,連 続的に良質のデー'一'タが得 られたア ラス カ子午線チ ェーンにつ いて,50日 分 の

平均値 をつ くり,磁 気擾乱の 日変化を調べた.さ らに,平 均 的な電気伝 導度 を仮定 し,著 者 らが昨年 開発 した方法

(昨年度報告ずみ)を 適用 して電場ポテ ンシ ャルの分布を算出 した.い わゆ る2つ の 目玉型のポテンシ ャルが得 ら

れ,こ れを磁力線に沿 って磁気圏赤道面に投影 した ところ,典 型的なプ ラズマ対流パ ターン とよい一致 を示す分布

が得 られた.

(3)同 じデ ータベ ースか ら,電 離層電流を さらに　Pedersen　 とHal1成 分に分離 した結 果,次 の2点 が明 らかに

なった.(i)こ れ まで,　Hall電 流は電離層内で二次元的に 閉 じてい るとい う考え方 もあ ったが,ジ ェッ ト電流の

主流 をなすHal1電 流は,昼 側電 離層 に入 り込み,真 夜中直前 で 電離層か ら出てい く　field-aligned電 流 と結 合 さ

れ ていなければ ならない.こ の こ とは,電 離層 内のいわゆ る リターン電流が非常に小 さい ことを意味 してい る.㈹

Pedersen電 流 はジ ェッ ト電 流を南北に横切 って 流れ(た だ し真夜中付近を除 く),　field-aligned電 流 とな る.こ

の　Pedersen電 流 回路 を単純 に磁気 圏赤道面で 閉じさせ,起 電力 となるプラズ マの運動 を予測す るともっともらし

い磁気圏対流 の再現が できた.

(4)Kisabeth(1979)が 独立 に開発 した方法 を同じアラスカチ ェーンのデ ータに適用 した結果,三 次元電流の大

規模な分布にっいてはほぼ同じパターンを得た.こ れは,地 上 の磁場分布 のデ ータで も,そ れが高密度のネ ッ トワ

ー ク(た とえぽ緯度 間隔1～2度 ,経 度15度)か ら得 られた もので あれ ぽ,他 の電気伝導度や電場の平均的情報を

考慮 に入れ て使 えば,三 次元電流系 がかな り正確に算 出で きるこ とを示す ものであ る.

大 規 模 磁 気 嵐 の 発 達 過 程 と 極 域擾 乱 の 形 態 変 化 の 研究 ※丸橋 克英(郵 政省電波研究所主任研究官),

野崎憲朗(郵 政省電波研究所 研究官),菊 地 崇(郵 政 省電波研究所研究官):福 西 浩(助 教授),平 澤威男(教

授)

この研究の 目的は,大 規模な磁気嵐 の発 生及び発達過 程を,太 陽風 の擾乱 とい う外的要因 と,サ ブス トームに伴

う磁気圏の内部状態 の変化 とい う内的要 因の両面か ら探 る ことであ り,(1)磁気嵐 と太陽面詰現象,(2)プ ラズ マ圏 の

ダイナ ミックス,(3)Pc-1脈 動の解析,(4)サ ブス トーム とVLF電 波の高緯度伝搬異常をサ ブテーーマ として研究が

進め られた.以 下 にその成果の大要 を示す.
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1.磁 気嵐 と太陽面現 象

1976年 か ら4年 間 に起 きた主要 な磁気嵐 にっいて,太 陽面現象及び太陽風デ ータを検討 した結果,ほ とん どすべ

ての磁気嵐 が コロナホールか ら吹き出す高速の太陽風 太陽 フレアに よる太陽風擾乱,プ ラ ミネンスの崩壊に伴 う

太陽風擾乱 のいずれ かによって説 明され るこ とが 明らかにされた.

2.プ ラズマ圏のダイナ ミックス

磁 気圏対流の変化 に伴 うプラズマ圏ダイナ ミックスを記述す る数値 モデル を用 いて,外 部 プラズ マ圏及び上部電

離圏の低いエネルギー ・プ ラズマの密度 変化を計算 し,赤 道面 におけるプ ラズマポーズの位置 と上部電離 圏の密度

分布 との間に,様 々な対応関係 があ り得 る ことを示 した.

3.Pc-1脈 動の解析

第17次 南極観測隊に よって昭和基地及びみず ほ基 地で観測 され たPc-1地 磁気脈動にっいて,ス ペ ク トル の 特

徴,発 生頻度,地 磁気擾乱 との関係にっいて調べた.こ の結 果,発 生頻度は午後側に大 きな ピー クを もっ高緯度特

有の 日変化パ ターンを示す こと,Pc-1の 発生はDstと よい相関があ ることがわかった.

4.サ ブス トームとVLFと 電波の高緯度伝搬異常

犬吠電波観測 で観測 した極光帯通過回線 のVLF電 波の位相擾乱のデ ータを用いて,　VLF位 相擾乱の原因 とな

るIO-lookeVの 電子降下 とサブス トー ムとの関係にっいて調べた.

地 磁 気AE　 indexの 評 価 と算 出 ※前田 担(京 都大学理学部教授),荒 木 徹(京 都大学理学 部助

教授),上 出洋 介(京 都産業大学理学部助教授):平 澤威 男(教 授),福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)

AEイ ンデ ックスは現在 全世 界にわ たる多 くの研究者 によって用 いられ てい るが,本 年度におい ては,1978年 の

前 半のデータを用 いて算 出した.

1.算 出方法

AEイ ンデ ックスは北半球 オー ロラ帯 に沿 うい くっ かの観測所で の地磁気変化H成 分か ら導 かれ てい る.こ こで

は12観 測所 のデータを用い,静 かな 日の平均値 を差 引いた1分 値 をUTで ならべ,AU,　 AL,　 AE,　 AO各 イン

デ ックスを求 めた.

2.観 測所選 定

観 測所の選 定に当 っては,な るべ く多 く,し か もな るべ く一 様に分布 してい ることが大切 であ る.こ こでは この

立場 か ら12観 測所 を選定 した.

3.デ ィジ タル化

アナ ログデー タのデ ィジ タル化は一般 に重要な問題 であ る.こ こでは半 自動音波読取装置 を用いて,マ イ クロフ

ィル ム リーダに映 し出 されたマグネ トグ ラムを1分 毎に読 取 った.1分 値は平均数回の読取 りの平均値 か ら決 め ら

れ る.各 種の ノイズは特殊な制御プ ログ ラムに よって除去され るように してあ る.

4.誤 差の評価

マ グネ トグラムの読み取 りは,細 心の注意が払われたが,そ れで も次の よ うな誤差が混入す る可能性があ ろ う.

(1)マグネ トグラムは印画紙に記録 され,そ の映像が太 き過 ぎた り薄過 ぎた りす ることがあ る.(2)原 記録が マイ クロ

フィル ムにされ ている時 には,ベ ースラインや タイムマークが 曲ることがあ る.(3)記 録紙の送 りが一様でない場合

には,タ イムマークの間隔に不等が生 じる.(4)観 測所に毎月のベ ースライ ンを決め る時,静 かな 日も乱れ てい るこ

とが ある.こ のため1～3nTの 誤差がお こ り得 る.(5)最 も大 きい誤差は欠測に よるもので,こ の場合は残 りの観

測所 の値 のみで インデ ックスが決め られ ることにな る.

5.結 果

AEイ ンデ ックスの計算結 果は,毎 日のUT変 化 の図,時 間値 の表,寄 与観測所図,期 間中 の磁場H成 分変化図

な どとして印刷公表 され る.

中 ・高緯度エミッシ ョンの発生機構に関する研究 ※大津仁助(名 古屋大学空電研究所教授),早 川

正士(名 古屋大学空電研究所助教授),柏 木瑞夫(名 古屋大学空電研究所助手),岡 田敏美(名 古屋大学空電研究
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所助手):福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 手)

前年度 に引続 き1978年11月 から1979年1月 末 までの期間,欧 州 ・中緯度帯で観測 したVLF/ELFエ ミッシ ョ

ンのデータ解析 を行 った.今 回 の解析で 特 に重点 を置 いた項 目としては方向探知　(direction-finding)　データ とダ

イナ ミックスベ ク トルを対比 させ るこ とに よ り中緯度帯固有のエ ミッシ ョンを同定 し,更 にサブス トーム との関係

を調べ よ うとした点であ る.

Event　 Study　(1978年12月20日,ヒ スの解析)

1978年12月20日6h～8h(LT)に デ ンマークの プロアフェルデ とフランスのジ ャンボで大変強 い ヒスが同時受

信 された.ま た,α,β,γ と記 したデ ータは方 向探知機の 出力波形を示 してい る.こ れ らのデー タを読 み取 るこ

とによ り,こ のヒスの電離層下端におけ る出口は全体 として プロア フェルデ近傍であ るが,細 か く時間 を追 って見

る とヒスの初期 にお いては東南の方 向にあ った ものが次第に天頂近 くか ら西北の方向へ と移動 してい った とい うこ

とが判 る.

一方,両 鶴測点におけ るパ ワーフラ ックスの強度を比較す るとプ ロア フェルデの方が強 く,先 の方向探知 の結果

と矛盾 しない結果 とな ってい る.

またKIRUNAに おけ る地磁 気デー タを照合す ると,こ の ヒスが発 生 した時間帯は サブス トーム発生 の直後 で

あ り,プ ラズ マ圏が収縮 しプ ラズ マポーズが定常状態 よ りも低緯度側へはい り込んでい る時期 に相 当す る.

これ らの測定結果はVLFヒ スがプ ラズマポーズの近傍で発 生す ることを示 す ものであ る.

ここに示 したEventの 他 に,サ ブス トー ムに関連 して発生 し,方 向探 知が行われ た ヒスがい くっか得 られ てい

る.そ れ らを詳細に解析す ることに よ り,中 緯度帯 固有の ヒスの発 生 ・伝 搬に関す る共通 の特性 を導 くことが今後

の課題であ る.こ の よ うな研究を進め ることに よ り.極 域VLF電 波現 象 との相違 点 も明 らかに され るもの と考 え

てい る.

短 波 ドップ ラ ー 船 上予 備 観 測 ※北村泰一(九 州大学理学部助教授),坂 翁介(九州 大学理学 部助手):

福西 浩(助 教授)

本辞題名に よる研究は,ふ じ船上におけ るHFド ップ ラ一-en測を実施す る もので,昭 和基地 におけ る本観測 に備

えての予備観測であ るとい う意味を もつ.デ ータは,現 在帰航 中のふ じ船 内にあ り,こ こで報告す ることは出来 な

いので,計 画の概要 と,い くっかの問題点 を述 べて報告 にかえたい.

1.計 画の概要

(目的)昭 和基地で観測す るにあた り,観 測装置のハー ドウェア上の問題点,記 録上 の問題点,更 に結果 の解析

に関す る問題点を洗い出す ことを主 目的 とし,更 に,ふ じの航 路が,中 低緯度地域,赤 道地域,極 地域 を通過す る

ことを利用 し,そ れぞれ の地域 におけ る電 離層の状況 を把握す る ことを副 目的 とす る.(問 題)通 常 ふじの業務通

信の周波数帯(短 波帯)と,観 測周波数帯(15,8,5,2.5MHz)と が一致す るため,観 測 が・いかに高 出力の業

務通信の妨害を うけない ようにす るかが最大の問題 であ る.っ ま り,業 務通信 の出力は数100W～ 数kWと い う大

出力であ り,一 方,観 測用の受信電波強度 は数μVで あ る.そ こで強 力な入力に よって,い かに受信機 の初段の回

路 が破壊 され ない ようにす るかが,最 も大 きい問題 であった.幸 いに して,ア ンテナ回路の保護回路が うま く働 ら

き,業 務通 信時のみの妨害です み,回 路 は破壊 されず に,現 在 うま くデ ータが取得 されっつ ある.(受 信の可能性

のあ る局)JJY(日 本),BPV(上 海),BSF(台 湾),ATA(ニ ューデ リー),ZUO(南 アフ リカ共和国)

等 が.受 信可能 な局 である.

2.期 待 され る結果

(二点間 相関最適距 離)東 京 出航直後 の,ふ じが 日本近海 を航行 中のデ ータ と,九 大 にお ける固定点観測 のデ ー

タ とを比較す ることに よ り,あ る現 象が良い相関 を もっための最適距離 が求 められ る.こ れは,昭 和基地周辺にお

いて多点観測 をす る際のt基 準"を 与 えるもの と考 えられ る.(赤 道電離層の状態)オ ース トラ リア近海において,

若 しBSF(台 湾)を 受信 で きるな らば,そ の反射点 は赤道直上の電離層であ るので,極 地域や中低緯度 とは異な

ったデ ータが得 られ るもの と期待 され る.
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人 工 衛 星 テ レメ トリに よ る極 域 超 高 層 の 研 究 ※松浦延夫(郵 政省電波研究所 平磯支所長),恩 藤 忠典

(郵政省電波研究所研究室長):平 澤威男(教 授)

1.概 要

昭和基地 にお ける超高層研究観測の充実 を図 るため,カ ナダの国際電離層研究衛星(ISIS1及 び2号)の トップ

サ イ ドサ ウンデ ィング及びVLF帯 電波雑音デ ータのテ レメ トリ受信を行い,取 得デー タを処理 ・解 析す る ことに

よ り南極域 の超高層 に関す る研究 を行 う.

2.　 ISISデ ータ受信状況

カナダ国通信 省通信研究 センタ(CRC)はISISの 運用 を昭和55年3月 を以 って 終了す ることが通告 され てい

たので,昭 和54年 度 に強化観測 を行ない,受 信パス数を大幅に増 した.

3.研 究成果

(1)ト ップサ イ ド ・サ ウンデ ィング

トップサイ ド ・サ ウンデ ィングか ら得 られ るイオノグラムに よ り電子密度 の高度分布を,ま た,サ ウン ド受信機

のAGCデ ータか ら衛星点 での中短波帯電波雑音 の特性 を求め るこ とがで きる.イ オノグラムか らN(h)を 得 る

際,ト レースの読取 り等に非常 な労 力を要す るので,計 算機 による自動N(h)解 析の アル ゴ リズ ムの開発の第1

段階 として共鳴スパイ クの 自動読取 りアルゴ リズ ムを開発 した.こ れ を昭和基地及び鹿島で受信 したISISイ オ ノ

グ ラムに適 用 して,良 好な結果 を得 た.ま た,AGCデ ータの解析 の手始めに1976年 度に取得 したデ ータを基に し

て,極 域の中短 波帯雑 音の特性 を調査 した.そ の結 果,他 衛星 では夜側 の磁気圏のみで観測 されてい る強い極光帯

キ ロメー トル放射(AKR)が 昼側 において観測 された例 を見 出した.

(2)VLF帯 電波雑 音観測

VLFソ ーサの動スペ ク トルか らその発 生高度 を推定,衛 星 から約800km以 内の近距離 にあることを見出 した・

その発生緯度は極 光帯 の高緯度側(79～83°)に あ り,そ の附近 の低 エネルギ ー電子流 の存在 を推定 した.

さらに,ス ペ ク トル解析の結 果か ら地磁気緯度55° ～63°において5.0±1.OkHzの 狭帯域 ヒスが しぼ しぽ観測 さ

れ ることが見出 された.こ の緯度帯はプ ラズマポーズの平均 的位 置 と対応 して お り,こ れ らの ヒスは数keVか ら

数10keVの 電 子のサ イク ロトロン不安定に よ り生成 され ることが 明らか とな った・

昭 和 基 地 で の　VLFア クテ ィブ 実 験 の 可 能 性 に つ い て ※鶴 田浩一郎(東 京 大学宇宙航空研究所助

手),林 幹治(東 京大学 理学 部助手):福 西 浩(助 教授)

前年度にひ きつづいて,現 にア クテ ィブ実験を行な ってい る サイプル局(L～4.1)の 電波 を地磁気共役点付近

で受信 し,サ イプル からの電波 の空間的拡が り,プ ラズマポ ーズ との関係を調べた.こ の ことは'南 極昭和基地で

同様 のアクティブ実験 を計画す る場合重要な資料 とな ると考 えられ る.何 故な ら,サ イプル局は平均的 なプラズ マ

ポーズの緯度に位置 してお り,サ イプル実験で得 られてい る興味深い現象が,プ ラズマポーズ と密接 な関係 を持 っ

ているもので あるならば,オ ー ロラゾーンに位置す る昭和基地でのア クテ ィブ実験はサイプルでの実験 と異った見

地 から計画 されねば ならないか らであ る.

解析 の結果,受 信 信号 の空間分布 にっ いては 一7db/100kmと い う非常に大 きな空間減衰を示す ことがわかった・

また,サ ンプル局 か らの信号 はプラズ マポーズの内 ・外で伝播可能であ るが,プ ラズマポ ーズの内側の伝播 路では

強度 がスポ ラデ ィックに変化す るのに対 し,そ の外側 では あま り強 くはないが比較的安定に受信 され る よ う であ

る.も っと高緯度 でサイプル信号 が どのよ うな姿で受信 され るか も調べなけれぽな らないが,我 々が取得 したデー

タの範囲ではL≧4.7で の良好 な受信例 はない.ス ポラデ ィ ックは強度変化は主 として,ASEの トリガーに よる

ものであ るか ら,プ ラズマポーズの趣 く近傍 の伝播路 でのみ面 白い現象が起 ってい るのではないか と思われ る.

以上のデー タは全てL～4.1の サイプル局 の信 号を受信 した もので あるか ら送信局 がよ り高緯度に移 り,送 信電

波の周波数が下げ られた場合にっいて言及す るわけにはいかない.今 後理論的 な検討 も含め て,表 題のテ ーマにつ

いて結 論を得 たい と考えている.
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低 高 緯 度 にお け るPC－ タ イプ ・パ ル セー シ ョンの 比 較 研 究 ※桑島正幸(気 象庁地磁気観測所研究

官),河 村 譜(気 象庁地磁地磁気観測所長).外 谷 健(気 象庁地磁気観測所技官),小 池捷春(気 象庁地磁気

観測所技官):平 澤威 男(教 授),福 西 浩(助 教授)

前年度 の結 果をふまえて,今 年度 はPeriodic　 emissionに 焦点を しぼ って,研 究 を進めた.第18次,第19次 観測

隊 に よる1977年,1978年 の2年 間 の昭和基地 にお けるULFデ ータを基礎資料 として,ス ペ ク トル ・アナライザ ー

によってf-t　diagramを 作成 し,　Periodic　emissionをpick　 upす る.同 時に中低緯度の観測点 として女満別に

おけ るULFデ ータにっい ても同様 のことを行 った.

Periodic　emissionの 出現特性 を地磁気活動度 との関係 で研究す るためにPcl　 index　を作成 した.地 磁気活動

としては,磁 気嵐時 の環電流 の発達状況 を示す もの としてDst　 indexを 用いた.こ の結果,中 低緯度において も,

高緯度 にお いても磁気嵐が発達 して回復す る期間にPeriodic　 emission力 頻 発す るこ とを,定 量的に確め ることが

で きた.

これ は,磁 気嵐時 に発達す る環電流 を形成す る高 エネルギ ープ ロトン粒子 のエネルギ ーがPc1波 動のエネルギ

ーに変換 され ることを意味す ると考え られ る.

さらに解析 を進めた結果,　Periodic　emissionは 中低緯度においてはDstの 最大発達時か ら2～3日 後に 出現

の ピークを示すのに対 して,高 緯度におい ては4～5日 後に ピークの出 るこ とを見い出 した.こ の ことはPc1波

動 を発生す る領域が嵐の回復時におけ るPlasmapauseの 回復に伴 って,磁 気圏の内側か ら外側に移動す ることを

意味す る.

Periodic　emissionの 中心周波数は,女 満別で0.9～1.OHzで あ るのに対 して,昭 和基地 では0 .7～0.8Hzで

あ るが,こ の違い も又前にのべ たdynamicsと 関連 してい ると考え られ,発 生源がDstの 最大発達 時か ら2～3

日後にはLcr4,4～6日 後にはL:6に あ るとすれば,モ デル計算に よって も定量 的に説明す ることがで きる.

今年度の研究 において出て きた も う一つの事実 は,Pc1の 発 生数が1977年 に比較 して1978年 が非常 に少ない と

い うことであ る.中 低緯度において も,こ の傾 向はは っき りと見 られ る.1977年 に比較 して1978年 において,地 磁

気 活動や環電流の発達に 目立った変化は検出され ていない.1979年 のULFデ ータを用 いれ ば この傾 向をさ らに検

証 で きるわけで,今 後行 いたい と考 えている.

パ タ ー ン 処理 に よ る 観 測 デ ー タ 解析 ※金田栄祐(東 京大学理学部助手):,平 澤威 男(教 授),福 西

浩(助 教授)

研究年 次の二年度 として,科 学衛星"極 光"に よる真空紫外域 オーロラの画像デ ータ処理 を対 象 とす るソフ トウ

エア ・システムを完 成させ,研 究 をデータ解析 の段階へ と進展 させ る事が 出来た.

前年度 開発 の1次 処理用 ソフ トウエアによって作成 された規準化画面(256×256p×1・)を 入力デ ータ とし,統 計

的解析 の前提 とな る規格化サ イズの極座標系表示画面へ の写像変換 ソフ トウエ ア ・システムを今年度開発 した.こ

の写像変換 は,以 下 の2段 階に細分 して説明す る事が可能であ る.

(i)入 力画像 であ る規準化画面へ の地磁気座標系 グ リッド挿入.

㈹ 上記 の挿入 グ リッドを手掛 りとして,規 格化サイズの極座標系表示画面へ変換を行 う画像投影.こ の投影な

おい ては,　Polarstereo投 影法を採用 した.

この写像変換用 ソフ トウエ アの完成に伴い,オ ーロラ画像は単に統計的処理が可能 とな ったに留 らず,{極 光"

に搭載 され 同時観測 を行 った他 の観測装置 のデ ータとの間で相互比較が可能 とな った.今 年 度 は,限 定 された周

回数ではあ るが,電 子エ ネルギ ースペ ク トル解析装置 との共 同解析に よ り,従 来 この種 の解析 を行 って きたDMS

P,　ISIS-2等 の観測 では検 出し得 なか った様 々な特性が明 らか とな った.こ れ等の中で主要な ものを挙げ ると,

a)　 duskか らpre-midnight迄 の夜側領域では,オ ーロラの総観的様相は単純な　"discrete　aurora"　と　"diffuse

aurora"　の相互配位のみで記述で きず,昼 側 よ り廻 り込むアー クの存 在す る事が明 らかにな った.更 に,こ のアー

クの発達 とsubstormの 　expansion　 onset　との間に,か な りの相関関係 が存在す る.

b)　 "discrete　aurora"　に対応す る入射電子のエネルギ ースペ ク トルは,2～3keVの エネルギー領域 にpeak

を有す る型 とされ ていたが,"極 光 、、に よる観測結果 からは,機 々なタイプのものが 対応す る事 が明らか とな り,
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単 純 な"discrete　 aurora"と い う様 な 分 類 は あ ま り意 味 を な さな い.

極 域 に お け るVLF波 動 に お よ ぼ すD層 の 影 響 ※長野 勇(金 沢大学工学部講師),満 保正喜(金

沢大学工学部教授):福 西 浩(助 教授),平 澤威男(教 授)

この研究 の 目的 は,極 域の地上におけ るVLF観 測デ ータが下部電離層の効果を どのよ うに受 けているか をfull

wave　 計算に よ り調べVLFヒ ス,コ ーラスの下 部電離層伝搬特性を明 らか にす るこ とであ る.昨 年度において入

射 波を平面 波 として取 り扱 った.本 年度 は,有 限 な大 きさを有す る波源が下部電離層 を透過 して大地上に どの よ う

な空間分布を作 るかを波動論 的立場 に よ り厳密 に解析 した.

1.計 算方法の確立

入射 ビーム波を フー リエ変換 し,そ の波数に対応 す るそれ ぞれ の入射角 についてfull　wave計 算 を行い,大 地上

でその計算値の電磁界を合成 し逆 フー リエ変換す る.波 数展開においては複素 入射角 も考慮す る.こ のよ うな手法

に よる計算機 アル ゴ リズムを完成 させた.

2.入 射波の広が りと地上空間分布の関係

入射波の広が り(α)が 入射高度 にお ける波長(λ)の 数倍の 場合には,地 上空間分布は,そ の数十倍 に も広 が

る.又,α が10以 上では入射波 の広が りと地上の広が りは概ね同 じであ ることが分 った.

3.　 Transmissioncone角

平面 波入射 角の場 合は,　Transmission　 cone角 は,ほ ぼ スネル の法則に従 うのであ るが,有 限な波源の場 合は

スネルの法 則 よ り幾分広 くなる.従 って,幾 何光学的 にはtrapPing　 c。ne内 に入射角が存在 しない場合にで も・

波 源の大 きさを考慮す るこ とに よ り地上に到達す ることが可能な場合があ る.

4.　 Emittance角

平面波に よる取 り扱いではEmittance角(θe)は,nを 屈折 率,θiを 入射角 として,　nsioθiの 関係にな る

が,ガ ウス ビー ム波ではその関係式 よ り小さ くな る.例 えば広 が り10λ がの場 合で も θeが50° を越 えることは

ない.こ れは大変興味あ る結 果であ り,電 離層 か らの直接 波(20λ 近傍)は 地上 にそれ程広 がらないこ とを示唆 し

てい る.

この よ うに入射波の広が りを考慮す ることに よ り,従 来の平面波に よる解析結果 よ りも現実性 があ り,観 測方法

を購 えた解析が可能 とな った.又,多 点観測のデー タ解析には,非 常に有 用な手段 とな りうる.

極 域 及 び 低 緯 度VLFの 波 動 特 性 ※斉藤 尚生(東 北大学理学部助教授),湯 元清文(東 北大学理学部

助手),田 村忠義(東 北大学理学部技官),瀬 戸正弘(東 北大学助教授),早 坂 孝(東 北工業大学助 手):平 澤 威

男(教 授)

本研究 の本年度 の 目的は,極 域 のデ ータを中心 とす る地上多点デー タ及び人工衛星データを用いて,Pi2,Pc3

の解析 に比較的重点 を置 く.解 析 した結果,以 下 のこ とが明 らかにな った.

(1)夜 側 の極域 で測定 され たオー ロラサブス トーム との対応が はっき りす る低緯度Pi2の 発生頻度には 地方時

依存 性が見 られ る.特 に,女 川観測所 の様 な高感 度磁 力計を用いれ ば19h～0.3hLTの 間では80%以 上 のオーロラ

サブス トー ムが低緯度Pi2に よってモ ニターで きる と思われ る.

(2)夜 側の低緯度で観測 されたサブス トームに伴 う　Pi2の 全世 界的な発 生分 布を見る と,昼 間側 の低緯度で も

40%近 くのPi2　 が観 られ,磁 気 圏サ ブス トームの発生,伝 播機構 の解 明の大 きな手掛 りとな る.

(3)　ULF　 dataの スペ ク トル解析 を行 った結果,低 緯度Pi2　 の周 期には主に2っ の成分が観 られ ・長周期成分

はauroral　 ova1,短 周期 成分 はplasma　 pauseの 位置 に各 々関 係 して い る こ とが 明 らか に され た ・

(4)日 本 の"JIKIKEN・ 衛 星 で 観測 され たMini-substormに 伴 う極 長 周期Pi2に つ い てworld-wideなdata

解 析 を した 結 果,昼 間 側 の昭 和 基 地 か ら夜 側 の 鹿 屋 に わ た り,～220秒 のPi2が 同 時 に 観 測 され た.磁 気 圏 の プ ラ

ズ マ密 度 や 磁 気 活 動 度 を考 慮 す る と,こ の 振 動 はauroral　 ova1に 位 置す るOdd-modeのfundamenta1な 振 動 で

あ る こ とが確 め られ た.

(5)Pi2の 周 期 及 び振 幅 はsubstorm　 magnitudeやIMF　 の方 向に 依 存 す る事 が 明 らか に な り・ この こ とか ら
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低緯度Pi2を 用いた磁気 圏及びIMFの 　diagnoses　の可能性 が出てきた.

次に,地 上及び人工衛星のdataを 用いたPc3の 解析結果を まとめ ると,

(1)低 緯度Pc3　 と磁 気圏中のISEE-1に よ り観測 されたPc3の 相関は10cal　 timeで5時 間 以上離れ る と悪

くな る.

(2)磁 気圏で観測 され るPc3の 中にはIMFの 方向に依存す る成分 と,　IMFに あま り依存 しない,2種 類 の

Pc3が 存在 してい る.

(3)こ れ らのIMEの 方向にあま り依存 しないPc3は 　polarization　のdawn-dusk　 asymmetryが 観 られ,太

陽風 と地球磁 気圏 との相互作用 に よって発 生 したもの と考 え られ る.

磁気圏内における電磁流体波動の発生 ・伝播－ATS～ 昭和基地両観測点での電磁流体波の特性と

比較一 ※桜井 享(東 海大学工学部助教授),高 橋隆男(東 海大学工学部講師):平 澤威男(教 授)

1.研 究目的

本研究は磁気圏において発生 ・伝播している種々の磁気波動の特性を,磁 気圏と極域における観測資料との対比

の もとに,そ れ等 の発生 ・伝播 の機構 を検討す る.

2.研 究方法

磁気 圏における磁気波動 はATS-6の デ ータを使用 し,ATS-6が 観測 したそれぞれの経度におけ る高緯度地

上観測基地 の資料 との対比を行 う.

3.研 究結果

Pc4周 期帯 の磁気圏におけ る波動は,人 工衛星の磁気緯度に よって異な る特 性を示 した.

(1)磁 気緯度 一24°におけ る特性

a)振 動の継続時間が長 く(30分 ～1時 間)波 形が単一周期の正弦波的であ る.b)横 波的傾 向を強 く示 し,特 に

磁力線に対 して動径方向に強 く振れ る.c)周 期が40秒 か ら170秒 まで変わ るが,極 め て明瞭な 日変化を示す.d)

この周期 の 日変化は,　ATS軌 道におけ るアル フベ ン波の定 在振動の第二次高調波で説 明され る.e)主 として昼間

出現す るが,夕 方側 では長周期に まで伸 び る.こ の長周期部 分 もプラズ マポーズ のバルジにおける高密度 プラズ マ

を考慮す ることに よって,第 二次高調波 として説明 され得 る.f)こ の種 の波動 を地上観測 と対比す る と地上で は

東西成分が強 く振れてお り,磁 気圏か ら地上 への伝播 において主軸 が90° 回転す る ことが 明らかになった.

(2)磁 気緯度約10° における波動特性

a)横 波的振 動 と圧 縮的振動 の二つの振 動モー ドが見い出された .b)横 波的振動は東西成分 の振動が主であ る.

c)横 波的振動 は主 に夕方観測 された.

上記 した様 に,同 じ周期帯 の波動 であ りなが ら,観 測 され る磁気緯度 によってその波動特性が大 きく異な る事が

明らかにされた.こ の事は,こ の磁気波動の振動機構 を明らかにす る上で極めて重 要であ る,

IMS地 上 観 測 網 地 磁 気 資 料 の 有 機 的 活 用 に 基 づ く極 域 磁 気 圏 の 電 磁 気 的 研 究 ※国分 征(東 京

大学理学部助教授),飯 島 健(東 京大学 理学 部助教授):平 澤威男(教 授)

1976年 か ら79年 にかけて国際的な協力体制の もとに行われたIntenational　 Magnetospheric　 Study　 (IMS)期 間

中には,組 織化 された地上観測網や衛星観測に よ り膨大なデー タが得 られてい る.こ の研究 では,こ れ らの うち地

磁気観測資料 をもとに極域擾乱現象のグ ローバルな特 性を解析す ることを主 目的 とした.55年 度 ではアラスカ ・カ

ナダにおけ る観測網のデー タを活用す るための ソフ トウエアを作成 し,他 の標 準観測所 からのデータを合せ て大磁

気嵐の解析を行 った.こ こでは1978年4月30日 ～5月3日 にかけて発生 した大磁気嵐現象 の解析 から得 られた結果

にっいて主な点をま とめ る.

(1)擾 乱発達の初期 には,極 冠領域 のtwo　 ce11型 の電流系 の赤道 方向へ の拡が りが長時間にわた ってみ られ,

擾 乱のベースを形成す る.

(2)同 時に昼側 の極冠領域 では東 西方向の電流 の変動が重 な り,こ れ も赤道側に移動す る傾向を示す.

(3)夜 間に発生す る西向きのジ ェッ ト電流 はこのあ とで発達す るが,昼 間側ではtwo　 ce11電 流が依然 として赤
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道側ヘ シフ トし続け る.

(4)擾 乱の最終段階を特 徴づけ るものは,　two　cell型 電流の赤道側 への膨張 がやみ,朝 側は夜側か ら 発達 して

きた西向きジ ェッ ト電流でおおわれ,午 後側で新たに東向 き電流の極側 への移動 がみみ られ る ことなどであ る.し

かし午後側 の東 向き電流 では極側への移動がみ られない こともあ る.

磁気嵐 の研究 は磁気圏現 象の巨視的 な面の解明に資す るものであ り,太 陽風 と磁 気圏の相互作用やそれ に伴 う大

規模な磁気 圏対流 など磁気圏 全体 にわた る現象の把握に役立っ.一 方磁気圏プ ラズマ と波動 との相互作用 など ミク

ロな物理現 象の研究 も併行 して行 な うこ とは複雑な磁気圏現象の理解に必要であ る.こ の ような ミクロな側面 の研

究 として極磁気嵐 中のVLFコ ーラスの発生 とそれに伴 う電子の降下及び磁気変動に関す る研究 も行 った.用 いた

デー タは 日本のIMS計 画の一つ として カナダで行 なわれた観測で得 られた もので,地 磁気緯度約60度 附近 での現

象を解析 した.

VHFレ ー ダ に よ る超 高 層 大 気 運 動 の 研 究 ※大瀬 正美(郵 政 省電波研究所主任研究官),五 十嵐 喜良

(郵政省電波研究所 研究官),小 川忠彦(郵 政 省電波研究所主任研究官):平 澤威 男(教 授)

VHFド ップ ラー レーダに よる極域 超高層大気運 動の研究 は,電 波研 と極地研の共 同研究 として実施 され ること

にな り,23次 隊か ら観測を始め る計画で,55年 度 は,主 にデータ処理系 のシステム設計 を行 った.

デ ータ処理用 ミニコンの機種選定を行い,ソ フ トウエアの仕様 を作製 した.以 下 の3っ の観測を行な うことにな

った.(1)FFTの ハ ー ドリニアプ ロセ ッサーを用いてスペ ク トル解析 を 行 な うこ とにな り,　Irregularitiesの 発生

機構 を調べ るスペ ク トルモー ド,(2)ダ ブルパルス法(平 均 ドップラー法)に よるIrregularitiesの 平均 ドップ ラ

ー速度 を求め るダブルパル スモー ド,(3)流星 の飛跡 に伴 うエ コーの ドップラー速度を求め ることに よ り80～120km

高度 の風系を調べ る流星モー ド.

レーダ本体 とミニコン との インターフェース用に ドップラー信号処理装置を作 った・ この装置はDbitのA/D

変換器3台 を内蔵 し,10kHzの サ ンプ リング速度で ドップラー検 出受信器の信号を ミニ コンで送 るこ とがで きる・

また,3っ の観測 モー ドの選択 と観測 パラメータを設定す る機能を有 してい る.56年 度は レーダの更新時期 にあた

るので,新 レーダを作るこ とにな った.こ の レーダは,ド ップ ラー検出機能を有 し,ミ ニ コンに よる制御,デ ータ

処理 が行 なえる よう仕様 を決定 した.

空 間分解能 を向上 させ るため,従 来使用 していた八木 アンテナでな く,同 軸 コ リニア ・アンテナを設 置す る計画

であ る.水 平面の ビーム幅を約3度 にす る ことを 目標 にして投術的検討を行 った.設 置場所 にっいては,22次 隊に

よる現地調査の結果 をみて決定す る.

ISIS-1,2衛 星 に よ る極 域 超 高 層 プ ラズ マ 中 の 自然 電 波 放 射 の 観 測 研 究 ※前沢 潔(山 形大学

理学部助教授),佐 藤夏雄(助 手),山 岸 久雄(助 手)

1977年7月29日 か ら9月18日 まで25日 間,南 極 昭和 基地のほぼ地磁気共役点 にあた るアイスラン ドの フ ッサ フェ

ルにおいてVLF自 然電波の観測が実 施 されそのデータ解析 を行 なった.そ の解析結果 とISIS衛 星デ ータ との比

較 を行 な う.昭 和基地 とISISア イ スラン ドの磁気 テープ記録を周波数分析す ることに よ り以下 の点 が明らか とな

った.

1.コ ーラスの共役性について

以前 か ら言われ ているよ うに,コ ーラスは昼間の現象であ ることに変わ りはない.昭 和 基地 とアイスラン ドの 日

変化を比較 してみた結 果,ア イスラン ドの方が6時 か ら18時 にかけて昭和基地 よ りも発生頻度 が高い ことがわ かっ

た.ま たオーPラ に ともなって現 われ るオーPラ コーラスの共役性は悪いのに反 し,昼 間に現われ るELF帯 の コ

ー ラスの共役性 は良い ことがわかった.

2.共 役性の 日変化について

昭和基地 とアイス ラン ドのダイナ ミックスベ ク トルをも とに両地点 の共役性 のあ るもの(南 北 同時に出現 してい

る場合)と ない ものにっいて1日 を3時 間 ごと区分 し,そ れ らの発 生頻度 を調べ た.共 役性のあ るものは,9時 か

ら12時(MLT)に かけて ピークを もち昼間側に限 られ る.一 方,共 役性 のあ るものは夜側 にピークを もち共役性
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のあ るもの と逆の傾向を もっ.

また,共 役性のあ るもので も昭和基地 とアイス ラン ドでは周波数の一致す るもの と一致 しない ものがある.周 波

数の一致す る共役性の ものは9時30分 か ら10時 を ピー クに午前側 に集中す る.周 波数の一致 しない共役性 のものは

12時 を中心に両側に広 くすそを引いて現われ る.そ こでスペ ク トル型 は同 じであるが周波数 の異 なる共役性 のある

ものにっいて,昭 和 基地 とアイス ラン ドの相違 を比 較 してみた.そ の結 果,ア イスラン ドの方が昭和基地 よ りも周

波数は全体的に高い ことがわかった.

オ ー ロラ フ レア時 に お け る磁 力 線 トレー シ ン グ の基 礎 的研 究 ※小 口 高(東 京大学理学部教授) ,

中村純 二(東 京大学教養学部 教授):福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 手),藤 井良一(助 手)

発光雲 に よる地球磁 力線 のtracingは 地球磁気 圏内の電場分布,及 び これ に関連 した磁気圏 プラズ マのダイ ナ ミ

ックス とその時間変動,特 にAurora　 Expansion時 の変動 の研究 に極め て重要 な観測手法であ る と考 えられ る.

本研究 は,将 来 における昭和基地で のこの種 の実験 を 目途 として,　Ba発 光雲を作 るための　Shaped　 Charge,及 び

発光雲 を観測す るた めLLLTVカ メラの開発 の2点 を中心 とす る基礎研究であ る.

1.　Shaped　 Charge

ShapPed　 Charge　 の問題点 として考慮 された のは 平面衝撃波 を作 ること,爆 速 を金属バ リウム内の音速3 .gkm/s

の約2倍 とす るこ と,腐 蝕に耐 える金属・ミリウムライナーを作 ること,ジ ェ ット開 口角をで きるだけ小 さ くす るこ

と,真 空 中でも完全 な燦然が行われ ること等であ る.

1-1平 面衝撃波

平面衝撃波は二種類の爆薬に よる平面波 レンズで達成 された.こ の場合,形 状は円筒形 よ りも円錐形の方が円筒

底面 からの希薄反射波等 の影響が少な く,平 面爆轟波の形成に好都合であ ることが知 られた.

1-2高 速爆薬

高速爆薬 としてComposition　 Bを 用 い,爆 速7.5～7.7km/sを 得 た.

1-3バ リウムライ ナー防蝕

ライ ナー表面にBaC2被 膜 を作 り,パ ラフィンワ ックス,っ いでキシ レンを溶剤 としたシール ピールを用いてシ

ール ピール コーテ ィングを行 った上に更にパ ラフィンワ ックスの コーテ ィングを重ね ることに よ り
,バ リウムの腐

蝕に対 して安定な ライナ ーが得 られた.

1-4総 合テス ト

上記の　Shaped　 Charge　 のテス トの結 果,ジ ェ ットの初速8.9km/s,ジ ェッ ト開 口角1° 以内 と満 足すべ き結

果が得 られた.

1-5ロ ケッ ト実験

Shaped　 Charge　 がK-9M-66号 機に搭載 され,内 之浦 で実験が行 われた.点 火は高度316kmで ,ジ ェッ ト

は磁 力線 と約40° の角度に射出 された.こ のためジェ ッ トの拡 散は極 めて早 く,磁 力線沿 いに延 びる ことな く消失

した.

以上 の実験の結 果,更 に大 型の　Shaped　 Charge　 に関 して も実 用上 の諸 問題 はほぼ洗 い 出 さ れ,　Ba発 光雲 を

field　line　tracing　に用い る準備は概ね整 った もの と考 え られ る.

2.　 LLLTVカ メラ

LLLTVカ メラとしては従来SIT型 カメラが一般に使用 されてい るが,　Ba発 光雲 の有効 なtracing　 のために

は,更 に高感度 のカメラが望 まし く,こ のためISIT型 カ メラの検 討を行 った.　ISIT型 カメラはSITに 比べ て

約30～40倍 の感度 を持 ち,限 界感度 はオー ロラ緑線 にして50R或 はそれ 以下 であ るこ とが確認 された.

3.将 来 の　field　line　tracing　実 験

本研究 で開発 されたBa発 光弾を昭和 基地 よ り打上げ,　Ba発 光雲 を地上及び,出 来れば人工衛星か ら観測す る

こ とによって,地 球磁気圏のプ ラズ マダイ ナ ミックス,特 に オe－回ラ爆発時 の　field　line　reconnection領 域のダ

イ ナ ミックスにっい て重要な研究が実施で きるもの と期待 され る.
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EXOS-A衛 星 に よ る極 域 超 高 層 プ ラブ マ中 の 波 動 一 粒 子 相 互 作 用 の 観 測 研 究 ※芳野越夫(電 気

通 信大学教授),奥 沢隆志(電 気通信大学助教授),柴 田 喬(電 気通信大学助手),富 沢一郎(電 気通信大学助手)

:平 澤威 男(教 授),福 西 浩(助 教授)

1.目 的 ・意義

IMSに 対応 した準極軌道衛星EXOS-A　 t極光"の 南極 におけるデ ータ取得 の主 目的は,1976年 よ り昭和基地に

てデ ータ取得を開始 した,カ ナダの電 離層 観測 衛星ISIS-1号 ・2号 と同時観測 を行 うこ とによ り,南 極域 の超高

層の諸現象を2次 元的に よ り広 く解明す ることにあ った.　ISIS-1号 ・2号 は傾斜 角度90度 の極軌道 衛星 である

が,　EXOS-A　 tC極光・は65.3度 の準 拠軌 道を与 える ことに よ り,昭 和基地上空 付近 のオー ロラ ・オー・ミル帯 で両者

の軌道が常にほぼ直交す るよう計画された.こ れに よ り,　ISISが 緯度方向に沿 う現象の観 測を行 な うのに対 し・

EXOS-A　 tt極光"で はオー ロラ ・オパールに沿 う経 度方向のLTの 変化に伴 う現象の分布が観測で きる・ そ こで

この両者 の同時観測デ ータを比較す ることに よって,オ ーロラ ・オ ーバルに沿 う高低緯度域内に発 生す る現 象の2

次元 的拡 が りを観測す るこ とが可能 とな り,従 来 の一つの衛星に よる線状 の観測に対 し,極 域の諸現象を更に立体

的 ・三次元的 に詳 し く解 明で きる.

2.観 測経過

1978年2月4日 打上げ直後 よ り,昭 和基地では,第19次 隊に よって400MHzPMテ レメン トリー受信が順調に

開始 され,1.5年 間に約850軌 道のデータが受信された.9月22日 にPIの リレー回路 に トラブルが発生す るまで

は,非 常に良質のデ ータの取得が可能であ った.そ の後 も次第にS/Nの 低下があ ったが,デt'一"タの取 得 を 続 け

た.な お昭和基地では極光 のVLFモ ー ド及びESW(静 電波)モ ー ドの 観 測を行 な うと同時に,PCM(136

MHz帯)に よる他デ ータの収録 も行 った.1979年1月 を過 ぎるとVLFデ ー タの質 も低下 し,そ の後はPCMに

よるESW等 のデータを取得 した.

3.観 測結果

オー ロラ ・オーバルに沿 う方 向のオーバル内外のVLFヒ スの分布状態 にっい て観測結果 を得 ることがで きた.

特 に少数なが らオー.ミル外側での ソーサー も受信 されてお り,こ の衛星の近地点(約600km)が 南半球側に固定 さ

れてい ることか ら,ソ ーサーの発生最下 限高度 につ いてのデ ータを得 ることがで きた.ま た600～800kmの 高度

でオ ーロラ ・オーバルを横切 るときには,必 ずVシ エープタイプの ヒスが発 生す る ことも確認 された.ま た,高 度

600～800kmで 観測す るヒス発生帯域が高度1,400kmで 観測 す るISIS-　2号 の観 測 した緯度 方向の拡 が りに比較

して狭い と考 えられ るデー タを得た.

今回の極光 による観測結果の うち最大の成果をあげた ものの一つに,極 軌道衛星ISIS-　 1号 ・2号 との同時観測

が ある.極 光 とISIS衛 星が1時 間以 内の時間差で上空を通過 し,そ の双方のVLFデ ー タを取得 で きる機 会は全

部 で9回 あ り,幸 いそれぞれ異 ったKp値 の場合のデー タを取得す ることがで きた.

一般的 な結果 を列記す る と,

(1)夜 側 のオー ロラ ・オーバル帯で は,一 般に オーバルに平行 して長 さ1,000km以 上連続す る帯状の領域で1

っの ワイ ドバ ン ドなVシ ェーブを構成 す る.

(2)Kp=0～2静 かな地磁 気の状態では,オ ー・ミルに平行 して,長 さ1,000km以 上続 くと考 えられ る伺本かの

帯状 のVシ ェープ ヒスの領域 が存 在す る.ま たそれ ぞれ のVシ ェー一'ピヒス領域 の側面 で ソe-'一サ ーが発生す るこ とが

あ る.

(3)Kp=2程 度 の静かな とき,夜 側のオー ロラ ・オーバルの低緯度側 の ソーサー発生域 は・少 くとも長 さ1・000

kmに わた って点在 してい ると考え られ る.

(4)Kp>6に なる とISIS-　1号(遠 地点約3,SOOkm,近 地点約700km),ISIS-2号(高 度1・400kmの 円軌 道)・

極光(遠 地点4,000km,近 地点600km)と もVLFヒ スが観測 されな くな る・

移動 観 測 用 小型 フ ラ ック ス ゲー ト磁 力計 シ ス テ ムの 開発 研 究 ※青山 巖(東 海大学工学部教授)・

遠 山文雄(東 海大学工学部助教授):福 西 浩(助 教授),藤 井良一(助 手)

本 研究 は主 として次の三 段階にわ たって研究 が計画 された.す なわ ち,1)磁 力計セ ンサ 自体 の開発研究,2)磁
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力計電気部 の小型省電力化,3)デ ータ取得 システ ムの検討,等 であ る.し たが って本報告 も この順序 にしたが っ

て述べ る,

1)磁 力計セ ンサの開発

省電力・小型,高 精度が期待 され るフラックスゲー トとしては,リ ングコア方式がすでに発表 され実用化 されて

い る.本 研究で もこの方式にっいて技 術的検討を加 え,国 産化 をはか り,有 効 に使用出来 る事 を 目的 と し て 始 め

た.

研究 は東 北大学,東 北工業大学 とも密接な研究情 報交換を続 けなが ら行 って来 た.手 始め としてセラ ミック コ

アに各種 のパーマ ロイテープを装着,ア ニール した ものについて巻 数,寸 法比等の最適値の決定を行 った.そ の

後・ セラ ミックでは熱処理時に不要な力学 的歪が加わ るおそれ のあ るため,イ ンコーネル材 に よ り同様 な検討 を加

えて来た・ これ らの結 果,最 適 と考 え られ る寸法比,巻 数 の決定 を行 った.現 在残 っている点 は,セ ンサ支持 の

材料・構造・熱特性等であ るが,新 しい材料 マ コールを入手 したのでこれ によ り最終 の試験 を行 う予定 とな ってい

る.

2)電 気部の試作研究

本研究 課題 に必要 な電気部 としては小型,省 電力 が第一に要求 され,同 時に高安定,取 扱いの容易 さも見逃す事

の出来ない要件 である.こ れ までの磁力 計電気部 としては比較的 トランス部が多 く使用 されていたが,ま ず これを

フ ィルタを含 めて取 りさった.こ のため位相検波回路はICに よるス ウィチ ング方式 となった.励 振周波数 の安定

化 のため水 晶発振器が利用 された.試 作器に よるデ ータ取得の結 果,少 な くとも雑 音の点 では小型化 された にもか

かわ らず著 し く改善 された.し か し,長 時間にわた る高安定度 は,単 に磁 力計部の電気 的性能 のみ には よらず,む

しろセ ンサ の支持,温 度環境,補 助に使用す る補償電源の安定度 に大 き く左右 され る.今 後は これ らの点について

も研究を続けて行 く方針であ る.現 在 この 目的のために必 要な測定器等 を とりそろえている段階であ る.

3)デ ー タ取得 システム

磁 力計のデー タはAD変 換 したデ ィジタル量 として処理 して行 く方針を立てた.こ の場合,デ ー タ記録媒 体 とし

ては汎 用性 のあ るデ ィジタルカセ ッ トを使用 してみ る事に した.し か し,こ の部分は電力的に も問題 があ り,さ ら

に 日進 月歩の進歩 も予想 され,と りあ えず,デ ータ取得の技術を高め,よ りよい方式 を さぐる研究 に とどまってい

る・使用 した カセ ットはMT-6(TEAC製)で,こ れにマイ クロコンピュ・一タ(Z-80)を 組 み合せ たインターフ

ェースの製作 を行 なった.シ ステ ムとしては一応完成 しているが,磁 場 のデ ータを どの様 な共通 フ ォーマ ットに よ

って処理す るかは現在手がっけ られていない.地 磁 気デー タの磁気 テープに よる標準化 が強 く望 まれ る.い ずれに

して もこの使用 したMTは 一応JISに 準拠 してい るので処理 は ソフ トの面 だけ とも考 えても良い.こ れ まで行 っ

て来た三年間の基礎 的研究 を踏まえ更 に実用的 な磁 力計 を今後開発 して行 く方針であ る.

南 極 ロケ ッ ト観 測結 果 に基 づ く極 域 電 離 層領 域 の研 究 ※大家 寛(東 北大学 理学 部教授),高 橋忠

利(東 北大学理学部助手):福 西 浩(助 教授)

本年度 は,　IMS期 間 中に行 った一連の ロケ ット実験に よる高周波プ ラズマ波動,電 子密度計測 のデ ータを総合

的 に解析,検 討 し,こ れ らの一連の実験結果に対す るま とめを行 う一方,　EXOS-C,　 EXOS』 等極域観測に関連

した科学衛星の将来計画 とも関連 させて,今 後の極域 超高層研究 に関す る検討 を行 っている.

(1)高 周波プ ラズマ波動の観 測 と極域 電離層におけ る波動一粒 子相互作用.

S-210JA-21・S-310JA-4お よびS-310JA-6に よって 観測 されたプ ラズ マ波動は,そ の周波数特 性,プ

ラズマ ・パ ラメータ,エ ネルギー粒 子等 との対応 から,4っ の タイプに分け られ る.こ れ らのプ ラズマ波動 につい

て・極域 のプラズマパラメータを用 いた分散関係式 を熱的粒子,超 熱的粒子,さ らに温度異方性 型,或 は ビーム型

のエネルギー粒 子の成分 を持つ分布函数 を用いて計算 し,そ の不安定領 域を観測結 果 と対応 させ るこ とによ り励起

メカニズ ムを検討 した.

プラズ マ周波数(Fp)か ら電子サイ クロ トPン 周波数(FH)に わたって 観測 され る,タ イ プ1のemissionは

ピ ッチ角0° 付近の粒子 と相関があ りビーム型 不安定 と非線型 の波動粒子相互作用 を反映 した ものであ る.　FH以

下に観測 され るbroardな タイプ2のemissionは ピ ッチ角90° 付近 の粒 子 と相関があ り,ロ ス コン型 不安定 に
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よる励起 と思われ る.　Epよ り高い周波 数のbroadなemission　 (タイプ3)は 粒 子降下 の最大 時に観測 され てお

り,ビ ーム型不安定 のモー ド変換 による 電磁波であ ると考 えられ る.さ らに0.1FHか ら0.2FHに 見 られ るタイ

プ4の プラズマ波動 はホイスラーモ ー ドの波 と考 えられ る.以 上の ように,　IMS期 間に打ち上げ られ た ロケ ッ ト

観測 に もとつ いた高周波 プラズ マ波動の究明か ら分 った重要な点 として,(1)高 度100km以 上の レベルにおけるプ

ラズマ波動励起 を確 認 した こと.(2)極 域電離層で のビーム型及び ロス コン型の不安定性 の混在を確認 した こと.(3)

モー ド変換 プ ロセスを反映 した波動 スペ ク トルが観測 されてい ること,等 が得 られている.

(ll)極 域電 離層電 子密度 の直接計測 とオー ロラ電離層の構造

IMS期 間中の6機 の ロケ ットに搭載 した インピーダンスプローブに よって得 られた電子密度分布の総 合的な解

析を行な った.オ ー ロラ発生 時 と静穏 な時 の極域電離層は種 々の面で きわだ った対照を示 してい る・電 離層密度の

レベルはE層 の密度 ピークで2桁 近 い変動幅を見せ てい る.ま たF層 の高度プ ロファイルは静穏時には高度120～

130kmに 極小値 をもち,ピ ーク高度を200km以 上 の高度 に持 つ顕著 な層構造 を示す一 方,擾 乱時においてはE層

よ り上部 で密度 が高度 とともに漸減す る構造 となってお り,い わゆ るF層 の形成は見 られない・ この ようなE層 か

らF層 へかけての電 離 レベル と形状 の顕著 な違いは 電離生成率の大 きな違い とともに電離層 のDynamicalな 性質

を反 映 した ものであろ う.さ らにオー ロラ活動度 の高い時には電 子密度分布 に種 々な微細構造があ ることが明 らか

に された.電 離層に降下す るエネルギー粒 子 との関係 はその全体的傾 向 として一致す るが,微 細 な構造 まで究明す

る時必ず しも対応が よいわけではない.降 下粒子 と電離層構造 との関係は電離生成 とその再分布のDynamicalな

面か らのアプ ローチが必 要である ことを示 している.

(皿)極 域超高層観測計画の検討

EXOS-C,　 EXOS-D等,近 い将来に極域 電離層の観 測を行 う科学 衛星 が計画 され ているが,こ れ ら と関連 させ

て,さ らに進んだ段階での極域電離層構造,種 々なモー ドのプ ラズマ波 動の観測,プ ラズマ波数 の計測等 の具体的

検討を進めてい る.

南 極 中 層 大 気 圏 微 量 組 成 の ラ イ ダ ー 観 測 に 関 す る 基 礎 研 究 ※広野求和(九 州大理学部教授),藤 原

玄夫(九 州大学理学部助手),内 野 修(九 州大学工学部 助手),平 澤威男(教 授)

極域 の成層 圏では,冬 季に特 に南極 で気温 が非常 に低いこ と,大 気 大循 環に よってH20・SO2等 の大気微量成

分 が集積 され 易い こ と,ま た宇宙線に よるイナ ン生成率が大 きい こと等の故に,容 易に多量 のエア ロゾルが生成 さ

れ る可能性が ある.実 際,南 極ではCIST　 (成層圏薄雲)と 呼ばれ る雲が しぼ しぼ出現す ることが知 られ てお り,

これ が成層 圏H20の 一つ の重要 なsinkで あ ろ うとの推定 もな されてい る・

南極 に設置 され る中層大気探査のたあ のレーザ ーレーダーの,主 要な測定対象の一つは この成層圏エア ロゾル層

である.成 層 圏エア ロゾル層の観測におい て,レ ーザ ーレーダーは,そ の空間的,時 間的変動を極めて簡便 に追跡

できる とい う利点 を持 つ.し か し,レ ーザ ーレーダーの測定量は,大 気分子 とエア ロゾルの両者か らの後方散乱 光

である.こ れ か ら大気分 子の効果 を分離 し,得 られたエ アロゾルの後方散乱か ら,更 に詳 しい情報,す な わ ち 濃

度,粒 径分 布,組 成,形 状等 を定量的 に精度 よ く知 るためには,未 だかな りの困難 さが残 されてい る.

我 々は九州大学 において,レ ーザ ーレーダーに よるエ アロゾル層の綿密な観測を行 い,エ ア ロゾル層の空間的,

時間的変動 を可能な限 り精度 よく捉 える と共 に,上 述 の更 に詳 しい情報 を得 るために,人 工衛星や気球に よる世 界

各地での観測結果 との比較検討を行 った.使 用 した レーザーは,　Nd-YAGレ ーザ ー(基 本波 と第2高 調波)で あ

る.

1980年 は5月18日 に北米のSt.　Helens火 山の大噴火があ り,こ れに起因す る非常に大 きな擾乱を福岡上空で極

めて精度 よ く検出す ることがで きた.各 観 測で得 られた後 方散乱光強度の高度 プ ロフ ィルか ら,ラ ウイ ンゾンデデ

_タ か ら求めた大気分子個数密度プ ロフィルを用いて,散 乱比R(z)及 び後方散乱係数 βM(z)を 計算 した・ この

際,高 度範囲9～33kmの βMが 最小 とな る高度 で βi=0(R=1)と 仮定す る・基本波(波 長1・064μm)に 対 し

て得 られた結果 を以下に まとめてお く.

鋭 いピークを持つ極めて薄い層(半 値幅く750m)が6月4日 に高度14・7kmに ・6月11日 に17・6kmに ・6月

26日 に20km附 近 に出現 した.各 層は以後非常に早い変動を示 し,特 に最 も下 の層は,出 現 してか ら2～3日 以内
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に・R～35(R-1は 平常値 の70倍 以上)に も達 した り,ま た一旦消失 した りもした.　St.　Helens　 火山噴出物 の こ

の様 に早 い到着,及 び各高度 における到着 日の違 いは,そ れぞれ,梅 雨期に卓越す る帯状流蛇行に伴 うmeridional

flow及 び帯状流のシ アー(下 の二層は西風領域,最 上層は東風領域)と 輸送径路の違いに よるもの と 考え ること

が できる.後 方散乱係 数 βMの 高度 積分値の6月 の平均は(12.7±10 .6)×10-5Sr-1で これ は前年 秋(10,11月 の

平均値)の 約5倍 であ った.

後方散乱係数か ら濃度,粒 径分布を知 るには,2波 長 以上 に対す る βMの,し か も精確な値を求め る必 要があ

る・βMの 精度 に最 も影響す るのはRmin=1　 と仮定 した30km附 近 の実際の値である.そ こで我 々のデータを,

St・　Helens火 山噴火後各地 で精 力的 に行 われ た気球 によるサ ンプ リング,　NASAのSAGE衛 星 による　extinction

測定結果等 と比較 して検討を行 った.そ の結果,擾 乱が大 きい場合には,1.064μmに 対 してRmin=1.1～1 .3と

な る可能性 もあ ることがわか った.も しこの値を基準 として βMを 計算 し直す と,上 述の βM高 度積分値 は2倍

近 く増加す ることにな る.第2高 調波にっいては現在 検討中である.

南極におけ る　CISTの 生成消滅の過程は,火 山擾乱 と同様,レ ーザ ーレーダーによって克 明に捉 えるこ とがで

きるであろ う.南 極 では圏界面高度 が低いので,基 準 高度 における補 正は もっ と少 くても良 い と考 えられ るが,こ

れ か ら更 に検 討 して行 く予定 である.

ロケ ッ トに よ る オ ー ロラ 粒 子 観 測 及 び 粒 子流 入機 構 の研 究 ※松本治弥(神 戸大学工学部教授)
,賀

谷信幸(神 戸大学 工学部助手):平 澤威 男(教 授),福 西 浩(助 教授)

本 研究 は第19次 隊 に よ り打 ち上げ られたS-310-5及 び6号 機に搭載 されたオ ーロラ粒子観測器ESMの 観測デ

ータの解析 ,検 討 を基本 とす るもので ある.以 下現在迄に得 られた成果を述べ る.

1.>t・ 一口ラ発光時 にお ける降下電子束 の観測

上記2機 の ロケ ットは共に オーロラに命 中し,1～10keVの 電子束 のエネルギ ースペ ク トル,ピ ッチ角分布な

どを観測 した.電 子束は17次 隊に よるESMで の静穏時観測値105/cm2　 str・sec・keVに 比べ ると108/cm2　 str・sec・

keVと 非常に強 く,ピ ッチ角分布 も非等方的で降下粒子が卓越 していた.全 天 カメラに よるオー ロラ像 と対応さ

せ て検討 した結果5号 機 の場合は4～5keVの 電 子束,6号 機 の場合は1～2keVの 電子束がオー ロラ光の明 る

さ とよい対応 を示 してい ることがわか った.ま たオ ーロラを中心 とす るエネルギ ースペ ク トルの変化は,人 工衛星

で観測 されてい るよ うなInverted-Vの 変化を示 してい るとも解釈 され,ロ ケ ッ トで この変化が初めて直接観測 さ

れた ことにな る.

2.　 keV電 子マイク ロバース トの観測

5号 機 による降下電子束計数値の生デ ータに約0.1秒 周期の規則的なバース ト波形が見 られ た.こ れ はオー ロラ

X線 の観測で見出 され たマイ クロバース トに相当す るもの と考え られ るが,X線 の場合は数10keV以 上の エネル

ギ ーに相当 し,し か も観測は主 として昼間であ る.ロ ケッ トに よるバース トの直接観測 は非常 に例が少 な く,や は

り数10keV以 上が主であ る.　keV領 域 で この ような強 い・ミース トが観測 され たのは初 めてであ る.同 じよ うな オ

ー ロラ中の観測 であ りなが ら5号 機 の場 合にのみ,し か もピ ッチ角 α の小 さい範 囲のデータで のみバ ース トは観

測 され てい る.前 述の ようにバース トの周期 は0.1秒 を中心 とし持続時間は1秒 を越 えるもの もある.一く一一ス ト中

におけ る計数値の変動 振幅比は2～10と 非常 に大 きい.ま た全天カメラの像 と対比すればバ ース トは オーロラ周辺

部 で多 く観測 され る傾 向 もある・ このバース トの発生機構 は完全には解 明され てい ないが,そ の発生領域において

各 エネルギーの電 子が同時に変調 を受 けるもの と仮定すれ ば,エ ネルギ ーの相違に起因す る速度分散に よる観測地

点 において各エ ネルギ ーの電子束波形 に到達時間差 を生ず る.ESMは エネルギ ー切替 え観測方式なので この時間

差 は切替時 にお ける波形 の繰 り返 しとして観測 され る・ これが 明瞭に認め られた例を もとに観測点か らバース ト発

生源迄 の距離 を試 算す る と約4,000kmと な った.こ れ は人工衛星 で観測 され てい るdouble　 layerの 位 置に相当

し,オ ーロラ粒子がそ こで加速 され,ま たバ ース ト状の変調 も受けてい ると解釈で きる.マ イ クロバース トの検討

は この よ うに非常に重要な意味を もってお り,今 後 よ り詳細な解析を進めてゆ く予定 である.

3.降 下電子 に よる電離生成率

極 地の夜間電離層の電離は主 としてkeV程 度 の降下電 子束によるもの と考 えてよい.5,6号 機 とも夜間 の打
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上げで,上 記電子束 と同時に東北大の大家教授グループに よ り電離層電子密度が測定 されてい る.こ れ は降下電子

に よる電離生成率の理 論を検証す る機会が与え られた事を意味す る.観 測で得 られ た各高度 における電 子束エネル

ギースペ ク トル よ りピ ッチ角分布 の等方性 を仮定 して電離生成率を計算 した.第1次 近似 としてO+,02+,N2+,

と　NO+の イオン化学反応 のみを考慮 し,電 子の生成の準 平衡状態 を仮定 して粗い計算で電子密度 の高度分 布を求

め た結 果,実 測 とオーダ及び高度分布の傾向においてかな りよい一致が見 られた.こ れについては今後更に解 析を

進 めて行 く.

オ ー ロ ラ粒 子 の 加 速 に伴 う 自然 電 波 発 生 の メ カ ニズ ム につ いて の 研 究 ※巻 田和 男(拓 殖大学政

経学部講師),三 浦 彰(東 京大学理学部助手):平 澤威 男(教 授),福 西 浩(助 教授),佐 藤夏雄(助 手)

54年 度 よ り行 ってきたオー ロラ発光 に伴 な う自然電 波についての研究 を更 に進 めた.又 オー-nラ の南北共役性 に

っいては プ ロトン励起 によるオーロラについ て比較 を行 った.今 年度は更 にオー ロラの発 光 と電離層 中を流れ る電

流 との関係につい ても調べた.以 下 この3つ の テーマにっ いての成果 をま とめ てみ る.

〔1〕 サブ ス トーム時の　auroral　hiss　とAKR

地上で　auroral　hiss　が受信 され る時に,大 きな地磁気 変動 もな く,視 野範囲に　aurora　が見えない こ と も 多

い.し か しなが ら汎世界的に地磁気変動のデー タを調べてみ ると,　auroral　hissが 昭和基地で受信 され る時は多 く

の場合に,夜 中附近でサ ブス トームがは じまっている.つ ま り　auroral　hiss　はサ ブス トームの発達 を知 る上での

モ ニター とな り得 る.他 方以前 よ り報告 され てきた よ うにAKRは サ ブス トームの発達 と良い対応を示すので,

AKR　 と　auroral　hiss　とは一対一の対応があ ると予想 され る.こ れにつ いてIMP6の1973年 と1974年 の2か 年

のデー タを用いて検討 した ところ,電 離層の透過条件が良 ければ,こ の2っ の現象の間に良い対応が見 られ ること

がは っき りした・今後に残 された問題 として,　auroral　hiss　の季節変化の解明があげ られ る.　auroral　hissは 夏季

に地上では全 く受信 されないが,こ の原因 として発生その ものがないのか,電 離層の吸収に よるのかは っき りしな

い.そ こで磁気圏内で受信 され るARKの 季節変化を調べ,も し季節変化が なければ,電 離層 の吸収に よ り　auro-

ral　hissが な くな ると結論で きる.今 後 この問題について調べ てい きたい.

〔ll〕 電子及び陽子励 起に よるオーPラ の共役性

前年度は電子励起に よるオー ロラの共役性 について調べたが,今 年度は陽子励起に よるオーロラの共役性にっい

て調べた.そ れに よると電子励 起のオー ロラの よ うには っき りした共役性は見 られなか った.南 半球の昭和基地で

は電子の降下領域 よ りやや低緯度側に陽子オー ロラが出現す る傾向があ るが,北 半球のHusafellで は電 子の降下

領 域 とほぼ同 じ領域 に陽 子の降下領域が 見 られた.こ の ことは陽子の降 り込みが電子の降 り込み とは幾分 異な った

共役性を持 っている ことを暗示 している.数 千キ ロメー トルの高度 にあ ると言われ る,オ ー ロラ粒 子の加速領域 は

電 子 と陽子を同 じように加速す る ようには形 成され ていないのかも しれ ない.今 後 この興味ある問題 について更 に

検 討 してい きたい.

〔皿〕 オー ロラ発 光 と電離層電流

昭和 基地 ・無 人観 測点 ・みず ほ基地 の3点 で測定 された地磁気 三成分のデー タか ら,電 離層中を流 れ る電 流領域

を推定 す ることがで きる.こ の電流領域 と電 子励起 に よる発 光領域 とが一致 してい るのか否 かについて検 討を行 っ

た.こ れ による と,Z成 分 二〇 の時間 ・空 間変化がオー ロラの発光領域 とほぼ一致 してい るこ とがはっき りした.

更 にH成 分 の最大変化領域 もZ成 分=0の 領 域 と一致 してい ることがわか り,電 離層中を線電流が流れ ている と仮

定すれ ば この ような地磁 気変動 を説 明で きることがは っき りした.但 しD成 分の変動 については複雑 で現 在の とこ

ろ充分 に解 析 しきれ ていない.お そ らくD成 分には電離層電流 の他 に沿磁 力線電流 の寄与 もあるため単純 に説 明が

っかない もの と思 われ る.こ れ にっいて更に今後調べてい く計画である.

以上 が今年度 の主な成 果 と展望であ ったが来年度 は もう1っ のテーマ として地磁気 共役性 にっいて取 り組 んでい

きたい.十 数年前 に永田武他 の人 々によ り昭和基地 とレイキ ャビクの地磁気共役性 について調べ報告 さ れ て い る

が,彼 らはこの2点 が良 い共役点 である とい う前提 の もとに解析 を進 めた.我 々はむ しろ この2点 が必ず しもいつ

も良 い共役点 ではな く変動 している ものである とい う立場 に立って,真 の共役点 が磁気 圏の状況 に応 じてどのよ う

に変動す るのか を調べ る予定であ る.
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極 域 電 離 層 内のVLF波 動 現 象 の 解 析 ※木村盤 根(京 都大学工 学部教授),松 本 紘(京 都大学工学

部助教授),橋 本弘蔵(京 都大学工学 部助手),松 尾敏郎(京 都大学工学部技官):平 澤威男(教 授)

本年度はS-310JA-5号 機に よって観 測 されたオー ロラヒスの発生源の高度の情報を得 るため,ヒ スの ロケ ッ

トに到来す る伝搬ベ ク トル方向の解析を行 った.す なわち,前 年度迄に同 ロケッ トで観測 されたデー タか ら,オ ー

ロラヒスの伝搬ベ ク トル方向の ロケ ット軸か らの角度 と,ポ イ ンティング電力 の方 向に関す る情報を求め,こ の両

デ ータを用い て伝搬ベ ク トル の絶対的方 向を求め よ うとした.一 方 ポインティング電力 の方 向の決定には入力信号

が時間的に変動 しない とい う仮定 が必要であ るが,得 られたデ ータではその様 な仮定は許 されず,結 局ポ インティ

ングベ ク トル方向,ひ い ては伝搬 ベク トル方 向の決定がで きないこ とになった.本 年度は,こ の問題 を解決す るた

めに,ロ ケ ットスピンによる信号 の出力パ タンの時間的変化 を解析す るこ とによ り,伝 搬ベ ク トル の方 向の情報を

得 よ うとし現解析 を行 なったもので,そ の結 果の概要 は下記 の通 りである.

まず ロケ ッ トのスピン軸 の方向は姿勢 計に よって時々刻 々追跡 で きるので,前 述 の伝搬 ベク トル方 向の ロケ ット

軸 とのなす角 の測定 値を用いる と,伝 搬 ベ ク トル方向は,ロ ケ ッ ト軸を軸 とす る円錐 コーン上 にな り,方 向につい

ての自由度が1っ 減ぜ られ る.次 に ロケ ッ ト周辺 の電 子密度 と磁場強度 が既知 であるか ら伝搬 モー ドをホイスラー

モー ドとすれ ば伝搬 ベク トル方向を仮定す る と屈折率が求 め られ,又 ロケ ッ ト軸 に直角 に突 き出され た2.4mの ダ

イポールアンテナに誘起す る電圧 の ロケ ット1ス ピンに対応す る変化 が計算で きるこ とにな る.こ のスピン変化 の

パタンを伝搬 ベク トル方 向の仮定を変化 させ て順次 計算 しておけば,実 際 に観測 され たオー ロラ ヒスの受信 出力の

スピン依存性 のパタン と比較す ることに よ り,伝 搬 ベク トル方向が定 め られ る筈 である.

一 方 ロケ ッ ト観測 で得 られ たオー ロラ ヒスのスピンパタンは地上高180～220km(頂 点)の 範 囲では 比較的単純

で,上 述 のプ ロセスに従 って伝搬 ベク トルの方向が定 め られ た.そ の結果,ロ ケ ッ トへの伝搬 ベ ク トル方 向は同時

に存在 していた東 西に帯状 に広 がるオー ロラの方向に近 い方向である とい う結論 が得 られ た.又 この伝搬 ベク トル

方向は磁気 子午面 からは大 幅にずれ てお り,3次 元 の　ray　tracingを 行 うと,電 波発生源は地上300～400kmよ り

高 くはな り難 い とい うことにな り,オ ー ロラ ヒスがオー ロラを起す粒 子 と強 い関連 をもち又決 して遠方で な く地球

の近 くで発 生 した もの と推論 す ることがで きることにな った.

オ ー ロラ ヒス の 到 来方 向 の 研 究 ※鎌 田哲夫(名 古屋 大学空電 研究所助 教授),田 中義 人(名 古屋大学

空 電研究所 助教授),西 野正徳(名 古屋大学空 電研究所助手),山 口敏 明(名 古屋 大学空 電研究所技 官):平 澤威

男(教 授,)福 西 浩(助 教授)

第19次 隊時に昭和基地で行 ったオー ロラ ヒスの　Direction　Finding(DF)観 測のデー タをオー ロラオールス カイ

写真,ヒ ス強度お よびみず ほ基地で のヒス強度記録 と比較 した結 果数々の興味あ る現象が見出 され た.地 磁気H成

分が急 峻に数IOOγ 減少す る時,オ ー ロラブ レー クア ップに ともなって発生す るwide　 band　impulsiveヒ スのD

F観 測結 果にっいては既に報告 した.本 報告では,地 磁気 変化が比較的小 さい(<200γ)時 のオー ロラの発生に と

もな うri'一－pラ ヒスのDF観 測結 果の中で,典 型的な2例 を以下 に示 し,オ ー ロラヒスの電離層透 過お よび地上へ

の伝搬モデルを提示す る'

1)観 測結果

a)July5,1978(第1図)

地 磁気H成 分が小 さ く変動 してい る時,昭 和基地の磁南側の水平線近 くでオー ロラア ークが東か ら西方向へ延び

る時発生 したオ ・一口ラヒスは継続時間の短いnarrow　 bandヒ ス(<10kHz)で あ った.こ のオー ロラヒスは磁南

の入射角30度 前後か ら到来 し,オ ーロラ発光位置 よ り低緯度側にあ る.ま た,　8kHzの オー ロラ ヒス強度 は昭和

基地,み ずほ基地 とも弱 く,両 者共10-15W/m2Hz程 度であ った.

b)　 September　 4,　1987(第2図)

オ ーロラは昭和 基地の頭上を東西に大 きく広が って輝 き,こ れ に ともなって発 生 したオー ロラ ヒスは初め,磁 西

の入射角50度 前後か ら到来 し,そ の後,磁 南の入射角45度 前後か ら到 来 した.っ ま り,オ ー一口ラ ヒスの透 過点 は初

め,オ ー ロラの発 光位置 と同 じ領域を示 し,後 は,そ れ よ り約100km高 緯度側 を示 した.こ の時,　 8kHzオ ー ロ

ラヒスの強度は昭和基地 よ りみず ほ基地で強か った.
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2)電 離層透過お よび伝搬モデルの考察

a)の 観測結果か ら,そ のモデルは第3図(a)の 如 く考 えられ る.す なわ ち,磁 気圏で発生 したオ ーロラヒスは地球

磁場に沿 ってダ ク ト伝搬 し,ダ ク トが終結 してい る高さから　non-duct伝 搬 で電離層に垂 直降下 で突入 し,大 きい

透 過角で突 き抜け,地 上の広い領域に伝搬 す る.し たが って地 球磁場 に沿 って電離 層高まで降下す るオー ロラ粒 子

に よって発生す るオー ロラ発 光領域 よ り低緯度側 に,オ ー ロラヒスの電離層透 過点 はある.

一方,(b)の 観測結果か ら,そ のモデルは(b)の如 く考え られ る.す なわち磁気 圏で発 生したオー ロラ ヒスは地球磁

場 に沿 って電離層高までダ ク ト伝搬 し,ダ ク トの　trapping　cone　と電離層の垂直方向にあ るtransmission　 cone

との重 な った領域 にあ るオー ロラヒスが電離層を透過 し地 上に降下 す る.し たが ってオー ロラヒスの強度 は昭和基

地 よ りみずほ基地 で強 く受信され る.

3)今 後の方針

今後,解 析 を進 め,オ ー ロラ ヒスの上記 モデ ルを定量的 に検討す るこ と,さ らに は1979年 のDF観 測 の解析 を進

める ことが必 要であ る.

オ ー ロラ帯 の 電場 ※小川 俊雄(京 都大学理学部助教授):福 西 浩(助 教授)

ダブルプ ローーブの電位計 アンプへ の入力抵抗 を切 り換 えるこ とによって,電 場(DC及 びAC)電 子温度,電 子

密度 の時分割 計測 が可能 である.こ の方法 は,プ ローブ とロケ ッ トの絶対電位 に よる誤差 が入 ってこない利点があ

る.S-310JA-7号 機 で行 なった実験結果 を解析 したが,電 場 にっ いては前年度報告 したので,こ こでは電子温

度 と電 子密度 の結果 につ いて述べ る.

電子温度(Te)は 次 式から求 める.

Teニ.型_.　 Vb(V-Vmb)(V-Vmo)　 　　 k
　 V(Vmb-Vmo) (1)

ここで,eは 電 子電荷,kは ボル ツマ ン定 数,Vは 入力抵抗 に109Ω を用いた ときの ダブル プ ローブにかかる差

動電圧,　VmbとVmoは それぞれ,入 力抵抗 に106Ω を用 いて,バ イアス電圧(Vb)を 加 えた とき と加 えない

ときの差動 出力電圧 である.　Vbに は0.1Vを 用 いた.

(1)式から求 めた電 子温度 の値を用 いて,電 子密度(ne)を 次式 から求め る.

皇・-kT・/IA・・RV-一,k.T.',+一)il1(V芸。一・)}(2)

ここで,Aは プローブシースの表面積,Rは アンプの入力抵抗 で この場合106Ω,T三 ・miは それぞれ イオ ンの温

度 と質量,　VRは ロケ ット速度であ る.実 際 の計算では,イ オン温度Tiと 電子温度Teの 比 を仮定 した.

(1)・(2)式を用 いて求 めた,高 度80kmか ら200kmま での電 子温度 と電 子密度の結果 を,同 時搭載の電子温度 プ

ローブ(小 山 による)と 電子密度 プ ローブ(宮 崎 による)の 結果 と比較 して以下 のこ とがわか った.

電子温度 につい ては,

(1)平 均的 な高度分布 は小 山の結果 と一致す る.

(2)よ り詳し く見 る と,小 山の結果(上 昇時 のみ)は 概 して滑 らか な高度分布であ るのに対 して,高 度80kmで

約700°K,110kmで 約1,000°K,130kmで 約400°K,175㎞ で約1,000°K,190kmで 約2,000°K,220kmで

約1,800°K等 の値が得 られ,高 度 とともにで こぼ こがあ る.

電子密度 にっ いては,

(1)宮 崎の結果 は上昇時 と下降時で大 き く違い,上 昇時 の値が下降時 よ り約5倍 大 きいのに対 して,こ こでは上

昇時 ・下 降時 ともほぼ 同じ高度分布が得 られた.

(2)宮 崎の結果 は高度 とともに減少 し,10i2m"3か ら1011m-3に 減少 してい るが,こ の結 果では,高 度 と とも

に あま り変化 はな く,平 均的 に約4×1011m-3で あ る.

以上,電 子温度 にっいては高度 とともに局所的に変化す る結果が,ま た電子密度についてはあま り変化 しない結

果が得 られた.こ の理 由の一つは,オ ー ロラ粒子 の降 り込みのあ る領域では,電 子密度分布が平衡状態 で な い た
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め,電 子温度 の定義 そのものがあやふや になる ことである.し たがって,オ ー ロラ粒 子のエネルギー分布 を含 めて

研究 す ることが必要 であ るが,こ れ らにっいては将来検討す る.こ の方法が確立すれ ば,電 子温度 ・電子密度 のプ

ローブをそれぞれ独立に用いる ことな く,電 場 と同時にそれ らの情報が得 られ,経 費やペイ ロー ドの重量 ・容積等

の点で もたいへん有利であ る と思われ る.

(3)研 究成果の発表

ア 学会誌等による発表

題 目 1著 者 隊 年月 誌 名 ・巻 号 ・頁

国際地球磁気 圏観測 計画(IMS)期 間中の南 鮎川
極 ロケ ッ ト実験報告一1976-1978一

勝,平 澤 威 男55.9南 極 資料,70,40-74

極域におけるオー・ラヒス放射の到来方向測定1醐 正徳 平澤 鵬5a・1〃 71,15-43

昭和基地周辺の地磁気全磁力分布 仁木 国雄,芳 野 越夫 〃
福 西 浩

〃 64-75

日本一スウ・一デ咽 際共同大気糊 測串良貨 魚占川 勝 江尻 全機56・3 〃 72,84-100

Substorms　 during　 the　IMS　 period　 observed　 永 田 武,平 澤 威 男　 55.g　 Mem.NatlInst.　 Polar

by　 sounding　 rockets　 　　　　　　　　　　　　　　　　　福 西 浩,山 岸 久 雄　 　　　 　　Res.,　Spec.　 Issue,　 No.

木 村 磐 根,小 川 俊 雄16,1-16

Rapid　 auroral　 pulsations　 with　 frequencies　 平 澤 威 男

ofO.05-40Hz

〃 〃 17-24

ULF-VLF　 waves　 observed　 at　the　 Syowa　 永 田 武,平 澤 威 男 〃

Station-lceland　 conjugate　 pair　 　　　　　　　　　　 福 西 浩,鮎 川 勝≡

佐 藤 夏雄,藤 井 良 一・

〃 25-38

Arrival　 direction　 of　 auroral　 hiss　 emissions　 永 田 武,平 澤 威 男 〃

determined　 by　 tripartite　 observation　 　 　 　 　 西 野 正 徳

〃 39-51

Classification　 of　 Pc　 l　and　 Pil　 waves　 obser一 永田 武,平 澤 威男 〃 〃56-71

ved　 in　 high　 latitudes 福西 浩,鮎 川 勝
佐藤 夏雄,藤 井 良一
河村 譜

Selected　 results　 obtained　 at　Syowa　 Station,　 永 田 武,平 澤 威 男 〃
Antarctica,　 by　reception　 of　Kyokko　 and　ISIS　 福 西 浩,佐 藤 夏雄

satellite　data　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芳 野 赴 夫

〃 84-94

A　 new　 direction-finding　 system　 for　 auroral

hiss　 in　Antarctica　 based　 on　 the　 measurement

of　 time　 difference　 of　 wave　 arrival　 at　 three

spaced　 observing　 Points

Comparative　 study　 of　 magnetic　 Pcl　 pulsa-

tions　 between　 low　 latitudes　 and　 high　 latitu-

des:　 Statistical　 study

西 野 正 徳,田 中 義 人　 56.3　 Mem.　 Natl　 Inst.　Polar

岩 井 章,山 口 敏 明　　　 　　　Res.,　Spec.　 Issue,　 No.

鎌 田 哲 夫,平 澤 威 男18,40-53

Polarization　 study　 of　 Pcl　 and　 Pc1-2　 band

pulsations　 at　conjugate　 stations

Effects　 of　 magnetospheric　 compression　 and

expantion　 on　 spectral　 structure　 of　ULF　 emis-

sions

Visual　 auroras　 observed　 at　 the　 Syowa　 Sta-

tion-Iceland　 conjugate　 pair

桑島 正幸,外 谷 健 〃
河村 譜,平 澤 威男
福西 浩,鮎 川 勝

〃 101-117

石津美津雄,坂 翁介 〃
北村 泰一,福 西 浩

佐藤 夏雄,藤 井 良一

〃 118-126

平澤 威男 〃 〃 127-151

巻 田 和男,平 澤 威男 〃
藤井 良一

〃 212-225
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Synthetic　 observations　 of　 high-latitude

ionosphere　 by　 S-310JA-4　 sounding　 rocket

江尻 全機,山 岸 久雄56.3
平澤 威男,鶴 田浩一郎
木村 盤根,西 野 正徳

Mem.　 Natl　 Inst.　 Polar

Res.,　 Spec.　 Issue,　 No.

18,275-282

Observations　 of　electron　 density　 in　the　 polar

ionosphere　 using　 the　 swept　 frequency

impedance　 probe

高橋 忠利,大 家
山岸 久雄

寛 〃 〃 283-299

Observational　 results　 of　 electron　 density

profile　 by　 S-310JA-7　 rocket

宮崎 茂,小 川 忠 彦
森 弘隆,山 岸 久雄

〃 〃 300-303

Electrostatic　 p]asma　 instabilities　 in　 highly

active　 aurora　 observed　 by　 a　sounding　 rocket

S-310JA-7

小川 忠彦,森 弘隆

宮崎 茂,山 岸 久雄

〃 〃312-329

The　 results　 of　 auroral　 sounding　 with　 S-310

JA-4　 rocket:　 Electric　 field,　 particle　 and

waves

山岸 久雄,江 尻 全機
平澤 威男,鶴 田浩一郎

木村 盤根,西 野 正徳

〃 〃 335-354

Measurenent　 of　 auroral　 electric　 fields　 with

an　 Antarctic　 sounding　 rocket　 S-310-JA-7

1.　DC　 eletric　 field

小川 俊雄,牧 野 雅彦
林 田佐智子,

藤井 良一,平澤 威男
,

山岸 久雄
福西 浩
西野 正徳

〃 〃 355-378

Measurement　 of　 auroral　 electric　 fields　 with

an　 Antarctic　 sounding　 rocket　 S-310JA-7　 2.

AC　 electric　 field

山岸 久雄,福 西 浩
平澤 威男,小 川 俊雄

〃 〃 379-390

Simultaneous　 observations　 of　 aurora　 with　 a

dopPler-radar　 and　 sounding　 rockets

五十嵐喜良,小 川 忠彦
黒葛原栄彦,城 功
大瀬 正美,山 岸 久雄

〃 〃 391-402

Rocket　 measurements　 of　 aurora1-zone

energetic　 electrons　 at　 Syowa　 Station,

Antarctica　 II.　Characteristics　 of　 electrons

under　 active　 auroral　 conditions

小玉 正弘,工 藤 晶子
和 田 雅美,竹 内 一
今井 喬,山 岸 久雄

〃 〃 403-421

keV　 electron　 microbursts　 above　 auroral　 arcs 松本 治弥,賀 谷 信幸
山岸 久雄

〃 〃 422-426

Rocket　 measurement　 of　auroral　 keV　 electron

fluxes　 in　 Antarctica

賀谷 信幸,松 本 治弥
山岸 久雄

〃 〃 427-438

Measurements　 of　 the　 directions　 of　 propaga・

tion　 vector　 and　 Poynting　 flux　 of　auroral　 hiss

by　 means　 of　 the　 S-310AJ-5　 rocket

木村 盤 根,松 尾 敏郎
鶴 田浩一郎,山 岸 久雄

〃 〃 439-452

Observation　 of　 auroral　 hiss　 by　 the　 S-310

JA-6　 sounding　 rocket

鎌 田 哲夫,西 野 正徳
田中 義人,平 澤 威 男
大家 寛

〃 〃 453-461

The　 vertical　 change　 of　 stratospheric　 aerosol

size　 measured　 by　 two-color　 laser　 radar

technique

岩坂 泰信 55. J.　Geomag.　 Geoelectr.,

32,303-308

Stimulation　 of　 p]asma　 waves　 in　 the　 magne-

tosphere　 using　 satellite　 JIKIKEN(EXOS-B)

Part　 I.　Observation　 of　plasma　 resonance

大家 寛,小 野 高幸56.
鎌 田 哲夫

J.　 Geomag.　 Geoelectr.,

33,3-26

Impedance　 and　 electric　 field　observations　 in

the　 magnetosphere　 with　 satellite　 JIKIKEN

(EXOS-B)

江尻 全機,鶴 田浩一郎

渡辺 勇三,西 田 篤弘
大林 辰蔵

〃 〃 101-110

Beam-plasma　 interaction　 experiment　 in　 the

magnetosphere　 by　 emitting　 an　 electron

beam　 from　 satellite　 JIKIKEN(EXOS-B)

河島

村里

大家

宮武

信 樹,

幸 男,

寛,

貞夫,

牛越

森岡

江尻

松本

淳雄

昭

全機

紘

〃 〃 145-159
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An　 Antarctic　 NO　 density　 profile　 deduced

from　 the　 gamma　 band　 airglow
岩上 直幹,小 川 利紘 55. Planet.　 Space　 Sci.,　 28,

867-874

A　 new　 direction　 finding　 technique　 for

auroral　 VLF　 hiss　 based　 on　 the　 measurement

of　 time　 differences　 of　arrival　 at　three　 spaced

observing　 Points

西野 正徳,田 中 義人
岩井 章,平 澤 威男

56.3 〃

29,365-375

Conjugacy　 of　 ELF-VLF　 emissions　 near　 L=

6

佐藤 夏雄,鮎 川 勝
福西 浩

55.11 J.　Atmos.　 Terr.　 Phys.,

42,911-928

Interaction　 between　 ELF-VLF　 emissions

and　 magnetic　 pulsations:　 Regular　 period

ELF-VLF　 pulsations　 and　 their　 geomagnetic
■

conJugacy

佐藤 夏雄,国 分 征 56.1 J.　Geophys.　 Res.,　 86,

9-18

Occurrence　 distributions　 of　 VLF　 hiss　 and

saucer　 emissions　 over　 the　 southern　 polar
■

「eglon

芳野 赴夫,尾 崎 孝之
福西 浩

56.2 〃846-852

Stimulation　 of　 plasma　 waves　 in　 the　 magne-

tosphere　 using　 satellite　 JIKIKEN(EXOS-B)
大家 寛,小 野 高幸 Adv.　 Space　 Res.,　 1,

217-220

Research　 in　 upper　 atmosphere　 of　 the　 earth 小川 利紘 55.8 Solar　 Terrestrial　 Envi.

ronmental　 in　 Japan,　 4,

1-2

Energetic　 particle　 measurements 江尻 全機 〃 〃11-12

SEPAC　 system　 test　 in　 NASDA　 space

chamber
大林 辰蔵,栗 木 恭一河島

信樹,長 友 信人
工藤 勲,二 宮 敬度
後川 昭雄,江 尻 全機
佐々木 進

ISAS　 Report,　 45,　11-44

名古屋大学水 圏科学研究所 のレーダーシステム 武田 喬男,岩 坂 泰信 日本 気 象学 会 機 関 誌 気 象
ノー ト,139,67-72

レーザ レーダ観測 から見た成層圏エ アロゾル混

合比 の季節変化
岩坂 泰 信,長 屋 勝博
三田 昭吉,和 田 誠

55.11 日本気象学会機関誌 「天
気」,27,824-826

Plasma　 distributions　 in　 the　 nagnetoshere-

application　 of　 the　 plasma　 sounder　 experi-

ments(SPW)　 on　 bりard　 JIKIKEN(EXOS-B)

小野 高幸,大 家 寛 56.3 磁 気 圏 プ ラズ マ構 造 と ダ
イ ナ ミ ック ス に関 す る シ
ン ポ ジ ウ ム プ ロシ ーデ ィ

ン グ,昭 和55年 度,19-

31

極域 トップサ イ ドイオ ノグラムのデ ータ解析 小野 高幸,平 澤 威男 〃 〃99-104

EXOS-D観 測計画 大家 寛,森 岡 昭

木村 盤根,金 田 栄祐芳
野 魁 夫,鶴 田浩一郎

江尻 全機,小 野 高幸
福西 浩EXOD

-D計 画班

〃 〃254-265

EXOS-Cに よる低 エネルギー粒 子計測 向井 利典,久 保 治也
伊藤 富造,平 尾 邦雄
賀谷 信幸,松 本 治弥
江尻 全機

55.10 科 学 衛 星 シ ンポ ジ ゥ ムプ
ロ シ ーデ ィ ング,昭 和55

年 度,227-233

EXOS-C搭 載 インピーダンス・プ ローブによる

電 子密度 計測計画
高橋 忠利,大 家 寛
江尻 全機,渡 辺 勇三
大林 辰蔵

〃 〃234-239

EXOS-Cの 現状 大家 寛,伊 藤 富造

小川 利紘

〃 〃213-216
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EXOS-Cに よる中間紫外大気光観測計画 鈴木 勝久,小 川 利紘 55.10 科学衛星 シ ンポジ ウムプ

金十 栄祐 ロシ ー デ ィ ング,昭 和55

年 度,253-257

EX・ ㌻E鯉 の背景 と ・・シ ・ン1罐 富造 州 利副 〃1〃3・ チ32・

パル ス励起方式に よる リング ・コア磁力計の試 国分 征,林 幹治 55.11 宇宙観測シンポジ ウム,

作 福西 浩 プ ロシ ー デ ィン グ,昭 和

55年 度,44-48

胱 学的手法による大気Nα 全量翻1柴 崎 糠 州 利紘 レ1〃8卿

ク・ップスにおけるオゾン国騰 翻 結刻 渡辺 隠 州 利紘 レ1〃9ト95

酸素 ・水酸基大気光 の同時観測計画(K-9M一 小川 利紘,中 村 正年 〃 〃96-99

71) 田鍋 浩義,牧 野 忠男

ウエ イ クを利 用 した イ ン ピ ー ダ ン ス プ ロー ブ の 渡辺 勇三,江 尻 全機 〃 〃172-182

姿 勢の決定(K-9M-62) 大林 辰蔵

電 子密度 の測定結果 とインピーダンスプローブ 渡辺 勇三,江 尻 全機 〃 〃183-197

の プ ロー ブ特 性(K-9M-68) 大林 辰蔵

電子 ビー ム放出時のイン ピーダンスプ ローブ特 渡辺 勇三,江 尻 全機 〃 〃198-220

性とHF波 動の観測結果 大林 辰蔵,佐 々木 進
八木 康之,河 島 信樹

日没時の電子密度の高度 分布 とプ ローブ展張方 渡辺 勇三,江 尻 全機 〃 〃241-248

式 の 検 討(S-310-8) 大林 辰蔵

マイ クロ波電離層プ ラズマ非線形相互作用 ロケ 賀谷 信幸,増 田 益大 〃 〃263-271

ッ ト実 験 松本 治弥,松 本 紘
筒井 稔,橋 本 弘蔵
木村 盤根,宮 武 貞夫
山岸 久雄

K-9M-68号 機に よる超高層大気の密度測定 賀谷 信幸,松 本 治弥 〃 〃272-278

江尻 全機

K-9M-70号 ロケ ッ トに よ る波 数 計測 実 験 結 果 小野 高幸,大 家 寛 〃 〃346-355

平澤 威男

K-9M-67号 機 によ るプラズマ波動波数計測 大家 寛,小 野 高幸 〃 〃356-367

三浦 悟

科学 衛 星 「EXOS-B」 　(JIKIKEN)に お け る電 牛越 淳雄,河 島 信樹 〃 〃377-381

子 ビーム放 出実験(H) 村黒 幸男,久 保 治 也
向井 利典,江 尻 全機

森岡 昭,大 家 寛
松本 紘,宮 武 貞夫

じきけん(EXOS-B)　 SPW実 験 によ り検 出さ 大家 寛,小 原 隆博 〃 〃417-435

れ る磁 気圏プ ラズマの流れ 小野 高幸

Conjugacy　 of　 visible　 auroras　 at　Syowa,

Antarctica　 and　 Husafell,　 Iceland

巻 田 和 男,平 澤 威男
藤井 良一

55.11 Highlights　 of　 the　 Japa-

nese　 IMS　 program,1980

19-26

Electron　 number　 dens三ty　 within　 auroras 平澤 威 男,山 岸 久雄 〃1〃 胴3

Preliminary　 results　 of　 the　 study　 of　 field・ 福 島 直,飯 島 健 〃 〃64,65

aligned　 current　 with　 MAGSAT　 date 藤井 良一,桜 井 治男

Direction　 finding　 for　 auroral　 VLF　 hiss　 based 西野 正徳,田 中 義人 〃 〃130-137

on　 time　 difference　 measurements　 of　 arrival 岩 井 章,平 澤 威 男

at　 three　 spaced　 Stations
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Simultaneous　 ground-satellite　 observations　 　 佐 藤

of　ELJ-YLF　 emissions　 and　 their　 geomag－ 藤 井

net1C　COnjugaCy　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐 藤

夏雄,山 岸 久 雄55.11

良 一,福 西 浩

正 彦

Highlights　 of　 the　 Japa-

nese　 IMS　 program,　 1980,

138-140

Dayside　 and　 nightside　 occurrence　 regions　 of　 芳 野 赴 夫
,荒 井 功 〃

Polar　 VLF　 hiss　 and　 saucer　 emissions　 observ－ 中 川 一一之,福 西 浩

ed　 by　 ISIS　 and　 DMSP　 satellites

〃141-146

膿 。膿n雛 巖N・ 搬1。ll霊㌫ ・・ult・大家 寛・蝿 高幸 〃
observed　 by　 SPW._

〃 279-292

Substorms　 associated　 with　 storm　 sudden

commencements　 and　 sudden　 impulses.
平澤 威男 56.2　 Proc.ofMagnetospheric

dynamics,1980,30-33

Shielding　 of　 the　 magnetospheric　 convection　 江 尻 全 機

electric　 field　 and　 energetic　 charged　 particle

penetrations　 towards　 the　 earth.

〃 〃 113-116

SC　 and　 SI　 effect　 on　 ULF-VLF　 emissions 平澤 威男 56.3 Proc.　 of　 US・JAPAN

Seminar　 of　waveparticle

lnteractlons　 ln　 space

Plasmas

Summary　 of　 the　 mesospheric　 ozone　 measu.　 小 川

rements　 during　 1970-197g　 in　 Japann
利紘,渡 辺 隆55.8 Proc.　 Internationa1

0zone　 Symp.　 at　Boulder,

Colorado,　 August　 1980,

vo1.1,520-525

Balloon　 observation　 of　 the　 stratospheric

NO2　 profile　 by　 visible　 absorption

spectroscopy

小川 利紘,柴 崎 和夫 〃 蒋

vol.II,803-807

自己吸収セルを利用したNOγ 帯大気光測定 岩上
一自己吸収の不完全性に起因する誤差の解析一

直幹,小 川 利紘 〃 東 大 宇 宙 研 報 告,16,
1287-1299

イ 口頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会名称等 発表年月

オーロラ粒子流入に伴う極域電離層電子密度の
変化

平澤 威男
永田 武

第67回日本地球電気磁気
学会

55.5

The　 Conviction　 Electric　 Field　 Model　 and　 Its

kp-Dependence
江尻 全機 〃 〃

無人観測施設による超高層多点観測(皿) 鮎川 勝
平澤 威男

〃 〃

ISIS-1,　 IIに よ るELF-VLF　 放 射 の地 上 衛 星

同 時観 測
山岸 久雄
佐藤 夏雄
福西 浩
位高 英夫(電 通大)芳

野 赴夫(〃)

〃 〃

科学衛星 「じきけん」 によるプ ラズマ波動励起
実験 】V－静電的 プラズ マ波エ コー現象

小野 高幸
大家 寛(東 北大・理)
平澤 威男

〃 〃

SCとELF-VLF放 射の相関 木下 良雄(電 通大)
芳野 赴夫(〃)
平澤 威男
佐藤 夏雄

〃 〃
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パルセーテ ィング ・オー ロラと関連 す るPi1

脈動 の南北共役性

谷 口 治幸(東 大 ・理)
国分 征(〃)
佐藤 夏雄

平澤 威男

第67回 日本地球電 気磁 気55.5学 会

1Hz帯ULFのMorphological　 Study　 (2)高

緯 度 に お け るそ の特 性

外谷 健(地 磁気観)
小池 徒者(〃)

桑島 正幸(〃)
河村 誼(〃)
福西 浩
鮎川 勝
平澤 威 男

〃 〃

S-310JA-6号 機 に よ る オ ー ロ ラ ヒス ス ペ ク

トル

　
　

　

電燈

〃
〃

名く
く

く

　工■大京く

夫
人
徳
雄
男
雄

哲
義
正
久
戚
戚

田
中
野
岸
澤
尾

鎌
田
西
山
平
松

〃 〃

オー ロラ ヒス到来方 向の特性(2) 西野 正徳(名 大空電)
田中 義人(〃)
岩井 章(〃)

平 澤 威 男

〃 〃

共 役点 オー ロラの比較(1) 巻田 和夫(拓 殖大)
平澤 威男
藤井 良一

〃 〃

じきけんDPLに よる電 子密度 の推定 橋本 弘蔵(京 大 ・工) 〃 〃

金原 健一(〃)

木村 盤根(〃)
渡辺 勇三(東大宇宙研)

イ ン ピー ダ ンス プ ロー ブ に よ る電 子 密 度 の 観 測

結 果(K-9M-68,69号 機,S-310-8号 機)

渡辺 勇三(東大宇宙研)
江尻 全機
大林 辰蔵(東大宇宙研)

〃 〃

K-9M-68号 機に よる超高層大気の密度測定 賀谷 信幸(神 大 ・工)
松本 治弥(〃)
江尻 全機

〃 〃

K-9M-67号 機 によるプラズ マ波動波数計測 大家 寛(東 北大 ・理)
小野 高幸
三浦 悟(東 北大 ・理)

〃 〃

吸光法 による大気NO2全 量の測定(IV)一 柿岡 柴 崎 和夫(東 大 ・理)
での観測一 小川 利紘(〃)

〃 〃

成層 圏エア ロゾル混合比 の時間 変化(1)(経 年
変化 ・季節 変化)

岩坂 泰信(名 大水圏研)長屋 勝博(
〃)

三 田 昭吉(〃)
和 田 誠

〃 〃

成層圏エア ロゾルの粒 分布変化 とS(イ オ ウ)岩 坂 泰信(名 大水圏研)
の収 支にっいて 小林愛樹智(〃)

〃 〃

RRK　 Theoryか ら見 たNucleation　 Rate　 Con-

stant　の検 討(1)

岩坂 泰信(名大水圏研)日 本気象学会春季大会 〃

チ ューナブル レーザを光源 とした相聞分光技 術 岩坂 泰信(名 大水 圏研)
の開発 とその応用(1)小 林愛 樹智(〃)

〃 〃

成層圏 エアロゾル の人工衛星に よる観測 とライ
ダーの同時観測SAGEI

岩坂 泰 信(名大 水圏研)

長 屋 勝 博(〃)

小林愛樹智(〃)

箕 浦 宏明(〃)

〃 〃
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人工惑星による磁場計測計画 斎藤 尚生(東 北大理) 科学衛星シンポジ ウム 55.5
国分 征(東 大 ・理)
青山 厳(東 海大工)
瀬戸 正弘(東 北工大)
福西 浩
西田 篤弘(東大宇宙研)
湯元 清文(東 北大理)

EXOS-Cに よる低 エネルギ ー粒子計画 向井 利典(東大宇宙研) 〃 〃

久保 治也(〃)
伊藤 富造(〃)
平尾 邦雄(〃)
賀谷 信幸(神 大 ・工)
松本 治弥(〃)
江尻 全機

EXOS-C搭 載イ ンピーダ ンス ・プ ローブに よる

電子密度計測計画
高橋 忠利(東 北大理)
大家 寛(〃)

〃 〃

江尻 全機
渡辺 勇三(東大宇宙研)
大林 辰蔵(〃)

SEPAC　 (Space　 Experiment　 with　 Particle

Accelerators)　 Present　 Status　 (SEPAC現 状

報 告)

大林 辰蔵(東 大宇宙研)
河島 信樹(〃)
栗木 恭 一(〃)

〃 〃

長友 信人(〃)
二宮 敬度(〃)
佐々木 進(〃)
後川 昭雄(〃)
工藤 勲(〃)
江尻 全機

EXOS-Cに よる中間紫外大気光観測計画 鈴木 勝久(東 大 ・理) 〃 〃

小川 利紘(〃)
金田 栄祐(〃)

EXOS-Cの 現状 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃

伊藤 富造(東大宇宙研)
小川 利紘(東 大 ・理)

EXOS-E衛 星 の 背 景 と ミ ッシ ョン 伊藤 富造(東大宇宙研) 〃 〃

小川 利紘(東 大 ・理)

K-9M-70号 ロケ ッ トに よる波動 計測 実験計画 小野 高幸 宇宙観測 シンポ ジウム 55.6～7

大家 寛(東 北大 ・理)
平澤 威男

ウエイ クを利用 したイ ンピーダ ンスプ ローブの

姿勢の決定法(K-9M-62)
渡辺 勇三(東大宇宙研)
江尻 全機

〃 〃

電子密度の測定結果 とイ ンピーダ ンスプ ローブ 渡辺 勇三(東大宇宙研) 〃 〃

の プ ロ ーブ 特 性(K-9M-68) 江尻 全機
大林 辰蔵(東大宇宙研)

日没時の電子密度 の高度分布 とプ ローブ展張方

式の検討(S-310-8)
渡辺 勇三(東大宇宙研)
江尻 全機

〃 〃

大林 辰蔵(東大宇宙研)

K-9M-68号 機に よる超 高層 大気 の密度 測定 賀谷 信幸(神 大 ・工) 〃 〃

松本 治弥(〃)
江尻 全機

K-9M-70号 ロケ ッ トによる波動 計測実験計画 小野 高幸 〃 〃

大家 寛(東 北大・理)
平澤 威男

K-9M-67号 機に よるプラズ マ波動波数計測 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃

小野 高幸
三浦 悟(東 北大 ・理)
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Magnetospheric　 Plasma　 Flow-Results　 of　 An-

alysis　 of　 JIKIKEN　 fgn　 resonance　 observed

大家 寛(東 北大 ・理)
小原 隆博(〃)

宇宙観 測 シンポ ジウム 55.6～7

bySPW-((じ きけ んEXOS-B)SPW実 験 に よ 小野 高幸
り検 出され る磁気圏プ ラズマの流れ)

パル ス励起方式に よる リング ・コア磁力計の試 国分 征(東 大 ・理) 〃 〃

作 林 幹治(〃)
福西 浩

電子 ビーム放 出時のインピーダンスプ ローブ特
性 とHF波 動 の観測結果(K-9M-69)

渡辺 勇三(東大宇宙研)
江尻 全機

〃 〃

大林 辰蔵(東大宇宙研)
佐 々木 進(〃)
八木 康之(〃)
河島 信樹(〃)

科学 衛星 「EXOS-B」 　(JIKIKEN)に お ける電 牛越 淳雄(東大宇宙研) 〃 〃

子 ビーム放 出実 験(H) 河島 信樹(〃)
村黒 幸男(〃)
久保 治也(〃)
向井 利典(〃)
江尻 全機
森岡 昭(東 北大 ・理)
大家 寛(〃)
松本 紘(京 大 ・エ)
宮武 貞夫(電 通大)

マイク ロ波一電離層 プラズ マ非線形相互作用 の 賀谷 信幸(神 戸大 ・工) 〃 〃

ロケ ッ ト実 験 増田 益大(〃)
松本 治弥(〃)
松本 紘(京 大)
筒井 稔(〃)

橋本 弘蔵(〃)
木村 盤根(〃)
宮武 貞夫(電 通大)
山岸 久雄

分光学的手法によるNO2大 気全量観測 柴 崎 和夫(東 大 ・理)
〃)小川 利紘(

〃 〃

フロ ップ スにおけ るオゾン国際比較観測結果 渡 辺 隆(筑 波大 ・物)
〃 〃

小川 利紘(東 大 ・理)

酸素 ・水酸基大気光 の同時観測 計画(K-9M-
71)

小川 利紘(東 大 ・理)
中村 正年(筑 波大・物)

〃 〃

田鍋 浩義殿 吾鯨)

牧野 忠男(立 教大・理)

スペ ースシ ャ トル搭 載オー ロラ観測用超感度T

Vカ メラ(SEPACMTV)

江尻 全機
佐々木 造(東大宇宙研)

昭和55年度電子通信学会
光 ・電波部門全国大会

55.9

小林 健三(〃)
吉川 清武(〃)
桐生 力夫(〃)

MAGSAT磁 場 デー タの リダ クシ ョン と初期的 桜井 治男 磁場精密測定 シンポジウ 55.9

結果 江尻 全機 ム

藤 井 良一
飯 島 健(東 大 ・理)

福島 直(〃)

St.　Helens火 山 噴 火 に伴 う成 層 圏エ ア ロゾ ル層 岩坂 泰信(名大水圏研) 日本気象学会秋季大会 55.10

の変化 林田佐智子(〃)1

成層圏エア ロゾルがオゾン濃度分布 に与 える影
響(H)

林田佐智子(名大水圏研)岩坂 泰信(
〃)

〃 〃

SC　 and　 SI　 effect　 on　 ULF　 emissions 平澤 威男 IMSシ ン ポ ジ ウ ム 55.10
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Electron　 number　 density　 within　 auroras 平澤 威男
山岸 久雄

IMSシ ンポ ジ ウム 55.10

Simultaneous　 ground-sate11ite　 observations

皇f　ELE-VLF　 emissions　 and　 their　 geomagne.
t1C　 COnJUgaCy

佐藤 夏雄
山岸 久雄
藤井 良一一福
西 浩

佐藤 正彦

〃 〃

Conlugacy　 of　 visible　 auroras　 at　 Syowa,

Antarctica,　 Husafell,　 Iceland
巻田 和男(拓 殖大)
平澤 威男藤
井 良一

〃 〃

Direction　 finding　 for　 auroral　 VLF　 hiss　 based

on　 time　 difference　 measurements　 of　 arrival

at　 three　 spaced　 stations

西野 正徳(名 大空電 研)
田中 義人(〃)

岩 井 章(〃)
平澤 威 男

〃 〃

Dayside　 and　 nightside　 occurrence　 regions

of　 polar　 VLF　 hiss　 and　 saucer　 emissions

observed　 by　 ISIS　 and　 DMSP　 Statellites

芳野 魁夫(電 通大)

荒井 功(〃)中
川 一之(〃)

福 西 浩

〃 〃

Preliminary　 results　 of　 the　 study　 of　 field-

aligned　 current　 with　 Magsat　 data
福島 直(東 大 ・理)飯

島 健(〃)
藤井 良一
桜井 治男

〃 〃

Magnetospheric　 plasma　 flow.Results　 of　 ana-

1ysis　 of　 JIKIKEN　 fOn　 resonance　 observed

by　 SPW

大家 寛(東 北大 ・理)
小原 隆博(〃)

小野 高幸

〃 〃

昭和基地一 アイ スラン ド地磁気共役点にお ける
南北共役性

永田 武
平澤 威男

第68回日本地球電気磁気
学会

55.11

SCお よびSI型 地磁気変動に伴 う　Pc　1,　Pi1 平澤 威男 〃 〃

L=6付 近 のULF波 動 の共役性 ,1.Pc1脈 動
のGEOS－ 地上共役性

福 西 浩
S.　Perraut　 (CRPE)

〃 〃

ス ウェーデン ・エス レンジにおけ る大気球観測 江尻 全機
鮎川 勝

〃 〃

Field-aligned　 currentの 電離 層 電気 伝 導 度 依 存

性 と電 離 層 電 流 との結 合
藤 井 良 一

飯 島 健(東 大 ・理)
T.　A.　Potemra

(ジ ョン ホ プ キ ン ス 大)

〃 〃

MAGSATの 磁場デ ータの リダクシ ョン及 び関

連現 象の研究(1)
桜 井 治男
藤井 良一
江尻 全機
飯 島 健(東 大 ・理)

福 島 直(東 大 ・理)

〃 〃

人工衛星ISISに よ り観測 されたELFヒ スの
低域 カッ トオ フ特 性

山岸 久雄
本間 峰一(電 通大)

〃 〃

昭和基地で取得 された トップサイ ドイオ ノグ ラ
ムのデータ解 析

小野 高幸
平澤 威男

〃 〃

内之浦上空の中間圏オゾンの季節変化 小川 利 紘(東 大 ・理)

渡 辺 隆(筑 波大物理)

〃 〃

醐 帽 大気の水蒸気量とエア・ゾル分布i岩 坂 縮(名 大欄 研) 〃 〃

成 層 圏 エ ア ロ ゾル の 急 増 とSt.　 Helens火 山 噴火 岩坂 泰信(名大水圏研)
林田佐智子(〃)

〃 〃
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On　 the　 decay　 of　stratospheric　 aerosol　 content 岩坂 泰信(名大水圏研) 第68回日本地球電気磁気 55.11

enhanced　 by　 volcanic　 eruption 小林愛樹智(〃) 学会
林田佐智子(〃)

K-9M-67号 機に よるプ ラズマ波動波 数計測 大家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃

小野 高幸
三浦 悟(東 北大 ・理)

平澤 威男

オー ロラと地磁気変動か ら見たオー ロラ電流 と 巻田 和男(拓 殖大) 〃 〃

の対応 鮎川 勝
平澤 威男
谷 口 治幸(東 大 ・理)

MAP期 間の南極における気象衛星観測計画 芳野 越夫(電 通大) 〃 〃

田中 信 也(〃)
福西 浩

中緯度 及び高緯度におけ るPc1脈 動の特性の 外谷 健(地 磁気観) 〃 〃

対比 河村 譜(〃)
桑島 正幸(〃)
福西 浩
平澤 威男
鮎川 勝

昭和 基地 とア イ ス ラン ドで観 測 され たPc1及
びunstructed　 Pc　1-2　band　 pulsation の偏 波

石津美津雄(九 大 ・理)
坂 翁介(〃)

〃 〃

解析 北村 泰一(〃)
福西 浩
平澤 威男

イ ンピーダンスプ ローブに よる観測計画 渡辺 勇三(宇 宙研) 〃 〃

江尻 全機
大林 辰蔵(宇 宙研)

磁気圏 にお ける電子 ビーム放射実験－IV 河島 信樹(東大宇宙研) 〃 〃

牛越 淳雄(〃)
村里 幸男(〃)
大 家 寛(東 北大 ・理)
森 岡 昭(〃)

松本 紘(京 大 ・工)
宮武 貞夫(電 通大)
江尻 全機

スペ ースシ ャ トル搭載用粒 子加速 器及び関連観 大林 辰蔵(東大宇宙研) 〃 〃

測機器 河島 信樹(〃)
栗木 恭一(〃)
長友 信人(〃)
二宮 敬(〃)
後川 昭雄(〃)
佐 々木 進(〃)

柳沢 正久(〃)

Observation　 of　 field・aligned　 Currents　 by　 八征 福島 直(東 大 ・理)
〃 〃

AGSAT　 (速報) 飯島 健(〃)

藤井 良一
桜井 治男

Substorms　 associated　 with　 sudden　 commen一 平澤 威男 磁 気圏 ・電離圏シンポジ 55.11

cements　 and　 sudden　 impulses ウ ム

Shielding　 of　 the　 magnetospheric　 convection

electric　 field　 and　 energetic　 charged　 particle

江尻 全機 〃 〃

penetrations　 towards　 the　 Earth

飾一 岬 ㎜ ㎡一 両 ㎞・・一 瞬 良一1〃 レ

飛翔体による南極中層大気の総合観測 平澤 威男
川口 貞男

MAPシ ン ポ ジ ウム 55.12
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福西 浩 MAPシ ンポ シウム 55.12
江尻 全機
藤井 良一
木村 盤根(京 大 ・工)
田中 正之(東 北大・理)
小川 利紘(東 大 ・理)

醐 ・おける中駄 気総合酬 のまとめ1平 澤 威男 〃 〃

VHFド ップ ラー ・レー ダ ー観 測 五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃

小川 忠彦(〃)
大瀬 正美(〃)
藤井 良一
平澤 威男

赤外吸光法による微量気体の観測 小川 利紘 〃 〃

鈴木 勝 久(東 大 ・理)

科学衛星EXOS-Cに よる観測計画 伊藤 富造(東大宇宙研) 〃 〃

大家 寛(東 北大 ・理)
小川 利紘(東 大 ・理)
EXOS-C研 究班

レーザー・レーダ探査(南 極)恒 坂 泰信(名大欄 研) 〃1〃

ライ ダーに よる成層圏エア ロゾル のモ ニタ リン 岩坂 泰信(名大水圏研) 〃 〃

グ

Plasma　 pistributions　 in　 the　 Magnetosphere-

Applicatlon　 of　 the　 Plasma　 Sounder　 Experi・

ments(SPW)　 on　 Board　 JIKIKEN　 (EXOS-B)

小野 高幸
大家 寛(東 北大・理)

磁気圏 プラズ マ構造 とダ
イナ ミックスに関す るシ
ンポジウム

55.12

極域 トップサイ ドイオ ノグラムのデータ解析 小野 高幸 〃 〃

平澤 威男

南極 におけるISIS及 び"極 光"に よるVLF
観測

芳野 越夫(電 通大)
福西 浩

〃 〃

柴田 喬(電 通大)

EXOS-D観 測計画 大 家 寛(東 北大 ・理) 〃 〃

森岡 昭(〃)
木 村 盤 根(京 大 ・工)
金 田 栄祐(東 大 ・理)

芳野 越夫(電 通大)
鶴田浩一郎(東大宇宙研)
江尻 全機
小野 高幸
福西 浩
EXOS-D計 画班

SSCに 伴 う極域擾乱 平澤 威男 第4回 極域における電離 56.2

圏磁気圏総合観測シンポ
ジウム

日一ス バルーン実験計画 江尻 全機 〃 〃

鮎川 勝
山岸 久雄
小野 高幸
平澤 威男
鎌田 哲夫(名大空電研)
小玉 正弘(理 化研)
平島 洋(立 教大)
小川 利紘(東 大 ・理)
岩上 直幹(〃)
西村研究室

日一2大 気球観測報告－VLF観 測 と 地上観
測速報一

江尻 全機
鮎川 勝

〃 〃

小野 高幸
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山岸 久雄 第4回 極域における電離 56.2

鎌田 哲夫(名大空電研) 圏磁気圏総合観測シンポ
平澤 威男 ジ ウ ム

11

グ リーン ラン ド国際共 同 ロケ ッ ト実験 江 尻 全 機

山 岸 久 雄内
田 邦 夫

E.　Ungstrup　 (DSRI)

J.　K.　01eson　 (TUD)
F.　Primdahl

F.　Spangslev　 (DMI)

〃 〃

極地研情報処理セ ンター ・デー タ解析システム 機
雄

一
男
夫

全
久
良
治
邦

尻
岸
井
井
田

江
山
藤
桜
内

〃 〃

Single・,　 Double・,　 and　 Triple-Sheet　 Fie]d　 藤 井

Aligned　 Currents　 in　the　 Dayside　 Cusp　 Re－ 飯 島

910n

良一
健(東 大 ・理)

〃 〃

人工 衛星ISIS-1,2に よ り観 測され たELF
ヒスの低域 カッ トオ フ特性

山岸 久雄
本間 峰一(電 通大)
芳野 赴夫(〃)

〃 〃

EXOS-Dプ ラズマサ ウンダー及びHF帯 自然 小野 高幸

電波の地上並びに飛 翔体観測 計画

〃 〃

オ ーロラヒスの到来方 向観測結果 とオ ーロラ現
象 との比較

西野 正徳(名 大空電研)
田中 義人(〃)

岩 井 章(〃)
鎌 田 哲夫(〃)
平 澤 威 男

〃 〃

南極域 にお けるISIS　 トップサ イ ドサ ウンデ ィ
ングAGCデ ータの解析

京
崎
山
木
山
馬
出
瀬
澤

相
西
丸
猪
永
薮
井
大
平

和弘(電 波研)
良(〃)
隆(〃)

誠二(〃)

幹敏(〃)尚(
〃)

俊行(〃)
正美(〃)

威男

〃 〃

南極域におけ るISISイ オ ノグ ラムのN(h)解析
について

猪木 誠二(電 波研)
相京 和 弘(〃)
西崎 良(〃)

緒方 隆信(〃)丸
山 隆(〃)

平 澤 威 男

〃 〃

ダブルプ ローブに よる電離層電場 ・電子温度 ・
電 子密度 の時系列観測－S310JA-7号 機 によ
る実 験結果一

小川 俊彦(京 大 ・理)
牧 野 雅 彦(")
小寺 邦 彦(気 象研)
山岸 久雄
平澤 威男

福西 浩
西野 正徳(名 大空電研)

〃 〃

昭和基地 とアイス ラン ドで観測 され た共 役点 オ
ーPラ の比較(2)

巻田 和夫(拓 殖大)
平澤 威男
藤井 良一

〃 〃

極域中層大気の水蒸気測定にっいて 岩坂 泰信(名大水圏研)
山下 喜弘(気 象研)
村木 成(名大水圏研)

〃 〃

昭和基地VHFド ップラーレーダ観測計画 五十嵐喜良(電 波研) 〃 〃
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小川 忠彦(電 波研) 第4回 極域における電離 56.2
大瀬 正美(〃) 圏磁気圏総合観測シンポ
藤井 良一 ジ ウム

平澤 威男

中低緯度及び高緯度におけるPc1型 磁気脈動
の特性の対比

村
島
谷
池
西
川
澤

河
桑
外
小
福
鮎
平

譜(地 磁 気観)
正幸(〃)

健(〃)
捷春(〃)

浩

勝威
男

〃 〃

Gaussian　 Beam波 源 に よ るVLF　 帯 の　Full

Wave計 算
長野 勇(金 沢大工)

満保 正喜(〃)吉沢 重雄(
〃)

山岸 久雄

木村 盤根(京 大 ・工)

〃 〃

昭和 基地 と アイスラン ドにおけ るELF-VL
F放 射の共役 性

佐藤 正彦(山 形大・理)
平澤 威男
佐藤 夏雄
福西 浩
前沢 潔(山 形大・理)

〃 〃

人 工 衛 星ISIS-1,2で 観 測 され たVLFソ ー
サ ー の特 性

中川 一之(電 通大)蓬
田 信(〃)

福 西 浩
巻 田 和 男(拓 殖大)
芳野 越夫(電 通大)

〃 〃

日一 ス 国際共同大気球実験に よって得 られた
オ ゾン密度 ・気 温 ・液温 ・気圧 データにっいて

岩上 直幹(東 大 ・理)
ノ」、川 禾り紘(〃)

江尻 全機
鮎川 勝

〃 〃

MAGSAT衛 星 で観 測 さ れ たField-Aligned

CurrentとSubstorm
福島 直(東 大 ・理)
飯島 健(〃)

藤井 良一桜 井 治
男

〃 〃

S-310-JA-5号 機 に よ る オ ー ロラ ヒ ス の到 来

方 向 の測 定
松尾 敏 郎(京 大 ・工)
木村 磐根(〃)
山岸 久雄

〃 〃

極域大気中での中性大気微量成分の観測－NO,
NO3,03一

柴 崎 和夫(東 大 ・理)
小 川 利紘(〃)

〃 〃

夜光雲の発生と中間圏の温度分布
1岩坂 泰信(名大燗 研)

〃 〃

SC　 and　 SI　 effect　 on　 ULF-VLF　 emissions 平澤 威男 US-Japan　 Seminar　 on　 56.3

Wave-Particle　 Interac-

tions　 in　 Space　 Plasmas
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2.気 水 圏研 究 グル ー プ

(1)一 般 研 究

極 域 大 気 の熱 収 支 の研 究(POLEX)　 　 教授 楠 宏,川 口貞男,助 教授 前 晋爾,助 手 西尾文

彦,藤 井理行,和 田 誠,山 内 恭,客 員教授 田中正之,客 員助教授 鈴木義男

地球大気 開発計画(GARP)の 一環 として極域観測計画(POLEX)が,1978よ り国際的規模で進め られて来た.

極地 方における熱エ ネルギ ー収支を よ り正確に見積 り,そ れが大気大循環に,ひ いては全地球的規模の気 候変動 に

及ぼす影響 を明らかにしよ うとす るものであ る.

南極域 では,第20次 ～第22次(1979～1981)の 南極観測隊に よって,み ずほ基地を中心 とす る氷床域 及び昭和基

地 を中心 とす る海氷域 の,放 射収支,大 気一雪氷一海洋の相互作用,極 域大気循環の3項 目にっいて総 合的 な観測

を行 う事 になっている.昭 和55年 度 はその第2年 次に当 り,小 林俊一,石 川信敬(共 に北大低温研),大 畑哲夫(名

大水 圏研)そ れ に隊長川 口貞男が21次 隊 として参加 し,み ずほ基地におけ る30m塔 に よる境界層観 測,放 射収支 の

観測 を20次 隊 よ り継続 した.そ の他,新 たに低層 ゾンデ,音 波 レーダ ー,超 音波風速温度計に よ り境 界層観測 を充

実 させ,さ らに昭和基地では海氷上の熱収支観測を行 った.

国内では,一 方におい ては第22次 の南極観測にそ なえて,使 用す る観測機器,即 ち係留気球,地 吹雪観測装 置,

氷床 掘削機,観 測 カプース(内 陸旅行観測用)等 の改良 ・準備を行 った.他 方,20次 隊持帰 り資料 について,放 射

収支,境 界層 の構造 に関す る解析を行 った.

放射収支 の解析 では,こ れ まで問題の多か った測定精度を向上 させ るため,特 に 日射 計の入射 角依存性 を補 正す
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図1み ず ほ基 地 で観 測 され た 地 表 面 で の放 射 収 支(短 波 長,長 波 長 及 び 全波 長)

及 び雲 量 の通 年 の変 化.放 射 収 支 は 日積 算 値,雲 量 は 日平 均 値.1979年.
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図21979年7月20日 か ら21日 にかけての,み ず ほ基地

30m観 測塔におけ る気温 と風速 の変化.

るため の較正方法 が検討 され,こ れを取 り入れた解析が行われた.そ の結 果,ア ルベー ドの角度依存性,大 気放射

が,晴 天で あれぽ昼間 の変化 も小 さい事が示 された.放 射収 支は,全 天 日射,反 射,大 気放射,雪 面放射4成 分の

差 引 として求め られ,み ずほ基地におけ る通年の放射収 支が明 らかにされ た(図1).そ の中で,短 波長成分 は,

季節変化は大 きい ものの 日々の変化は余 り大 きくない事,そ れに比 して長波長成分 は,日 々の変化が極 め て 大 き

く,全 体の放射収支を支配 してい る事,そ して この変化が雲の変化 と相関が高 く,全 期間 を通 じて雲 の影響 は放射

収支 を正 の方 向に動かす事が認め られた.通 年の変化では,放 射収支 は冬期 はほぼ一定 で 一30W/m2,夏 期 はほぼ

OW/m2前 後であ った.そ の他,昭 和基地で行われた放射 ゾンデ観測 にっいて,下 向,上 向放射 の測定値 の妥 当性

を調べ るべ く,放 射のモデル計算を行い,比 較検討 したが,一 部 測器 に問題 が残 る事,又 計算 に用 いた水蒸気分布

のデ ータが不十分であ る事が指摘 された.

境界層 の解析か らは,晴 天の 日の気温,風 速 とも,太 陽高度 の高い夏期 に,日 変化 がもっ とも大 き くなるこ とが

示 された.ま た月別 の変化か ら見 ると,春9月 は,秋4月 に比べ て 日射量 はず っと多いが,平 均気温 は4月 の方が

高 くな って いる.し か し一方,気 温,風 速の 日変化傾 向を見 ると,4月 は,冬6月 な どと同様 に,一 日中ほ とんど

気温 風速 とも変化 しないが,9月 は夏12月 と同様,は っき りした 日変化を示 してい る.日 変化 のある季節 につい

て,風 速は,朝 方 もっとも強 くな り,夕 方18時 前後 ごろ,も っとも弱 くな ることが示 され た.ま た,各 高度別 の気

温 の変化 を調べ ると,気 温が激 し く変動す る(30分 で10°C程 度)高 度 があ り,こ の ときの風速 のシアーが この層

付近で乱れ てい るこ とがわか った(図2).こ の原因は,カ タバ風が何かの原因に よって 地上付近 まで乱 され その

後再 びカタバ風が吹 き出す までの間に起 る現象 と考 えられ る.

他 に,南 極みず ほ基地で行われた分光器に よる日射観測の結果か ら,水 蒸気の0.9μm吸 収帯 のデー・タを用 いて

気柱水蒸気量の評価 を行 ったが,12月 でお よそ0,15g/cm2と い う結果が得 られた.

白旗氷河附近の基盤地形の研究 教授 楠 宏,助 教授 前 晋爾,助 手 和田 誠

南極大陸は厚い氷に覆われているため,大 陸の基盤地形がどのようになっているか測定するのは非常にむずかし
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表1ア イレスーダー諸元

雪 上 軍 用 航 空 機 用
1.送 信 機

周 波 数

パ ル ス 幅

立 上 り 時 間

尖 頭 出 力

繰 り返 し周波 数

消 費 電 力

RF利 得

2.受 信 機

中 心 周 波 数

バ ン ド 幅

雑 音 指 数

60MHz

5MHz

　 3dB

179MHz

5MHz

　　3dB

　 　 　 60MHz

O.3μs

O.15μs

　 　 　 　 lkW

　 　 　 lkHz

DC24V,4A

39dB

179MHz

O.3μs

O.15μs

　　　　　 lkW

　　　　　 lkHz

DC28V,2.7A

39dB

47



受 信 感 度 一102dBm

3.空 中線(三 素 子八木 アンテナ)

利 得　　　　　　　　　 8dB

4.指 示 部

オシ ロス コープ(立 上 り時間35ms)

35mm連 続 フイル ム用 カメラ

一104dBm

8dB

い.人 工地震 の波 の伝わ り方の測定や,重 力を測定す ることに よって平均的な基盤地形を知 ることがで きるが より

直接的 な方法 として,1963年 項 からアイスレーダーを利用 した測定が用い られ るよ うにな った.日 本隊に よるアイ

スレーダーの使用 は1969年 から始 まったが,記 録方式 などの点か ら,正 確 な基盤地形 を知 るためにはい くつかの問

題点 があった.新 らし く国内で制作 した アイスレーダーは これ らの点を改良 し,航 空機に搭載 し広範囲を短 時間で

測定 できる179MHzレ ーダ ーと,雪 上 車を利用 し氷床上で測定す る60MHzレ ーダ ーを用い測定を行 な っ た,表

1に 両 レーダーの諸元 を示 した.今 年度は航空機 のデ ータ,特 に 白旗氷河付近のデ ータの解析をお こな った.図1

に得 られ た記 録の一部 を示 した.こ の図T,　 S,　Rは それぞれ送信波,雪 面か らの反射,基 盤か らの反射,と 考え

られ る.こ の図の(1)の領域 は クレバス帯 の反射 と考 えられ る.氷 河 の下流で大 きな クレバスが見 られ る と こ ろ で

は,乱 反射 が激 しくな りこのため,あ たかも全体 の層 から反射があ るよ うにな って しま う.こ れが(2)の点付近か ら

下の基 盤 と思われ る反射 があ らわれ る.こ の基盤反射 は この図 のほぼ終 りまで,と ぎれ とぎれではあ るが,続 いて

い る.こ の切れてい る部分は,深 い谷 となってい るためか,あ るい は電波 の強 い吸収帯 が途中 にあ るためか,な ど

の理由に よ り反射 波の戻 って こない領域 になっている と考 えられ る.こ の写真 の解析か ら求めた 白旗流域の基盤地

形(飛 行ルー トに沿 って)を 図2に 示 した.こ の図か らB点 か ら約30km上 流 まで は基盤 の高 さが海面下 とな って

い る部分が多い.B点 よ り下流域は強い クレバスか らの反射 があ るため基盤地形 はわからな いが,B点 付近か ら推

察す る とB点 よ り下流域 もやは り海面下にあ り,ク レバス地帯は,海 面 に浮 いているのではないか と考 えられ る.

この付近に池が見 られ ることか らも,海 水が侵入 してい るもの と考 えられ る.今 年度 は白旗氷河付近 を中心 に解析

をお こな ったが,今 後や まと山脈付近の解析をお こない,阻 石の集積機構にっいても考 えてい く予定で ある.

み ず ほ基 地 飛雪 中の 微 小 固体 粒 子 に関 す る研 究 助手 藤井理 行

みず ほ基地 は,火 山,露 岩,砂 漠,畑 地,工 場な どの大気汚染源か らは局地的に も汎地球的 に も隔絶 され ている

ため,こ こで の積雪,氷 中の微小固体粒子は,大 気のバ ックグ ラン ド汚 染の よい指 標 とな りうる.し た がって,氷
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床掘 削に よって得 られ るコア中の微小固体粒子は,過 去の大気環境の変化を明 らかにす る上で重要であ る.

今年度 は,1977年 の一年間 みず ほ基地 で採 集した飛雪試料中の微小固体粒子濃度を調べ,そ の周期性 を 検 討 し

た.す なわち,t現 在"の 氷床表面 での微小 固体粒子濃度の変化 を調べ,そ の気候学的な意味を検討 したのであ る.

微小固体粒 子濃度 の測定 は,Class100の ク リーンベ ンチ内に設置 したCoulter　 Counter　 model-IIで 行われ,試 料

0.05ml中 の粒 径0.63μm以 上の粒子数が調べ られた.

図にその結 果を示す.図 中破線で示 す ように試料汚染 が少な く最 も信頼 できる微小 固体粒子濃度の最 低レベル の

変化に注 目す ると,1年 に2回 の周期 があ ることが明 らかにわか る.す なおち,濃 度 の高 い時期 は,6～7月 の冬

期 と,1～2月 の夏期で,逆 に濃度の低い時期 は,3月 と9～10月 である.

飛雪 中の微小固体粒子濃度を通年にわた って調べたのは,南 極では本研究 以外にないが,積 雪 コアにつ いての研

究 は,1960年 代前半か らアメ リカの研究者に よって進め られて きた.こ れまでの研究 では,積 雪 中の微小固体粒子

濃度 には,い くつ かの周期が考 えられてい るが,そ の中で も夏に最大,冬 に最小 とな る1年 周期 を示 す も の が 多

い.積 雪 あるいは飛雪 中の微小固体粒子濃度は,大 気に よ り輸送 され る微小固体粒子数 と,降 雪量 とに よって規定

され ると考 え られ るので,み ず ほ基地 での半年周期や,他 の基地での一年周期 とい った周期の相違は,そ れぞれ の

場所 の大気環境 の相違 を反映 してい る とい える.

みず ほ基地飛雪 中の微小固体粒子濃度 の半年周期 は,南 半球高緯度地域の大気大循環の半年周期 と関連 してい る

可能性 がある.昭 和基地(69°S)と その北方 のMarion島(47°S)に おける高層気 象観測資料 を用い・両地点の

東西指数を調べてみ ると,対 流圏全体にわた って3月 と9月 に東 西指 数が高 くなるこ とがわ かった.東 西指数が高

い と,大 気の東西循環が強め られ るが,そ れに伴 って南 北循 環も強 くなる.す なわ ち,み ず ほ基地 の飛雪中 の微小

固体粒子濃度の半年周期は,中 緯度 か らの物 算が対流圏内を半年周期 で輸送 され る結果 を反映 しているもの と考 え

られ る.今 後,再 に検討をすすめ南極氷床への物 質輸送 の過程や,物 質 の起 源を明 らかに してい く.

氷床氷の山脈付近の流れの研究 助手 西尾文彦

南極大陸の山脈は,氷 床の流れに対し阻止効果を示すだけではなく,氷床が気候の変動などに対して安定に存在

.ビ ク トリア ランド,ア ラ ンヒルズ裸 氷原におけ る水平速度 ベ ク トル と等 高線。

① ②,③ は階段地形 の段丘面 に相当する裸 氷域 を示 す。
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す るために重 要な役割 を果 している と考 えられ る.し たが って,山 脈周辺の氷床流動,お よび山脈 の氷床流動 に及

ぼす影響が空間的に どの程度 の広 が りをもっているか を調べ ることは,興 味あ る問題 とい える.

また,や まと山脈の裸氷原(い ん石氷原)や ビク トリアラン ドのアラン ヒルズ裸氷原において大量の陽石が発見

・採集 されて以来,山 脈周 辺での氷床 の流動 が,限 石の集積機構 を考 える上で重要 な課題にな って きてい る.

以上の ような観点 か ら,ア ラン ヒルズの裸氷 原の氷 のダイナ ミックスの研究 を,1978/'70年 と1979/'80年 の2度

の現地 調査の結 果を もとにす すめて きた.こ れ までにま とまった結果 の概要 を示す.

図1は,ア ラン ヒルズ裸 氷原における氷床 の水平速度 ベク トルを示す.水 平速度 は,露 岩に近づ くに したが って

小 さ くな り,露 岩 の ごく近傍 では,ほ とん ど流動 していない.明 らかに裸氷原 の氷床流動は圧縮流であ り,露 岩の

存 在に よる阻止作用 を受 けているこ とが分か る.

アラン ヒルズ裸氷原 では,上 流 の内陸部に向 って氷床表面は階段状 に高度 を増す.図 の①,②,③ は,階 段地形

の段丘面 に相 当す る所 を示す.各 々の段丘面で の水平速度ベ ク トルの方向が,内 陸部の上流側か ら,①N55°E,

②N69°E,③N80°Eと10～15度 ず つ時計廻 りに回転 している.こ のことは,各 々の階段地形に対応 した氷床の

階層構造 を考 えると理解 しやすい.36Clや14Cと いった 同位体 を用 いての氷の年代測定は,上 流か ら下 流に向っ

て氷 が古 くなっているこ とを示 してい る(Nishiizumi,　 et　a1.,　1979)。　これ らのこ とは,氷 床が階層構造を してお

り,各 々の層 を単位 として氷が動いてい ることを示唆 してい る.

鉛直流動量は,約5～7/cm年 で上昇流であ る.す なわ ち,氷 床は山脈の阻止作用に よって強 制的な上 昇が引き

お こされ てい る.ま た,昇 華に よる表面低下は,ほ ぼ上昇速度 と同程度の量で,こ の ことか ら,ア ラン ヒルズ裸氷

はほぼ定常状態にあ るといえ る.

また,氷 厚や年平均気 温な どを仮 定 して推 定 した氷温は,氷 床底 部が基盤 に凍結 しているこ とを示唆 している.

こうしたア ラン ヒルズ裸 氷原の氷 の力学的特性 は,や ま と山脈裸氷原 の氷 の特性(Namse,1978な ど)と 極め て

類似 してい る.こ の ことは,阻 石の集積機構 を氷河学 的に考 え る上 で重要 なこ ととい えよ う.

白 旗 氷 河 の 流 出 量 の 空 中 写 真 解 析 助手 藤井理行

リュッオ ・ホルム湾 の最奥部 に浮 氷舌 を出 してい る白旗氷河 は,み ず ほ高 原氷床 の最大 の流 出部であ る.こ のた

め,み ず ほ高原氷床 の質量収支 をおさえる上 で白旗氷河 からの流 出量は重要で,こ れ まで流速や氷厚にっいてい く

つかの研究 が行 われ て きてい る.本 研究 では,1965,1969,1975,1977年 に撮影 された空中写真を用い,流 速,氷

厚,流 出量 を調べ た.

氷 の流速 は,時 期 の異 った2枚 の写真上 で特徴的 な表面形態 の移動量 から求め ることがで きる.こ こでは,そ の

1例 として,1969年1月 の状態(図1A)と1975年11月 の状態(図1B)の 変化 から求めた氷河各部の移動ベ ク ト

ル図(図1C)を 示す.図1A,B上 で,A～Gは6年10ケ 月経過 した後で も特徴的な形状か ら,同 一地点 と同定

で きた場所 である.図 にイン ス テ ク レ パ ネの位置を破線で示す ように,各 図は紙面上下に平行 移動 した地 図なの

で,A～Gの 点 が図1Cの よ うに移動 した ことが分か る.図1Cか ら,流 速は氷河の右岸側で2.3km/年,中 央部

で2.5km/年,左 岸側 で2.7km/年 とな り,イ ンステクレパネ付近 を中心 に円弧状に流れ る氷河の外側ほ ど早 く動い

てい るこ とがわか る.な お,流 速2.3～2.7km/年 とい う値は,南 極で これ まで測定 された最 も速 い流速 であ る.

また,白 瀬氷河西側のシ ー ト流部では,0.36km/年 とい う流速 であるこ とがわか った.

氷河の厚 さは,氷 が海に完全に浮いてい る場所 の海 面上 の高さか ら,次 式で求めた.

〔厚 さ〕=〔海面上の高 さ〕×〔海水の密度〕/(〔海水の密度 〕一〔氷の密度〕)

なお,氷 の海面上の高 さは,図 化機 に よる空中写 真の解析か ら求めた.そ の結 果,氷 の厚 さは,白 癩氷河本流,

同右岸の支流 と白瀬氷河西のシ ー ト流 で大 きく異な ることが分 った.

この よ うに,白 旗氷河流域の末端流出部におけ る流速 と厚 さか ら,白 旗氷河流域 は,図2の よ うに3つ の副流域

か ら成 り立 っている と考 え られ る.

流 出部 の氷 の断面 を長 方形 と仮定す る と,流 出量 は次式 によ り求め られ る.

〔流 出量〕=〔流速〕×〔幅〕×〔厚 さ〕×〔氷 の密度〕

こ うして求 めた3っ の副流域 の氷 の海面上 の高 さ,氷 の厚 さ,幅,流 速 と上式に よる流 出量は,表 の よ うに な
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る.す な わ ち,白 旗 流 域 の海 岸 か ら の流 出量 は,合 計13.4～14.7×109t/年 とな り,そ の うち 約3/4は 白旗 氷 河 の

本 流 部 に依 って い る.

A

B

、
一－

November　 29,1975

C

0510km
距離:一 一一一 一一ー一一`

1969年1月 から1975年11月01km/年

の氷河各部 の移動 流速:一 一一一一 一一

図1白 旗 氷河 の イ ン ス テ ク レパ ネ付 近 の状 態.A:1969年1月21日,B:1975年

11月29日,C:1969年1月 か ら1975年11月 ま で の氷 河 各部 の移 動
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図2リ ュツ ォ ・ホルム湾 に流 出す る氷 の流速,厚 さ,形 態か ら推定 され る白癩

流域 の3っ の副流域,図 は1974年1月24日 のERTS-A画 像 よ り作製.

表 白瀬流域 の3っ の副流域毎 の氷厚,流 速,幅,流 出量

副流域1瓢 酬 上の 氷山の厚 さ(m) 幅(m)1流 速(m/年)1 聾。、説/謡

Al 6卜7・1 51卜5541 8,650 25・ ・ 【 10.0-10.8

Bl 5卜651 43卜5151 L9・ ・1 Z7・ ・1 2.0-2.4

C (2与3・)1 (・9各238)1 (2α …)1 (36・)1 (1.4-1.5)

i Total　 discharge 13.4-14.7

南 極 大 気 の放 射 計 算 ス キー ム の改 良 に 関 す る 研究 客員教授 田中正之

南極大気 の放射特性,放 射 による冷却率 を評価す るためには,放 射計算方法 の精度が大 き く影響す る.そ の た

め,放 射一対流 モデ ル,力 学 モデル等へ の組入れが容易で,か つ精度の高い放射計算 スキ ームの開発 を引 き続 き行

った.

大気中にお ける太陽放射や長波長放射の伝達を評価す るため,多 くの計算手法が開発 されてい るが,そ れ らはい

ずれ も気体成分に よる線吸収 と雲 ・氷晶 ・飛雪 ・エア ロゾル等の粒 子成分に よる多重散乱の同時的取扱い,お よび

大気層の光学的不均質の取扱いにおいて不充分な点が多い.こ の困難を解消す るため,こ こでは,地 球大気中の放

射過程が異 る波長相互間で独立 と見倣 し得 ることに着 目し,吸 収係数が波長 と共に著 し く異 る現実の波長空間を,

吸収係数が単調に減少(又 は増加)す る新 しい空間に変換す るとい う新 しいアイデ ィアを導入 した.こ の方式に よ

れ ぽ,多 数の吸収線を含む一つの波長域,あ るいは一つ の吸収帯全域は,10ケ 程度の波長に よって充分正確に代表
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(表現)さ れ る と共 に,吸 収係数 が気温 ・圧力な どの違いに よ り光路に沿 って変化す る不均 質成層 の問題 も,従 来

のよ うな近似 を用い ることな く取扱 うことが出来 る.

その他,ダ イヤ モン ド ・ダス ト,飛 雪粒子等の非球形粒子に よる光の散乱の取扱いを検討 した.空 間的 にランダ

ムに方位 した 円柱 を例 に とり,厳 密な散乱理論 とい ろいろな光線光学近似 とを比較 し,光 線光学 近似 の妥 当性,球

形近似 の問題点 な どを明らかに した.そ の結果,南 極大気 中の氷 晶粒子等 の散乱特性の取扱いにおいては,平 均 的

な粒 子の形状 を考慮 した光線光学近似が望 ましい ことが明 らか とな った.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

日射 紫 外 領 域 の 精 密 分 光 測 定 ※村井潔 三(気 象研究所 研究室 長),後 藤 良三(気 象研究所):川 口貞男

(教授),藤 井理行(助 手)

大気中 のオゾンは,300nm附 近 の紫外線 に対 して強 い吸収帯 を有 し,成 層圏 内のオ ゾン量の変動は地 表に到達す

る紫外 日射量 を大 き く左右す る.こ の研究の 目的 は,地 上 に到達す る紫外 日射量 を連続的 に測定 し,そ の結 果か ら

オゾン量 の変動 を検 出す る事の可能性 と,紫 外 日射 の波 長別変動 とオゾン量 との関連 を明らか にしよ うとす るもの

である.

測定装 置は回折 格子 と石英 プ リズ ムの組合せに よる複式分光計 を主体 とす る分光 日射計で,波 長300～400nmの

間の直達 日射紫 外 日射 について10nm間 隔で測定 で きるようにな ってい る.装 置の検定 は,ラ ング レー法 によって

大気外 日射強 度に対応する器械常数 を求 めて行 う.

地表面 で観 測され る紫 外強度 は,空 気分 子,オ ゾンのほかにエ ーロゾルに よる減衰 も受けてい る.空 気分 子に よ

る減衰は,計 算か ら求 まるので,エ ーロゾルに よるものを,オ ゾンに よる減衰のない可視域について求め,そ の消

散係数 を紫外域に外挿す ることに よ り除去す る.こ の結果得 られた オゾンに よる消散係数 と ドブ ソン分光計に よっ

て得 られた オゾン量か ら求 まる消散係数を比較 した.こ の結果,エ ーロゾルがユ ンゲ分布を もっ場合にっいては,

可視域 からの外挿 が充分の精度 をもって成立つが,そ うで ない場合 につ いては,単 純な外挿では無理であ る事がわ

かった.

氷 床 掘 削 技 術 の 再 検 討 と 掘 削 機 の 設計 開 発 ※鈴木義男(北 海道大学 低温科学研究所助教授),成 田英

器(北 海道大学 低温科学研究所助手),滝 沢隆 俊(北 海 道大学 低温科学 研究所 助手):楠 宏(教 授),前 晋爾

(助教授),西 尾 文彦(助 手),藤 井理 行(助 手),和 田誠(助 手)

昭和53年 度か ら小型エ レク トロメカニカル ドリルの開発を行 って きた.

(1)昭 和53年 度:第20次 南極地域観測隊におけ る人工地震発破孔掘削のための概念設計を行 った.こ こ で は 特

に,ド リルの回 り止め機構につい て新 しい方法 を導 入した.同 設計に よる ドリルお よび ウイ ンチは,鉱 研試錐㈱に

て製作,11月 の低温室 内テス トの後,20次 隊 によ り,54年1月 南極氷床上で掘削が行われ,64m深 の掘削に成功 し

た.前 記室 内テス トお よび現地 からの報告 によ り,切 粉除去 が不充分 であるこ とが判 明した ので,切 揚排除機能を

工夫 した ドリルを試 作 しテス トを行 いほぼ満 足す る結果 を得 た.

(2)昭 和54年 度:テ ス トドリルに若 干に改 良を加 えたものを,4月 北海 道大雪 山で24mの 掘 削テス トした.こ の

ドリルは,更 に改良が加 えられ,昭 和54年 度末西尾助手に よ り,マ クマー ド地 域の裸氷原の掘 削に用い られ,8m

の良質 コアの採取に役立て られた.一 方,大 雪 山でのテス トと第20次 隊の使用結 果を と り入れ た改良型 ドリルは,

JARE　 MID-140A型 ドリル として鉱研試錐㈱で製作 され,9月 に北 アルプ ス立山の雪渓でテス トされ,7mの コ

アが採取 された.こ の ドリルシ ステ ムに よ り,第21次 隊は,15m,30mの 掘削テス トに引 き続 き,100m,142.5m

の掘 削に成功 した.100mの 掘削 の所用時間は,計 画 の20時 間 に対 し30時 間 で,ほ ぼ満足すべ き結果 を得た とい え

る.

(3)昭 和55年 度:良 質な コア採取 のため,刃 の部 分に関す る実 験を行 った.刃 のす くい角 刃先 荷重,刃 数,回 転

数 と切削抵 抗 との関係を調べた結 果,刃 の形状,ド リルへの取 付方で,最 適 な状態 をほぼ知 ること が で き た.ま

た,刃 の部分が最適な状態に作 られてい ると,掘 削 トル クは,100W以 下 と小 さい ことが分か り,今 後200Wク ラ
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スの モータに よる超軽量(20kg程 度)ド リル作製の可能性が得 られ た.

積 雪 層 位 の 形 成 と酸 素 同 位 体 分 布 ※渡辺興亜(名 古屋大学水圏科学 研究所助教授),加 藤喜久雄(名

古屋大学水圏科学 研究所 助手),佐 藤和 秀(長 岡工業高等専 門学校助教授):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教

授),西 尾文彦(助 手),藤 井理行(助 手)

みずほ高原氷床は,積 雪層位の形成過程の地 域的特性の観点 か ら,沿 岸地域,カ タバ斜面地域,内 陸高原地域の

3地 域に分け られ ることが,こ れ までの研究 で明 らかになってきた.本 研究 の 目的 は,積 雪層位形成の地域特性が

積雪層の酸素同位 体組成分布に どの ように反映 してい るか,ま たみず ほ高原各地 の積雪層 にみ られ る酸素同位体組

成の長期 にわた る分 布が,堆 積環境 の どの ような変動 を示 しているかを明らかにす ることであ る.

本 研究 の解 析対象 とした試料 は,第15次 南極観測隊 に よって持 ち帰 られた10m深 の積雪 コアであ る.み ずほ高原

の15地 点 か ら得 られた積雪 コァの層位解析,物 理的性質 の測定 を行 い基本解析資料を作成 し,こ れに基づいて5つ

のコアを選 び出し,そ の δ180値 の測定 を行 った.沿 岸地域の コア として,S40(標 高1,142m),H128(1,380

m),カ タ・ミ斜面地域 のコアとしてW46(1,958m),W280(2,405m),J365(2,615m)を 選 定 した.カ タ・ミ斜

面地域 のコアは,通 義量,層 位構造,地 形条件か ら周辺を代表す るもの と考 えられ る.δ180測 定 は,各 コアの積

雪構造にみ られ る単位層(渡 辺他,1928)の それぞれにっいて1～3点 行い,ひ とつの コアで合計100～200点 行 っ

た.測 定は,名 古屋大学水圏科学研究所の質量分析計(Varian　 MAT　 250)に よって行 った.結 果,次 のよ うにま

とめ られ る.

①S40とH128コ アにみ られ る δ180プ ロファイルは明瞭な季節変化を示 し,こ れ は層位解析 から求め た年層

境界 と一致す る.

② 沿岸地域 お よび比較的通義量 の多い カタバ斜 面の δ180値 は,雪 尺観測,表 面層 の断面観測結果が示す よ う

に,秋 と春の降雪 の堆積 を示 し,真 冬お よび夏期 の堆積 は少ない.

③ 各地 の積雪 の δ180値 の移動平均(季 節 周期 を消去す る ように地域毎 に平均すべ き値 の数 を設定 した)に よ

るプ ロフ ァイルは,ほ ぼ同一の傾 向を示 している.こ の ことは,み ず ほ高原 の沿岸か ら内陸にか けての少な くとも

数百 の範 囲は年 による涌養量 の傾 向の類似性 や,春,秋 の気温傾 向の同時性 などの点で ほぼ 同じ堆積環境にあ るこ

とを示唆 している.こ のこ とはまた,季 節周期 を示す ことが稀 なカタバ斜面 の積雪 の δi80プ ロファイル も,よ り

長期 にわ たる堆積環境 の変動 を記録 してい る可能性 を示す ものであ る.

堆 雪 機 構 の解 明 と 観 測方 法 の 開 発 ※若浜五郎(北 海道大学低温科学研究所教授),小 林大二(北 海道

大学低温科学研究所助教授),山 田知充(北 海道大学低温科学研究所助手),油 川英明(北 海 道大学低温 科学研究

所助手),秋 田谷英治(北 海道大学低温科学研究所 助手):楠 宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾 文彦(助

手),藤 井理行(助 手)

1.年 間堆積水量 の分布か らみた積雪 の堆 積特性

1968年 か ら1977年 までの10年 間にわた って観測 された雪尺観 測資料,表 面積雪層 の層位解析 に よる積雪密度や年

層 の厚 さの資料,人 工 衛星LANDSATの 画像か ら読 み とった裸氷域 の分 布をも とに,み ず ほ高原 にお ける年間堆

積水量(通 義量)の10年 平均値 の分布 を地形図上に5g/cm2の 等値線間隔で描 くことができた.堆 積特性 は,次 の

ようにま とめられ る.

①1函 養域 での1函養量 は,沿 岸部 の標高1,000～2,000mに20～30g/cm2の 最大域 が現われ,そ れ以南では水蒸

気源 から遠 ざかるため,次 第 に減少す る.

② 滋養量 は,大 規模 な氷床地形 の影響で地域性 を示 し,尾 根状の地域 よ り谷状の地域が多い.

③ や ま と山脈周辺 の裸水域で は,昇 華 による消耗 が 年間6g/cm2程 度あ るが,こ れは氷の上昇流の速 度にほ

ぼ等 しい.す なわち,裸 氷域の表面 レベルは動的平衡状 態に保たれてい るといえ る.

広域の堆積量の分布は,ま ず大規模な氷床地形に支配 され る海洋か ら氷床への水蒸気の浸入の難 易度 を反映 した

降水量の分布に規定 されてい ると考 え られ る.次 に,氷 床表面 に達 した降水 は,定 常 的な斜面下 降風系 と,氷 床表

面 の微地形 との相互作用 に よる堆積 ・削剥過程 を経 て氷床表面 に固定 され,氷 床 を涌養す る.す なわ ち,相 対的 に
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風 の弱い氷床表面 の凹 部に吹 きだ ま り,風 の強いか っての吹 きだ ま りや氷床流動に よって生 じた凸部では,堆 積 し

ず らく逆 に風 に よる削剥 あるいは昇華 を受 け表面は低下す る環境におかれ ることにな る.す な わ ち,氷 床表面で

は,堆 積や削剥が,表 面 を平担化す る方向,い いか えれば氷床の動的状 態に よって生ず る表面 変化を補償 し現在の

表面形態を維持す る方向に生ず る.

なお,堆 積水量の分布図か ら,白 癩流域 と宗谷流域 の演義域 での質量収支 を求め る と,そ れぞれ,16.2×109t/

年,2.0×109/年 とな り,消 耗 域の質量収支 は,そ れ ぞれ 一〇.7×109t/年,-0.8×109t/年 とな る.す なわち,そ

れぞれ の流域で の表面質量収支は,15.5×109t/年,1.2×109/年 となる.な お,こ のプ ラスの質量収支 にほぼ匹敵

す る量 の氷 は,海 岸線か ら流 出す る.

2.雪 面 レベル変動 計の開発

雪 の堆積 や削剥 による雪面 レベル の変動 を記録す るため,光 学繊維 をセンサに,8m/mカ メラを集録装置 とし

た雪面 レベル変動 計が,開 発 された(油 川.1977,1979)北 海道の大雪山で の試験 の結果,少 くとも一一30°Cまでは

良好に作動 し,こ れ によ り南極 での使用 の可能性が ひらけた.

氷 床 の ダ イ ナ ミ ック スー 観 測方 法 を含 め て一 ※東 晃(北 海道大学工学部教授),福 田明治(北

海 道大学工学部助 教授),成 瀬廉二(北 海道大学低温科学研究所助手),本 堂武夫(北 海道大学工学部助手):楠

宏(教 授),前 晋爾(助 教授),西 尾 文彦(助 手),和 田誠(助 手)

本 共同研究の 目的は,南 極氷 床,と くに東 南極氷床のダイナ ミックスの考 察を行 ない,将 来 の計画に向けて よ り

よい観測方法を検討す ることであ った.第10次 か ら第16次 で行 なわれ たみず ほ高原 の雪氷学的調査の成果に ダイ ナ

ミカルな考察を加えた.ま た実 験室 的に行 なわれ た南極氷床氷 の力学的性質 の氷床流動解析 の応用を図 る研究,多

結 晶水の境 界に関す る実 験的研究な どが行なわれた.ま た観 測方法の問題 としては,氷 床深部氷 の結晶粒軸方向分

布のX線 に よる自動解析法の開発,航 空 機搭 載用電波氷厚 計の試験な どが,と り上げ られた.ま た研究会で は,氷

床 ダイナ ミックスに及ぼす山脈の効果,棚 氷 の影響,山 脈周辺の氷床内部流線の推定 な ど氷床流動 を3次 元的に拡

張す る試みが報告 された.以 上の研究の詳細は,「 氷床のダイナ ミックス」の報告書(昭 和56年3月 極地研発行)

に記 されてい るが,こ れ らの成果は,23次 か ら始ま る東 クイー ンモー ドラン ド雪氷研究 の中で十分生 かされ る予定

であ る.

(3)氷 床コア研究小集会

昭和56年3月24日(火)

第23次 観測隊(昭 和56年 ～58年)か ら5ケ 年 の予定で開始 され る東 クイーンモー ドラン ド計画では,多 くの地点

で氷床掘削 を行ない多量の氷床 コアの採取を計画 してい る.こ うした観測計画に呼応 し,国 内の体制 を 整 え る た

め,研 究小集会 を開催 し基本的な問題にっいて検討 した.

1)出 席者:東 晃(北 大工,氷 物性),北 野 康(名 大水圏研,地 球化学),若 浜五郎(北 大 低温研,積 雪),

渡辺興亜(名 大水圏研,氷 河),成 田英器(北 大低温研,積 雪),加 藤喜久雄(名 大水圏研,地 球化学),楠 宏

(雪氷部 門教授),松 田達郎(資 料 主幹),前 晋爾(雪 氷),西 尾文彦(雪 氷),藤 井理行(気 候)

2)プ ログラム

① あいさつ

② エンダー ビー ラン ド計画における掘 削計画

③ 掘 削 コアの解析

④ コアの配分 と保存 の現状

⑤20次,21次 隊の掘 削結 果

⑥ 東 クイーンモー ドラン ド計画における掘削 計画

⑦ 総 合討論

3)検 討内容

楠 宏

成田英器

渡辺興亜

藤井理行

藤井理行

前 晋爾
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① 過去の コァ解 析の反 省

・地球化学的な分析,解 析が遅れてい る.宣 伝 と ともに有能な分析 グル ープの整理 と組み込みが必要であ る.

化学分析に関 しては,特 に,異 った研究者 に よる相互比較が必 要であ る.

・当面の研究 目標 としては,古 環境(特 に産業革命以前)の 復元 と氷床変動の解明であ る.こ うした研究 目標

を遂行す るため,氷 床 コア研究の国際的広が りと予算の裏 づけが必要であ る.

② 氷床 コァ研究委員会の設置

氷床 コア研究の方針 と有効な研究 方法,コ ア配分 を検 討決定 す る た め,「 氷床 コア研究委員会(委 員長:

楠,委 員:東,北 野,若 浜,資 料主幹,前(幹 事,不 在の時は藤 井又 は西尾 が代行)を 設 置 す る.当 委員会

は,当 面研究所の規則に基づ く委員会 とはせず,研 究集会の形を とって開催,運 営す るが,委 員会活動の進展

とともに,そ の処置方法を考 えることとした.

③ 氷床 コァ作業委員会 の設置

氷床 コア研究の基礎 とな るコァ カタログの作製,コ アの現場処理,輸 送,保 存に関す る検討 と実施を 目的 と

し,上 記委員会に附属す る作業委員会を設置す る.メ ン・ミーは,委 員長:渡 辺,委 員:成 田,加 藤,前,藤 井

(幹事),西 尾の7名 とす る.

④ コァニュースの発行

氷床 コアの広範な利用を計 るため,コ ア ニュースを発行す るこ ととした.

(4)研 究成果の発表

学会誌等による発表

題 目 著 者(所 属)発 表年月 詩 名 ・巻 号 ・頁

Meteorological　 Data　 at　 Mizuho　 Station, M.　Wada 55.11 JARE　 Data　 Rep.,　 No.

Antarctica　 in　 1979 T.　 Yamanouchi 57,92pp.
S.　 Mae

S.　 Kawaguchi

Thesystemofmeasurementsofradiation　 S.Mae

and　 micrometeorological　 elements　 at　Mizuho　 M.　 Wada

Station,　 East　 Antarctica;　 Installation　 and　 T.　 Yamanouchi

performance

56.1　 Antarct.Rec.,No.71,

44-57

POLEX-South　 Data,　 Part　 1:　Radiation　 T.　Yamanouchi

Data　 at　Mizuho　 Station,　 Antarctica　 in　197g　 M.　 Wada

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 S.　Mae

　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　S.　Kawaguchi

56.　 3　 JARE　 Data　 Rep.,　 No,

61,350pp.

POLEX-South　 Data,　 Part　 2;　 Micrometeoro-　 M.　 Wada

logicalDataatMizuhoStation,Antarctica　 T.Yamanouchi

1n1979 S.　 Mae

S.　 Kawaguchi

K.　 Kusunoki

56.　 3　 JARE　 Data　 Rep.,　 No.

62,321pp.

ネパール ・ヒマ ラヤ,ク ンブ地域 お よびム ク ト 藤井 理行
地域 におけ る永久凍土

55.6雪 氷,42,81-92

Inventory　 of　 perennial　 snow　 patches　 in

Central　 Japan

K.　 Higuchi　 (Nagoya

Univ.)

T.　 Iozawa　 (J.　Society　 of

Snow　 ice)

Y.　 Fujii

H.　 Kodama　 (Nagoya

M.1,R.1.)

55. GeoJournal,44,303-311

アメ リカにおける最近 の雪氷研究 西村 寛,楠 宏55・91雪 氷 ・ ・2・ ・5・一・88
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ソ連の雪氷研究の概況 楠 宏 55.9 雪 氷,42,189-192

Variations　 of　 sea　 ice　 conditions　 in　 LUzow-

Holme　 Bay　 area,　 in　Antarctica　 in　the　 last　 20

yea「s

K.　 Kusunoki 56. IAHS　 PubL,　 B1

Measured　 and　 computed　 temperature

profiles　 at　 Mizuho　 Station,　 East　 Antarctica

F.　 Nishio

Y.　 Fujii

K.　 Kusunoki

56. IAHS　 Publ.,　 B1

Progress　 of　 Japanese　 glaciological　 research

in　the　 Antarctica

K.　 Kusunoki 56.3 SepPyo,43,55-61

Glaciological　 data　 collected　 by　 the　 Japanese

Antarctic　 Research　 Expedition　 from　 Feb.
,79toJan

.'80

M.　 Wada

T.　 Yamanouchi

S.　 Mae

56.3 JARE　 Data　 Rep.,　 No.

63,43pp.

Aerophotographic　 interpretation　 of　 surface

features　 and　 an　 estimation　 of　 ice　 discharge

at　the　 outlet　 of　 the　 Shirase　 drainage　 basin,

Antarctica

Y.　 Fujii 56.3 Antarct.Rec.,72,1-15

Airborne　 radio　 echo　 sounding　 on　 the

Shirase　 Glacier　 and　 its　drainage　 basln,　 East

Antarctica

M.　 Wada

S.　 Mae

56.3 Antarct.Rec.,72,16-25

口頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会名称等 発表年月

Polex-South南 極 み ず ほ 基 地 に お け る放 射 観 測

1.観 測 シ ス テ ム

山 内 恭,和 田 誠
前 晋爾,川 口 貞男

日本気象学会秋季大会 55.10

Polex-South南 極みずほ基地におけ る放射観測

2.地 表面におけ る放 射収支一速報
山 内 恭,川 口 貞男 〃 〃

南極みずほ基地におけ る境界層観測(1)一 シス
テムの概要

和 田 誠,山 内 恭
前 晋爾

〃 〃

南極みず ほ基地 にお ける境界層観測(ll)一 カタ
バ風 の季節 による変化

和 田 誠,山 内 恭

前 晋爾

〃 〃

わが国の南極気水圏観測計画の概況 楠 宏 日本雪氷学秋季大会 55.10

南極みずほ基地における雪面上の放射収支観測 山内 恭,和 田 誠
前 晋爾,川 口 貞男

〃 〃

南極みずほ基地における気温の年変化　　　　　　　　　　　　　　　 (POLEX) 山内 恭,和 田 誠
前 晋爾

〃 〃

みずほ基地で観測されたカタバ風の年変化　　　　　　　　　　　　　　　
(POLEX)

和 田 誠,山 内 恭

前 晋爾

〃 〃

南極気水圏観測計画の概要 楠 宏 第3回 極域気 水圏シンポ
ジ ウム

56.1

接地気層内の気温,風 速の季節変化(南 極みず
ほ基地)

和田 誠,山 内 恭
前 晋爾
古謝 三行(気 象庁)

〃 〃

低気圧通過時のみずほの気象変化 和田 誠,山 内 恭前 晋爾

塚村 浩二(気 象庁)

〃 〃

南極みずほ基地の地表面放射収支
山内 恭,和 田 誠
前 晋爾,川 口 貞男
塚村 浩二(気 象庁)

〃 〃
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分光器による南極大気の気柱水蒸気量 山内 恭,和 田 誠 第3回 極域気水圏シ ンポ 56.1

ジ ウム

昭和基地上空での放射ゾンデ観測 山内 恭 〃 〃

山本 雄次(気 象庁)
召田 成美(気 象庁)
内山 明博(東 北大)

みずほ高原周辺の大気循環 中島暢太郎(京 大) 〃 〃

井上 治郎(京 大)
藤井 理行

南極気候観測 前 晋爾 気候変動研究計画に関す 56.2

るシンポジ ウム

南極みずほ基地での雪面温度の測定 前 晋爾,山 内 恭 日本雪氷学会秋季大会 55.10

和田 誠

みずほ基地表面積雪中の微小固体粒子 藤井 理行 〃1〃

南極氷床,み ずほ高原の10m深 積雪層の積雪層
位と酸素同位体比分布の地域特性にっいて

渡辺 興亜(名 大)
加藤喜久雄(名 大)

〃 〃

佐藤 和秀(長 岡工専)
藤井 理行

南極白旗氷河の流出量および表面状態の空中写 藤井 理行 〃 〃

真解析

Radio　 Echo　 Sounderに よ る 白旗 氷 河 の 観 測 前 晋爾,和 田 誠 〃 〃

山内 恭

Radio　 Echo　 Sounderに よ るや ま と山 脈 の 観 和 田 誠,前 晋爾 〃 〃

測 山内 恭

氷床氷 の山脈付近の流れについて一 その2一 西尾 文彦 〃 〃

J.　0.　 Annexstad

(USA航 空宇宙局)

ネパ ール ・ヒマ ラヤにおけ る氷河湖底堆積物 の 安城 哲三(京 大) 〃 〃

ボ ー リング ・コア 解 析(序 報) 岩田修二(都 立大)
藤井 理行
神山 孝吉(京 大)

立山 ・内蔵助雪渓 の氷体 にみ られ る19mた て穴 竹中 修平(名 大) 〃 〃

の観察 とボー リング ・コアか らみたその内部 構 吉田 稔(名 大)
造 池上 宏一(名 大)

伏見 碩二(名 大)
藤井 理行

インパ レス ・レーダーによる氷体 および積雪 内
部 か らの反射

西尾 文彦 〃 〃

〃 〃 第6回 りモ ー ト ・セ ン シ 55.11

グ ・シ ンポ ジ ウ ム

Radio　 Echo　 Sounder　 (60MHz,　 17gMHz)に

よ る南 極 白瀬 氷 河,や ま と山 脈 の 観 測
和田 誠,山 内 恭前

晋爾
〃 〃

南極みずほ基地における雪温観測 前 晋爾,和 田 誠 第3回 極域気水圏シンポ 56.1

山内 恭 ジ ウム

氷床コア解析から得た小氷期の気候に関する知
見

加藤喜久雄,藤 井 理行 〃 〃

みず罐 地における表面鱈 層の形成過程 陳 弁 理行 〃1〃

みずほ基地における表面積雪中の微小固体粒子
濃度の季節変化

藤井 理行 〃 〃
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イ ンパル ス ・レーダーに よる氷体お よび積雪 内

部か らの反 射

Possibility　 of　 detecting　 meteorite　 buried

within　 the　 ice　 by　 radio　 echo　 sounding

Radio　 echo　 sounding　 in　 the　 area　 of　Yamato

Mountains

氷河

西尾 文彦,和 田

前 晋爾

誠

F.　 Nishio

M.　 Wada

S.　 Mae

M.　 Wada

T.　 Yamanouchi

S.　 Mae

K.　 Kusunoki

晋爾

第3回 極域気水圏 シンポ
ジ ウム

6th　 Symosium　 on

Antarctic　 Meteorites

〃

水

ミ

陸

シ
一
る

ム
け

ウ
お

ジ

に

ン

ポ

野

ヨ

ン
分

シ

シ
文

一

文

水

レ

水

・

ユ

前

56.1

56.2

〃

56.2
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3.地 学 研 究 グル ー プ

a.地 学 一 般

(1)一 般 研 究

昭 和 基 地 周 辺 の 地 形 及 び 後 期 新 生代 地 質 に 関 す る 研究 教授 吉 田栄夫,助 手 森脇喜一

1.リ ュッ ォホルム湾沿岸地域 の露岩 の地形学的研究

プ リンスオラ フ海岸 の露岩 には,氷 床 に よる氷食地形,氷 成堆積物に よる地形,氷 床後退後 の海成地形,周 氷河

作用に よる地形 が分 布す る ことが知 られ ている.56年 度 に予定 され ている現地調査 と関連 して,主 要 な地形的特徴

をま とめた.

氷 食地形 では,氷 床 によるareal　 scouringの 地形 が卓越 し,羊 背岩地形,線 状凹地,円 形凹地が発達す る.こ

れ らと地質構造 の関係 を求めた.ま た,こ の ほか氷河条溝,擦 痕が広 く認め られ るが,こ れ らは,南 極 の他地域に

比べ て とくによ く発達 してい る とい えそ うで,過 去の氷床流動 の方 向を推定す るこ とがで きる.こ とに注 目され る

のは,氷 河条溝 の形態的特徴が,氷 河下底が少な くとも圧力融解 の状態にあ った こ とを示す ことで,過 去 の氷床の

性状 を知 る一つ の手掛 りとな る.

氷成堆積物 の発達は よ くないが,空 中写真判読に よ り,地 上調査を重点的に行 うべ き地点を選定 した.ラ ングホ

ブデ地域では融氷河堆積物の分布が各所に認め られ ると判読 された.

海成地形では,こ れ までプ リンスオラフ海岸の,明 るい岬(海 抜10m),日 の 出岬(15m以 下,20～27m,30～

35m),新 南岩(10m,15m,29～31m)に 隆起汀線の存在が知 られてい る.22次 に調査 を予定 してい るあけぼの

岩 にっい て,調 査用地形図の簡易図化を,空 中写真を用い て,二 級図化機(ウ ィル ドB8S)に よ り行 って,1:

10,000地 形図 を作成 し,地 形の予察 を行 った'そ の際,隆 起汀線 と推定 され る地形の分布 と高度の測定を実施 し,

あけぼのの岩の3.5km長 の海岸に,3か 所,そ れぞれ500m程 度にわた る隆起汀線があ り,そ の海抜高度 は20m

以下 とみ られ ることを明 らかに した.

宗谷海岸に も隆起汀線が よく発達す る.海 抜20m以 下の ものの地 形は明瞭であ るが,30mを 越え るものにっいて

は,そ の形態が不 明瞭で氷成地 形か らの判 別は難 しく,上 限高度 にっいて意見の一致をみていない.地 域 的な分 布

の差 と,上 限高度 の関係 をさらに野 外で確 かめる必 要があ る.

過去の氷河作用に関連 して,現 在の氷床縁辺部 の性 質の一端 を知 るため,リ ュツォホルム湾及びプ リンスオ ラフ

海 岸沿岸の氷床の形態 的特性 も検 討された.白 瀬氷河 は 年間2～2.5kmの 流速を もち,氷 河下底のほか周辺露岩

に も活発 な氷 食作用 を及ぼ してい る.し か し,周 辺 の氷河擦痕 は,か っての氷床が白旗 氷河を斜 めに横 断 して流動

した形跡 を示す.ラ ングホブデ氷河 でも,氷 河表面近 くの露岩 には氷河 と直交す る過去の流動 方向を示す擦痕 があ

る.他 方,こ れ らの氷流 の沖合 には海底下 の氷食谷が連続 し,過 去の氷流の拡大を示 してい る.こ うした現 象の解

釈 には,現 在 の氷床縁辺部の氷下の岩盤地形の調査が必要であ るが,他 方,こ うした地形 は氷床 の流動様 式にっ い

ての示唆 も与 えるものであ る.プ リンスオ ラフ海岸で は,多 くの氷流が分布 している.背 後 の涌養流域 が,氷 床地

形 の上 からはさして広 くない と考 えられ るのに もかかわ らず,こ れ らの氷流 の流動は活発であ り,布 状流 による氷

の流 出も,宗 谷海岸に比べて大 きい と推定 され る.こ うした流域に よる氷床の挙動 の違 いが,岩 盤地形 といかに関

連す るか も,今 後の課題であ る,

2.昭 和基地付近の海底地形 ・地質の研究

第22次 観測で計画 されてい る リュツォホルム湾 の海底地形,地 質調査を,よ り効率 よく実 施する 目的で,極 地用

小型 ピス トン コアラーの開発 を行 った.ま た,コ アラー,流 向流速 計,地 殻熱流量測定装置 などを海氷上か ら使用

す るため,海 氷を穿孔 して海中,海 底に降下す るのに必要な大型 ドリル(口 径45cm),機 器 吊下げ及び差上げ用マ
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ス ト(高 さ4m)一 ともに櫨 に搭載 して運搬す るため起倒 式で ある一 の開発 を,極 地設営工学研究グループの

協 力を得 て行 った.そ の結果,ほ ぼ満足 し うる装置を完成 した.

昭 和 基 地 周 辺 の 地 球 物 理 学 的 研 究 助教授 神沼克伊,助 手 渋谷和雄

地学部門にお いて固体地球物理 を担当す る教官は55年4月 現在神沼克伊,渋 谷和雄の2名 であ る.こ の うち渋 谷

和雄は昭和基地で越冬 してお り,神 沼克伊は11月 に昭和基地へ と出発 した.昭 和基地では重力測定,自 然地震 観

測,人 工地震観測,地 殻熱流量観測,地 盤傾斜観測,航 空磁気測量,人 工衛星測位 な どの観 測 ・調 査が進め られ,

日本では次の観測に備 えての器械の開発が進め られた.昭 和基地で観測 されたデー タは 「昭和 基地 を中心 とす る地

域の地殻構造の総合解析」の主テ ーマの もとに解析を行な う.各 項 目にっいての概略を以下 に述べ る.

(1)重 力測定

昭和基地では4月 ～10月 の6ヵ 月間,ラ コステG型515重 力計に よる連続観 測を,海 洋潮 汐記録 と平行 して行 な

った.ま た昭和基地か らみず ほ基地までの人工地震 のルー ト上 に沿 って重 力測定 を実施 した.

東京大学 海洋研究所 と共同開発 した新 しい海上重 力計NIPRORI　 はふ じの船上 で順 調に稼動 し,東 京一南極間

のデー タが収 集 されつっある.

(2)自 然地 震観 測

55年2月 に昭和 基地 に設 置 した地震 自動観観測装置 は,い くっ かの改良点 は 指摘 されたが,順 調に動作 してい

る.

(3)人 工地震観測

地殻 構造 を求めるための大爆破 に備 え,14回 の予備実験 を昭和基地及 び大陸沿岸で実施 した.そ して,11月 と56

年1月 に1.　4ton,　1.　Oton,　 3　ton　の薬量 の爆破を昭和基地一みず ほ基地間の測線で行ない,全27観 測点で良好に記

録 され た.

(4)地 殻熱流量測定

昭和基地で は20mの 孔が1本 掘 削され,5m,10m,20mの 深 さに水晶温度計 システ ムのセ ンサーを設置 し,観

測 を行 なった.4月 ～12月 の8ヵ 月間で20mの 深 さでの温度変化は 一8.171°Cか ら一8.375°Cで あ った.

日本 では新 し く30mの 掘削 を 目標 に掘削機械 の検討 と,水 晶温度計 システムの運用テス トを重 ね,昭 和 基地 での

作業 と観測に備 えた.

一方
,定 着氷上 から海底 にセンサ ーを降 ろし,海 底堆積物 の温度勾配を測定 し,地 殻熱流量を求め ることも検 討

した.結 局,1,000mま で の深 さの海底で,温 度が測定で きる装置を開発 し,ふ じ船上でテス トを行 なった後,昭

和基地へ搬入 した.

(5)傾 斜計

昭和基地にはボアホール型傾斜計を搬 入 してあるが,埋 設孔 の掘 削がで きなかったので設 置は次年度 に延期 され

た.

日本では南極に設置可能な水管傾斜計の開発を行な った.水 の代 りに不凍 液を使用,横 穴 の代 りに露 出している

シ ステ ム全体をパイプ と箱 とで覆い気密性を保つ,な ど検討を重ね,試 作 し昭和基地へ と搬入 した.

(6)航 空磁気測量

昭和基地での観測は順調に行なわれ,合 計飛行 時間は60時 間 に達 した.

(7)人 工衛星測位

地図及び標準時計のない極域 での野外調 査には,計 測器械 の時刻較正,位 置決定が重要で ある.時 刻較正はNN

SSの 発射す るUTCを 復 原 して必要 な精度 の標準時 計を確保 し,2波 のNNSS受 信器 の受信 で精度 よ く位置 の

決定 がで きる.前 年度の研究 に基 き,南 極 で実際 に器械 を動 かし,そ れぞれ の精度の検討,実 用上の問題点の調査

な どを行 なった.

以上は,日 本の南極観 測における固体地球物理 の姿 である.日 本国 内ではル ーチ ン観測 と考 えられてい るもので

も,極 地 であ るため解決 しな ければ ならない問題が多数あ る.各 項 目の ほ とん どは,日 本隊 として昭和基地で初め

て試 みるばか りでな く,南 極 の他 の基地 で も行 なわれ ていない,正 にパ イオニア的な観測であ る.こ れ らの観測結
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ExPLoslvE　 ERuPTIoN

　　lMIN,　 1MIN,
図1エ レバス山山頂 の地震計で観測 した噴火の地震記象.

1分 間の間 に2つ の噴火が起 ってい る.

果はそのまま新 しい知識 の集積 となる.

南 極 ・エ レバ ス 火 山 の 地 球 物 理 学 的 研 究 助教授 神 沼 克伊 助手 寺井 啓

南極 ・ロス島にあ るエ レノミス山は,山 頂に溶 岩湖を有す る世界で も数少ない火山のひ とっ で関係者 から注 目され

てい る.こ の火山を地球物理学 的な手法で調 査 し,山 体 構造 や地震分 布を調べ るべ く,1980年11月 から 日本 ・アメ

リカ ・ニュージ ラン ド三国共同に よる地 震観 測を行 な うことにな り,そ のプ ロジ ェク ト名をIMESS(International

Mt.　Erebus　 Seismological　 Studies)と した.第1年 度 はアメ リカ側が地震観測点 を3点 設置 し,記 録を無線 でス

コ ット基地に送 る.ス コ ット基地の受信,レ コーダは 日本側 が受持ち,保 守はニ ュ・一ジーラン ドが担 当 した.日 本

は 山頂付近に独 自で6点 の地震計を配置 し,2週 間観測を行な った.

三点 テレメー一一タは1981年7月 まで作動 した.

1979～1981年 のエレバ ス山の活動は,1日2～3回,ス トロンボ リ型噴火を く り返 してお り,図 に示 す ような双

発型 の爆発 も起 る.

Ferrar　 Doleriteの 古 地 磁 気 学 的 研 究 所 長 永 田 武,助 手 船 木 實

南 極 ア フ リカ,南 米 それ に タ ス マ ニア 島 に は 年 代 や 岩 質 の よ くに たDoleriteの 貫 入岩 体 が 見 られ る・ 南 極 で

は こ の岩 体 をFerrar　 Doleriteと 呼 び,南 極 横 断 山脈 中 の い た る所 でみ られ る.従 来,　Ferrar　 Doleriteの 古 地磁

気 学 的 研 究 はTheron　 Mountains,　 Wright　 and　 Victoria　 Valley,　 Beardmore　 Glacier,　 Dufek　 intrusionそ れ に

Dronning　 Maud　 Landで 行 な わ れ た.今 回新 た にSouth　 Victoria　 LandのWright　 Valley,　 Allan　 Hills,　Cara-

pace　 Nunatakそ れ にMt.　 Flemingか ら得 られ た 合 計64個 の資 料 の 自然 残 留 磁 気 とそ の 性 質 を 測 定 し た ・ な お

Ferrar　 Doleriteの 貫 入 年 代 はK/Ar法 で147～163m・y・ す なわ ち,ジ ュ ラ紀 中 期 の 値 が 得 られ て い る.

代 表 的 な 資 料 に つ い て磁 気 的 なHysteresis特 性,自 然 残 留磁 気(NRM)の 交 流 消 磁 と熱 消 磁,そ れ に 熱 磁 化

特 性 な どを 調 べ た結 果,次 の よ うな こ とが 判 明 した.　Wright　 ValleyとMt・ 　FlemingのFerrar　 Doleriteの 磁 気

的 性 質 は 非 常 に似 て お り,弱 く安 定 な 自然 残留 磁 気 を持 っ て い る.こ れ ら の資 料 中 の磁 性 粒 子 は,　magnetiteで 単

磁 区 構 造 を 持 つ と考 え られ る.　Allan　 Hillsの 資料 は採 集 地 に よ り二 つ の 異 な る磁 気 性 質 を示 す ・す なわ ち・ 一 方 の

飽 和 残 留磁 気 とNRMは それ ぞれ502×10-3emu/gm,5.6×10'4emu/gmと 大 きな値 で あ る の に対 し他 方 は それ

ぞ れ1.6×10'3emu/gmと2.3×10"7emu/9mと 非 常 に弱 い.し か し両 者 とも交 流 消 磁 に対 し て,ま た 保 磁 力 の

大 き さか らみ て,十 分 安定 なNRMを 持 つ.　Allan　 Hillsの 資 料 中 の磁 性 粒 子 もmagnetiteで あ り・ 単 磁 区構 造

と考 え られ る.　Carapace　 Nunatakの 資 料 は強 い飽 和 残 留 磁 気 と,　NRMを 持 つ が,　NRMは 不 安 定 で あ る ・主 な

Curie　 point　 は344°Cと 低 く,多 磁 区 構 造 を 持 つtitanomagnetiteが 磁 性 粒 子 と考 え られ る.
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測 定 され た す べ て の 資 料 は 正 帯 磁 を 示 し,各 採 集 地 毎 に 計 算 さ れ る磁 極 の 位 置 はWright　 Valley:　 45・3°S　・

152。W,AllanHills:47.5°S・133.2°W,CarapaceNunatak:40.9°S・163.4°W,Mt・Fleming:68.6°S・

139.5°Wで あ る.こ れ らの値 と95%oの 信頼範囲それ に今までにFerrar　 Dolerite　か ら得 られ た磁極 の位置 は図1

に示す通 りであ る.エ ラ一-aj囲を考 えると,　Ferrar　Doleriteか ら得 られ る磁極の値は非常 に よくま とま っている

と考 えられ る.以 上の結果か ら,　Ferrar　Doleriteが 南極横断山脈に貫入 したジ ュラ紀の磁 極の位置は・南 太平洋

の中緯度付近 にあった と推定 され,こ の値は ゴン ドワナ大陸を組立た場合,他 の大陸か ら得 られたジ ュラ紀の磁極

の値 と一致す る.

東 南 極 盾 状 地 の地 質学 的 研 究

1.や ま と山脈 の地質学 的研究 助教授 矢 内桂三,助 手 白石和行

や ま と山脈 の地学研究 は,第20次 南極観測隊か ら第22次 にいた る3ケ 年 の地学研究 計画 の中 の地域研究課題 とし

て と りあげ られ た.基 盤地質調査 は第20次 隊(昭 和54年 度)に よるC群 を中心 とした調査,お よび第21次 隊(昭 和

54～55年 度)に よるA,　 B群 を中心 とした調 査が実施 され た.こ れ らの調査 の結果 の一部 はす でに昭和54年 度年報

や,第2回 南極地学 シンポジ ウムにおいて,共 同研究者 の浅 見正雄(岡 山大),西 田民雄(佐 賀大),小 島秀康(秋

田大),太 田昌秀(ノ ル ウェー極地研)ら と共 に発表 した.更 に,本 研究 と平行 して,や ま と山脈 の各山塊 にっい

ての詳細な地 質図幅(2万5千 分1の)も 順 次発行 の準備が整 ってきた.

や ま と山脈の基盤岩は大別 して高度変成岩,閃 長岩 質岩,花 圃岩類 な どから成 ってい る.変 成岩頚は,そ の鉱物

組合せや鉱物 化学 組成の特 徴か ら,グ ラニ ュライ ト相 に属す るグループ と角 閃岩 相に属す るグループに 分 け ら れ

る.野 外の産状 か ら,グ ラニ ュライ ト相変成岩 と閃長岩質岩(チ ャー ノカイ ト質),角 閃岩相変成岩 と花 嵐岩類 と

の密接な関係が認め られ前者の形成は後者の形成 よ りも早期 に行 なわれた と結 論 された.前 者に属す る両輝 石黒雲
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母片麻岩 と両輝 石閃長岩 の共存す る輝 石間 の平衡温度 は,約800°Cと 見積 もられ,こ の値はグ ラニュライ ト相変成

作用 の温度条件 として妥 当な値で ある.ま た,両 輝石閃長岩の形成が グラニュライ ト相変成作用の も とで行なわれ

た こ とは,チ ャーノカイ トの成因 を考 える うえで重要 な示唆 を与 える.

現在,共 同研究者 とともに,微 量成分 を含め た岩石化学的検討,岩 石の年代決定 を進め るとともに,鉱 物のEP

MA分 析 を通 じて,変 成作用 の条件 を更 に詳細 に検討 している.

2.プ リンス ・オ ラフ海岸 の地質学的研究 助教授 矢 内桂三,助 手 白石和行

プ リンス ・オ ラフ海岸 の地質調 査は第18次 隊 よ り本格的 に調査が開始 され,第22次 隊 まで の間に主要な露岩地域

の地質調査 がほぼ終了 した.こ れ らの研究 の結果 は,共 同研究 の成果 としてその一部がすでに報告 され,地 質図幅

も順次刊行 され ている.

この地域 は更 に東方 のエンダービーラン ド地域 と西方 の リュツ ォ ・ホルム湾地域 の間にあ って,従 来か らその変

成 作用 の性 格や年代 が問題 であった.第21次 隊(昭 和54～55年 度)で は,夏 期間に木崎に よって明 るい岬,二 番岩

が,越 冬期間 に天文台岩,長 岩,だ るま岩 などの西部海岸地域が調査 され,第22次 隊(広 井(金 沢大)と 共同)夏

期間 に,天 文台岩 の再調査 とともに,東 部海岸地域 のあけぼ の岩 と新南岩 の調査をお こない,1万 分の1の 地質図

を作製 した.こ れ らの調査 に よって,さ まざまなク リテ ィカル な変成鉱物が新たに発見 され,従 来角閃岩相 といわ

れ ていた同地域 の変成作用が グラニ ュライ ト相に まで達 していた こと,変 成度には地域性があ ること,後 期の花嵐

岩 に よる影響 を除けば,広 域的 な変成作用 は10億 年(っ ま りライナー岩体)に 相当す る1回 の変成作用で説明がっ

くこ とな どが明らかになった.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官

東南極盾状地の地質構造研究 ※木崎甲子郎(国 立極地研究所客員教授),吉 田 勝(大 阪市立大学理

学部講師),仲 井 豊(愛 知教育大学教授),林 大五郎(琉球大学理学部助手),鈴 木盛久(広島大学理学部助手):

矢内桂三(助 教授),白 石和行(助 手)

1.リ ュツ ォ ・ホルム湾周辺地域 の東南極盾状地の地質構造構造

i)運 動 と変成作用 の経移 につい て,試 験的 な総括が行なわれた　(Yoshida,　 1979　a,吉 田,1979,第1表).

第1表 リュツ ォ ・ホルム湾周辺地域 の地質構造発達 史,D.F.M.P.等 に付 されてい る数字は当該

事件 の古 い順 に示 したが,0を 付 した ものは当該事件 の有無 に関 して疑問のあ る場 合であ る.

Doとpoに ついてはこれ まで の報告(Yoshida,1977,1978,9979)で 言及 され てい る.

眉 引 構 造 変 成 作 用 深 成 活 動1年 代(億年)

奥 岩 層 群

スカー レン層群
お よびオ ングル

層群

D4期.断 裂構造(海岸 線に直交

方 向の引張 り応力)

D3期.南 北性ゆ るい摺曲

(F4摺 出)

D2期.東 西佳 きつい摺出

(F3摺 曲)

横 断節 理

D、期.横 臥摺 出(F、)お よび

等斜摺曲(F2摺 曲)

D。期.傾 斜横臥摺曲(Fo裾 曲)
があ ったか?

変成作用4(M4)緑
色牛岩相

変成作用3(M3)後期
,低 度角閃岩相

変成作用3(M3)
主期,高 度角閃岩相

変成作用2(M,)
中圧 グラニュライ ト相

変成作用1(M、)
高圧 グラニ ュライ ト相

深成活動3(P3)
桃色花圃岩

深成活動2(P2)
黒雲母花圃岩

深成活動1(P、)
チ ャルノカイ ト

深成活動0(Po)
花 歯質岩 の活動が
あったか?

<2(?)

4

11
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ii)　重複 す る3時 期 の変成作用にっいて,鉱 物組 合せ と変成鉱物 の化学組成か ら変成条件 が検討 された.予 察的

な段階であ るが,具 体的に温 度,圧 力,水 蒸気圧 な どが示 された.

(Suzuki,　1979a　Yoshida,　197gb他,1979,鈴 木,1980な ど,第2表).

第2表 リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 地 域 の 変成 条 件(Yoshida,　 1979a)

変成作用1:880°C-13.5kb前 後で水 に不飽和 な条件

変成作用2:880°C-8.8kb前 後でほ とん ど無水状態

変成作用3:主 期 は680°C-5.5kb前 後で水に飽和の条件,後 期は520°C-3.8kb前 後で水 に不飽和 な条件

iii)　リュツォ ・ホル ム湾 の未 調査地域 の一部 で,昭 和基地北東分 の露岩,竜 宮岬,奥 岩,オ メガ岬等が調査 さ

れ,エ ンダー ビーラン ドの地 質 との直接 の対応が可能 にな りっっあ る(Nakai他,1979,Suzuki,197gb).

iv)　 火成活動 にっ いては,塩 基性岩類 と酸性岩頚 の各 々にっ いてのこれ まで の報告を検討 した.両 岩頚 とも,

岩型や活動 時期 にい くっ かの異 なる種類 にわ けられ る可能性 が指摘 され た(仲 井,1980).

2.リ ュツ ォ ・ホルム湾周辺地域 以外の東南極盾状地 に関連 した研究

i)エ ンダービーラン ドと東 クイーンモ ー ドラン ドの地質研究の まとめを これ まで の 外国の調査研究報告に よ

り行 なった.エ ンダービーラン ドは東南極盾状地で最古の岩石(40億 年)が 見出 され てい るグラニュライ ト相変成

地域 であ る.一 方東 クイ ーンモ ー ド地域は グラニュライ ト相 と角閃岩相の重複 してい る地域であ り,新 期の遊人岩

体や ブ ロック運動が特徴 であ る.リ ュツォ ・ホル ム湾地域は この著 し く異な る性格の2っ の地域の中間に位置 し,

地質 の性格 も両地域 の中間的な性格 を示す ことが指摘 された(白 石,木 崎,1979).

ii)　東南極盾状地の構造発達 史におけ る リュツォ ・ホル ム湾地域の位置ずけ.東 南極盾状地の構造発達史は これ

まで多 くの研究者 によって試験的に考察,ま とめ られ てい るが,未 だ多 くの研究者が合意 してい るものはない・最

近 のま とめ は とくにソ連研究者 ら　(G.　Grikurov等)に よって,　ensialicモ デルが,地 殻の厚 化説 の主張 とともに

提 出され ているが,彼 等 の主張 のもとにな る個 々のデ ータにっいて,オ ース トラ リアや米国の研究者 ら(例 えば,

R.　TingeyやE.　 Grew)の 反 論があ る.リ ュツ ォ ・ホルム湾周 辺の地質 はGrikurov　 らのま とめ と対比すれ ば,

太古代の ライ ナー変動時(35億 年前)一 インゼル変動(29億 年前)一 ロス変動(5億 年 前)に,　 Tingeyや 　Grew

らのデ ータを参考にすれぽ,ル カー変動時(10億 年前)と ロス変動時に対応す ることが指 摘された(木 崎他,1981・

吉 田,1979,吉 田他,1981).

iii)　地殻深部 の岩体 の地表へ の上昇機構 につ いて 研究 した.酸 性 の岩 体は浮力に よる 上昇機 構が研究 され てい

るが,重 い超塩基性岩や塩基性岩体の上昇機構が問題 であ る.こ れにっいては,周 囲の岩体の圧 力に よってしぼ り

出 されて上昇す ることがあ り得 ることが数値実 験に よ りシ ュ ミレー トされ た(林1980).

iv)　南極大陸の地 質構造発達 史研究 の今後の方向.こ れまでの南極大 陸の地 質研究 の動 向を踏 まえ,海 底地質,

クイ ーンモ ー ド変動,地 球物的理 手法に よる地 殻構造等の研究 の重要性 が指摘 され た(木 崎,1979)・

昭 和 基 地 付 近 の グ ラ ニ ュラ イ ト相 変 成 岩 の 岩 石 学 的 研 究(研 究 代 表 者)※ 蟹 沢 聰 史(東 北 大 学 教

養 部 助 教 授):矢 内桂 三(助 教 授),白 石和 行(助 手)

1.ま えが き

昭 和 基 地 周 辺 の グ ラニ ュ ライ ト相 変 成岩 中 の角 閃 石 ・黒 雲 母 の化 学 組 成 にっ い て,お よ び 同地 域 か らお よそ160

km東 北 方 に あ る 日の 出岬 の変 成 岩 の 化 学 組 成 に つ い て は 昨 年 まで に 報 告 し,す で にMemoirs・ 　Inst・　Polar　 Res.

Spec.　 Issue　 No.　 14　(1979)に 発表 した.ま た,両 地 域 の黒 雲 母 と角 閃 石 中 のD/H比 につ い ては 昨 年 度 の 成 果 報

告 書 に 載 せ た.今 年 度 は,主 と して,日 の 出 岬地 域 の 変 成岩 に っ い て の岩 石学 的 検 討 を行 な った の で 報 告 す る.

2.日 の 出 岬 の 変 成岩 頚 の 各造 岩 鉱 物 の特 徴

Yanai　 &　 Ishikawa　 (1978)に よれ ぽ 本地 域 の 変 成岩 類 は　anorthositic　 gneiss,　 garnet　 bearing　 anorthositic

gneissを 主 とし,　garnet,　 hornblende　 gneiss,　 amphiboliteを 伴 う.昭 和 基 地 周 辺 に 特 徴 的 な　pyroxene　 gneiss

は 全 く存 在 しな い.

各 造 岩 鉱 物 も角 閃 岩 相 に特 徴 的 な性 質 を示 す.そ こで各 鉱 物 にっ い て,東 北 大 学 理 学 部 岩 鉱 教 室 のエ ネ ル ギ ー分
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散 型EPMAを 用 い て,分 析 を行 な った.

1)角 閃 石,　amphiboliteお よびhornblende　 gneiss　 中 の 角 閃 石 は い ず れ も青 緑 色 ～ 緑 色 の 軸 色 を 示 し,分 析結

果 はす べ てcommon　 hornblendeで あ っ て,昭 和 基 地 周 辺 に み られ る よ うな　pargasite　 で は な い.一 部 にAIIv

お よび(Na+K)に 乏 しい もの が あ り,　AIIv－ Σ(A),あ る い は(AIIv+AlvI)-AIIv関 係 か ら,　tremolite-par・

gasite置 換 が 認 め られ る.角 閃 石 と共 存 す る単斜 輝 石 はWo47_49,En36.35,Fs・7-16のsaliteで あ る.

2)黒 雲 母.有 色 鉱 物 の うち では 最 も広 範 囲 に分 布 す るが,組 成 範 囲 は著 し くは な く,　mg値 は0.53～0.65,

0=22と し た時 のSi=5.43～5.62,Ti=0.54～0.28,で あ る.

3)ザ ク ロ石,　Biotitegneiss中 の もの は 自形 に近 い粒 状 を な し,MnO6.9～7.1%,CaO2.3～3.4%,MgO

4.9～5.9%(No.74010113)のalmandineで あ る.累 帯 構 造 は 著 し くは な い.　 Sillimanite-biotite・garnet　 gneiss

中 の も は不 規 則 な形 状 を示 し中 心 部 で は石 英,黒 雲 母 の包 有 物 に とん で い る.組 織 変 化 に は 乏 しい.こ の 岩 石(No.

74010301)で は 明 ら か にザ ク ロ石 中 に 含 まれ る黒 雲 母 と,ザ ク ロ石 の外 側 に あ る黒 雲 母 との 間 に 明 らか な 組 成 変 化

が あ り,前 者 はMgに とみTiに 乏 し い も ので あ る.こ れ は 両 者 の 間 で の 生 成 条 件 の 差 を反 映 す る も の で あ ろ

う.

3.ザ ク ロ石 一 黒 雲 母 地 質 温 度 計

Sillmanite-biotite-garnet　 gneiss中 の共 存 す るザ ク ロ石 と黒 雲 母 か ら平 衡 温 度 を求 め た.ザ ク ロ石 に 含 まれ る黒

雲 母 と,そ れ に 近 接 す る 部 分 の ザ ク ロ石 の 組 成 か らKD=(Mg/Fe)Gar/(Mg/Fe)bioを 求 め る と ほ ぼ0.16と な

る.こ の値 か らThomdson　 (19乙6),　 Goldman　 &　 Albee　 (1977)お よびFerry　 &　 Spear　 (1978)　 に よ る地 質 温 度

計 を適 用 す る と,そ れ ぞ れ,525～570°C,499～521°C,520～582°C(P=5kbと す る)が 求 め られ る.さ らに,

こ のザ ク ロ石 のrim　 とザ ク ロ石 の外 側 の 黒 雲 母 との 間 に 適 用 す る と,そ れ ぞ れ の 方 法 に よ って720°C,714°C,

803°Cと な り,　core　 の 部 分 よ りもお よそ150° ～200° 高 い 値 が得 られ る.

4.　 Fassaite-grossular-anorthite岩 にっ い て

本 地 域 の　Hornblende　 gneiss　 中 に,一 見 エ ク ロジ ャイ ト様 の 岩 石 が 爽 在 す るが,こ れ はSiO238.78%,Al,O,

24.44%,ΣFeO11.g5%o,MgOO.56%,CaO22.10%と い う特 殊 な組 成 の 石灰 質 岩 であ る.鏡 下 で は 濃 緑 色 の

多 色 性 を持 つ 単 斜 輝 石,ザ ク ロ石,斜 長 石 お よび 磁 鉄 鉱 か らな る.さ き の報 告(Memoirs　 Nat・　Inst.　Polar　 Res.

No.14,197gP.166)に お い て　Hedenbergite-garnet-Plagioclase　 rock　 (No.　 74010112)　 とした も ので あ るが,

今 回 分 析 の 結 果,こ の 単 斜 輝 石 は　hedenbergite　 で は な く,A12035.86～9.19%も 含 み,TiO2,Na20は 少 な い

fassaite　で あ る こ とが 判 明 した.ザ ク ロ石 はAndradite　 mo1.を か な り含 んだ　grossularで あ り,斜 長 石 は ほぼ 純

粋 な　anorthite　 で あ る.こ のFassaite中 のDi-FATs-CAs比 を 計 算 す る と,　Ginzburg　 (1969)に よ って 与 え ら

れ た 不 混 和 領 域 中 に プ ロ ッ トさ れ る.し た が って,少 くと も この 付 近 の 変 成 条 件 で はfassaiteと 　diopsidic　 pyro・

xene　 との間 の不 混 和 は 存 在 し ない.

リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 沿 岸 及 び 周 辺 の 地 質 学 的 研 究 ※松本征夫(山 口大学理学部教授),加 納 隆(山

口大学理学部講師),西 田民雄(佐 賀大学教育学部助教授),浅 見正雄(岡 山大学教養部講師):吉 田栄夫(教 授),

兼平慶一郎(客 員教授),矢 内桂三(助 教授),森 脇喜一(助 手),白 石和行(助 手)

昭和55年 度の地質図幅 として下記の2シt・'一トを出版 した.

ベルジ カ山脈の地質図幅 ・同説明書(シ ー ト29)

奥岩の地質図幅同説明書(シ ー ト22)

ベルジ カ山脈の地質が第20次 隊の地質グループ よに り調査 された.ベ ルジ カ山脈は角閃岩相の変成岩か ら成 り,

石灰岩(マ ーブル)が 卓越す る.ま た,火 成活動 も活 発であ る.全 体の地質はやま と山脈 よ りは西方のセル ロンダ

ーネ山脈に類似す ると思われ る.

やま と山脈のC群 が第20次 隊に,A群 が第21次 隊 によ り調査 された.C群 は閃長岩(3っ の岩相に区分 され る)

が大部分を占め,こ れ に片麻岩類 が伴 な う.閃 長岩 は,片 麻岩 を貫 く関係 にある.A群 はチ ャル ノック岩 を含 む変

成 ・火成岩か らな り,複 雑 な地質 を呈 している.や ま と山脈 の全体 の地質 は,一 部 リュツ ォ ・ホルム湾 に類似 の岩

相 も存在す るが,石 灰岩質岩 はきわれ て限 られ,形 成 の場や 時期 の異 なるこ とが予想 され る.プ リンスオラフコ一
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ス トー リュツォ ・ホル ム湾地域一や まと山脈一ベルジ カ山脈の地質概略がほぼ判明 し,全 体的な地 質 ・地 質構造 が

論 じられ る段階にな った.今 後は年代測定のデ ータを増 し,化 学 分析,変 成相の検討を行ない,当 地域の地史を明

らかにす る.

南 極 地域 に お け る資 源 の 基 礎 的探 査 の方 法 に 関 す る 研 究 ※兼平慶一郎(国 立極 地研究所客員 教授

大町北一郎(山 形大学理学部教授),金 谷 弘(工 業技術院地質調査所主任研究官),西 山 孝(京 都大学工学部

助手),奥 野孝晴(動 力炉核燃料事業 団資源部海外調査室長):吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),白 石和行

(助手),船 木 実(助 手)

本年 度は3回 の会合を開 き,南 極地域 における鉱物資源存在 の可能性お よび南極地域 とい う特殊条件下で の資源

探 査の方法の検 討を行 な った.ま た,氷 河堆積物 を用 いての地球化学探査方法につ いて基礎的デ ータを得 るため,

ドライ・ミレー地域 のボー リング コアの微量重金属元素 の分析 を行 なった.

1.極 地におけ る鉱物 資源探 査の方法

動力炉核燃料事業団は,カ ナダの北緯64度 付近のサスカチ ワン州 と北 西地 方にまたがる地域で ウラン鉱床 の探査

を行な ってい る.こ の地域 は,湖 が多い こと,植 生がみられ る ことな ど南極昭和基地周辺 とはやや異 る環境であ る

が,寒 冷地であ る点 において共通 してお り,そ こでの鉱 床探 査の経 験は南極地域 で資 源探査 を行 な う場合 の参考 と

な る点 も少 くない.

カナダ北部での ウラン鉱床探査は次の順序で行なわれてい る.(1)エ ァボーン放 射能探 査・時速90～100マ イル・

高度100m以 下,500m間 隔の測線に沿 って行ない,K,Th,U,全 放射能の4成 分 の検 出を行 な う.(2)地 球化学探

査お よび物理探査.土 壌,湖 底堆積物,湖 水,お よび植生を用いての ウランの地球化学 探査.グ リッド測点 での ト

ラ ックエ ッチ ング法に よるラ ドンガスの測定.(3)地 質精査 とポー タブル検知器に よる放 射能探 査.(1),(2),(3)の 各

段階 で次第 に探査地域 をせばめ,(3)の 段階では全地域の5パ ーセ ン ト程度の面積に探査 ターゲ ッ トをせぽめ る.そ

して(3)の段階 で検 出され た異常地域には,ボ ー リング等が行なわれ るこ とにな る.

南極地域 の特定 の ところで上記 の方法を適用す る場合の実際的な問題を さらに検討 し,次 年度においてモデル査

探 計画を立案 し,探 査に必要 な経費等 を検 討す る こととした.

2.氷 河堆積物 に よる地球 化学探 査法

地 球化学探 査法は,土 壌,河 川堆積物,植 生,水 などを用い て含有微量元素の異常濃集 を検 出し,未 知鉱床の存

在を推測す る方法 である.極 地 においては,氷 河堆積物を用 いて地球化学探査 を行 ない うる可能性があ る・その方

法を確立す ることを 目的に,ド ライバ レー地域 でのボー リングコアにつ き,微 量元素 の検 出を行な った・西山が こ

れを担当 した.

試料 と分析方法:試 料は テイ ラー谷Lake　 Leon近 くで行 なわれたボー リングの コァ38個 とライ ト谷Don　 Juan

池におけ るボー リングの コア12個 であ る.5試 料 を除 くとすべ て氷河堆積物 であ る.各 試料 の50メ ッシ ュ以下 の細

かい粒子のみにつ き含有微量重金属を原子吸光分析法で定 量分析 した.

分析結果 と考察:分 析 した元素は,　Mn,　 Zu,　Pb,　Cu,　Ni,　Co,　Cdの7元 素であ る・ コア中の含有量 はそれ

ぞれMn70～1,200PPm,Zn55～3,900PPm,Pb20～340PPm,Cu10～6gPPm,Ni10～130PPm,Co10～45

PPm,　 Cd　 5PPmの 範囲の分 析値を示 した.微 量元素 の含有量 とコアの採取位置 とを比較す る と,　Pbは 特定 の層

準で低 い値 を示す とい う特徴がみ られた.　Znは あま り変化がないが,1試 料で3,900ppmと い う非常に高い値が

得 られ た.Mn,　 Ni,　Co,　Cuに っいては顕著 な異常値 は検 出され なかった・　Pbの 系統的 な変化をZnの 異常値

の地質学的 意味 につ いては今後検討す る必要が ある.

今回分析 した氷河堆積物 には,河 川堆積物 など とちが ってほ とん ど粘土鉱物が含 まれ ていない.こ の ことが地球

化学探 査法 を氷河堆 積物 に適用す る場合 にどのよ うな影響が あるかも検討 しなければ ならない問題であ る.

航空機の測位及び航空重力,地 磁気測定法の基礎的研究 ※瀬川爾朗(東京大学海洋研究所助教授)・

友田好文(東 京大学海洋研究所教授):神 沼克伊(助 教授),平 沢威男(教 授)

昭和53年度は,3成 分加速計を極地研究所所属のセスナ機に搭載し,通 算9時 間にわたって種々の飛行状態に対
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図1　 Q-FLEX　 Sensor　 Assembly,　 Exploded　 View

応 ず る加速度の特性を調べた.こ の結 果に よれば,セ スナ機の動 作はかな り不安定 で,周 期が数10秒 の擾乱加速度

が きわめて大 きい ことがわかった.3成 分 の中では,機 首 方向の加速度 が最 も小 さ く安 定 で あ る.海 上保安庁の

YS-11機 で も同様 な観 測を行 なったが,YS-11機 の方は,か な り安定 で,擾 乱加速度 も一桁小 さいこ とがわ かっ

た.特 に重 力方向を示すZ成 分の長周期加速度 が小さい ことは,機 上 での重力測定 の可能性 を示唆 した.

54年 度 は航 空機 の利用 が不可能 であった ので,加 速度 計の改良 を行 なった .特 に水平 プラ ットフォームの必要性

が痛感 された.

55年 度 は,南 極海調査用 の重力計 の開発 と並行 して,本 研究 テーマのための装置の開発,お よび航空機の代替 と

して,船 による試験 を行 なった.

姿勢制御 された航空機用加速 度計を製 作す るため,超 小型,高 性 能 ・　Sundstran社 製加速度計(図1)を 用意

した・ この加速度計を水平安定台に と りつ け,動 揺体上で の試験 を行ない,良 好な結果を えた.

航空機に よる地磁気測定は,プ ロ トン磁力計に よる全磁力の測定がすでに実用化 され,3成 分測定は,海 上保安

庁水路部がYS-11に よる試験を継続 してい る.本 研究では磁 力計にまで手 をのばす ことがで きなかったが,航 空

機に よる3成 分磁力測定は,今 後の重要な問題であ ると考 えてい る.航 空機の位 置は.近 い将 来利用 可能 と考 えら

れてい る　Global　Positioning　Systemに よる衛星測位に よ り,精 度が向上 す るに違いない.こ れ によ り,航 空機

の高 さもわか る・センサーの姿 勢を知 るには,機 体の傾 きを鉛直ジ ャイ ロでみれ ば よいわけだが,水 平加速度 によ

ってジ ャイ ロ自体 も傾 む くので,あ らかじめ水平加速度 に対す るジ ャイ ロの傾む きの レスポンスを調べ てお き,磁

力測定 と同時に加速 度測定 も行 な って,コ ン ピュータで処理すれ ぽ良い と考 える.

水 温 ・氷 温 及び 地 中 温 度 の定 常 測 定 系 の 開 発 ※ 神 沼克伊(助 教授),島 村英紀(北 海道大学理学部

助教授):渋 谷和雄(助 手)

54年 度 よ り我 々は,水 温 及び地 中温度 の変動 を10-3°Cの 分解能で連続的に記録す るためのセ ンサ ー ・レコ一一・8"

一系 を開発 し観測 を行 うことを計画 した .フ ィール ド用 の温度セ ンサ ーは熱電対式の もの と水晶の発振数の温度依

存性 を応用 した水晶温度計の2方 式があ るが,操 作上の簡便 さ,較 正に さほ ど熟練を要 しない ことか ら今後多数の

観測点を展開 し,維 持 してゆ くためには水晶温度計の方が優れてい る.し か し市販 の水 晶温度 計は高価 な うえにブ

P・・一ス ターア ンプを接続 した として も2～30mの ケーブル長 に限定 され るな ど現 実の フ
ィール ドでの運用 を考 える と
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図1ブ ロ ック ・ダイ ア グ ラム

図2外 形 図(レ コー ダ ー,主 回 路 の ボ ー ド,耐 圧 容 器)

不便 な点 が多々ある.そ こで基本的には(i)1m°Cの 分解能 で微 小温度 変化 が測定で き,絶 対温度 は50m°Cで 較

正 できる こと(li)AC電 源 から2～3,000mの ケーブルをふ設 して も温度センサーを作動 で きること,DC電 源 で作

動す る時は消費電 力が少な く2～3mW以 内であ ること圃 レコーダー記録はデ ィジタルで現場 モニターが可能 なこ

と(v)1セ ッ トあた り20万 円以 内で製作で きることを 目標にシステ ム設計,及 びその改良が行 なわれ,図1の よ うな

ブ ロック図で特 徴づ け られ,図2の 外形 を持つ レコーダー,耐 圧容器類が製作 された.

この研究 に よ り開発 され たレ コーダーは,日 本 国内で は16点(1981年3月 現在)稼 動 してお り地 震活動 あるいは

火山活動 と深井戸水温 の相関解析等 に用 いられ(J・　Phys・　Earth,　28,　243～260,　H.　Shimamura),　 地震 に伴 いス

テ ップ状 の水温 変化 が表 われ るこ とが確 かめ られ るなど地震予知 の うえでの武器にな りっっあ る.昭 和基地におい

て も1980年6月 よ り1981年1月 下旬までオングル島西の浦 において予備的 な水温連続測定が実施 され2～3回 のブ
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リザー ド時における トラブルを除 いては正常 な計測及 び記録 を行 な うこ とが確かめ られた.56年 度は この西の浦の

記 録の解 析を行 ない,ブ リザー ド,季 節 的な気温 変化等 との相関 な どを調べ る予定で ある.そ して,い くつかの室

内実 験を行 ない,異 なるセンサー,レ コーダー系 の較正 の簡素化 などにっい ての 目途 を得 て,3年 間に渡 る共同研

究 の区切 りをっけたい と考 えている.

エ レバ ス 火 山 の 地球 物理 学 的 研 究 ※横 山 泉(北 海道大学理学部教授) ,下 鶴大輔(東 京大学 地震研

究所教授),高 波鉄夫(北 海道大学理学部助手),山 下 済(北 海道大学理学部助手),伊 藤 潔(京 都大学理学

部助手),伊 神 輝(名 古屋大学理学部助手):楠 宏(教 授),神 沼克伊(助 教授),渋 谷和雄(助 手)

昭和55年 度 から始 まったエ レバ ス火山 の地球物理学的研究 の初年度は55年11月3日 よ り56年2月3日 までの 日程

で行 なわれた.参 加者は寺井啓(国 立極地研究所),高 波鉄夫(北 海道大学,地 震予知セン ター) ,長 田昇(東 京大

学,地 震研究所)の3名 であ る.観 測の 目的 として当初次の5点 が設定 された.(i)ド ライバ レー地域 ライ ト谷にお

ける微小地震観測,㈹ エ レバ ス山頂附近での地震の三点観測,㈹ 地震のテ レメ トリー観測(ア メ リカ)に 伴 う記録

Geophone

lHz

Signa!　 'a　m　pl　 if　 ier

80dB,70dB,60dB.

i卜1　-#3　 Rec　 Heads

Quartz
Oscillator

BCD　 Codcr ≒←　!1　 Rcc　 I'lead

Micromotor

Servo　 Circuit

for　 frequency

controt

Buffer　 Amp・

AC　 Blas

CUrrent

for　 DAR

Bias　 Amp・

図1オ ー プ ン リー ル,DARシ ス テ ム(フ ィ ール ド設 置)

セ ンサ ー側

[13・tt・ ・i・ ・|

レ コ ー グ ーovj

lAn　 tema　 H　 Di　 uc　iminator H非3 FM　 Rec head(high)1

廿4 FM　 Rec head(1・w)1

AC　 power

Starldard

clock

十12　 FM　 Rec　 head

十13　 Frv・I　Rec　 head

BCD　 time　 code

generator

巻14　 FM　 Rec　 head(compensatlofl)

図2テ レメ ー タ ー シ ス テ ム
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システムの設 置,圃 溶 岩湖表面 の高低 変化 の観測お よび火口の測量,(v)溶 岩湖面お よび火 口内の温度分布の測定.

臨時観 測点 のシステム構成は図1に,ま たテ レメーターシステムの基本構成 は図2に よって示 され る.刻 時装置が

ノイズをひろ うとい う トラブルの発生 したため,そ の制御下 にあるペ ンモニター,及 び テープサ ーチ機構に工夫が

要 求 されたが(i)は17日間,(il)は19日 間の良質な記録 が得 られ,圃 は56年3月 末 日現在 もデ ータを取 り続 け て い

る.図3に 記録例を示 す.

観測の結果バ ンダ湖付近は地震活動が低い うえに風 が強 くS/N比 が悪 くなる ことがわかった.一 方エ レバ ス山

は数多 くの火山性地震(単 発的な時系列を持つ)が 発 生 してい ることが確 認され,爆 発音,噴 火 も認められ た.56

年度 は55年 度 の観測結果 を整理 して,地 震発生の統計解析(震 源の空間分布,マ グ ニチ ュー ドの頻度分 方,時 系列

な ど)を 調べ,ま た波形解析 から地震波 の伝搬経路 の物理的性質等へ の考察 も行な う予定 であ る.そ れを もとに初

年度 の観測 において現われた システム構成上 の技術的 な問題点 を改善す るほか機器の整備,調 整を して,よ り適 切

な観 測網(セ ンサ ーの増設等 を含む)設 計を行 ない,56年 度 の観測 にのぞみたい と考 えてい る.

南 極 海 海 底 堆 積 物 の 古 地 磁 気 学 的 及 び 岩 石 学 的 研 究(研 究代表者)※ 小林和 男(東 京大学海洋研究

所 教授),古 田俊夫(東 京大学海 洋研究所技官):船 木實(助 手)

東京大学 海洋研究所白鳳丸KH80-4次 航海で,南 極海及びその周辺海域 で 数点の ピス トン コアラーによる深海

堆積物 の採集が行なおれた.そ の うちKH-4-49コ アは南緯69°28.4「 西経169°53.0'に おいて973cmの 連続 した

海底堆積物の コアが とられてい る.こ の堆積物の残留磁気 はすでに測定が行なわれてお り,地 磁気層序 との対比 も

な されてい る.

このコアの磁気層序 はブ リュンヌ期,松 山期中期 までの残留磁気を保持 してい ることが明 らかにされてい る.こ

の残留磁気測定 によ り推定 され る堆積速度 はブ リュン ヌ期 から松 山期 のハ ラ ミロイベ ン トまではほぼ一様の堆積速

度 で8.5～8.6mm/1000年,ハ ラ ミロイベ ン トからオル ド・ミイ イベ ン トまでは2.Omm/1000年 であ る.し か しオル

ドパイイベン トに関 しては コア最下部にわずかに正常磁が測定 され てい るだけで まだ確た るデ ータには至 っていな

い.い ずれ にせ よこの大 きな堆積速度の ちがいは,こ の海域 の堆積物の供給量が ある時期に大 き く変化 したのか,

又 堆積物 中のハラ ミロイベン トとオル ドバイイベン トの間 にハイエタスがあった ため見掛上堆積速度が小 さ くな っ

てい るのか現 在までの ところ明らかにされ ていないが,大 変興味 ある事実 である.

以上の点を含め,こ の堆積物 の残 留磁気 を さらに詳 しく測定 す ることに よって次の現象が明 らかにされ るであろ

う.

1.地 磁気逆転期にお ける地球磁場の詳細な変化及びその期間.

2.プ リュンヌ期中の地磁気逆転が堆積物中に も記録 されてい るか.
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3.堆 積速度の変化を どの程度 まで詳 しく見積 ることがで きるか.

この堆積物 は極地研究所 において超伝導磁 力計を利 用 し,測 定 を行 なっている,超 伝導磁 力計を利用す るこ とに

よって,試 料 を よ り薄い堆積層 に細分 し,一 個の試料 の もっている残留磁気 の年代 を1000年 以内に対す る測定値 に

す ることが可能 とな った.現 在測定 及び測定 データの解析,ま とめ を行 なっている.

又,比 較 的堆積速度 の大 きいブ リュン ヌ期 の堆積 には氷 山によって南極大陸 からの物質の供給(ア イ スラフティ

ング)も 考 えられ るので,残 留磁気測定 と平行 して,堆 積物 の岩石学的研究 を行 う予定であ る.さ らに残留磁 気を

荷 なっている強磁性鉱物 の性質,供 給源 も合わせて研究 してみたい.

リモ ー トセ ン シ ング に よ る氷 床 及 び そ の 周 辺 の 地 形 解 析 ※戸谷 洋(東 京都立大学理学部教授) ,

藤原健蔵(広 島大学文学部教授),野 上 道男(東 京都立大学理学部助 教授),小 野 有五(筑 波大学地球科学系助

手),林 正久(島 根大学 教育学 部講 師),岩 田修二(東 京都立大学理学 部助手),小 疇 尚(明 治大学文学部教

授),安 仁屋政武(筑 波大学地球科学系譜師),五 百沢智也(宇 都宮大学 教育学 部非常 勤講師):吉 田栄夫(教

授),森 脇 喜一(助 手),藤 井理行(助 手)

本年度 は,極 地研究所 が保有 す る空 中写真,地 上写真 の判読 によ り,地 形分類図の基準図 を作成す る 目的で,サ

ンプル図 の作成 に重点が置かれた.

(1)沿 岸露岩地域:ラ ングホ ブデ地域の従来の地上調査の結 果を詳細に検討 し,そ れ に基づ いて,1:20,000カ

ラー空中写真 を用いて,1:25,000の 地形学図のサ ンプルを,フ ランス学 派の方法 と,ド イ ツ学 派の方法 をそれぞ

れ参考に して,2種 類作成 した.ド イ ツ学 派方式は,地 形形成営力に従 って色区分 した上 に,　morPhograPhicな

情 報を重ねあわせ るもので,比 較的容易に作成す ることが可能 である.こ れ に対 してフランス学派 の方式 は,構 成

物 質に従 って色区分を した上に,地 形 の成 因分類 を重 ねあわせ る ものである.ラ ングホブデ地域 のよ うに,氷 食に

よって地形が形成され た ことが明 らかであって も,氷 食が氷床 そのものによって行われた のか
,独 立 した圏谷氷河

や 谷氷河に よって行われ たものか明 らかで ない ところがあ る場合,作 成が困難であ る.し か し,フ ランス流の地形

学 図は,地 形学 の観点 からは利用 し易い ものに なる.以 上 の結果を検討 し,今 後の沿岸露岩地域の地形分類図 とし

て・ ドイツ流 のmorphographicな 表現 と,フ ランス流 のmorpho-geneticな 表現を重ねあわせた地形分類図の作

成 を案 出す るこ ととした・ また,ラ ングボブデ地域の1:25,000傾 斜分類図が別に作成 され,地 形的特 徴 との関連

性 を検討 した.

(2)内 陸山地:ベ ルジ カ山地の1:200,000地 形分類図 と1:50,000地 形 分類 図が空 中写真判読 によって試作 さ

れた.1:200,000地 形分類図は,氷 床 ・氷河の流動 と地形 の関係 な どを 概観す る 目的 のもので ある.1:50,000

地形分類図は地形の成因を探 る目的で作成され た.こ れ ら地形分類 図作成 の結果,や ま と山脈 とベル ジカ山地の地

形 形成にっいてのい くっかの相異点,類 似点 を予察す ることができた.基 本的 な地形発達 の様相や氷床に対す る位

置 関係では,両 者は極 めて 類似性 が高いが,裸 水域 やモ レーン フィール ドの分布状態 から,ベ ルジ カ山地周辺で

は,氷 床,氷 河 に対す る演義が旺盛 であ る と予想 され る.

南 極 地 域 火 成 活 動 の 地 球 化 学 的 研 究 ※倉沢 一(工 業技術院地質調査所 主任研究 官) ,船 木 實(助

手)吉 田栄夫(教 授)

南極 ビク トリア ラン ドの東側 と,そ の延長 方向の北 方海上 に 連 なるバ レニー諸島 まで,お よそ2,000kmに も及

ぶ火山岩石区があ る・ ビク トリアラン ドの北 方海上 から,バ レ二一　(Balleny) ,　ハ レ ット(Hallett),メ ルボル ン

(Melbourne)及 びマク・マー ド(McMurdo)の 四つのvolcanic　 provinceに 分けた.ロ ス島及び周辺の火山島,

さ らに対岸の ドライバ レー地域 をマクマー ド火山岩石区 と呼ぶ.こ れ らは新生代以降の火山活動に よるもので,ド

ライバ レーのテイラー谷 に広 く分布す る 粗面玄武岩類のK-Ar年 令 は2 .5Maで あ る.こ の年代 の火成活動 以前

には・ ドライ・ミレーにみ られ るよ うなFerrar粗 粒玄武岩 の岩床が,広 く南極横断山脈に分布す る.年 令は160Ma

であ る.こ の フエ ラー粗粒玄武岩頚は,カ ル ク ・アル カ リ岩 系的要素 を もった,低 アルカ リソレアイ トの分化物 で

あ る.

これ ら中生代の ドレライ トは,マ ン トルの化学 的性質が特 異な ものか ら生成 され た とされ ているが
,地 殻物質 の
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部分溶融か,あ るいは混成作用に よるものか,例 えば,(87Sr/86Sr)初 生値が0.710前 後であ ることか らだけでは

は っき り結論づけ ることはで きない.

試みに測定 した87Sr/86Sr比 は,同 時代 の遊人 ・貫入岩体であ る　Pensacola山 脈のDufek貫 入岩体 では,や や

低い0.709～0.710と な ってお り,こ の フエ ラーの もの と,わ ずかなが ら違いが認め られ る.こ の問題 は,更 に広

い地域か らの試料 にっ いての分析 ・測定 を行な って,検 討 し直す必要があ る.

この岩床 に よって切 られ ている古 い岩脈群が ライ ト谷 に広 く分布 してい る.岩 石は安山岩質の ものか ら,ス ペ ッ

サルタイ トな らびに花 嵩斑岩類 は,前 述 の岩床 と,新 生代火山岩頚 との87Sr/86Sr比 に関 して中間型で,0.706～

0.709の 値を もってい る.新 生代の火山活動は,ド ライバ レーの粗面玄武岩 頚の2.5Ma以 降のアル カ リ岩系の もの

で,そ れ らの岩 石学 的ならびに同位体比 から,大 陸あ るいは その周縁部にあ るに もかかわ らず,海 洋島　(hot-spot

としての)の 性 質を もってい る.そ の　s7Sr/86Sr　比は0.7033～0.7040で あ る.

これ らの測定結 果か ら,引 続 き分析を行な ってい るが,と くに,ラ イ ト谷に広 く分 布す る古い岩脈群 の岩 石学的

な らびに同位体比に よる検討が,本 地域 の火成活 動の歴 史 と西南極地域 の形成史に大 いに役 立っ もの と思 われ る.

南 極 大 陸 に お け る化 学 物 質 の 収 支 に 関 す る地 球 化 学 的 研 究 ※綿祓邦彦(東 京大学 教養学 部助教授)

中井信之(名 古屋大学理学部教授),村 山治太(横 浜国立大学 教育学 部助手):吉 田栄夫(教 授),森 脇 喜一(助

手)

前年に引続 き,南 極におけ る湖沼水の化学成分の検討お よび物質収 支把握のための掘削 コア中の化学成分の解析

を行 った.

(1)昭 和基地周辺 の湖沼水の化学成分の検討一特に栄養塩に関す るデー タの解析一

環境 モニタ リングの一環 として,昭 和基地周辺のい くっかの湖沼にっい て,そ の化学成分の経年的変化 を検討 し

ているが,本 年度 は特 に栄養塩 の分析 を行 って従来 の値 と比較 し検討 した.栄 養塩に関 しては14次 以降十分な検討

が行わ れていなか ったが,20次 隊久保 田隊員が採 集 したサ ンプルを凍結 したまま持帰 ったので,1980年8月,極 地

研究所 で解凍 し直 ちに分析 を行 ったもので ある.

一般 的傾 向か らみ ると,13次(1972年)と20次(1979年)の 間 では,塩 化物 イオンの濃度 に著 しい変動は認め ら

れず,ほ ぼ同 じオーダーであ ると考え ることがで きる.こ れに対 して,栄 養塩 に関 してはやや増加 の傾向がみ られ

る.今 後 この ことを詳細に検討す る必 要があ ると思 われ る.

(2)ド ンファン池周辺の表層掘 削 コアの化学成分 の検 討

南 ビク トリア ラン ドで行 われ た ドライバ レー掘 削計画(DVDP)に おい て,　Antarcticiteを 産す る特異 な塩湖 ド

ンファン池の周辺で,1975年 基底岩盤までの掘 削が行 われた.し か しこの掘削には,水,油 が使用 され て い る の

で,1979年 鳥居 らに よって行われた ドライ ドリリングの試料 について,コ ア中の鉱物 の同定 および含有化学成分量

の測定を行 った.

池の東部のDJ-14地 点では,表 層に食塩 が多量 に認められ,ま たDVDP-13(池 の西方約300m)の コアでは,

水溶性の塩類の損失が認め られた.

ドライ ドリリングの試料で は,従 来知 られた もの と比べて数倍の塩類が含 まれてい ることがわか り,そ の柱状 図

の様相 から,ド ンフ ァン池 の湖盆 の形成過程が明 らかに されっっあ る.

(3)そ の他

氷 山水 の化学 成分 の定量 の結果,独 立気泡 の存在す る氷 山氷は,一 般分析 の際 に蒸留水の代 りに利用で きること

が明 らか となった,ま た,中 井 による1℃ の測定装置 が完成 した ので,今 後,微 量の14C試 料の年代測定が可能

であ り,南 極 におけ る年代測定 に有 効であ ると考 えられ る.

ドライ バ レー 地 域 を 中 心 と した 塩 湖 の 地 球 科 学 的 研 究 ※鳥居 鉄也(千 葉工業大学教授),村 田貞雄

(千葉工業大学講師),由 佐悠紀(京 都大学 理学 部助教授),中 谷 周(弘 前大学理学部助教授):神 沼克伊(助

教授),吉 田栄夫(教 授),白 石和行(助 手)

15年 間にわた る南極南 ビク トリア ラン ド及び昭和基地周辺の湖沼の分布 と水質の地球科学的研究 の一－ecと して,
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この共 同研究 では,湖 沼水 及び堆 積物 中の有機成分の分布,塩 湖の生成過程の研究に重 点を置 き,こ れを通 じての

南極地 史の変遷 の考察 を試 みるこ ととした.53年 度 では,従 来 の ドライバ レー掘削計画(DVDP)で 得 られ た コア

では,堆 積塩類 の損 出が生 じて,塩 類収支 を論ず るには不充分 であ ることか ら,ド ライバ レー地域 において ドライ

ボー リングを実施 した.54年 度 は,ド ライバ レー地域 の氷河 史,マ クマー ド入江 の堆積物 の堆積過程 を探 る た め

MSSTS　 (McMurdo　 Sound　 Sediment　 and　Tectonic　Studies)に 参加 して海底下222mま での コアを得 た.55年

度 は,塩 湖生 成過程 及び ドライバ レー地域 の湖沼の生物 活動を知 る手掛 りとな る湖沼中の栄養塩類 の現地分析,さ

らに塩起源追究 の一環 として,湖 沼水,塩 堆積物 中の15N/14N同 位体比 の測定 を実施 した.こ れ らの現地調査で

得 られ た試料 にっ いて考察 し,

(1)ド ライバレー地域 の塩湖生成過程 にっ いては,湖 水 の化学成分,酸 素,水 素 の安定同位体比測定結果 から,

この地域 の高塩分濃度水 は起源水(塩 起源 は風送塩,水 は氷河融氷水)の 低温濃縮,岩 石の風化作用,さ らに岩石

と堆積物間 のイオン交換作用 で説 明 しうるこ と.

(2)　DVDP・ 　MSSTS,ド ライボー リングによって得 た各 コアにっ いて,X線 回折,粒 度分析,化 学分析等 を行

い,ド ライバ レー地域 にお いては過去30,000年 の間 に,そ れぞれ4回 の温暖期,寒 冷期 の気候 変動 があ った こ と,

また,マ クマー ド入江 の海底堆積物か ら中期中新世に ニ ューハ ーバ ー沖で地殻 変動があ った こ とを示唆す る結果等

が得 られた.

(3)ド ライ バレー地域及 び昭和基地周辺 から得 られた湖沼水,堆 積物 中の有機成分(炭 化水素,脂 肪酸,フ ェノ
ールカルボン酸)を 測定 し

,炭 化水素には飽和,不 飽和お よび分枝の ものが存在す ること,脂 肪酸 はC、6,C・,等

偶数炭素数 のものが主成分 をなす こ と,フ ェノール カルボ ン酸 はP－ ヒ ドロキシ安息香酸が主 として検 出された こ

とな ど,有 機成分 に関す る研究が極め て少い南極大陸で,基 礎的な資料 を蓄積す ることがで きた.

(4)ド ライバ レー地域の塩湖の水温は,太 陽放射の貯熱に よ り上昇す るこ とが観測 されてい る.し か し,こ の20

年間におけ る水温変化を考察 した結 果,底 層で+25°Cと い う高水温を有 し,そ の表面が氷盤で覆われてい るバン

ダ湖では,夏 季のオ ニ ックス川か らの流入水 とい う外的要因の影響を受け ることが判明 した.こ の流入効果の評価

のため,① 流入水の水平方向へ拡が る範囲 とその速度の観測,② 流入水の垂直方向への侵入範囲 とその速度 の観

測,③ 流入水 との混合過程の解析 の観測に着手 した.

なお,本 共 同研究は本年度 一旦終了 とな るが,55年 度 現地 調査で得た試料の窒素同位体比及び栄養塩類 分布等に

っいては,現 在研究 が進め られてお り,56年 度 以降も継 続す る予定 であ る.

(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官

重 力 計 定 数 の 高 精 度決 定 お よ び 国 際 重 力 基 準 網1971の 維 持 改 良 に 関 す る研 究 ※ 中川一郎(京 都

大学理学部助 教授),志 知龍一(名 古屋 大学理学 部助 教授),河 野芳輝(金 沢大学理学部助教授),田 島広一(東

京大学地 震研究所講 師),井 筒屋 貞勝(東 京大学海洋研究所助手),藤 本博 巳(東 京大学海洋研究所助手) ,東

敏博(京 都大学理学部技官),中 井新二(緯 度観測所地球物理観測研究所主任研究官),太 島和雄(建 設省国土地

理 院企 画部研究官):船 木 實(助 手)

本 研究 の 目的は次 の通 りである.(1)最 近 の重力測定 において最 も広 く使用 され てい るラコス ト重力計の定数を,

絶 対重 力点 と結 んで高精度 で決定 し,そ れ によって得 られ る資料 の標準化を はか る.(2)環 太平洋に沿 った主要地点

で,重 力測定 を行 なって最新 の世界重力網であ る国際重力基準網1971の 維持改良に役立たせ うる資料を提供す る.

この研究 に極地研 では東京之成 田ご シ ドニーご クライス トチ ャーチご スコ ット基地ご マクマ ー ド基地間の往 復重力

測定 に参加 した.ま たクライス トチ ャーチご スコ ット基地之 マクマー ド基地間の測定には,東 大海洋研 も 参 加 し

た.使 用 したラ コス ト重力計 はG-183(極 地研),G-124(海 洋研)の2台 であ る.

絶 対量 力点,東 京B(東 京大学)を 基準 とす る測定結果は表1の 通 りであ る.G-183に 関 して,一 応 妥当な測定

が行 なわれた と考 えられ・現在 これ らの得 られた結 果の解析が行なわれてい る.現 在まで解析 され た結果 はTable

1の 通 りであ る.
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表1

Station

IGNS71
G-124 G-183

Obs Cor Obs Cor

9(mgal) 49(mga1) 49(mgal) δ9

(μga1)
49(mga1)

δ9

(μgal)
49(mga1)

δ9

(μga1)
49(mga1)

δ9

(μgal)

TOY　 B

C

N

979788.69

763.19

758.06

0

-25 .50

-30 .63

0

-25 ,575

-30 ,676

0

十75

十46

十 〇.089

-25 ,499

-30 ,602

一89

-1

-28

0

-25 ,503

-30 ,629

0

十3

-1

一 〇.002

-25 ,534

-30 ,645

十2

十34

十15

MIZ　 A 98・ ・4酬+359・2・ 十358.944 十266 十359.213
つ一
」 十358.984 十226 十359.180 十30

SYD　 A

C

979671.81
苦

637.62

一116 .88

-151 .07

一116 .839

-151 ,073

一41

十3

一116 .813

-151
,065

一67

-5

一116
.754

一126 一116 .840
一40

CHC　 A 98・494251+7・556 十705.058 十502 十705.504 十56 十705.154 +4・61+7・5552 十8

MMD　 C

D

L

N

982969.81

973.44

976.56

973.13

十3181.12

十3184.75

十3187.87

十3184.44

十3179.447

十3183.040

十3186.207

十3182.786

十1637

十1710

十1663

十1654

十3181.126

十3184.727

十3187.893

十3184.382

一6

十23

-23

十58

十3179.337

十3182.948

十3186.131

十3182.743

十1783

十1802

十1739

十1697

十3181.079

十3184.692

十3187.867

十3184.477

十41

十58

十3

-37

Obs:Measured　 value　 obtained　 by　 applying　 the　 scale　 constant　 of　 the　 gravimeter　 given　 by　 the　 manuf缶

　ね あ ゴ

Cor:Corrected　 value　 obtained　 by　 using　 the　 correction　 factor　 of　 the　 scale　 constant　 determined　 by　 the

　 　 　 present　 mvestlgatlon・

A9　 :　Gravity　 difference　 between　 each　 station　 and　 the　 base　 station　 TYO　 B・　Ag=geaeh　 station-TYo　 B

δ9　 、　G,avity　 differen・e　 f・・m　 the　 c・rre・p・ndi・g　 ・・1・・　gi・・n　 by　 ・ith・・　th・　IGSN　 71・　 th・　 n・ti・n・1

gravity　 nets　 or　 the　 absolute　 gravity　 measuremeuts.δg=Ag　 IGSN　 71　 stc.-dgobs/cor

*　 :　Gravity　 value　 determined　 by　 the　 absolute　 gravity　 measurements.

**　 :　Gravity　 value　 given　 by　 the　 national　 gravity　 nets.

(4)研 究成果の発表

ア 学会誌等による発

題 目 著 者(所 属) 発表年月 誌 名 ・巻 名 ・頁

南 極 ・エ レバ ス 火 山 の噴 煙 一1979年12月 ～1980年
1月 一

神沼 克伊 55.3 火 山,第2集,Vo1.25,

No.1,45-46

南極 ・竜宮岬と昭和基地付近での重力観測 神沼 克伊
国見 利夫(国土地理院)
大滝 茂(国土地理院)

55.9 南 極 資 料,No.70,149-

157

南極における人工地震の概要 伊神 輝(名 大 ・理)
一 ノ瀬洋一郎

(東大 ・地震 研)
原田 道昭(早 大・理 工)
神沼 克伊

55.9 南 極 資 料,No.70,158-
182

南 極 の活 火 山"エ レバ ス" 神沼 克伊 55.7 自然,1980年7月 号

南極 ・宗谷海岸での人工地震観測 伊神 揮(名 大 ・理)

神沼 克伊
一 ノ瀬洋一郎

(東大 ・地震研)

55.9 地 震,ii,Vol.33,379-

389
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や ま と山脈 と昭和基地周辺産岩石 のU,　 Th,K
成分 の予察

白石 和行
金谷 弘(地質調査所)

55.9 南 極 資 料,70,25-30

Glacio-geomorphological　 observations　 in

Cape　 Omega　 on　 the　 Prince　 Olav　 Coast
,　EastA

ntarctica.

Kiichi　 Moriwaki, 55.9 南 極 資 料,70,1-14

Some　 aspects　 of　 glaciological　 studies. Yoshio　 Yoshida, 55.7 Recent　 Progress　 of

Natural　 Sciences　 in

Japan,5,21-26,1980.

Geological　 map　 of　 the　 Belgica　 Mountains,

with　 explanatory　 text

Keizo　 Yanai,　 Tamio

Nishida(佐 賀 大 ・教 育),

Hideyasu　 Kolima　 (秋 田

大 ・鉱 山)

56.3 National　 Institute　 of

Polar　 Research

Geological　 map　 of　 Oku-iwa　 Rock,　 with

explanatory　 text

YutakaNakai(愛 知 教 大
・教 育) ,　Takashi　 Kano

(山 口大 ・理),　Shin-ichi
Yoshikura(高 知 大 ・理)

56.3 National　 Institute　 of

Polar　 Research

イ 口頭による発表

題 目 発 表 者(所 属) 発表した学会名称等 隊 朝

南極 ・エ レバス山の火山活動 神 沼 克 伊
P.　R.　Kyle

(オ ハ イ オ大 州 立)

日本火山学会 55.6

第21次南極観測における重力測定 神沼 克伊
瀬川 爾朗(東大海洋研)
春日 隆(東大海洋研)
我如古康弘

(海上保安庁水路部)松
本 邦雄(水 路部)

地震学会 55.10

第22次南極観測のために製作した船上重力計 瀬川 爾朗(東大海洋研)
春日 隆(東大海洋研)
神沼 克伊

日本測地学会 55.10

ラン ドサ ッ トデー タに よる御岳山噴火の降灰域
の抽出

神沼 克伊,桜 井 治男
馬場め ぐみ(千 葉大 ・理)

中田まゆみ(千 葉大・理)

日本火山学会 55.10

南極宗谷海岸における地震観測 伊神 輝(名 大 ・理)
一 ノ瀬洋一郎

(東大地震研)原
田 道昭(早 大理 ・工)

神 沼 克伊

第2回 南極地学 シンポジ
ウム

55.11

新 し い船 上 重 力 計"NIPRORI-　 1型" 瀬川 爾朗(東大海洋研)
神沼 克伊
春日 隆(東大海洋研)

〃 55.11

エ レバス火山の活動 神 沼 克 伊
R.　Kyle

(オ ハ イ オ州 立 大)J
.　Kienle　 (ア ラ ス カ大)

〃 55.11

LANDSAT画 像デ ー タか らみた南極 の陸氷 と

海氷
神沼 克伊,桜 井 治男中

田まゆみ(千 葉大・理)
馬場め ぐみ(千 葉大・理)

〃 55.11

かすみ岩の地質 西田 民雄(佐賀大教育)
矢内 桂三
小島 秀康(秋田大鉱山)

〃 55.11
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ホ ノール奥岩の地質 西田 民雄(佐賀大教育) 第2回 南極地学 シンポジ 55.11

矢内 桂三 ウム

小島 秀康(秋田大鉱山)

や ま と山脈C群 の地質 矢内 桂三 〃 55.11

西田 民雄(佐賀大教育)
小島 秀康(秋田大鉱山)

や ま と山脈A群 の深成 ・変成岩頚 浅見 正雄(岡 山大) 〃 55.11

白石 和行
太田 昌秀

(ノ ル ウ ェー極 地 研)

ベ ルジカ山脈 の地質 小島 秀康(秋田大鉱山) 〃 55.11

矢内 桂三
西田 民雄(佐 賀大教 育)

オングル諸島北方の地質 と地質構造 松本 径夫(山 口大 ・理) 〃 55.11

西田 民雄(佐賀大教育)
矢内 桂三

日の出岬 の角閃岩相変成岩頚 にっ いて 蟹沢 聰史(東北大教養) 〃 55.11

矢内 桂三

フ 。ラー ドレライ トの古地磁気 船木 実1〃155・ ・

南極テーラー谷b番 ・1・の古地磁1船 木 実1躰 地球離 気学会!555

Characteristics　 of　 the　 present　 and　 past Yoshio　 Yoshida, 24th　 Internationa1 55.9

glaciations　 in　th　 Prince　 Olav　 and　 Prince Kiichi　 Moriwaki Geographical　 Congress,

Harald　 Coasts　 region,　 Antarctica. Tokyo

b南 極 明 石

(1)一 般 研 究

南 極 阻 石 総 合 磁 気 的 研 究 所長 永田 武,助 手 船木 實

本研究 は明石の物理物性 の うち,特 に磁気的性質 に着 目して,1.磁 気的性質か らみた限石の分類.2.唄 石中の金

属相 の諸性質.3.太 陽系形成時の電磁環境 と限石形成後の熱史.　4.Fusion　 crustの 磁気的性質な どを 明 らかにす

るために実験 的研究 を行 なっている.こ れ らの一部は極地研特別共同研究,科 研費(総 合研究A)で も とり上 げ

られ てい る.本 年 までに極地研 の岩石磁気施設 として超電導岩石磁力計,震 動型岩石磁力計な どの機器が整備 され,

これ らを使用 して上記 の研究を種 々の損石にっいて行な った.今 年 までに得 られた主な結 果は次の通 りであ る.

1.阻 石の持 つ飽和 残留磁気 とKamaciteの 持つ飽和残留磁気 の関係を図示すれば,石 質阻石のLL,　 L,　H,　E,

achondrite　 それ に　carbonaceous　 chondrite　は それぞれ独立の領域に分布 し,そ れ は鉱物学 的に分類 された結 果

と一致 す る.さ らに　achondrite　 は各種類毎 に異 なる領域に分布す る.

2,　 Hysteresispropertiesとthermomagnetic　 curveな どを解析す ることに よ り,限 石中に含 まれ る金属 相中

のFe/Niと その量を連続 的に推定で きる.

3.安 定 な 自然 残留磁気(NRM)を 持つ5種 類10個 の　achondrite　 について 明石形成時の磁場強度 を調べ る実

験を行 なった.そ の結 果磁場強度 は現在の地球磁場の1/50～1/5程 度 と弱い値が得 られ,こ れはおそ らく阻石母天

体 で　achondrite　が形成 され る時,周 囲にあ った磁場 と推定 され る.

ALH-769　 (L6)　 chondriteか ら　chondrule金 属鉄粒,そ れにマ トリックスを定 方位 で採 集し.そ のNRMの

安定 性 と方向を調べた.そ の結 果,　chondrule　 のNRMは 弱いが(10'4emu/gm),交 流消磁 に対 して安定 であ

る.そ してお互いの方向はランダムで ある.金 属鉄粒 のNRMは 強いが(10-3emu/gm),不 安定であ る.マ トリ
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ックスのNRMは10-3～10"4emu/gm程 度 の強 さをもち,方 向はだいたい一定であ る.ま た　chondrule　 のNR

Mを 熱消磁 した結果,　NRMの 方 向は連続的 に一方 向に変化す る.以 上 のこ とか ら,こ の阻石 の　chondrule　 は磁

場 中で 自転 しなが ら冷却 し,明 石母天体に堆積 した後は加熱 されなか った ことを示 してい る.ま た堆 積時に磁場 が

存在 していた と考 えられ る.

4.　 Fusioncrustの 持つNRMの 方 向を調べた結果,石 質明石の場合表面か ら　2mm以 内は地球落下 時の加

熱 によ り,地 球磁場の影響 を受 けてい るが,そ れ よ り内部では落下時の影響は受けていない.ま たfusioncrust内

でNRMの 方向が異な ることか ら,冷 却過 程に隅石が動 いた可能性 のある ことなど判 明した.

南 極 陽 石 の 分 類 学 的 研 究 助 教 授 矢 内 桂 三

1979～80年 第20次 観 測 隊 が採 集 し たYamato-79限 石 の 初期 処 理 を行 な う一 方,Yamato-790001か ら一791000ま

で の1,000個 の陽 石 に つ い て基 礎 的 分 類 を行 な った.初 期 分 類 の 結 果 は 次 の 通 りで あ る.順 鉄2,石 鉄 明 石(土),

エ コ ン ドライ ト25(ユ ー ク ライ ト24,ハ ワル ダイ ト1),炭 素 質 阻 石7,普 通 コン ドライ ト多 数,コ ン ドラ イ トの

中 には 気 泡 を多 量 に含 む も の も含 まれ,こ れ は ユ ニ ー クな 陽 石 と思 わ れ る.初 期 分 類 の結 果 か ら同定,分 類 用 の 明

石 を30個 程 を選 び 出 し,計 量 や 記 録 写 真 の 撮 影 の 済 ん だ もの か ら,順 次 同定 分 類 を 行 な った.分 類 され た 明 石 は

Photographic　 Catalog　 of　the　Selected　 Antarctic　 Meteoritesの 原稿 と して ま とめ られ て い る.

南 極 阻 石の 採 集 助教授 矢内桂三,助 手 白石和行

第21次 隊 は1980年12月 に再度や まと山脈を訪れ,地 質調査に平行 して陽石探査 も実施 し,13個 の明石を採 集し

た これ らの阻石は,　Yamato-80阻 石 と命名され,到 着 を待 って処理 され る.

(2)共 同 研 究(特 別共同研究)※ 印研究代表者 ・印以下極地研担当教官

ア 南 極 陽 石の 基 礎 的 分 類 と鉱 物 学 的 ・地 球 化 学 的 研 究 ※永 田 武(所 長),中 村 保夫(東 京大学理

学部助教授),宮 本正道(東 京大学教養学部助手),小 沼直樹(筑 波大学 化学 系助教授),松 枝大治(秋 田大学鉱

山学部助手),大 沼晃助(北 海道大学 理学 部講師),八 木健 三(北 星学 園大学 教授):武 田 弘(客 員助教授),

吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),船 木 實(助 手)

1.や まと79順 石990個 について粗分類を行な った.500個 までについてはユー クライ ト9個,ダ イオジエナイ

ト3個,ユ レイ ライ ト1個,炭 素質阻石5個,ほ かは コン ドライ トに属す るが変成度 の低 いものが多数含 まれ る.

また,今 まで採集 された ものの中には見出せ ないユニーク と思われ る順石が23個 含 まれ ている.

2.い くつかの阻石について,シ ャワe・…の可能性が示 され た.例 えば,ダ イオジエナイ トタイプA(仮 称)に 属

す るもの約40個,こ の うち4個 は合体 す ることが分か り,鉱 物学 的,化 学 的に も多 くの共通点や類似点が指摘 さ

れた.こ の他,ユ ー クライ ト,炭 素 質陽石,特 徴的な コン ドライ トや ユニークな阻石 は,い くつ かのシ ャワー とし

て落下 した可能性が検討され た.

3.ユ ー クライ トについて,や まと産の もの とア ランヒルズ産 の ものが比較検 討され,こ の結果,多 くの類似点

のあ ることが分か った.こ の ことは両地域 のユー クライ トが同一 のシ ャワー として落下 した可能性が あ り,氷 河 の

流動 と合せ,興 味のあ る問題 を提起 した.

4.分 類 と微量成分の化学 分析がすす め られてい るが,現 在データーの蓄積 中である.

イ 南 極 陽 石 の 物 性 に 関 す る 研究 ※ 永田 武(所 長),百 瀬寛一(信 州大学理学部教授),河 野 長(東

京大学 理学 部助教授):武 田 弘(客 員助教授),吉 田栄夫(教 授),矢 内桂三(助 教授),船 木 實(助 手)

1.は じめに:従 来オーデ ィナ リー コン ドライ トの 自然残留磁気(N　 RM)は 種類や タイ プに関係な く,交 流消

磁 に対 し一般に不安 定で古地磁 気情 報を持 っていない と考 えられ てい る.著 者等 は,そ の原因を明 らか に す る た

め,ALH-769(L6)コ ン ドライ トのNRMを 精密 に超電導 岩石磁力計で測定 した.資 料は(1)バル ク,(2)シ リケ

イ トか ら成 るマ トリックス,(3)コ ン ドルe・…ル,(4)金 属鉄粒 に分 け定方位で採集 した.以 下そ の結果を報告す る.
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2.実 験結果:

(1)・ ミル ク資料のNRMは,交 流消磁に対 し強 さ ・方向 とも不安定 である.こ の資料 に700°C・0.50eで 熱残留

磁 気(TRM)を 付け るときわめて安定 なTRMが 付 く.

(2)マ トリックスのNRMは 交流消磁 に対 し,強 さは不安定,方 向は一般に少な くとも0～1500eの 範 囲で安

定 であ り,中 には0～8800eま で安定 な もの もある.ま た9個 の定 方位資料 のNRMの 分布 は,交 流消磁す る前 に

K=4.5・ α95=27°,1200eで 交流消磁後K=2.4・ α95=43° と・ミラツキは大 きいが,集 団 として一方 向に磁化 し

てい る(図1).1200eで 消磁 した方が 大 きなバラツキを 示 しているが,こ れ は 比較的大 きな一方 向の二次磁化

(磁気的に軟かい)が 資料 に付 いていたため と考 えられ る.

(3)コ ン ドルールのNRMは,交 流 消磁 に対 し方 向は安定 で,強 さは一般 に不安定で ある.し かし個 々のコン ド

ルールのNRMの 方向の分布はバ ラ・ミラで,こ の傾 向は1400eで 交流消磁 した後 も変 らない.ま た5個 のコン ド

ルptル を熱消磁す ると4個 は温度 の減 少に ともない,NRMは 一方 向に変化 し,磁 場 中で回転 しなが ら冷却 した と

推 定 され る.

(4)0.5～2mmφ の金属鉄粒 のNRMは 交流 消磁 に 対 し方向 ・強 さ とも不安定 で,ま たNRMの 分布 も・ミラ

バ ラであ る.

岩石が磁 気的に安定 か不 安定 かは,保 磁 力(Hc)の 大 きさによって推定で きる.ALH-769の 場合,マ トリック

ス とコンル ドルールはHc=45～2760eで あ るのに対 し,金 属鉄 はHc=0.6～13.50eと 小さ く,金 属鉄は安定

なNRMを 持ち得ず,交 流 消磁 の結果 を支持 している.一 方NRMの 大 きさは,鉄 粒 子の方 がマ トリックスや コ

ン ドルール よ り一桁大 きく(=103emn/gm),バ ル ク資料 の消磁特性 は金属鉄粒 の消磁特性 に大 きく依存 してい る

と考え られ る.

3.考 察:マ トリックスは集団 として一方 向のNRMを,ま た粒子 の大 きな(5～2mmφ)の コン ドル ールは

バ ラバ ラの方向のNRMを 持 つ.こ れ は礫岩 と同じよ うに,粒 子の小 さいマ トリックスは統計的に磁場方向に,粒

子の大 きな コン ドルールや金属鉄粒 子は磁場 の影響 を受 けず に堆積 した事 を示 して いる.ALH-769はL6で あ る

NRM　 of　 Motrix　 in　ALHA　 76009
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か ら700～800°Cの 熱 を受 けた と考 えられ ている.こ の熱 を受 けた場所 は,今 回 の実験か ら限石母天体に粒子が

堆 積す る前 と考えられ るが,従 来考 えられ ている母天体 での加熱 と異な るため,さ らに検討が必要であ る.現 在太

陽 系形成 時に磁場 が存在 していたか どうか問題 になっているが,コ ン ドル ールのTRMの 存在 と,自 転 の様子な

どか ら,当 時の電磁環境 を知 る上 で大 きな手掛 りとな ると思わ れ る.ま た今 まで不安定なNRMの ため,古 地磁

気 として使 えなかったオーデ ィナ リー コン ドライ トで も,金 属鉄粒 子を除 くことによ り,古 地磁気情報 を取 り出せ

る可能性がでて きた.

(3)科 学研究費補助金による研究 ※印研究代表者 印以下極地研担当教官

南 極 陽 石 の 地 球科 学 的 研 究

※永田 武(所 長),武 田 弘(東 京大学理学 部助 教授),宮 本正道(神 戸 大学理学部助手),松 枝大 治(秋 田大

学鉱山学部講師),大 沼晃助(北 海道大学 理学 部講師),池 田幸雄(茨 城大学理学 部助教授),松 本征夫(長 崎大

学教養部教授),小 嶋 稔(東 京大学理学部教授),岡 野 純(大 阪大学教養部教授),高 岡宣雄(大 阪大学理学

部助教授),小 沼直樹(筑 波大学化学系助教授),増 田彰正(神 戸大学理学部教授):楠 宏(教 授),吉 田栄夫

(教授),矢 内桂三(助 教授),船 木實(助 手),西 尾文彦(助 手)

1.限 石の分類 に関す る研究

科研費 による研究 の主要 目的であ る南極産明石の分類お よび カタログの作成は,従 来行なわれて きた方法に もと

づ き順調 に進行 した.す なわ ち,-20°Cの 冷凍庫で保存 されて きた限石はN2ガ ス中で解凍 され,そ の後写真撮

影,秤 量 な どの記載 が行 なわれた.そ の中で特に学問的に興味のあ る阻石や,大 きな阻石30個 につ き顕微鏡観察,

X線 マイク ロアナライザ ーに よる分析が行なわれ,分 類 された.

2.原 始太陽系 の形成 と進化,及 び阻石集積に関す る研究

(1)鉱 物学的岩 石学的研究 では,各 種 コン ドライ トの詳細な構造 と化学組成が光学顕微鏡やEPMAな どに よ り

調べ られ,順 石熱 史に関す る多 くの知見が得 られた.特 にコン ドル ール形成 のメカニズ ムにっい て,限 石母天体の

衝突 に よ り溶融 した液滴 が冷却 した可能性が ある.エ コン ドライ トでは,や ま と山脈産のポ リミク トユー クライ ト

の中に性 質の良 く似 たものが多 く含 まれ,又 層状 をなす阻石母天体 の表面 に阻石が落下す る事に よ り,種 々の南極

産 エ コン ドライ トの形成 が説 明で きる事が判 明した.

(2)化 学 的研究では,53Mnな どから,23個 の限石 の宇宙照射年代,地 球落下年代,そ れに陽石の本来の大 きさ

な どが得 られた.そ の結 果,限 石本来の大 きさは,数 グ ラムの鳴石で も200kg以 上,唄 鉄では50kgの 限鉄で も

100ton以 上の大 きさであった事,又 南極除石 の落下年代が一般に他の物に比べて古い事が判明 した.

(3)氷 床 と阻石集積機構の研究 では,限 石の多数発 見され たアーランヒルズで の詳細 な雪氷学的な研究が行われ

た.そ の結 果,陽 石氷原の氷河流動 の方 向 と限石 の分布 の関係な どの研究が行なわれた.

3.阻 石の磁気学 的研究

南極産石質阻石Yamato-74115(H5),-74190(L6),74354(L6)-74362(L6)そ して一74646(LL6)に ついて,

熱磁化特性 と室温におけ る磁 気的な ヒステ レシス特性 を調べ,金 属相 中の組成 を磁気的に推定 し,そ の結果 と顕微

鏡観察お よびマイ クロプ ローブか ら得 られ る結 果(Nagahara　 H.,　1979　a,　b)と を比較す る研究 を行な った.ま た

従来科研費で行な って きた磁 気的性 質か ら阻石を分類す る方法が これ らの損石に も適応で きるか も調べた.

磁気的解析結果か ら,Yamato-74115,-74354そ れに 一74646中 の金属鉄粒は α 相(Kamacite)　 と α+γ 相

(Plessite)　か ら成 り,-74190の それ は α,α+rそ れに α 相(taenite)　か ら成 る.Yamato-74362の 場 合,α+

γ,7相 の他に ニ ッケルの含有量を異にす る二種類 の α 相か ら成 る.一 方マイ クロプ ロe－ブで得 られた金属粒中の

ニ ッケル量か ら推定 され る相は,Yamato-74115,-74354そ れに 一74362の 場合の α 相 と α+γ あ るいは γ相

か ら成 っている.と ころが74190そ れに74646か らは α 相はま った く検出 され て い な い.磁 気的解析の結果

Yamato-74190中 の磁 性鉱物はニ ッケル7wt%の α 相が主成分であ り,-74646中 には 小量の α 相が含 まれ,

マイク ロプ ローブの結果 と矛盾す る.磁 気解析 とプ ローブ解 析間でみ られ る これ らの違 いは,プ ローブで解析 され

る金属粒がその石質阻石中の金属粒 を代表 してい るか否 かに起 因す るもの と考 えられ る.

一80一



1・(α)/1・

1.0

.8

.6

.4

.2

L
O

O

MAGNETIC　 CLASSIF!CATION

1
ノ

－

Ur

1

、

▲H ノ

'

)`心E
/

L
'Y響'

.Y-74115

Y-74190(2)

十

Ac
Y-74354

十 Y-74190

(1)一

　　 LL

■

本

Y-74646(1)

Y-74646(2)

/禿1＼ →Is

図1

10 20 30

P乙・ts　・f　l,αnd,　 (Ct)11,　 ・values　 (>S　fboe　　ch・ndrites

stuclN　 on　 the　 I,　(α)/1,　 verstts　 I,　 diαgrαmfoγ 　 the

cati・ ・t　・f　stony　 ?nete・rites.

4050　 　 　 emulgm

uncter　 the　 Present

maアzetic　 cla∬ifi－

磁気的に コン ドライ トを分類す る方法はすでにNagata(1979)で,ま た エコン ドライ トはNagata(1980)で

ほぼ確立 され てい る.今 回実験 された5個 の コン ドライ トを,上 記の コン ドライ トの分類法 に したがって分類すれ

ば,図1の よ うに なる.そ れぞれの限石は種類毎に明 らかに異な る領域 内に分布 し,そ の結 果は,鉱 物 ・岩石学 的

に分類 された結果 と一致す る.

(4) 研究成果の発表

ア 学会誌等による発表

題 目 著 者 発表年月 誌 ・巻 号 ・ 頁

Mineralogical　 examination　 of　the　 Allan　 Hills H.　 Takeda 55.12 Memoirs　 of　Natl　 Inst.　 of

achondrites　 and　 their　 bearing　 on　 the　 parent H.　 Mori Polar　 Res,　 Special　 Issu,

bodies K.　 Yana三 No.17,119-144

K.　 Shiraishi

Magnetic　 classification　 of　 Antarctic T.　 Nagata 〃 〃219-232

achondrites

Paleomagnetism　 of　 Antarctic　 achondrites T.　 Nagata 〃 〃233-242

Viscous　 magnetization　 and　 ferromagnetic T.　 Nagata 〃 〃243-257

composition　 of　 stony　 meteorites　 and　 lunar

merterials

Metallographic　 and　 magnetic　 propereties　 of R.　 M.　 Fisher 〃 〃267-290

Antarctic　 meteorite:　 Allan　 Hills-77255, T.　 Nagata

Derrich　 Peak-78003　 and　 -78007　 and　 Russian

Meteorite　 Sikhote　 Alian

Magnetic　 classification　 of　 Antarctic T.　 Nagata 55. Proc.　 Lunar　 Plant.　 Sci.
■

meteorlte Conf.11.
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イ 口頭による発表

題 目 著 者(所 属) 誌 名 ・巻 号 ・頁 発表年月

コン ドライ トの磁気 的分類 永 田 武,船 木 実 電磁気学会 55.5

コン ドルールの残留磁 気 船木 実,永 田 武
百瀬 寛一

〃 〃

石質隠石熔融殻の残留磁気 永田 武 〃 〃

ALH-769　 (L1)　 chondriteの 堆 積 磁 気 船木 実,永 田 武

百瀬 寛一

〃 〃

The　 Compositions　 of　 Natural　 Remanent

Magnetization　 of　 an　 Antarctic　 Chondrite,

ALH-769(L6).

Funaki,　 M.,　 Nagata,　 T.

and　 Momose,　 K.
第6回 南極限石シ ンポジ
ウム

56.2

Magnetic　 Analyses　 of　Metallic　 Phases　 of

Yamato-74115(H5),-74190(L6),-74367(L

6)and-74646(LL6).

Nagata,　 T.　 and　 Funaki,

M.

〃 〃

Paleointensity　 of　 Antarctic　 Achondrites. Nagata,　 T. 〃 〃

The　 Yamato-7g　 Meteorites　 Collectedin　 1979-

80　 Season

矢内 桂三,小 島 秀康
西田 民雄

第6回 南極明石シ ンポジ
ウム

56.2

A　 possible　 Ratio　 of　 the　 Appearance　 of

Meteorites　 from　 Antarctic　 Ice

矢内 桂三,松 本 征夫 〃 〃

On　 the　 showers　 of　 Yamato　 Meteorites 矢内 桂三 〃 〃

A　 Preliminary　 classification　 of　 Yamato-79

Meteorites

小島 秀康,矢 内 桂三 〃 〃

Mineralogy　 of　 Yamato　 Diogenites　 of　possibly

pieces　 of　 a　single　 fall

武 田 弘,森 寛

矢内 桂 三

〃 〃

A　 mineralogical　 examination　 of　 Some　 Allan

Hills　 polymict　 eucrite

佐藤 元,武 田 弘
矢内 桂 三

〃 〃

A　 strongly　 recrystellized　 meteorites　 from

Antarctica:　 Yamato-74160　 and　 ALH-77081

H.　 Takeda

K.　 Yanai

43th　 Annual　 Meeting

Meteoritical　 Society

56.9

Over　 3,000　 new　 Antarctic　 Meteorites

collected　 in　 the　 1979-80　 Season

K.　 Yanai 〃 〃
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4.生 物 研 究 グル ー プ

(1)一 般 研 究

海 氷 中 の 微 小 藻 類 に関 す る研 究 教授 星合孝男,助 手 渡辺研太郎

海氷域におけ る第一次生産機構の問題は,現 象的変化を観測す るのが よ うや く可能にな った段階にあ り,海 氷 の

存在が第一次生産を どの よ うに左右 してい るかにっいては極めて不充分な理解 しか得 られていない.こ の ことは浮

氷域(パ ックアイス域)に おいて も定着氷域において も同様であ る.し か し。第一義的現象においては,よ り長期

の観測が可能 な定着氷域におけ る第一次生産の挙動が よ り多 く観測 されてい る.

昭和基地を中心に行 った調査では,ク ロ ロフィルお よび フェオ フィチ ンの量は秋お よび春に増加す ることが認め

られ,一 年に2っ の増殖期があ ることが判明 した.こ の場合,塩 素量が海氷中におけ る藻類の繁殖に大 きく関わっ

てい ることも判 明した.藻 類の繁殖 と 日射の関係 も当然,非 常に重要な問題であ る.こ の問題にっいては,塩 氷 湖

であ るサ ロマ湖(ト エ トコ)の 海氷を例に とって調査を行 った.サ ロマ湖の海氷藻類は冬期に繁殖 し,着 色氷 が発

達す る.昭 和基地の秋の着色現象 と共通の環境で起 ると思われ る.主 要な環境要因 として,日 射の条 件が大 きく関

係 してい る と思われ るので,両 地域 の日射量 と海氷下面の安定度を測定 した.昭 和基地の秋期の藻類繁殖は3月 に

発生 し,サ ロマ湖では1月 ～2月 末に起 ると考 えられ,こ の時期 の 日射量は1,500～2,500cal/cm2/10daysで,両

地方 にほ とん ど差 はない.同 時に海氷下面の安定度は,昭 和基地で10日 間の平均気温が 一6°C～-9°Cで,サ ロ

マ湖 の気温 とも差は小 さ く,着 色現象が起 る海氷下面は,成 長,溶 解 とも起 りに くく安定 していた.日 射量 の条件

が同一な らば,南 北で半球 の地域が非常 に異 った ところにおいて も,藻 類は 同様に増殖す る.し か し,増 殖速度 は

表1　 Species　 composition　 of　 three　 ice　 algal　 communities　 taken　 in　 the

　 　 　 　Antarctic　 region.

Ice　 algal　 species Percentage

Sample　 A　 (pack　 ice　 zone)

Pleurosigma　 S茎).

　 　 　 Nit2schia　 SPP.

Nitzschiα(section　 FrαgUarioPsis)　 spP.

Charcotiaα φ ηocん 伽 ∫　(EHR.)　 HUSTEDT

　 　 　 　 others

73

20

4

1

2

Sample　 B　 (Langhovde)

P・r・sira　 PseudodenticUlαtα(HVSTI)　 JousE

　 　 　 Nit2schia　 (sect.　 FragilarioPsis)　 SPP・

Plettros{9)nαsp.

　 　 　 　 others

6

2

ー
ム

ー⊥

9

Sample　 C　 (Cape　 Bird)

　 　 　 Coscinodiscus　 ∫urcatus　 　KARSTEN.

　 　 　 Nit2schia　 (sect.　 FragiLarioPsis)　 SPP.

　　　　　　 Naz,icula　 SPP.

Eticamψia　 antarctica　 (CASTR.)　 MANGIN

NitzschiαSPP.

　 　 　 　 others

63

19

13

2

2

1
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他のRhや サ リニティ一等の環境要因 も大 き く関係 して くると考 えられた.海 氷中の藻類の増殖は環境因子に よっ

て諸 々の挙動 を示すが,そ の主役を担 う藻類の種類については調査が不充分なが ら羽状 目珪藻の優先す る海 氷藻類

群落が報告 され てい る.昭 和基地周辺での調査では,中 心 目珪 藻の優先す る群落 も発見 された.例 えば,ラ ングボ

ブデ地先 の定着氷下部 よ り採集 された試料中には　Porosira　pseudodenticulata　 (HusT.)　Jous動 ミ69%の 割合で見

つか った.ま た,　Cape　Bird沖 合 の海氷下部 からは,63%の 出現 率でCoscinodiscus　 furcatus　KARsTENが 見 られ

た.こ れ ら2種 の中心 目珪藻は コロニを形成 し,附 着 しやすい性質を持つ と考え られた.こ の ように,海 氷藻類 に

中心 目珪藻が優 占種 として発見 された ことは,今 後 これ ら種類の形状,性 質を分析す ることに よ り,海 氷藻類 の繁

殖 と海氷 との関係を解 き明かす糸 口とな ると思われ る.

リ ュツ ォ ・ホ ル ム湾 海 氷 下 動 植 物 プ ラ ン ク トン現 存 量 お よ び沈 降 粒 子 の 研 究 助手 福地光雄,

助手 谷村 篤

定着氷等 の海氷域におけ る動物,植 物プ ランク トンの現存量の研究は少ない.特 に垂 直分 布に関す る研究 は全 く

ない.今 回,リ ュツォ ・ホル ム湾東部定着氷海域数点で得 られた資料を もとに,定 着氷下 での動植物 プラン ク トン

の現存量の垂直分布,有 機性沈降粒子の フラックスにっいて 研究を行 った.採 集は,大 陸棚状 の水深244mか ら

320mの 範囲の3点 で,1月 ～2月 に行 った.採 集方法は ノルパ ックネ ット,口 径35cmの ダブルネ ッ ト,ポ ンプ

採集,プPペ ラ採集ネ ット(NIPR-1),セ デ ィメン ト ・トラ ップによった.

クロロフィル法に よる植物 プ ラン ク トン現存量 は,海 氷 中においては(氷 厚85cm～139cm)0.38mg～0.80mg/

m2で あ り,水 深150mま で の水柱では3.06mg/m2で あ った.こ の時期 の この海域では海 氷中の　ice　algae　の量 は

海氷下の水中のそれに比べ非常に少ない.海 氷中の植物プ ランク トンは春に増殖す るが,こ の時期 は融 解に よ りほ

とん どが海水中に落下 した と考 え られ る.

動物プ ランク トンの現存量は,海 氷直下 に大 きな ピー・ク が 見 ら れ た.動 物 プラン ク トンの分 布密度 は12～60

indiv/m3で あ り,150m水 柱 の現存量 は6,000～7,575indiv/m2で あ った.

セデ ィメン ト ・トラ ップに よる採集では,有 機沈 降粒 子の多 くが,動 物 プ ラン ク トンの排泄物 で占め られ ている

ことが判明 した.そ の量は,最 大,1日 のPOCの 沈 降量 で,103mgC/m2/day(水 深100m点)で あった.150m

水柱 内の濃度は24～56mgC/m3で あ った.こ の量は,他 の海域,例 えば親潮海域(春 ～夏)よ りは低いが,フ ィ
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図2　 Microdistribution　 (}f　200Plankton　 and　 others　 under　 the　fast　 ice　obserw'ed

with　 Pumψing　 collections　 (A)αnd　 "NIPR-1"　 sαmψLings　 (B)・ 　The　 latter

is　cited/erom　 FUKUCHi　 etα 乙(1979).

表1　 Concentrαtion　 of　 f)articulate　 orgαnic　 　caγbon(POC)at50,100αnd

150m(妙ths　 and　 t}te　z,ert{cα1∫ 乙ux　 qf　 POCαt　 each　 clePth　 under　 the

ice-co℃ered　 LSttzo'tv-Holm　 Bαy,　 Antarctica,　 1979　 (JARE-20)・

Depth(m)

50

100

150

Concentration　 of　 POC　 (mgC/m3)

56

24

30

Vertical　 flux　 of　 POC　 (mg　 C/m2/day)

21

103

27

リピン海(2月)よ りは大 きい値であ る.

アデ リーペンギンの個体数変動の研究 教授 星合孝男,松 田達郎,助 教授 内藤靖彦

輝 離 態系の変動蜘 る上でも・ま紳 ・心雛 であるナンキ・クオキアミの動向飾 る上でも・こ漉 捕飢
てい る系の上位捕 食者 であるペ ンギ ン類や アザ ラシ類の生息数を連続的に長期間モ ニターす るのは重要であ る.ま

た これ らのモニタ リングは,単 に生態系 の構成者 の変動 のみ ならず,生 息環境 の変動のモ ニタ リングで もあ る.昭
　

和 基地周辺には,ア デ リーペンギ ンのル ッカリーが幾 つかあるが,こ れ らの内,オ ングル カルベ ンのル ッカ リー と

まめ島のル ッカ リー個体数変動の追跡 調査を行 った.追 跡 調査は1961年 よ り1980年 まで(第5次 観測隊～第21次 観

測隊)の 間営巣 中の個体数にっいて実 施 した.

オ ングル カルベ ンル ッカ リーでは,1961～1962年 の繁殖期 の個体数 は110羽 であ り,1966～67年,1970～71年 で

は,そ れぞれ103羽 と156羽 であ った.と ころが,1971～72年 以降,個 体 数は著 しく減 少し1975～76年 には1970～71

年 の約1/3と なった,こ の時 の急減期以降,ゆ るやかな漸減傾向が継続 してい る.同 様の傾 向がまめ島 ル ッカ リー

で も観察 され てお り,こ の海域で のアデ リーペ ンギ ンル ッカ リーの個体数は何 らかの理由に よ り減少 してい るのは

明白であ る.

この減 少傾 向の原因にっいて,(1)餌 生物 の減 少,(2)生 息環境 の変化,(3)人 間 を含めたナ ンキ ョクオオ トウゾクカ

メモ等の外敵の増加,等 が考え られ るが,(1)に っいては,同 様 の餌 を捕食す る魚類等 に変化がない と思 わ れ る こ

と,(3)に ついて も観測隊員の営巣 活動の妨害,ト ウゾクカモ メの急 激な増加等 もない ことから,そ の理 由は(2)に求

め られた.「 ふ じ」の昭和基地への接岸の可否を もって海氷条件の指標にす ると,個 体数の減 少は 「ふ じ」が接岸
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出来 な くなってか ら起 っている.こ の ことから,海 氷条件が悪 くなる とペ ンギ ンの個体数の減少 も起 ると推定 され

た.

南 極 海 海鳥 分 布 に 関 す る研 究 助教授 大山佳邦,内 藤靖彦

南極研究科学委員・鳥類小委員 の勧告 のも とに各国 ともBIOMASS計 画の一環 として,沖 合生態系構成種 の重

要 な仲間 であ る海鳥類 の 目視観察 を行 ってい る・海鳥類の観察は従来,素 人には困難な作業 であ り,鳥 類 の専門家

で ない と種 の同定が困難であ り・良質なデ ータは得 られない と思われていた.こ の点 を克服すべ く,海 鳥類 の 目視

観察 マニュアル の作製が行なわれた.南 極海で調査活動す る船は毎年数隻が数え られ るが,こ の ようなマニ ュアル

がなか ったためデ ータは不足 していた・今回のマ ニュアルの完成に よ り,南 極海 の飛翔性海鳥類 の分布 の研究 は一

段 と前進す るもの と考え られ る.

今回資料が得 られたのはオキア ミ試 験操業船信濃丸(海 洋水産 資源開発 センター),京 丸 オ リエ ン ト丸(IWC

ミンク鯨調査船)の3隻 であ る・調査は海 鳥専 門家 によらず,マ ニュアルに従い,　SCAR勧 告 の10分 間観察方法に

よ り行なわれた・調査範囲は東経0度 よ り120度,南 緯50度 よ り70度の範 囲において実施 された.調 査時期は概略

12月 末 よ り2月 中旬までの夏期間 であった.

出現 種はペ ンギ ン類1種 ・アホウ ドリ類4種 ・ ミズ ナギ ドリ類9～10種(ク ジラ ドリの類1～2種),そ の他3

種 の計17～18種 であった・南緯55度 以南 に出現 が期待 され る海鳥35種 の内,通 常の 目視観察で記録 され る海鳥23種

(小沢1967)の 大部分 が記録 され,マ ニ ュアル の有効性が確認 された.今 回の調査か らこの海域に最 もポ ピュラー

に出現す る種 としてナンキ ョクフル マカモ メ　 (Antarctic　petre1)が ある.生 物量 の上か らも南極海の優占種 であ

るこ とが判 明した ・また今 まで言われていた ようにマダ ラフルマ カモ メは比較的局所 性があ り,一 様 な分 布を示 さ

なかった・しか し群 の大 きさにお いては最大群 を形成す る種であ る・ス スイ ロアホ ウ ドリも広範な分布を形成 して

いるが,大 群 は形成 していない.同 様にユ キ ドリも小数が広範に分布す る種であ るし,コ シジ ロゥ ミッバメや,ク

ジラ ドリの仲間 も同様であ った・個体 としては大型の ワタ リドリの仲 間は分散 分布を示 した.分 布範 囲も必 らず し

も均一分布 を示 さなか った・キ ョクアジサシは局所分布を示す典形的な種で,あ る海域 には大群 で出現 した.個 体

の大 きさと群の関係は・大型 の海鳥は大群 を作 らず,分 布範囲 も広大な傾向が見 られ,小 型 の海 鳥は大群型 と分散

型に分れた・大群型は多分オキア ミパ ッチを餌に してい ると思われ,小 群型は他 の動物 プランク トンを餌 としてい

る.大 型鳥類はイ カ等 よ りも大 きいマイク ロネ ク トンを餌 にす る場 合が多い と思 われ る.

昭 和 基 地 周 辺 に お け る 環 境 監 視一 驚 類 の 生 態一 助手 神 田啓 史,教 授 松 田達郎

現 在・昭 和基地周 辺で行 われ てい る環境 モニタ リングは空気 中の窒素酸化物,炭 酸 ガスの測定,湖 沼水の化学的

分析,土 壌 中の細菌,微 小藻類 の定常観測,ペ ンギ ン ・アザ ラシの大型動物 の監視な どであ る.こ れ らは昭和基地

周辺 を と りま く生物環境 と人間 のか かわ りを知 る上で重要な調査項 目であ る.

陸上生物 においては最 も優勢 に繁殖 しているのは蘇類,地 衣類であ る.こ れ らは,陸 上生態系 としては無視 す る

こ とので きないものであ る.す なわ ち,群 類群落 とその中の微小動物 と微小藻類,細 菌,そ の栄養 源な どの相互関

係は温帯域 などよ り,よ り密接であ るといわれてい る.そ こで蘇類 群落の長期 的観 察を続け ることに よって次 の様

な生態的課題 を明確 にで きると考 えてい る.こ れ らは近い将来,群 類群落に及ぼす人為的影響のデータも提供 する

もの と思われ る.

(1)地 域的お よび全南極的な植物散布の観点 で蘇類植 生の定着 を考察す る.

(2)蘇 類 の分類,分 布の研究 と平行 して,土 壌の諸性 質や栄養塩 と植 生 との関係 を解析す る.

(3)年 生長を示す と思われ る群 類の仮 根帯の形成過程 を解 明す る.

(4)群 類の生育形,こ とに湖沼中に生 きてい るものに関す る知見 を得 る.

(5)群 類の生殖器 と胞子体の発達過程 を解 明す る.

極 地 に お け る蘇 苔 類 の植 物地 理 学 的 研 究 助手 神 田啓史

1)カ ナダ ・アラスカの鮮苔類 フロラ
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昭和55年7月17日 ～24日 に・ミンク'一一cで開催 された第2回 国際生物進化学会に参加,学 会の前後のエ クス ケーシ

ョンで採集 された蘇苔 類の分類を行い,植 物地理学 的考察を した.

カナダ ロ ッキー山脈(7月7日 ～11日)の 採 集はエ ドモン トン州 のアル・ミ一 夕大学か らブ リテ ィシ ュコロンビア

を結ぶ道路距離に して約1,500kmを 車で走 り,途 中を採 集 した.そ の間,ロ ッキー山脈のすそ に 広 が る高層湿

原,カ ンプ リア紀の石灰岩地,火 山地域,塩 性 湿地,河 川域,海 霧森林地帯な ど多様 な立地環境での採集 ・調査を

行 った.ア ラスカ(7月13日 ～16日),ク ィーンシャル ロ ッテ諸島(7月25日 ～28日)の 採 集を含め ると,得 られ

た標本は顕花植物115点,醇 苔類850点,地 布類30点 にお よぶ.

湿 原地 で採 集され たヤナギ ゴケ科Amblystegiaceaeは ほぼ同定を終 え・ 日本 を含 む東 アジア と・ アメ リカ西海

岸 との共通性,さ らにほぼ 同緯度に位置す る南半球 のニュージラン ドの フロラ との関連 など植物地理学的 にも考察

した.

一方,ク ィーンシ ャル ロッテ諸 島では2地 点で ナンジ ャモンジ ャゴケTakakialepidozioide5の 採 集 と生態観察

が行われた.本 極は環太平洋域 に点 々 と隔離分布す る苔類で,そ の形態は蘇苔類中最 も原始的な もので,分 類学上

貴重な植 物 として知 られ ている.採 集品の一部は生材料 として持ち帰 り,現 在,極 地 研の人工気 象器 で培養 中であ

る.

2)ニ ュージラン ド産 ヤナギ ゴケ科の分類

ニュージ ラン ド在住の採集家J.K.Bortlett氏 の採 集品か らヤナギ ゴケ科を分類同定 した.昭 和55年 度中に送

られ てきた約100点 の標本は主 に北島 の湖沼群で採集 された ものであ る・既に,Schofield(1974)tZこ よって報告さ

れ てい る様 に,北 半球 のアラスカ,カ ナダ と,南 半球 のニュージラン ドとの蘇苔類 のフロラの間に,著 しい共通性

があるこ とが指摘 され てい る.特 に極域に多 く出現す るヤ ナギ ゴケ科は,両 極分布パ ターンを示す種が多い.

検討 した標本 は多 くはなかった が,南 半球では じめ て発見 された ものがササバ ゴケ属calLiergonに3種 南半

球 では南米 チ リのみに知 られ ていたカギハ イゴケ属DrePanocladusの1種 が ニュージ ラン ドに も見つか った・ さ

らに,ミ ズヤナギ ゴケ属Hygroa?nbtystegiumの 数種は新 種の可能性 があ るなど,興 味深い知 見が得 られてい る.

ニ ュージラン ドと南 米チ リの蘇苔類 フロラの研究 は,亜 南極 は もとよ り,南 極 半島にまで分布 してい るヤナギ ゴ

ケ科の分布パ ターンを明瞭にす るばか りではな く,南 極での蘇苔類 のルー ツを探 る上 で重要 である.

南 極 土 壌 生 態 系 の 研 究 教授 松 田達郎,助 教授 大 山佳 邦,助 手 神 田啓 史

(1)昭 和基地周辺の土壌呼吸

生物生産 と物質循環を算定す るためには,一 般に生物量(乾 重量,湿 重量),土 壌中の有機物,無 機物 が測定 さ

れ ている.そ れに加 えて,同 時 に土壌 中の光合成や呼吸量が測定 されれぽ土壌生態系において よ り豊富な情 報を提

供す るこ とになる.

南極地域 においても,そ の様 な理 由でInoetaL(1980)は1978年1月 にかけ て採集 された表層土壌中の呼吸量

を測定 して きた.放 出 した呼吸量 は予想 以上 に高 く,そ れは水分含量 と窒素含有量に正の相関が認め られた.

本年度 は上記 の測定を一歩進めて,昭 和基地 周辺の地表面 か ら放 出す る炭素量 を算定 した.す なわち,1979年1

月～2月 に東 ・西オングル島の9ケ 所 で採 集され た48点 の表 層土壌 につ いて,赤 外線 ガス分析計 による炭酸ガス放

出速度を測定 した.西 オングル島の地 形図を格子状 に区切 り,各 区画 の炭酸 ガス放 出速度 を湖沼水面 または氷雪帯

との位置関係か ら3段 階に分けて推 定 した.そ れ らを月平均地表面温度 と関連 させ て12月 ～2月 まで に西 オングル

島の地表面か ら放 出され る炭酸 ガスを算定 した.そ れは炭素量に して2.1ト ンが3ケ 月間 に放 出され るこ とに なっ

た.こ の値はWhittaker(1975)の 示 した表 による と 「真 の砂漠,岩 石,砂 地氷河地」生態系の一次生長量 に相 当

す るこ とがおか った.

(2)南 極 にお ける土壌藻類の分布 と土壌環境

南極 昭和基地周辺 の土壌 の培養 と土壌 中の栄養塩 の分析 の結果,土 壌藻類の分布 と土壌環境 との関係について検

討 した.

1.培 養 に よる土壌 中の藻類細胞数 は平均2.3×10`cells/g程 度であ る.

2.　 epilithicな 藻類に起因す る土壌 中の クロロフ ィル含量 につ いてみ る と平均1・2μ9/9程 度であ り・ 温帯域の
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海岸砂浜 あるいは熱帯の砂漠土壌の10～20倍 程度であ る.

3・ 土壌 のク ロロフィル含量 と土壌のNO3-Nと の相関 はr=0 ,68で あ るがPO4-Pと の相関はr=0.34で あ

った ・またNO3-Nと 土壌 中の藻類細胞数 との相関はr=0.63で あった.

4・ 土壌 中のク ロロフィル含量は土壌含水量 と深い相関が 認 め ら れr=0 .62,ま た土壌含水量 とNO,-Nで も

r=0.51が 得 られ た.

5・　 epilithicな 藻類 の大部分 がGloeothece,　 Aphαnothece,　 Tolyρothrix,　Nostocな どの らん藻 であ ることから

も,こ れ らの藻類に よるN－ 固定の可能性が示唆 され得 ると同時に,南 極におけ る土壌藻類 の分布 には,水 分条件

が これ ら藻類 の分布の制限要因 として作用す ること,さ らに二次的には これ ら藻類 に よるN－ 塩 の生産 に関連 して

他の藻類の分布に も大 きく影響 を与 えている ことが考 察され る.

南 極 越 冬 隊 の 人 類 働 態 学 的 研 究 教授 松田達 郎

過去20数 年にわた る南極越冬生活の中で,医 学者やその他の研究 者に よって,越 冬隊 員の行動,習 性,社 会生活

等が観察 され てきた.寒 さの厳 しい極地の環境の もとで,一 年間全 く一般社 会か ら隔離 され た条件 で,し か も男ぼ

か りの集団で越冬隊員の示 すいろいろの生活行動 を研究す る ことは興味 あるこ とで あった,

個体 レベルでの生理現象 として,高 所の大陸氷床上 においては赤血球数 が増加す ること,南 極では基礎代謝量が

増加す ることな ど,人 体が寒冷や極地の環境 への順 応を示 す ことが報告 され た.ま た人 々の行動様式につい て研究

され,寒 冷環境下の旅行の場合,昭 和基地生活 とは異る様 式で厳 しい環境 に順応す るこ とが示 された.衣 類の着方

にっいて も,そ れぞれの環境 に順応 した行動様 式がある とい う.

一方,集 団 レベルで人々の社 会行動 を調 査す ることも行 われ た.小 人数 の閉鎖社会で は年令制が関連 してい る.

例 えば入浴順序,呼 び名,食 卓 にっ くときの位 置等 に反映 してお り,年 令観念 が この集 団社会 の基本的秩序の一つ

であ ろ うと思われ る.閉 鎖環境 下の人々の相互作用は言葉 のや りと りに微 妙に現われ て くる.多 くの流行語が生ま

れ,消 えてい くが,そ の中の多 くはお互の言廻 しに起 因す る ものであった.相 互作用 とい うことでは,つ いつ られ

て行動す る群集心理 についての実 験 もある.越 冬隊 員の行動 を集団レベルで行 い,社 会学的に研究す ることは興味

あ ることである.

個体 レベルでの行動 とその寒冷順応,群 集 レベル即 ち社会生活 の観点 から閉鎖環境へ の順応について研究す るこ

とは,越 冬隊の人類働態学,社 会生態学解析 とな り,隊 の運営,維 持 の仕方にっい て多 くの示唆が得 られ よう.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・印以下極地研担当教官

海 氷 中 に生 息 す る 藻類 を と りま く環 境 条 件 の測 定 ※青 田昌秋(北 海道大学低温科学研究所助教授)
,

河村 俊行'(北 海道大学低温科学研究所助手),:星 合考男(教 授)

海氷 の生 成,成 長 と海 洋の生産 力の関係 にっ いての明確 な説 明は未だな され ていない.近 年 ,南 極 海やサ ロマ湖

において海氷 中の微少藻類 の研究 が進め られ,海 氷 中藻類 の繁殖には,海 氷を透過す る日射の影響が大 きい と指 摘

され てい る.し かし,海 氷 と日射 の透過 にっ いては多 くが分 っていない.特 に,サ ロマ湖や昭和基地 周辺 の ように

積雪 の多い海氷 にっ いては全 く不 明な点が多い.今 回 の研究は この 日射の問題 を中心に,1978年 以降継続 して きた

研究 の1980年 度の部分であ る.

1981年2月 サ ロマ湖 トエ トコ港 内に張 った氷厚25cmの 氷野に4m×4mの プ・一ルを作 り
,プ ール水面下50cm

とプール外氷上に波長別 日射計を,ま たプール水面上50cmに アルベー ド測定のための示差輻射 計を設置 して
,氷

上,氷 下 の 日射量 とアルベ ー ドを2月4日 よ り18日間測定 した.同 時に1日1回 氷厚,構 造 変化 を観察 した.

この沿岸 の氷野は海氷に比較 して,積 雪 と雪氷が多い.日 射 の消散係数aを 求め ると,δ は積雪 のない2月5・

7日 には0.045～0.06cm-1で あ るが,雪 氷,積 雪 の増大 とともに0 .09～0.10(cm-1)に 達 している.2月20日

の δ は特 に大 き く,0.11(cm-1)と な ったが,こ れは前夜か らの降雪 の影響 によるものである.降 雪に よって急

激に増大 したCtは 時間 の経過 とともに0.09～0.10に 安定す る傾向がみ られた.こ れ は,積 雪後直 ちに,薄 い海氷

を通 し海水が積雪に侵透 して,濡 れ雪 あるいは雪氷 に変化す るため と思われた.
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次に海氷の層別の消散係数を,表 面 積雪,濡 れ雪,雪 氷,海 氷 の別に求 めた.消 散係 数は表面濡れ雪が最 も大 き

く0.16(cm-1),濡 れ雪0.13(cm-1),雪 氷0.08(cm-1),海 氷0.06(cm-1)と なった.

上記 のデ ータは太陽高度25° ～35° の ほぼ南中時に近い値であ ったが,消 散係数は太陽高度 に よって も 異 る の

で,太 陽高度 と消散係数の関係 も調べた.観 測は2月18日 の 日の出か ら日没まで行 い,太 陽高度,ア ルベー ド,お

よび平均消散係数を求めた.太 陽高度が高い と平均消散係数 も高傾向が認め られたが,前 年度の結 果 と総 合 してみ

る と,積 雪 の多い海氷では消散係数は必 らず しも太陽高度に関係せず,一 定の値を示す と思われ る.

南 極海 に お け る動 物 プ ラ ン ク トン の分 布 生 態 学 的 研 究 ※星合考男(教 授),奈 須敬二(遠 洋水産研

究所 主任研究 員),小 牧 勇蔵(遠 洋水産研究所主任研究員),門 田定美(日 本大学農獣学部教授),広 海十朗(日

本大学 農獣医学部 助手),根 本敬久(東 京大学海洋研究所助教授),西 田周平(東 京大学海洋研究所助手),箕 田

嵩(北 海道大学 水産学 部教授),河 村章人(北 海道大学水産学部助教授),志 賀直信(北 海道大学水産学部助手)・

:松 田達郎(教 授),村 野正昭(客 員教授),福 地光 男(助 手)

南極海で採集す る動物 プ ランク トンはMTDネ ットサ ンプル とNORPACネ ッ トサンプルであ る・新 たに新 開

発 のNIPR-1に よ る定着氷域 から得 られたサ ンプル も加わ った.こ れ らのサ ンプルには,非 常 に多 くの動物群 が

含 まれ てお り,そ れぞれの専門家 による研究が必要であ る.研 究の第1歩 として,動 物分類群への選 別作業 がある

が,こ れ らは非常 に時間 と人手を労 し,多 量のサ ンプルを一度 に整理 す ることは困難 である・現在MTD標 本37

本,　NORPAC標 本25本 を終了 したに過 ぎない.こ れ らは極地 研保有サ ンプルの1/5と1/3に 過 ぎない・

今年度 は一応,定 量的サ ンプルであ る 「ふ じ」お よび開洋丸MTD標 本 について分析 を行 った ・

「ふ じ」標本は40。 線上で55。 ～65°S間 の6測 点にっいて0～300m層 の10層 か らの標本であ る・ これ らは沈

澱量,湿 重量測定の後 ソーテ ィングを行 なった.出 現動物群は水母類,毛 顎類,管 水母類,多 毛類,介 形類 焼脚

類,端 脚類,オ キア ミ類,翼 足類,尾 虫類,魚 卵,稚 魚等 であった が,個 体数 から見た 出現量順位は僥脚類,毛 顎

類,尾 虫類,介 形類,翼 足類,オ キア ミ類 の順 であった.こ れ らの動物群 は,200m層 以浅 に多 く出現 し・特に・58°

～62°Sで は50m以 浅に多 く出現 した.こ の海域は水温躍層の上に当 り,塩 分 も34%以 下 と低 い海域で あった・

開洋丸MTDサ ンプルは64。S以 南の105。E,115。E,120°E線 付近で,そ れ ぞれ2,2.1回 の採 集に よ り得

られた ものであ る.出 現種は 「ふ じ」　MTDサ ンプル と大差な く,梼 脚類が多 く出現 した.200m以 浅 に多 くが 出

現 したが,鉛 直分布 の型は測点に よって非常に異 っていた.こ れは,海 水温の鉛直分布 が示す ように この海域 のか

な り複雑 な海洋構造 とも関係 してい ると思われ る.

試 験的に開発 したNIPR-1採 集器 による 定着氷下 のサ ンプル の分析はなお継続中であ るが,例 えば澆脚類が海

氷直下 で濃密 に群集 してい る等 の興 味あ る事 実が分 った.多 分海氷直下 の淡水下 の影響に よるもの と考え られ る・

極 海 海 氷 域 に お け る 沈 降 粒 状 有 機 物 の 役 割 ※西沢 敏(東 北大学 農学部教授),谷 口 旭(東 北大学

農学部助教授),:星 合考男(教 授),福 地光 男(助 手),谷 村篤(助 手)

本研究は極海域において,表 層で光合成に よ り生産され た粒状有機物 が,そ の後 中底層 に生活す る動物群に どの よ

うに伝わ って行 くかを知 るための研究 であ り,沈降粒子捕集具を用 いて捕捉 し,そ の定性,定 量を行 う研究であ る・

栄養 の鉛直輸送 を捕捉す る捕集具は東北大学で開発 した ものを利用 した.リ ュツ ォ・ホルム湾 内定着氷域 で50m・

100m,150mの3層 に16時 間 吊下げて沈降物の捕集を行 った.捕 集具のグ ラス ファイ・ミー,ミ リポアフ ィルターに

捕 集された粒状物 は実験室で,光 学顕微鏡 ・電子顕微鏡を用いて同定,計 数 された.ま た同時に粒状有機炭素 の計

測 も行 った.

トラ ップで捕捉 され たものは,100μm以 上 の大 きさで,動 物プ ランク トン糞粒,そ の こわれた もの,有 孔虫等

であ った.100μm以 上の粒 子類は フィルター10cm2に っいて,50m,100m,150m水 深 で,そ れぞれ145.0,

208.6,117.9個 であ った.粒 子炭素量 は56,24,30mg/m3で あ った.嚢 中に見 られた微小藻類はNitzschia　 spP・・

Navicula　spp.,　Fragiraliopsis　spp.,　Chuniella　spp.　Coscinodiscus　 spp.等 であ った.

南極産アザラシの年令査定に関する研究 ※粕谷俊雄(東 京大学海洋研究所助手),内 藤靖彦(助 教
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授)

今 日歯触類で広 く用い られてい る年令査定技術 の南極 アザ ラシ類へ の応用 と,北 半球 アザ ラシ類 で用 いられ た年

令査定技 術の南極 アザ ラシへ の利用 を検 討 し,将 来の南極 アザラシの資源生物学研究 に備 えるこ とを 目的 に研究 を

行 った.既 に,標 本が得 られ ている北 半球 アザ ラシにっいての再検討 を行 ったので,本 年度は南極 カニクイアザ ラ

シ(成 体,雌)に っいて左側上下歯列15本 にっ いて査定 を行 った.

歯牙 は煮沸 後,頭 骨 よ り分離 し,乾 燥,計 測 にっつ いて次 の手順 で顕鏡標本 とした.先 ず歯科用 ワ ックスを用い

て木 片に固定 し,　Isomet　Law　 Speed　 Sawで 冷却縦断 し,一 晩放置 し内部 の歪 を開放 し,砥 石で研磨 し,1mm

厚 の塩 ビ透 明板 にシア ノアク リレー ト接着材 で厚着す る.再 びIsomet　 Sawで 残 り半分を200～300μmの 厚 さに

切 断す る.最 後 に砥 石(No.4000)で 厚 さ40μmま で研磨す る.研 磨 片は5%蟻 酸 で一晩脱灰 し,数 時間水洗 し,

マイヤーヘマ トキシ リン液 に30分 染色 し,一 晩水洗 の後,常 用に よ り脱水後 カナダバルサ ムで封入す る.

以上 の作業 の後検鏡 を行 った.エ ナメル質 は失 なわれ ていた.胎 児期 の象牙質 は濃染 された.　neonatal　 lineは

象牙質 の内側厚 さ50μmに 不染層 として認め られた.象 牙 質年輪層はneonatal　 lineの 内側 に形 成され,12～16

層が認め られた.セ メン ト質に年輪層が認め られ,13～14本 の生長層が見出 された.

以上の結果か ら,今 日歯鯨類で用いてい る方法に よ り十分年 齢査定を行 うことが可能であった.問 題点 はセメン

ト質では最外層を1本 見落す傾 向があ った ことであ る.象 牙 質での査定 が困難 な高齢個体 についてセメン ト層 の観

察法を さらに検討す る必要 があ る.

低 温 下 の 体 力 と運 動 能 力 ※星合孝男(教 授),島 岡 清(名 古屋大学総合保健体育科学 センター),宮

下 充正(東 京大学教 育学部助教授)

寒 冷環境 が運動 時生理 にどのよ うな影響 を与 えるかにつ いて,54年 度 に引続 き実験を行 った.成 人男子3人 を被

験者 として20°Cの 部屋 で30分 間安静 の後,-20°Cの 部屋 に入 り,10分 間安静 の後,最 大酸素摂取量の40～50%

の負荷 の 自転 車エルゴメーターの20分 間運動 と常温室 内30分 間安静を一連の過程 とす る実験を3回 行い,そ の間の

体温測定,心 拍数,運 動時 の酸素摂取量を測定 した.

実験 の結果,低 温暴露下 の運動 による直腸温 の変化 は比較的少な く,0.1～0.2°Cの 上昇が運 動開始後に起 るが,

常温 の安 静時 には逆に0.3～0.4°Cの 低下が起 った.こ の体温低下は30分 以内には回復せず,最 後の実験 の低温暴

露下で は,1回 目に比べて0.7°Cも 低下 した.ま た,運 動を しない低温暴 露のみを繰返 した実験 でも,0.6～0.8°

Cの 体温低下が観察 された.こ の よ うな体温低下は,直 腸温度の変化 としては大 きな変化 であ り,低 温暴露 の繰返

しが,相 当量 の体熱を失わせ ることを示 した.運 動中の心拍数にっいてみ ると,常 温下 の運動 に比べ て,低 温下 の

運動では,約20拍 の心拍数の減少がみ られた.主 観的運 動強 度は低温下 では感覚 的に分 らない とい う現象 も観察 さ

れた.日 常的に我々が作業強度の調節の よ りどころ としている主観的作業強度(心 拍数 と関係 してい る)が 寒冷下

では麻痺 して しま うことが見 られ,知 らず 知 らず 疲労状 態に落入る ことが示 唆された.前 年度 の実験 と合せて,寒

冷下 での運動は身体に とってス トレス とな り,体 熱の放 散が予想 以上 に大 きい ことが示唆 された.作 業 の合間には

十分 な保温 が不可 欠である.

南 極 に お け る 土壌 藻 類 の 生 態 ※秋山 優(島 根大学教育学部教授),:松 田達郎(教 授),大 山佳邦(助

教授),神 田啓 史(助 手)

昭和基地 を中心 とした南極産土壌藻類 を,分 離培養 して,こ れ ら土壌藻類 中に生育す る微細藻類のバイオマス,

フ ロラの構成 ならびにそ の土壌環境要因 との関係を検討 した.

土壌中 の藻類細胞数は平均2.3×104cells/9で あ った.　Epilithicな 藻類 に 起因す る土壌中の クロロフィル含量

は平均1.2μ9/9で あ り,温 帯域 の海岸砂浜や熱帯 の砂漠土壌 の10～20倍 の値であ った.ク ロロフィル含量 とNO,-

Nと の相関は γ=0.68で あ るが,PO4-Pと の相関 は γ=・O.34で あった.ク ロロフィル含量 は土壌 中の水分 と高

い相関が認め られ(γ=0.68),ま た含水量 とNO3-Nと の相関 も高い(γ　・O.51).　Epilithicな 藻類 の多 くは らん

藻類であ る.こ の分布が水分 と関係す ることは,こ の藻類 の出現 に水分 が不可 欠で ある と同時に,こ れ ら藻類に よ

る空中N2の 固定が土壌 中のNO3-N　 と水分 との相関を 高めてい ると推 論で きる.土 壌 中のク ロロフ ィ ル 量 と
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PO,-P,お よ びNO,-NとPO4-Pの 相 関 が 低 い こ とは,土 壌 中 のP集 積 機 構 がNと は 異 って い る こ とを 示 す ・

ま た,南 極 産Ko"eUaの 光 合 成 最 適 温 度 は 比 較 的 低 く,18～22°Cで あ った.南 極 産 の 藻 類 の 生 長 最 適 温 度 は

Stichococcus,　 Bumilleriaな どで は17°C程 度 で あ り,　Klebsormidiumで はや や 高 く22～27°Cで あ った ・ この

点 水 生 のNavicula　 muticoPsisな どで は15°C程 度 で あ り,土 壌 産 の も のは 幾 分 最 適 温 度 が 高 い 傾 向 に あ る.こ

の 他,生 長 と光 量 の 関 係,ま たす み分 の た め の モデ ル系 実 験 等 も行 った.

南 極 オ ング ル 島 周 辺 露 岸 地 域 生 物 相 の 生 産 力 の 比 較 研 究 ※大島康行(早 稲 田大学教 育学部教授)・

伊野良夫(早 稲 田大学教育学部助教授),:松 田達 郎(教 授),大 山佳邦(助 教授),神 田啓 史(助 手)

一般に地表面か ら放出 され るCO,(土 壌 呼吸)量 は土壌中に蓄積 された有機物 の分解速度 を推定す るため に測定

され る.水,動 物な どに よる有機物の流入,流 出が極 めて少な く,ま た蓄 積有機物量 に大 きな変化 がない とす るな

ら,あ る限定 された地域 から放 出され るCO,量 はそ こで固定 され るCO2量,す なわ ち一次総生産量 に等 し くな

る.

1979年1,2月 に東 オングル島で採取 された少量の土壌にっいて放 出　CO2量 を測定 した.方 法は前年度 と同様

である.温 定温度 は5,10,20°Cと し,試 料中の水,チ ッソ,有 機態炭素 も測定 した.

今回の調 査から以下 のこ とが 明らかにな った.

平 均CO2放 出速 度(mgC/1009・day)

12月

月平均地表面温度(°C)

CO2低 放 出地域

CO2高 放 出地域

面 積(ha) 氷雪地域

池

CO2無 放 出地域

CO2低 放出地域

CO2高 放出地域

6.0

0.026

0.102

523.3

17.2

224.5

31.6

17.6

1月

9.3

0.037

0.150

2月

0.0

0.011

0.044

CO2放 出量(kg　 C/month)

12月1月2月 合 計

CO2低 放 出地域23333289
2,112

CO2高 放 出地域510749199

西オングル島全体で 月平均地表面温度が0°C以 上 の3ケ 月間に2.1ト ンの炭素が裸地表面 か ら放射 され る・この

値 を禄地 全域 に平均す る と7.7kgC/haと な る.有 機物の炭素含有率を45%と す る と・17・2kgの 有機物 分解 が起

ってい ることにな る.こ の数値 を一次総生産 とす ると,諸 生態系の値 と比較 して著 し く小 さい値 とな る・Whittaker

(1975)の 示 した表 に よれ ば 「真 の砂漠,岩 石,氷 雪」域に相当す る.

亜 南 極 地 域 に お け る 蘇 類 の 分類 学 的 な らび に植 物地 理 学 的研 究 ※安藤久次(広 島大学理学部助教

授),関 太郎(広 島大学 理学 部助 教授),:松 田達郎(教 授),神 田啓 史(助 手)

共 同研究初年度の本年は,神 田が昭和53年 交換 科学 者 としてチ リ南極 基地を訪問 した際,チ リ共和国で採集 した

群類標本を中心 に分類研究を行 った.チ リ南部 のPuertoMont付 近 のPetrohue(41°S・72°30'W)と ・ マゼ

ラン海峡 に面す るPuntaArenas付 近 のBrunswick半 島(53°10'S,70°55'W)で 採 集した標本423点 につい

てまとめた.

分類 の結果,30科,110種 の蘇類 を確認 した.植 物地理学的分布型を,こ の110種 にっいて分析 してみる と,そ の

パタ_ン はSeki(1974)のAis6n州 での結 果 と一致 した.し か し広分布種 がAis6n州 の5・2%に 対 して9・1%・

両極分布種が8.9%に 対 し10.9%と 多い.一 方,南 米南端 とオース トレイシ アとの隔離分布を示すナンキ ョクブナ
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表1チ リ　Ais6n州 との分布型の比較

広 分 布 種

固 有 種

両 極 分 布 種

汎 熱 帯 種

マキ属型分布種

ナ ンキ ョクブナ型分布種

周亜南極分布種

イ ン ドーマレーシア要素

北米太平洋岸要素

南ア フ リカ要素

中央ア メ リカー北部ア ンデス要素

不 詳

計

Ais6n州(Seki1974)

種 類

10

106

17

1

4

17

26

2

1

1

5

2

%

5.2

55.2

8.9

0.5

2.1

8.9

13.6

1.0

0.5

0.5

2.6

1.0

Petrohue及 びBrunswick半 島

種 類

10

58

12

0

2

6

18

1

1

1

0

1

%

9.1

52.7

10.9

0

1.8

5.5

16.4

0.9

0.9

0.9

0

0.9

192 100.0 110 100.0

型 分 布 種 は8・9%に 対 し て5.5%と 少 な くな って い る.こ れ はBrunswick半 島 が53。10・SでAis6n州(46。30

S)よ りず っ と南 に 位 置 し,雨 量 もPuertoAis6nよ りず っ と少 な く,蘇 類 の生 育 に とっ て は よ り厳 しい 環 境 で あ

る こ とが 影 響 し てい る と考 え られ る.

(3)南 極医学研究小集会

日本南極地域観測隊におけ る医学の研究は,第8次 隊 まで1名 の医療担当隊員に よってな されて きた.第9次 以

降,医 療のほか医学担当隊員が参加す るよ うにな ったが,な お医療の分担を もしなければな らなか った.幸 い第22

次隊か ら医療担当が2名 とな った ことに よ り,医 学研究の隊員は必ず しも医師であ る必要はな くな った.

い っぽ う極地研究所 には この分野を専攻 す る専任の研究者がいないため,医 学研究は計画立案か ら成果の取 りま

とめ まで必ず しも順調に行 っていた とは言 えなか った.こ の よ うな状況の もとで,今 後医学 研究を どの ように発 展

させ るかについて,下 記の要領 で研究小集会が開催 された.

は じめに これまでの医学 分野 の研究 成果がま とめて報告 され,次 に隊員 として実際に参加 して研究を進める うえ

で問題 にな った点,そ の解 決法な どにっいて提案がな された.さ らに第23次 隊におけ る具体 的な計画案 が示 され,

最後に将来の研究 課題 について討議がな された.そ のま とめ として越 冬隊は健康者の集団であ ることか ら,健 康 の

指標 である体 力に関す る研究が今後重要な課題 とな って くるだ ろ う.

南極 医学研究小 集会 プ ログラム

日 時:昭 和56年1月23日(金)10:00～

場 所:国 立極地研究所 講義室

参加者:西 川 潰八(日 本大学 医学部)

朝比奈一男(中 京大学 体育学部)

緒方 道彦(九 州 大学 健康科学 センター)

合 田 朗(北 里大学 衛生学部)

小田 哲夫(国 立療養所東長野病院)

南 亮(大 阪北逓信病院)

渡部 和彦(広 島大学 教育学 部)

一92一



-

n∠

島岡 清(名 古屋大学 総合

極地研究所:松 田達郎,星 合孝男,

我が国の南極医学研究成果の展望

南極における医学研究の現状と将来

23次 医学部門 研究 計画'

討論:

話題提 供:朝 比 奈一 男,

保健体育 センター)

大 山佳邦,福 地光男,

朝比奈一 男

合田

松田

朗

夫

彦

哲

和

田

部

小

渡

達郎

亮

清岡

南

島　

　

3

4
▲ 南極 医学 研究 の将 来につ いて一 その課題 と進め方一

星 合孝 男

谷村 篤

(4) 研究成果の発表

ア 学会誌等による発表

題 目 著 者 発 表
年月日 誌 名 ・巻 名 ・巻

幽

Proliferation　 of　 Ice　 Algae　 in　 the　 Syowa Hoshiai　 T. 55. memoirs　 of　 N.　 1.　P.　 R.,

Station　 Area,　 Antarctica SeriesE.34,1-12

Copepods　 in　 the　 Stomach　 of　 a　Nbzo疏 θηガd Hoshiai　 T. 55. memoirs　 of　 N.　1.　P.　R,

Fish,蹄 θ〃2ατoηzμ5boπhgreηiη 亙Fry　 at SeriesE.34,44-48

Syowa　 Station,　 Antarctica

Aerial　 Census　 of　 weddell　 seal　 in　 L廿tzow一 Hoshiai　 T. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－

Holm　 Bay,　 Antarctica tarc.　 Rec.),　 No.　 71,

109-112

Sea　 ice　 Colored　 by　 ice　 slgae　 in　 a　lagoon, Hoshiai　 T.　 and　 M. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－

Lake　 Saroma,　 Hokkaido,　 Japan Fukuchi tarc.　 Rec.),　 No.　 71,

113-120

Soil　 respiration　 in　 the　 vicinity　 of　 Syowa Y.　 Ino,　 Y.　 Oshima,　 H. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－

Station,　 Antarctica.　 1.　Relationships　 between Kanda,　 and　 T.　 Matsuda tarc.Rec.),No.70,31－

soil　 respiration　 rate　 and　 water　 content　 or 39■
nltrOgen　 COntent

Two　 moss　 species　 of　 genus　 1%z加collected Kanda,　 H. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An－

from　 the　 vicinity　 of　 Syowa　 Station,　 East tarc.Rec.),No.71,91－

Antarctica 108

Phytoplankton　 and　 Zooplankton　 Standing Fukuchi,　 M.　 and　 H. 55. Memoirs　 of　 NIPR,

Stocks　 and　 Downward　 Flux　 of　 Particulate Sasaki SeriesE.34,13-36

Material　 around　 Fast　 Ice　 Edge　 of　 L廿tzow一

Holm　 Bay,　 Antarctica

A　 Preliminary　 Note　 on　 the　 Occurrence　 of Fukuchi,　 M.　 and　 A. 55. Memoirs　 of　 NIPR,

Copepods　 under　 Sea　 Ice　 near　 Syowa Tanimura SeriesE.34,37-43

Station,　 Antarctica

Distribution　 of　 the　 Surface,　 Chlorophyll　 α Tanimura,　 A. 55. Nankyoku　 Shiryo　 (An.

along　 the　 course　 of　 the　 Fuji　 to　 and　 from tarc.Rec.),No.72,35－

Antarctica　 in　 1979-1980 48

Some　 observations　 on　 1978　 red　 tide　 blooms Watanabe,　 K. 55. Bulletin　 of　 Plankton

in　 Shonai　 Estuary,　 Shizuoka　 Prefecture Society　 of　 Japan,　 No.

27.87-98
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イ 口頭による発表

題 目1発 表 者(所属)1発 表した学会・名称訓 輩疇

Ice　biota形 成 期 の 日射 量 星合 孝男 第4回 南極生物 シンポジ
ウム

55.9

海鳥類の目視観察 中村 一恵
(神奈川県 ・博)

大 山 佳邦,内 藤 靖彦

第4回 南極生物 シンポ ジ
ウム

55.9

昭和基地北方海域におけ る動物プ ラン ク トンに
ついて

福地 光男,門 田 定美広海
十郎

中村 牧(日 大 ・農)

1980年度日本海洋学会秋
季大会

55.10

昭和基地周辺の氷下プ ランク トンの分布 谷村 篤,福 地 光男 第4回 南極生物 シンポジ
ウム

55.9

南極海水中にみられた中心珪藻類について 渡辺研太郎 第4回 南極生物 シンポジ
ウム

55.9

第2回 国際生物進化学会に出席して 安藤 久次(広 大)
神田 啓史

第45回植物学会大会 55.9

南極環境監視に関する諸問題一昭和基地周辺の蘇
類一

神田 啓史 第4回 南極生物 シンポジ
ウム

55.9

昭和基地周辺の土鋤 物1大 山 醐 松田 達郎 〃1559

大形動物による環鑑 視 隣 孝男1〃1559

南極における環難 視1松 田 達郎1〃15ag

南極越冬隊の働態学(Ergology)及 び 社 会 学
(Sociology)的 調 査について

松田 達郎 南極医学研究小集会(極
地研)

56.1

南極越冬隊の観想学及び社会学的調査 松田 達郎 第10回人類働態学研究会
東日本地方会

56.3
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5.極 地設営工学研究 グル ープ

(1)一 般 研 究

極 地 用 ス ノー モ ビ ル と軽 量 擢 に よ る行 動 形 式 の 研 究 教授 村山雅美,助 手 寺井 啓

第20次 隊 でのや ま と山脈 およびベルジカ山脈地域におけ る実際の運 用上で得 られた知見に もとづ き,い くつ かの

改良 をほどこし,簡 単 な予備 テス トの結果,そ の効果が一応認め られ たので第22次 隊 に現地 での比較 テス トなどを

依頼す る とともに,そ のほかの改良すべ き点にっいて検討 した.概 要を以下 に示す.

(a)改 良 をほどこした点

実際 に運用 してみて運転老に対す る防寒を さらに強化す る必要が痛感 され たので次 の三点 を改良 した.

(イ)風 防:現 用 のものは正面か らの風 に対 してのみ有効 なので,風 防 と足 も との部分の左右に約30cmほ どFRP

製 の延長部分 を取 り付けた.

(ロ)シ ュラウ ド:足 も との保温にエ ンジ ンルー ム内の暖気 を利用すべ くシ ュラウ ドの足 も との部分 を切除す ると

ともに その部分を塞いでいた燃料 タン クを運 転席 の方に移設 した.こ の移設 はまたエ ンジンル ーム内の整備性の 向

上に も関連 してい る.こ れ らに ともな ってシ ュラ ウド前部 からの外気 の流入量を制限す るため開 口部の一部を閉 じ

た.

的 ス ロッ トル:ス ロッ トルの調節 のため右手 は 自由にならず冷 え方が激 しいので スロッ トル レバーを任 意の位

置で固定で きる装置を工夫 し取 り付 けた.こ の装置 はまた クレバ ス帯での遠隔操縦法に不可欠の ものであ る.

ス ノー バ イ ク の 性 能 試 験 教授 村 山雅美,助 手 寺井 啓

新 しく市販 され たス ノーバイ クは組立式で分解す る と非常に コンパ ク トで軽量なので南極 での連絡用や基地近辺

の調査な どに利用 で きそ うなので,早 速走行試験 を行 った結果,か な り有効に利用で きる とい う印象を得た.実 際

での使用 を考え,ち ょっ とした荷物 を牽引可能にす るたあのエ ンジン出力のア ップや履帯 の拡 幅な どにっい て検討

した.

無 人 観 測 点 に お け る 自然 エ ネル ギ ー の 利 用 教授 村山雅美,助 手 寺 井 啓

第21次 隊 にひきっづ き第22次 隊で も無人観測を実施す るため,担 当隊員に風車発電機 の設営 の仕方にっいて指導

し,第20次 隊で のス リップ リングに関す る トラブルを考慮 し,と りあえず風車発電機 を主風向に固定 して使用す る

よ うア ドバ イスす るとともに,飛 雪な どに よ り木製プ ロペ ラが削剥す るのを防止す るため第22次 隊が持参す る木製

プ ロペ ラのFRPコ ーテ ィングを行 った.

(2)共 同 研 究 ※印研究代表者 ・印以下極地担当教官

極地建物 のス ノウ ドリフ トと氷床上基地 の恒久化 に 関す る研究 ※佐藤稔雄(日 本大学 理工学 部教授),平 山善

吉(日 本大学短期大学 部助教授),半 貫敏夫(日 本大学理工学部助教授),三 橋博己(日 本大学理工学 部助手):村

山雅美(教 授)

本年度は建物 まわ りのス ノウドリフ トに関す る課題 を中心に して まとめた.

イ)昭 和基地建物 周辺 のス ノウドリフ トに関す る実測デー タの整理

第19次 隊(研 究 担当:三 橋博 己)に よって行われた昭和基地の高床式建物周辺に形成 され るス ノウドリフ トの実

測 に よるとド リフ トの形 は風下側敷地が比較的平坦な場合は風下 壁面か ら床 高の3～4倍 の距離 にピークをもつ ド

リフ トが成長 し,積 雪量 の増加 に ともなってそ のピーク位置が次第に建物に近づ く傾 向を示 した.ま た,積 雪量 が
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最大 となる時期 の ドリフ トの形態は卓越風向に沿 って鋭い稜線が形成 され,建 物直後では床下 を吹 き抜 け る風 によ

って ドリフ トが吹 き払われ典形的な鞍形 とな る特徴を有 した.こ の他,接 地気 層の風 の性質,壁 面風圧 の実測値 な

どを整理 し,検 討す る予定 であ る.

ロ)風 洞実験 シ ミュレーシ ョン

昭和基地観測棟 を中心 に直径60mの 円の範囲で地表模型を作成 して風 洞実 験を行 い,ド リフ ト形態 の予測 に関す

る仮説 と実測デ ータ との比較 を行 った.そ の結果,西 北西の風を受けた ときの観測棟 モデル風下側空間 の風速分布

を風上側建物屋根面で の風速で無次元化 した ものの等風 速線 と実 測データを比べ てみ ると,ド リフ トが ゆるやかに

成長す る時期では等風速線の性質 とよく似 てい ることがわか った.し たがって この等風速線が ドリフ ト形態 と相似

であ る(ド リフ ト形態の予測に関す るっの仮説)と して実測値 と比 較す る と,実 測値 の方が,ピ ーク位置がやや風

下側寄 りに移 るの と風下側に長 く分布す るとい う特 徴があげ られ る.さ らに,実 測値 の場合 は卓越風 向が西北西の

範囲で変動 してい るので,風 洞実験に よる予測値は風向を変化させ た数種 のデ ータを用意 し,総 合的に評価 した う

えで実測値 と比較す る必要があ るが,そ れにっいては検討中であ る.ま た,風 上側壁面風圧 に関す るデ ータで風速

と風圧 の変動成分にっいてみ ると,風 向のわず かな変化が風速 風圧伝達特性 に影響す るこ とがわ かるので実測デ ー

タと比較で きるように準備をすすめてい る.

南 極 にお け る中 型 風 力 発 電 装 置 の 開 発 ※粟野誠一(日 本大学 名誉教授),西 本澄(日 本大学理工学部

助手):村 山雅美(教 授)

本研究の主 目標は南極特 有の強 風のエネルギーを利用す る出力10kW程 度 の中型風 力発電装置 を新 たに設 計 ・試

作 し,近 い将来に昭和基地な どに設置 して,融 雪造水,凍 結 防止,温 水暖房 な どの用途 に供す るこ とになる.本 年

度はその基本設計お よび模型に よる予備実験を実施 した.開 発設 計 したNU-201型 の主要寸法 と推定性能は次の通

りであ る.

形式:　Down　 Wind　 Type,　Eddy　 Current　 Brake付,羽 根数(Z)=2,直 径(Dt)=6m,ボ ス直径(Dh)=0・6

m,中 心高さ(H)ニ6m

風 速C・m/・1 4 6 8 10 12 14 16 18 20

出 力 kWl・ ・45・ ・5・3・576・46・2…9・ ・2814・ ・655・7

その設計資料 を得 るため,NU-201型 の約1/20模 型(本 体:ア ル ミニ ウム鋳物製,翼:マ グネシ ウム鋳物製,

直径D=230mm,潤 滑:南 極 用モ ビールに よる自動潤 滑方式)を 製作 し,風 洞試 験 と野外試験 を実施 し以下 の結

果を得 た.

a.設 計方針の確立に役立った.

b.無 負荷最大回転数Nと 風速Czと の間 にはN=aCz-bの 関係が成立 し,係 数a,　 bは 設 計によって任意

に設定 可能である.

c.自 動 潤滑方式の確実性 を認した.

d.方 向追従性を良 くす るには,タt-'ビ ン翼を含む回転本体の重心位 置を支 柱重 心に近づ け るこ とと本体 の水平

を正 しくだす ことが重 要である.

e.　Down　 Wind　 Typeで 方向追従性が不充分の場 合は風下側 ナセル下方 に方向舵 を設置す る と有効 であ る.

f.タ ービン翼 の加速特性を利用 して模型翼の回転数Nに 対す る出力 トルク　Teの 特性を求め る方法を見出 し

た.

T・-lp讐k・m(出 力 ト・の

ω=2πN/60rad/s(角 速度)

IP:回 転軸 まわ りの質量二次モー メン ト　kgmS2

t:時 間S

9.野 外実験 によって風洞実験 との比較な らびに 自然風の特性に関す る知見が得 られた.
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なお,こ のNU-201型 風 力ター ビン模 型は このまま 自動記録型風 向風速計 に利用で きるよ う製作 されてい る.

ヒ トの 寒冷 適 応 に 関 す る極 地工 学 的 研 究 一 防 寒 衣類 と くに手 袋 につ いて 一 ※渡 部 和 彦(広 島大

学 教育学 部助教授),明 石正和(城 西大学理学部講師),山 口立雄(岡 山大学教養部講師):村 山雅美(教 授)

極地におけ る身体 作業 を安 全でかっ能 率的 に行 うため に防寒衣類 の開発に関す る基礎研究 を生理学的に行 って き

た.そ の中で もとくに手袋 に関 して,手 の体温低下 と被検者 の 『冷覚』や 『痛覚』 との関係を追求 し,南 極 で現在

使用 されてい る各種 手袋 を着用 した条件下 で安全 でかっ快適 な作業時間 を実験的に示す ことがで きたので本年度か

らは新たに3カ 年 の研究 計画 をたて,南 極 で現在使用 され ている作業手袋 を用い て低温条件下で手指の作業能力が

時間経過に伴 っていかな る程度 まで低下す るかを実験的 に明らかにす るこ とに した.本 年度は極地の作業で使用頻

度の高い 『軍手+皮 手』 の条件で,手 の基本動作 である 握 り動作の機能につい て 生理学的にた しかめ ることに し

た.

実験方法

○測定項 目

形態:身 長,皮 下脂肪(贋,上 腕背部,肩 甲骨下)

筋力:握 力(デ ジ タル式電気握力計)

手の動作:手 反応時間(光 刺激に対す る握 り動 作),切 り換 え動 作(左 右 の握 りのすばや さ),タ ッピ ン グ 動 作

(カ ウンター)

体温:直 腸温,左 右の全手指,手 背部,手 掌部

衣類温:軍 手 と皮手 との間(手 背部)

○被検者

健康 な成人 男子8名

○実験手順

被検者に+20°Cの 部屋でサー ミスター温度 計を装着 させ防寒衣類 を着用 させた・その後同室で素手 と手袋 着用

の条 件でテス トを行 った.さ らに,低 温実験室(-50°Cに 制御)に おいて同一 のテス トを行 った・低温室には60

分 間滞 在させ た.退 室後再 び+20°Cの 部屋で テス トを行 った.

結 果 と考 察

室 温において握 力では手袋 の着用に よ り作業能 の低下 を認めたがこれ は握力計 の構造上 の問題であ ろ うと思われ

る.手 反応時間や切 り換え動 作な どでは手袋 の着用 は 作業能 になん らさまた げにはならなか った.さ て,-50°C

での手指動作の機能をみ ると,と くに顕著 な ものは握 力およびタ ッピングの機能低下であ った・ さ ら に 手反応時

間,切 り換 え動作において も時間経過に伴 う機能低下 を認めた・入室後60分 では・ いずれ の項 目にも有意な低下が

認め られた.こ れは被検者の体温の変化か らも明 らかに うらづ け られ る・ これ らの結果 から・ コア体温 に比べ て手

指の体温が外気の影響を容易に受け易 く,手 袋 着用 にもかかわ らず無風条件 でも約60分 で著 しい機能低下 をまね く

こ とが示 された.ま た,手 指の運動やマ ッサージが血 流回復に有効であ ることが示 され,今 後 は動的作業で の実験

も必要であ ることを示唆 した.な お,今 回の実験で第1～5指 の間で末 梢循環の血液潅流 に時間的 な位相 のズ レが

認 められ,生 理学的 にも興味深い知見であ ると思われた.
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〔B国 際共同研究事業〕

1.日 本 スウェーデ ン国際共 同大気球観測

(1)目 的 の 概 要

日本一 スウ ェーデ ン国際共 同大気球観測計画(日 一ス計画)は,北 半球高緯度電離圏へのオー ロラ粒 子の降 り込

みに伴 うエ ネルギ ー収支 と,そ れに関連す る超高層物理現象を,飛 しょう体(大 気 球)を 用いて直接測定 し,磁 気

圏 と電離圏,電 離圏 と中間圏の結合問題に関 して新 しい知 見を得 るために,国 際協力の もとに3年 計画で実 施す る

ことを 目的 として計画 された.日 一ス初年度実施計画(昭 和55年 度)は,日 本製の大気 球を初 めて外国で使用す る

ことか ら,観 測計画立案に携わ った関係者の総 合的意見 として,次 の5項 目に重点 を置いて作成 され た.

③ 北極圏において,日 本製大気球使用に よる超高層観測を成功させ るこ と.

⑮ 外国の大気球実験技術を収得す ること.

⑥ エス レンジ(ス ウェーデ ン国キ レナ市)実 験場地上施設の把握 と日一ス協力態勢の確立に努力す ること.

⑥ 日一ス計画の将来計画について,ス カンジナ ビア各研究 機関の研究 者 と議論 して くる こと.

⑥ 将来計画の参考に資す るため と大気球実験のデー タ解析に資す るもの として地 上観 測を少な くとも1ケ 月以

上実 施す ること.

(2)観 測項目および担当者

研究代表者:平 沢 威男(極 地研教授)

大気球観測

・VLF自 然電波:

。オ ー ロラX線:

・オ ゾ ン密 度:

地上観測

。地磁気脈動観測 二

。VLF自 然電波観測

。地磁気3成 分観測:

。宇宙雑音吸収観測:

現地派遣者:

鎌田 哲夫(名 大空電研助教授)

山岸 久雄(極 地研助手)

小野 高幸(〃)

小玉 正弘(山 梨医大教授)

平島 洋(立 教大講師)

小川 利紘(東 大助教授)

岩上 直幹(東 大助手)

極地研

:極 地研

エ スレンジ

エ スレンジ

江尻 全機(極 地研助教授)

鮎川 勝(極 地研助手)

(3)

1980年8月26日

8月27日 ～31日

9月1日

9月2日 ～7日

9月10日

行 動 の 概 要

江尻,鮎 川キルナ市(エ ス レンジ)着

打合せ,大 気球機器動作試験,地 上観 測装置設置お よび動 作試験

地上観測開始

大気球機器最終テス ト,組 上 げ作業他

大気 球1号 機実験,成 功
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9月11日

9月12日 ～14日

9月15日

9月26日

9月27日 ～30日

10月1日

大気球2号 機実験,成 功

報告書 作成,地 上観測 センサー部保温対策

江尻 キルナ発,21日 帰国

地 上観 測終了

地 上観測 資材撤収,梱 包,発 送受渡 し

鮎 川キルナ発,23日 帰 国

(4)結 果 の 概 要

日一ス計画初年次大気球実験は,2機 とも所期 の 目的を達 し成功 した.1号 機 は9月10日17時44分(現 地時間)

放球,約1時 間35分 後に高度31kmで レベル フライ トに達 し,そ の後 日没の影響 と考え られ る若 干の高度降下が認

め られたが約1時 間21分 後に カ ッターが動作 して,21時20分(現 地時間)頃 ス ウェーデン とフィンラン ド国境近 く

へ落下 した.2号 機は,9月11日19時18分(現 地時間)放 球,約1時 間30分 後に高度31㎞ で レベル フライ トに達

し,ほ とん ど一定で浮遊 し,1時 間24分 後に カッターが動作 して,23時25分(現 地 時間)頃 北 緯～68.5°,東 経～

25.0°付近の フ ィンラン ド国内に落下 した.大 気球実験中,オ ーロラX線 観測器をは じめ とす る各機器 お よびテ レ

メータ送信機は良好に動作 し,北 半球極光帯におけ る静穏時の高度分布を収得 した.図1に1号 機のオー ロラX線

観測結果 を示す.
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図11号 機のオー ロラX線 観測結 果

地上観測は観測期間全般を通 じ機器動作等おおむね良好で,極 域サブス トー ムに伴 う　Pi型 脈 動,回 復期 に発 生

す るVLFコ ーラスあるい はPc型 脈動現象 を観測 した.し か しVLF自 然電波観測は 電源 ノイズの 混入が大 き

く,ま た脈動観測は検 出器周辺での土木工事に よるノイズが頻繁に入感ず る等,必 ず しも良質のデー タであ るとは

いえない.次 年度 以降の地上観測 は,テ レメータ使用他 ノイズ除去対策が必要 と思われ る.

2.極 地研 ア ラスカ大学共 同研究

昭和53年11月6日 東京において,極 地 研永田武所長 とアラスカ大学地球物理研究所(地 物研)　Juan　G・　Roederer

所長 との間で取交 わされ た 「極地研一地物研 間の研究 協力覚書」 に基づ き,昭 和55年 度超高層物理研究部門では2

名の専任教官が地物 研を短期 訪問 した.
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(1)研 究活動の概要

高緯度地域に地球磁力線に沿 って宇宙空間(磁 気圏)か ら荷電粒 子が降 り込む ことは一般 に良 く知 られ てい る.

その降下粒子 と地球上層大気 との衝突に よって発生す る物理 現象がオー ロラと呼ばれ る発光現象 である.従 が って

降下 粒子が保有す るエ ネルギ ーとそのシ ャワー形態がオー ロラ現 象の活動 を直接的 には支配 しているもの と考 えら

れ る.し か しこの降下粒子が何処で,ど んな機構でオー ロラ発光 を引 き起す エネルギ ーを収得す るのか未だ確実 な

情報は得 られていない.即 ち降下粒 子の加速領域 と加速 機構 を・あらゆる観測手法 を駆使 して,そ の情報 をもとに

解明 してい くことがオーPラ 現象を理解 す るうえで極めて重要 なこ ととなる・我が国 はIGY(1957～58)以 来,

南極 昭和 基地にオー ロラ観測用の多 くの観測機器 ・施設 を設置 し連続的 に観測を行 ってきてい る・一方オ ーロラが

南北 両高緯度地域 に発 生す る現 象であ ることか ら北 半球 の高緯度地域におい ては・ さらにそれ以前か ら,オ ー ロラ

に関 す る同様な観測 が実施 され て きている・特 に地物研は オー ロラ観測上の地理的条件が良い ことか ら,赤 祖父教

授 を中心 とした科学 者が精 力的にオー ロラ研究活動 に従事 してい る・今回は短期訪問であ ったため,詳 細な議 論は

果 し得 なか ったが,前 述 内容 を踏 まえて下記事項 につい て・相互理解を深め ると共に参考資料を得 た・

@オ ー ロラ研究 の現状分析 と将来課題お よび極地研一地物研 との共 同研究等学 術上討議

⑥ 地物 研 ロケ ッ ト基地(PokerFlat)諸 施設視察

◎ 無人観測用電源 に関す る日本式一米国式の比較討議

⑥ 地物研 オーロラデ ータ庫 の視察 と保管法等調査

(2)派 遣者及び期間

② 鮎川 勝(地 球物理部門助手)

昭和55年10月6日 ～10月22日

⑮ 平沢 威男(超 高層物理 部門教授)

昭和56年3月23日 ～3月31日
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〔C研 究集会等の活動〕

1.シ ン ポ ジ ウ ム

第4回 南 極 生 物 シ ンポ ジ ウ ム

昭和55年9月18日(木)～19日(金),国 立極地研究所

BIOMASS計 画が軌道にの り,現 場 の調査結果 が得 られ始めた.本 シンポジウムは,こ れ らBIOMASS計 画に

関連 して,1979～80年 夏期 に実施 された調査 を中心 とした成果の発表を第1日 目に行い,2日 目に昭和 基地 周辺で

行 われ てい る環境 モニタ リングの結果 の発表 と討論 を行 った.

BIOMASS関 連 のセ ッシ ョンでは,本 年が第1回 の多数研究船に よる生物 調査年 に当ってい ることもあ り,多

数の参加者を得て活発な討論 が持 たれた.調 査に参加が決定 している海鷹丸(東 京水産大学),開 洋丸(水 産庁),

吉野丸(海 洋水産資源開発 センター)等 の関係者 から現実的問題提起が あ り,調 査実施前の シンポジ ウムとして有

益であ った.ま た第2日 目に環境 監視が取 り上 げられ たが,従 来定常的観測 のため多 くが議論 されずにいたが今回

その重要性が改めて指摘され,調 査方法,監 視 のあ り方 にっいて活発 な議論 が展 開された.

プログラム

1南 極沿岸海域の生物

1.　 Ice　biota　形成期の 日射量

星合孝 男(極 地研)

2.南 極 の海氷 中にみ られた中心 目珪藻類にっいて

渡辺研太郎(極 地研)

3.海 氷 中の鞭 毛藻類

高橋永治(神 戸大 ・理)

4.昭 和基地周辺 の海氷下 プランク トンの分布

谷村 篤,福 地光 男(極 地研)

5.昭 和 基地周辺海域 の貝類

堀越増興(東 大 ・海 洋研)

6.ロ ス海の底魚,特 に コオ リウ才智魚類 にっいて

阿部宗明(東 大 ・総合資料館),岩 見哲夫(筑 波大 ・生物)

皿 沖合海洋生態系

7.開 洋丸に よる海洋物理観測一主 として流動一

小牧勇蔵(遠 水研),永 延幹男(東 大 ・海洋研)

8.開 洋丸 による海洋化学観測

福井 深(清 水市公害課)

9.開 洋丸 によるク ロロフィル分布調査

山県健二(東 海大 ・海洋)

10.開 洋丸 に よるオキア ミ調査一特 にオキア ミの鉛直分布 にっ いて一

久保田勝彦(開 洋丸航海士)

11.　Euphausia　 superbaの 船 内飼 育で得 られ た知見

菊野 秩(北 大 ・水産)

12.オ キ ア ミの摂餌 と呼吸

瀬川 進,加 藤光雄,村 野正昭(東 水大)
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13.南 極海におけ るオキ ア ミ漁場 とパ ッチの形成

中村 悟 ・高橋正憲(海 洋水産資源開発セ ンター)

14.オ キア ミ類の群集団(Swarm)

根本敬久,石 丸 君江,白 井貴子(東 大 ・海洋研)

15,海 鳥類 の 目視観測一70～80年 シーズ ンー

中村 一恵(神 奈川県 立博),大 山佳邦,内 藤靖彦(極 地研)

　16.　Some　 aspects　of　the　administration　 and　organization　of　the　N.　Z.　Antarctic　Resarch　Programme,　 with

　　　a　mention　 of　some　 recent　highlights.

　 　 　 J.　A.　Bartle　(NatL　Museum,　 N.　Z.)

m南 極環境監視 に関す る諸問題

17.南 極におけ る環境監視につい て

松 田達郎(極 地研)

18.昭 和基地周辺の土壌細菌一特に人為汚染を中心に して一

合 田 朗(北 里大 ・衛生)

19.大 気中のCO2連 続測定の意義

綿抜邦彦(東 大 ・教養)

20.昭 和基地周 辺の湖沼水 のモニ タ リング

村 山治太(横 浜 国大)

21.昭 和基地周 辺の土壌藻類

秋 山 優(島 根大 ・教育)

22.昭 和基地周辺 の土壌呼吸

伊野良夫 ・大島康行(早 大 ・教育),松 田達郎,神 田啓史,大 山佳郎(極 地研)

23.昭 和基地周辺 の土壌動物

大山佳邦,松 田達郎(極 地研)

24.昭 和基地周辺の群類

神 田啓史(極 地研)

25.大 型動物に よる環境監視

星合孝男(極 地研)

第2回 南 極 地 学 シ ン ポ ジ ウ ム

昭 和55年11月13日(木)～14日(金)国 立極地研究所

副題 として ミ基 盤地質 と固体地球物理"を かかげ,こ れを中心 とした テーマで プ ログラムが組 まれた.と くに20

～22次 観測 で実施 されっ っある地学総合調査 の うち,20次 観測 及び21次 夏期観測 で得 られた成果 と,18次,19次 観

測 で得 られ た資料 に基づ く発表 があ り,初 め て人工地震観測 によって得 られた地殻構造の予察,広 域にわた る地質

構造 と変成 作用 の考察 などが行われた.こ のほか マクマー ド地域 の 日米共同観測の成果 として,古 地磁気学 的研究

や構造地質学的研究,火 山活動 の物理 ・岩石化学的研究 も発表 された.

プ ログラム

1.南 極宗谷海岸におけ る人工地震観測

伊神 輝(名 大 ・理),一 ノ瀬 洋一郎(東 大 ・震研),原 田道昭(早 大 ・理工),神 沼克伊(極 地研)

2.新 しい船上重力計 くCNIPRORI-　 1型"

瀬川 爾郎(東 大 ・海 洋研),神 沼克伊(極 地研),春 日 隆(東 大 ・海洋研)

3.エ レバス火山の活動

神沼克伊(極 地研),　R　 Kyle　(オハ イオ州立大),　J.　Kienle(ア ラス カ大)

4.　 SeasatAltimetryデ ータに よる南極周辺ジオイ ドの評価
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瀬川爾朗(東 大 ・海洋研)

5.　 LANDSAT画 像 デー タからみた南極 の陸氷 と海氷

神沼克伊(極 地研),桜 井治男(極 地研),中 田 まゆみ(千 葉大 ・理),馬 場 め ぐみ(千 葉大 ・理)

6.か すみ岩 の地質

西 田民雄(佐 賀大 ・教育),矢 内桂三(極 地研),小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)

7.ホ ノール奥岩 の地質

西田民雄(佐 賀大 ・教 育),矢 内桂三(極 地研),小 島秀康(秋 田大 ・鉱山)

8.や ま と山脈C群 の地質

矢内桂三(極 地研),西 田民雄(佐 賀大 ・教育),小 島秀康(秋 田大 ・鉱 山)

9.や ま と山脈A群 の深成 ・変成岩頚

浅見正雄(岡 山大 ・教養),白 石和行(極 地研),太 田昌秀(ノ ル ウェー極地研)

10.ベ ルジ カ山脈の地 質

小島秀康(秋 田大 ・鉱山),矢 内桂三(極 地研),西 田民雄(佐 賀大 ・教 育)

11.オ ングル諸島北方の地質 と地質構造

松本征夫(山 口大 ・理),西 田民雄(佐 賀大 ・教育)矢 内桂三(極 地 研)

12.日 の出岬 の角閃岩相変成岩頚につい て

蟹沢聰 史(東 北大 ・教養),矢 内桂三(極 地研)

13.東 南極 プ リンスオラフ海岸周辺地域の変成作用(そ の1)

吉 倉紳一(高 知大 ・理)

14.東 南極 プ リンスオラフ海岸周辺地域 の変成作用(そ の2)

鈴木盛久(広 島大 ・理)

15.昭 和 基地周辺沿 岸地域 の火成活動

仲 井 豊(愛 知教大 ・教 育)

16.ネ スオイや産のCe-Th系 放射能鉱物について

松本征夫(山 口大 ・理),坂 本 新(山 口大 ・理)

17.ス カル ピ ック リルゼ ン産ス ピネルについて

松本征夫(山 口大 ・理)

18.西 南極エ ルスワース山地におけ る重複変成

吉 田 勝(大 阪市大 ・理)

19.南 極 マクマー ド火山地域の火成活動 とSr同 位体組成

倉沢一(地 質調 査所)

20.フ ェラー ドレライ トの古地磁気

船木 実(極 地研)

討論:資 源基礎調査地学第1期3カ 年 計画 と今後の調査計画につい て

座長 倉沢 一(地 質調査所)

第3回 極 域 気 水 圏 シ ンポ ジ ウム

昭和56年1月13日(火)～14日(水)国 立極地 研究所

当研究所主催 の標記 シンポジウムが研究所講堂において開催 された.研 究発表35編,出 席老約70名 と.当 シンポ

ジ ウムも次第 にその規模 を増 し,盛 大 なもの とな った.

今回の研究発表 は,極 域観測 計画(POLEX)を 中心 に行われた.　POLEXで は,南 極地域観 測隊に よる3年 計

画の南極域気 水圏観測(POLEX-South)中,初 年度の第20次 観測隊の成果が,ま た,北 極観測計画(POLEX-

North)と して カナダのイ ヌヴィー クにおけ る雲,降 水機構 の観測 の成果,さ らに,国 内におけ る極域数値実験の

結 果が発表 された.そ の他の発 表は,南 極エア ロゾル,境 界層,大 気循環,気 候,南 極氷床,積 雪層,さ らに,中
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層大気観測計画(MAP)を 目ざ した研究計画な ど多岐に渡 った.最 後 の総 合討論では,東 クイーンモー ドラン ド

研究計画,世 界気候研究 計画(WCRP)と い った将来の研究課題 に向け,物 質輪送 や気 候の問題 世界各地 での観

測 データ集積の必 要性 な どが討議 され た.

講演 時間17分 と,一 般 の学会発表 よ りは長 い時間 を とっていたが,熱 心 な議論 が続 き,い ずれ のセ ッシ ョンも時

間 を超過す る とい う有様 で 今後 は時間的余裕 をもったシンポジウム としたい.な お,講 演論文は,当 研究所発行

の"Memoirs"に 発表 され る予定であ る.

プログ ラム

I　 POLEX-NORTH

1.冬 期北極圏 カナダの雲 と降水の特徴

武 田喬 男,藤 吉康志,岡 田菊夫(名 大 ・水圏研),菊 地勝弘,坪 谷重 行(北 大 ・理)

2.冬 期北極圏 カナダの降雪雲 のレーダ ーエ コー構造

藤吉康志,武 田喬男(名 大 ・水圏研),菊 地勝 弘(北 大 ・理)

3.冬 期北極圏 カナダの降雪粒子

菊地勝弘,坪 谷重行,逆 馬芳雄(北 大 ・理),武 田喬 男(名 大 ・水圏研)

4.冬 期北極圏 カナダの降雪 の酸素 同位体組成

加藤喜久雄,樋 口敬 二,武 田喬 男(名 大 ・水 圏研)

ll　pOLEX－ 数値実験

5.北 極地域 の温度場 にっいて

山元龍三郎,岩 嶋樹也(京 大 ・理)

6.夏 期 北極 層雲 の生成機構 の数値実験

太 田幸雄(北 大 ・工)

7.北 極海 の数値 モデル とフィル ター法につい て

酒井 敏,今 脇資郎(京 大 ・理)

8.南 極底層水 の形成

高野健三(筑 大 ・生物科学系)

9.地 形効果を考慮 した大気循環シ ミュレーシ ョン

中村 一,岸 保勘三郎(東 大 ・理)

10.南 極大気の放射特性

田中正之,高 野精秀,石 広玉(東 北大 ・理)

皿　 POLEX-SOUTH

11.南 極気水圏観測 計画の概要

楠 宏(極 地研)

12.接 地気層 内の気温,風 速 の季節 変化一南極みず ほ基地一

和 田 誠,山 内 恭,前 晋爾(極 地研),古 謝三行(気 象庁)

13.低 気圧通過時のみず ほ基地 の気象変化

和 田 誠,山 内 恭,前 晋爾(極 地研),塚 村浩二(気 象庁)

14.南 極みず ほ基地 の地表面放射収支

山 内 恭,和 田 誠,前 晋爾(極 地研),川 口貞男(極 地研),塚 村浩二(気 象庁)

15.南 極みずほ基地におけ る雪温観測

前 晋爾,和 田 誠,山 内 恭(極 地研)

16.分 光器に よる南極 大気の気柱 水蒸気量

山内 恭,和 田 誠(極 地研)

17.昭 和基地上空 での放射 ゾンデ観測

山内 恭(極 地研),山 本雄次,召 田成美(気 象庁),内 山 明博(東 北大 ・理)
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IV　 南極 エア ロゾル

18.昭 和基地におけ る大粒 子 ・巨大粒 子の組成 とその起源 にっいて

岩井邦中(信 大 ・教),小 野 晃(名 大 ・水圏研),伊 藤朋之(気 象研)

19.南 極エア ロゾルの起源にっいて

伊藤朋之(気 象研),小 野 晃(名 大 ・水圏研),岩 井邦 中(信 大 ・教)

20.南 極昭和基地の大粒 子エア ロゾルの放射化分析

小出 考,伊 藤朋之,矢 野 直,小 林隆久(気 象研)

Vエ ア ロゾル,降 水粒 子

21.南 極域中層大気の レーザ レーダ観測 計画

岩坂泰信(名 大 ・水圏研),藤 原玄夫(九 大 ・理),平 沢威 男,福 西 浩(極 地研)

22.成 層圏エア ロゾル と成層 圏水蒸気収支

岩坂泰信(名 大 ・水 圏研)

23.H20=hレ(LY－ α)→H+OH*を 利用 した水蒸気量 計測法 とその極域 中層大気中で の使用について

岩坂泰信,村 林 茂(名 大 ・水 圏研),山 下喜 弘(気 象研)

24.昭 和基地で観測 された小雨滴 につ いて

岩井邦中(信 大 ・教)

25.南 極点基地におけ る夏季の降水粒 子の性質

佐藤 昇,菊 地勝 弘(北 大 ・理)

VI　境界層,大 気循環,気 候

26.吹 雪の実験的研究一雪 面上 の運動量輪送一

荒岡邦明,前 野紀一(北 大 ・低温研)

27・ 昭和基地発電棟 か ら排 出され る二酸化硫黄 の大気拡散 シ ミュレーシ ョン

安達 隆史(気 象協会)

28.み ずほ高原周辺の大気循環

中島暢 太郎,井 上治郎(京 大 ・防 災研),藤 井理行(極 地研)

29.冬 期南半球中 ・高緯度循 環のイン ド ・モンスーンに及ぼす影響一掬40日 周期 の振動につい て一

安成哲三(京 大 ・東 南ア研 センター)

30.氷 床 コア解析か ら得た小氷期 の気 候に関す る知 見

加藤喜久雄(名 大 ・水圏研),藤 井理行(極 地研)

vr　 積雪層

31.東 南極大陸,み ず ほ高原 カタバ斜面 における積雪層 の形成過程 につい て

渡辺興亜,加 藤喜久雄(名 大 ・水圏研),佐 藤和秀(長 岡工専)

32.み ずほ基地におけ る表 面積雪 層の形成 過程

藤井理行(極 地研)

33.み ずほ基地におけ る表面積雪中の微小固体粒 子濃 度の季節 変化

藤井理行(極 地研)

34.積 雪の堆積分布特性

山 田知充,若 浜五郎(北 大 ・低 温研)

35.イ ンパル スレーダに よる氷体及び積雪層内部か らの反射

西尾文彦,和 田 誠,前 晋爾(極 地研)

W総 合討論 座長 楠 宏(極 地研)

第6回 南 極 陽 石 シ ンポ ジ ウム

昭和56年2月19日(木)～20日(金)国 立極地研究所
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第6回 シ ン ポ ジ ウム か ら初 め て2名 の外 国人 を招 待 した.南 極 隠 石 の 重 要 性 が 国 際 的 に 評価 さ れ た た め か,6名

の 方 が 自費 出席 され た.ま た,日 本 学 術 振 興 会 の 招 きで 来 日中 の,中 国 科 学 院 地 質 研 究所 の2名 の 方 が 出席 し,講

演 数 は,49件 に の ぼ り,こ れ を2日 間 で消 化 す るの は 大 変 苦 し く,両 日 と も大 幅 な 時 間 延 長 とな った.15分 の講 演

時 間 は学 会 なみ で あ り充 分 な発 表 ・討 論 が で きに くい 状 態 に あ り.次 回 か ら,シ ン ポ ジ ウム の特 色 を 生 かす よ うな

日程 を組 む 必 要 が あ ろ う.

講 演 は,1979～80年 の 阻 石 探 査 報 告,明 石 と氷 床,　NASAの 南 極 阻 石 の 処 理 法,鉱 物 学,岩 石学,宇 宙 ・地 球

化 学,宇 宙 生 成 核 種,同 位 体 及 び 年 代 学,希 ガ ス,磁 気学,物 性 物 理 学 等 の 研究 成果 が報 告 され,こ れ に対 す る討

論 が行 わ れ た.今 回 の シ ンポ ジ ウ ムの 中 で,2～3の トピ ッ クス を紹 介す る と,1976年 にや ま と山脈 の裸 氷 上 に 設

定 した 約2km2の グ リ ッ ドの 中 か ら,4年 間 で17個 の 阻 石 が 出 現 した デ ー タ が公 表 され た.南 極 限石 は寒 冷 な地 域

に 発 見 され るた め,汚 染 や 化 学 的 変 化 が 少 な い とは 言 わ れ て い た が,南 極 と言 え ど も,風 化 作 用 に よ る元 素 の 挙 動

は ・ か な り顕 著 な もの が あ る こ とが報 告 され た.　 Lu-Hf法 に よ る明 石 の 年 代 決 定 ,阻 石 の形 か ら,阻 石 や 母 天 体

の 破 壊 の メ カニ ズ ムを探 る試 み,中 国 に 落下 した 阻 石 の話 題 等 が 紹 介 され た .

な お,今 シ ン ポ ジ ウム か ら,要 旨 は英 文 にす る こ とに な っ た.

1.　 YanaiK・(極 地 研),　Kojima　 H.　 (秋 田大 ・鉱),　 Nishida　 T.　(佐 賀 大 ・教)

　 　 　 The　 Yamato-7g　 Meteorites　 Collected　 in　1979-80　 Season.

2.　 Yanai　 K・　 (極 地 研),　Matsumoto　 Y.　(山 口大 ・理)

　 　 　 A　 Possible　 Ratio　 of　the　Appearance　 of　Meteorites　 from　 Antarctic　 Ice.

3.　 YanaiK.(極 地 研)

　 　 　 On　 the　Showers　 of　the　Yamato　 Meteorites.

4.　 NishioF.　 WadaM.　 MaeS.(極 地 研)

　 　 　 Possibility　 of　Detecting　 Meteorite　 Buried　 within　 the　Ice　by　Radio　 Echo　 Sounding.

5・　 Wada　 M・　 Yamanouchi　 T.　 Mae　 S.　 Kusunoki　 K.　(極 地 研)

　 　 　 Radio　 Echo　 Sounding　 in　the　Area　 of　Yamato　 Mountains.

　6.　 Duke　 M・　 Bogard　 D.　D.　 Annexstard　 J.　O.　(NASA)

　 　 　 Curatorial　 Aspects　 of　the　Antarctic　 Meteorite　 Program　 in　the　United　 States.

7.　 MooreC.B.(ア リゾ ナ州 立 大)

　 　 　 　Antarctic　 Carbonaceous　 Chondrites.

8・　 Clarke　 Jr・　R・　S・　 ApPleman　 D.　E.　 Ross　 D.　R.(ス ミソニ ア ン博 物 館)

　 　 　 Allan　 Hills　A77283:　 An　 Antarctic　 Iron　 Meteorite　 Containing　 Preterrestrial　 Impact-Produced　 Dia・

　 　 　 mond　 and　 Lonsdaleite.

9・　 Reid　 A・　M・　(ケ ー プ タ ウ ン大 ・地 質),　 Score　 R.(ノ ー ス ロ ップ サ ー ビ ス)

　 　 　 A　Preliminary　 Report　 on　the　Achondrite　 Meteorites　 in　the　 1979　 U.　S.　Antarctic　 Meteorite　 Col.

　　　　　1ection.

10・　Fujii　 N　 (神 戸 大 ・理),　 Miyamoto　 M.　 (東 大 ・教 養),　 lto　 K.　 Kobayashi　 Y.(神 戸 大 ・理)

　 　 Studies　 on　 the　 Lithification　 of　 Meteorites(II)

11・　Kojima　 H・　(秋 田 大 ・鉱),　 Yanai　 K.(極 地 研)

　 　 A　 Preliminary　 Classification　 of　 Yamato-7g　 Meteorites.

12.　 Kitamura　 M・ 　 Watanabe　 S.　 Morimoto　 N.　 (京 大 ・理)

　 　 Study　 of　Allende　 Meteorite　 by　 Analytical　 Transmission　 Electron　 Microscopy.

13.　 Takeda　 H・　 Mori　 H.(東 大 ・理),　 Yanai　 K.　 (極 地 研)

　 　 Mineralogy　 of　 the　 Yamato　 Diogenites　 of　 Possibly　 Pieces　 of　 a　Single　 Fall.

14・SatoG・(千 葉 大 ・理),　 Takeda　 H.(東 大 ・理),　 Yanai　 K.(極 地 研)

A　 Mineralogical　 Exam玉nation　 of　 Some　 Allan　 Hills　 Polymict　 Eucrites.

15・　 Masuda　 A・(東 大 ・理),　 Nakamura　 N.(神 戸 大 ・理),　 Shimizu　 H.(東 大 ・理)
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　 　 Did　 Diogenites　 form　 from　 Diogenites　 ?

16,　 Mastumoto　 Y.　 (山 口 大 ・理),　 Hayashi　 M.　 Daishi　 M.　 (九 大 ・生 産 研),　 Miura　 Y・　(山 口 大 ・理)

　 　 Homogeneity　 of　 the　 Yamato-75110　 Chondrite・

17.　 Fujimaki　 H.　 Aoki　 K.　 Sunagawa　 I・　 Matsu・ura　 M・(東 北 大 ・理)

　 　 Study　 on　 Some　 Minerals　 in　 ALH-77015(L3)　 Chondrite・

18.　 Ikeda　 Y.　 Kimura　 M.(茨 城 大 ・理),　 Takeda　 H.(東 大 ・理)

　 　 Major　 Chemical　 Composition　 of　 Matrices　 of　Unequilibrated　 Ordinary　 Chondrites.

1g.　 Nagahara　 H.(東 大 ・理)

　 　 Petrology　 of　 Chondrules　 in　ALH-77015(L3)　 Chondrite・

20.　 Matsu-ura　 M.　 Sunagawa　 I.　 Aoki　 K.　 Fujimaki　 H.　 (東 北 大 ・理)

　 　 Petrology　 of　 ALH-77015　 Chondrite.

21.　 Tsuchiyama　 A.　 Nagahara　 H.　 (東 大 ・理)

　 　 Experimental　 Reproduction　 of　 Textures　 of　 Chondrules;　 II　Effect　 of　 Residual　 Crystals.

22.　 Fukuoka　 T.(学 習 院 大 ・理),　 Ishii　 T.(東 大 ・海 洋 研),　 Nakamura　 N・(神 戸 大 ・理),　 Takeda　 H・(東 大

・理)

　 　 Chemical　 and　 Petrological　 Studies　 of　 ALH-77302　 Meteorite・

23.　 Onuma　 N.　 Hirano　 M.　 (筑 波 大 ・化 学)

　 　 Sr・Ba　 Systematics　 in　Antarctic　 Ca-rich　 Achondrites.

24.　 Shimizu　 H.　 Masuda　 A.(神 戸 大 ・理)

　 　 REE,　 Ba,　 Sr　 and　 Rb　 Abundances　 in　 Some　 Unique　 Antarctic　 Achondrites.

25.　 Biswas　 S.　 Ngo　 H.　 T.　 Walsh　 T.　 M.　 Lipschutz　 M・ 　E・　(米 国 フ ル゚ ド 一 大)

　 　 Does　 Weathering　 Affect　 Trace　 Element　 Contents　 of　 Antarctic　 Meteorites　 ?

26.　 Nishimura　 H.　 Okano　 J.　(大 阪 大 ・教 養)

　 　 Magnesium　 Isotopic　 Ratios　 of　 Yamato　 Meteorites.

27.　 Nishiizumi　 K.(カ リ フ ォ ル ニ ア 大 ・サ ン デ ィ エ ゴ 校),　 Imamura　 M・(東 大 ・原 子 核 研),ArnoldJ・R・(カ

リ フ ォ ル ニ ア 大 ・サ ン デ ィ エ ゴ 校),　 Honda　 M・(東 大 ・物 性 研)

　 　 Cosmogenic　 53Mn　 in　Yamato　 and　 Allan　 Hills　 Meteorites.

28.　 Imamura　 M.(東 大 ・原 子 核 研),　 Honda　 M.(東 大 ・物 性 研),　 NishiizumiK・ 　 (カ リ フ ォ ル ニ ア 大 ・サ ン

デ ィ エ ゴ 校),　 Nitoh　 O.　 (東 大 ・原 子 核 研),　 Takaoka　 N・(山 形 大 ・理)

　 　 Extraterrestrial　 History　 of　 Antarctic　 Meteorites　 Recorded　 in　 the　 Consmogenic　 Nuclides.

29,　 Honda　 M.(東 大 ・物 性 研)

　 　 Terrestrial　 History　 of　 Antarctic　 Meteorites　 Recorded　 in　 the　 Cosmogenic　 Nuclides.

30.　 Unruh　 D.　 M.　 Patchett　 P.　 J.　 Tatsumoto　 M.　 (米 国 地 質 調 査 所)

　 　 U・Pb　 and　 Lu-Hf　 Systematics　 of　 Antarctic　 Meteorites.

31.　 Nakamura　 N.　 Ito　 A.　 Masuda　 A.　 (神 戸 大 ・理),　 Tatsumoto　 M.　 (米 国 地 質 調 査 所)

　 　 Rb-Sr　 and　 Sm.Nd　 Systematics　 of　 the　 Antarctic　 Chondrites　 (Y-74640,　 ALH-769)　 and　 Achondrite

(ALH-77302)

32.　 Kaneoka　 I.　 Ozima　 M.(東 大 ・理)

　 　 40Ar/39Ar　 Ages　 of　 Antarctic　 Meteorites.

33.　 Nagao　 K.(岡 山 理 大),　 Saito　 K.　 Ohba　 Y・　 Takaoka　 N・(山 形 大 ・理)

　 　 Rare　 Gas　 Studies　 of　 the　 Antarctic　 Meteorites.

34.　 McFadden　 L.　 A.　 Gaffey　 M.　 J.　(ハ ワ イ 大),　 Takeda　 H.(東 大 ・理)

　 　 The　 Layered　 Crust　 Model　 and　 the　 Surface　 of　 Vesta.

35.　 Fujimura　 A.　 Kato　 M.　 Kumazawa　 M・ 　(名 大 ・理)
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　 　 　 Preferred　 Orientation　 of　 Phyllosilicate　 in　 Yamato-74642　 and　 -74662(C2).

(36・Cance1)　 :　Ponnamperuma　 C.　 R　 K.　 Kotra　 (マ リー ラ ン ド大)

　 　 　 Organic　 Matter　 in　 Carbonaceous　 Chondrites　 from　 the　 Antarctic.

37.　 Yamaji　 M.　 Matsumoto　 T.　 (金 沢 大 ・理)

　 　 　 The　 Structures　 of　 Olivines　 in　 Yamato-74　 Meteorites.

38・　 Chang　 Ziwen(中 国 ・地 質 研 究 所)

　 　 　 On　 the　 Falling　 Frequency　 and　 Geographical　 Distribution　 of　 Chinese　 Historical　 Meteorites.

39・　 Chang　 Shuyuen・ 　(ペ キ ン 大),　 Yu　 Zhi-Jun　 (ペ キ ン 石 油 大)

　 　 　 Historic　 Records　 of　Meteorites　 in　 China　 and　 Their　 Time-Series　 Analysis.

40・　 Chang　 Shuyuen.　 (ペ キ ン 大)

　 　 　 The　 Fissure　 of　Kirin　 Meteorite.

41.　 Hasegawa　 H.　 (京 大 ・理)

　 　 　 Shape　 of　 the　 Meteorites.

42・　 Funaki　 M・ 　 Nagata　 T・(極 地 研),　 Momose　 K.(信 州 大 ・理)

　 　 　 The　 Composition　 of　 Natural　 Remanent　 Magnetization　 of　 an　 Antarctic　 Chondrite,　 ALH-769　 (L6)

43・　Nagata　 T.　 Funaki　 M.(極 地 研)

　 　 　 Magnetic　 Analyses　 of　 Metallic　 Phases　 of　 Yamato-74115　 (H5),　 -74190　 (L6),　 -74354　 (L6),　 -74362

(L6),and-74646(LL6)

44.　 Nagata　 T.(極 地 研)

　 　 　 Paleointensity　 of　 Antarctic　 Achondrites.

45・　Miyamoto　 M・ 　 Mito　 A・　 Takano　 Y.　 (東 大 ・教 養)
,　Fujii　 N.(神 戸 大 ・理)

　 　 　 Spectral　 Reflectance　 (250-2,500nm)　 of　 Powdered　 Samples　 of　 Antarctic　 Meteorites.

46.　 Miura　 Y.　 Matsumoto　 Y.　 (山 口大 ・理)

　 　 　 A　 CIassification　 of　 Some　 Yamato-75　 Chondrites　 (III)

47.　 Yomogida　 K.　 Matsui　 T.　 (東 大 ・理)

　 　 　 Physical　 Properties　 of　 Meteorites.

48.　 Karato　 S.　 Matsui　 T.　 (東 大 ・理)

　 　 　 Dislocations　 in　 Olivines　 from　 Pallasite　 Meteorites.

49.　 Akai工(新 潟 大 ・理)

　 　 　 Mineralogy　 of　 the　 Matrix　 Phyllosilicates　 of　 Carbonaceous　 Chondrite　 by　 High　 Resolution　 Electron

　 　 　 Microscopy.

第4回 極 域 に お け る電 離 圏磁 気 圏総 合 観 測 シ ンポ ジ ウ ム

昭和56年3月23日(月)～25日(水),国 立極地研究所

このシンポジウムは,昭 和51年 か ら3ケ 年計画で実施 され てきた国際磁気圏観測計画(IMS)の 南極昭和基地

を中心 とした超高層物理現象総合観測の成果を発表,検 討 し,さ らに将来の南極域におけ る超高層観測 のあ り方を

討議す ることを 目的 として開催 された.

今回の主た るテーマは,　IMSに 関連 したプ ロジ ェク トの詳 細なデータ解析 の成 果,日 本 ・ス ウェーデンバル ーt

ンキ ャンペー ンを始め とす る国際共同観測及び多点 観測の成果,並 びに昭和56年 よ り始まる中層大気 国際協 同観測

計画(MAP)に 関連 した予備観測結 果及び準備状況 の報告 であった.こ れ らの3っ のテeマ を中心 とした11の セ

ッシ ョンが設け られ.44編 の論文発表 と10件 の将来計画に関す る話題提供 が行われ た.ま た,特 別講演 として,超

高層物理学研究 の大先輩 である 関戸弥太郎先生(名 古屋大学名誉教授),加 藤愛雄先生(東 海大学)並 びに永田武

極地研究所長 に よる意義深 い話 を聴 く機会が得 られた他,当 研究所 外国人研究員 として来所 中のDr.　 Gendrin　 (C

RPE)に よるヨーロッパにおけ る超高層研究 の最新 の話題 につ いて講演が行われた.
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プ ログ ラム

I　 ULF/VLF現 象

1.中 低 緯度 及 び 高緯 度 に お け るPc1型 磁 気 脈 動 の 特 性 の 対 比

河 村 議,桑 島 正 幸,外 谷 健,小 池 捷 春(地 磁 気 観 測所),福 西 浩,鮎 川 勝,平 沢 威 男(極 地 研)

2.極 光 帯 及 び磁 気 圏 にお け るPi2型 磁 気 脈 動 の 波 動特 性

桑 島正 幸(地 磁 気 観 測 所)

　 3.　 Compressional　 Pc4　 Pulsations　 Observed　 at　Synchronous　 Orbit

利 根 川 豊,加 藤 愛 雄,桜 井 亨(東 海 大 ・工)

4.オ ー ロラ ヒス の到 来 方 向観 測 結 果 とオ ー ロ ラ現 象 との 比 較

西 野 正 徳,田 中 義 人,岩 井 章,鎌 田 哲 夫(名 大 ・空 電研),平 沢威 男(極 地 研)

5.　 Dispersiue　 Periodic　 Emissionの 解 析

岡 田敏 美,田 中 義 人,岩 井 章,早 川 正 士,柏 木瑞 夫,大 津 仁 助(名 大 ・空 電 研)

6.　 GaussianBeam法 源 に よ るVLF帯 のFull　 Wave計 算

長 野 勇,演 保 正 喜,吉 沢重 雄(金 沢 大 ・工),山 岸久 雄(極 地 研),木 村 磐 根(京 大 ・工)

7.昭 和 基 地 とア イ ス ラ ン ドに お け るELF-VLF放 射 の 共 役 性

佐 藤 正 彦(山 形 大 ・理),平 沢 威 男,佐 藤 夏 雄,福 西 浩(極 地 研),前 沢 潔(山 形 大 ・理)

ll　 オ ー ロ ラ現 象

8.昭 和 基 地 とア イ ス ラン ドで観 測 され た共 役 点 オ ー ロラ の比 較 ②

巻 田 和 男(拓 殖 大),平 沢 威 男,藤 井良 一(極 地 研)

9.　 PulsatingAuroraのmode及 び それ に 関 連 す る地 磁 気 脈 動

小 口 高(東 大 ・理)

10.オ ー ロ ラE層 電 子密 度 不 規 則構 造 の レー ダ観 測

小川 忠 彦,五 十嵐 喜 良(電 波 研)

11.　KYOKKOに よ るAuroral　 Substormの 観 測

金 田 栄祐(東 大 ・理),平 尾 邦 雄(東 大 ・宇 宙 研)

12.　KYOKKOに よ る低 エ ネ ル ギ ー電 子観 測 か らみ た 沿 磁 力 線 電 場 及 び 電 流 の特 徴

向 井利 典,平 尾 邦 雄(東 大 ・宇 宙 研)

13.ダ ブ ル レ イ ヤ ー に よ る オ ー ロラ電 子 加 速 の室 内実 験

大 山素 宏,中 村 良治(東 大 ・宇 宙 研),　 L.　R.　Stenzel　 (UCLA)

m磁 気 圏電 離 圏 擾 乱

14.プ ラ ズ マ圏 低 温 プ ラズ マの 高 エ ネル ギ ー粒 子 降 下 に 対 す る役 割

丸 橋 克 英(電 波 研)

15.IMS期 間 中 の大 磁 気 嵐 の 解 析

飯 島 健,国 分 征(東 大 ・理)

　 16.　Single-Double-and　 Triple　 Sheet　 Field　Aligned　 Currents　 in　the　Daysides　 Cusp　 Region

藤 井 良 一(極 地 研),飯 島 健(東 大 ・理)

17.　MAGSAT衛 星 で 観 測 され た　Field-Aligned　 Currents　 とSubstorms

福 島 直,飯 島 健(東 大 ・理),藤 井 良 一,桜 井 治 男(極 地 研)

18.南 極 観 測 船 「ふ じ」 に お け るオ メガ電 波 の船 上観 測

大 谷 晃,菊 池 崇,野 崎 懸 鯛,加 藤 清 治(電 波 研)

19.SSCに 伴 う極 域 擾 乱

平 沢 威 男(極 地 研)

N　 ISIS衛 星

20.南 極 域 に お け るISIS　 ト ップサ イ ドサ ウ ンデ ィ ングAGCデ ー タ の解 析
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相京和 弘,西 崎 良,丸 山 隆,猪 木誠二,永 山幹敏,籔 馬 尚,井 出俊行,大 瀬正美(電 波研),平 沢

威 男(極 地研)

21.南 極域 におけ るISISイ オ ノグ ラムのN(h)解 析について

猪木誠二,相 京和 弘,西 崎 良,緒 方隆信,丸 山 隆(電 波研),平 沢威 男(極 地研)

22.　ISIS衛 星 で観測 され た コーラスの特性

恩藤忠典,中 村義勝,渡 辺成和,村 上利光(電 波研)

23.人 工衛星ISIS--1,2で 観測 され たVLFソ ・・サ ーの特性

中川一之,蓬 田 信(電 通大),福 西 浩(極 地研),巻 田和 男(拓 殖大),芳 野越夫(電 通大)

24・ 人工衛星ISIS-1,2,に よ り観測 され たELFヒ スの低域 カ ッ トオフ特性

山岸久雄(極 地研),本 間峰一,芳 野越夫(電 通大)

V南 極 ロケ ッ トー1

25.ダ ブルプ ローブによる電離層電場 ・電子温度 ・電子密度 の時系列観測－S-310JA-7号 機 による実験結果一

小川俊雄,牧 野雅彦(京 大 ・理),小 寺邦彦(気 象研),山 岸久雄,平 沢威 男,福 西 浩(極 地研),西 野

正 徳(名 大 ・空電研)

26.極 域 降下粒 子に基づ く飛 翔体及びイン ピーダンスプ ローブの帯電現象 にっいて

渡 辺勇三(京 大 ・宇宙研),高 橋忠利,大 家 寛(東 北大理),大 林辰蔵(東 大 ・宇宙研)

M特 別講 演

(1)関 戸 弥太郎 名古屋大学 名誉教授

(2)加 藤 愛雄 東 海大学教授

(3)永 田 武 国立極地研究所長

(4)　R.　E.　Gendrin　 国立極地研究所外 国人研究員(CRPE)

W南 極 ロケ ッ トーII

27.S-310JA-5,6機 におけ る降下 電子 と電離 生成 率

松 本治弥,賀 谷信幸,小 松雅明(神 戸 大 ・工)

28.電 子マイ クロバース トの速度分散

松本治弥(神 戸大 ・工)

29.S-310JA-5号 機 に よるオ ーロラヒスの到来方向の測定

松尾敏郎,木 村盤根(京 大 ・工),山 岸 久雄(極 地研)

30.S-310JA-6号 機に よる高周波プラズマ波動スペ ク トルの観測(ll)一 波動粒 子相互作用 の解析一

大家 寛,宮 岡 宏(東 北 大 ・理)

31.S-310JA-7号 機に よる高周波 ノイズの観測

中村良治,野 村雄二(東 大 ・宇宙研)

V皿 国際共同観測

32.日 一ス バル　_Nb　ン実験報告

江尻全機,鮎 川 勝,山 岸久雄,小 野高幸,平 沢威男(極 地研),鎌 田哲夫(名 大 ・空電研),平 島 洋(立

教大 ・理),小 玉正弘(山 梨医大),小 川利紘,岩 上直幹(東 大 ・理),西 村研究室(東 大 ・宇宙研)

33.日 一ス 大気球観測報告－VLF観 測 と地上観測速 報一

江尻全機,鮎 川 勝,小 野高幸,山 岸久雄(極 地研),鎌 田哲夫(名 大 ・空電研),平 沢威 男(極 地研)

34.日 一 ス 国際共同大気球実験に よって得 られ たオゾン密度 ・気温 ・液温 ・気圧デ ータにっい て

岩上直幹,小 川利紘(東 大 ・理),江 尻全機,鮎 川 勝(極 地研)

35.バ ル ーンに よるオ ーロラX線 撮像観測計画

小玉正弘(山 梨医大),西 村 純,藤 井正美,山 上隆 生(東 大 ・宇宙研),奥 平清治,村 上浩文,平 島 洋

(立教大 ・理)

36.グ リーンラン ド国際協同 ロケ ッ ト実 験
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江尻全機,山 岸久雄,内 田邦夫(極 地研),　E.　Ungstrup　 (DSRI),　 J.　K.　01eson　(TUD),　 F.　Primdahl,

　　　　 F.　Spangslev　 (DMI)

P(多 点観測

37.　Nose周 波数か ら求めた伝搬経路 と地 上におけ る振幅の強度 分布の比較

町田 忍,鶴 田浩一郎(東 大 ・宇宙 研)

38.コ ー ラス振幅の空間分布

鶴 田浩一郎,町 田 忍(東 大 ・宇宙 研)

39.VLFコ ー ラス・ミース トとパルス性地磁気 脈動

国分 征(東 大 ・理)

40.高 緯度多点観測に よるPc1脈 動の動特性

林 幹治(東 大 ・理),　 AUVプ ロジ ェク トチーム(東 大 ・理 ・宇宙研),(九 大 ・理),(LBC),(U.

　　 　 Vic)

41.IMS高 緯度 ネ ッ トワー ク観測

上 出洋介(京 都産業大)

X中 間 圏－MAP

42.タ イ ロスN系 の気 象衛星 によるマイク ロ波垂直温度分布 の観測結果

芳 野越夫,高 安誠治,田 中信也(電 通大)

43.夜 光雲 の発生 と中間圏 の温度分布

岩坂泰信(名 大 ・水圏研)

44.極 域大気 中での中性大気微量成分 の観測－NO,NO303一

柴 崎和夫,小 川利紘(東 大 ・理)

M将 来計画一1　(MAP関 連)

45.極 域 中層大気 の水蒸気測定にっいて

岩坂泰信(名 大 ・水圏研),山 下喜弘(気 象研),村 林 成(名 大 ・水圏研),

46.昭 和基地VHFド ップ ラーレー-8"一一観測計画

五十嵐喜良,小 川忠彦,大 瀬正美(電 波研),藤 井良一,平 沢威男(極 地研)

47.Baシ ェープ ドチ ャージの開発

中村純二(東 大 ・教養)

48.極 域 にお けるイオ ン温度の垂直構造の観測意義

南 繁行,堤 四郎,竹 屋芳夫(大 阪市大 ・工)

49.北 欧におけ るMAPに 関連 した大気 球計画

近藤 豊,高 木増美,森 田恭 弘,岩 田 晃,石 川 晴治(名 大 ・空電研)

刈 将 来計画－ll

50.リ ング コア型 フラックスゲー ト磁 力計の開発

青山 巌,遠 山文雄,西 口正幸(東 海大 ・工)

51.極 域電 離層電場(静 穏 日)測 定 の新方法 の提案

北村泰一(九 大 ・理)

52.　EXOS-D計 画 と極域 超高層物理 の研究

大家 寛(東 北大 ・理)

53.　EXOS-Dプ ラズ マサ ウンダー及びHF帯 自然電波 の地上並びに飛翔体観測計画

小野高幸(極 地研)

54.極 地研情報処理 センター ・デ ータ解析 システム

江尻 全機,山 岸久雄,藤 井良一,桜 井治 男,内 田邦夫(極 地研)
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2.研 究 談 話 会

開 催 期 日 降 演 者(所属) 演 題

1980.4.9 西尾 文彦 「氷床氷の山脈付近の流れについて一眼石の集積 と関連に して」

4.23 吉田 勝(大 阪市大) 「エル スワース山地の地学調査」

5.21 前 晋爾 「JARE　 20ポ レ ッ クス 観 測 に つ い て 」

6.4 佐藤 夏雄 「マラジ ョージ ナや基地におけ る超高層観測」

7.2 矢内 桂三 「第20次隊地学調査報告」

7.16 江尻 全機 「スペ ース シ ャ トル ・セ パ ッ ク計 画 に っ い て 」

9.25
Barbara　 C.　 FAsIsKA

(Univ.Pittsburgh)

``Natural　 Environmental　 Radiation　 and　 its　 Variation　 with

Locale"

10.8 小野 高幸 「飛 し ょう体を用いたプ ラズマ波動観測」

10.22 吉田 栄夫 「昭和基地周辺地域の露岩地形と氷床の変動」

11.12 岩坂 泰信(客員
,名 大水圏研)

「成層圏エア ロゾルの物 理化学 」

11.26 山内 恭 「炭酸ガス ・水蒸気 の吸収特性 と気 候モデル」

12.24 鮎川 勝 「地磁気多点観測 とオー ロラの相関及び 日一 ス バルーン実 験の
初期報告」

1981.1.21 和田 誠
「ラジ オ ・エ コー ・サ ウン ダ ー に よ る白 旗氷 河,や ま と山脈 の観

測 」

2.5 谷村 篤 「昭和基地周辺定着氷域の動物 プ ラン ク トンの組 成 と分 布」

2.26 藤井 良一 「Field-alingned　 currentの い くつ か の 特 性 」

3.12

R.　 E.　 GENDRIN

(Nati・nal　 Center　 f・r

Telecomunication

Studeis,仏)

"Inpact　 of　 the　 Sun .Earth　 Relationships　 on　 Man's　 Env玉ron-

ment　 &　 Systems".

3.25 鎌田 哲夫(名大空電研) 「雷 と空電」

(注)所 属 のない者 は,当 研究所 の教官であ る.
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皿 資料及び研究施設の共同利用

1.資 料 の収集 、整理 保管 利用

(1)超 高層物理学

昭和55年 度資料収 集 ・整理等 は,第20次 隊の観測結果を主 として行 った.国 際磁気圏観測計画の終了に伴い,ロ

ケッ ト観測や昭和基地 における極光 の光電観測が 中止 されたため,例 年に比べて収 集デー タは少ない.人 工衛星 受

信データの整理 は,電 波研究所 ・電気通信大学両機関 の共 同の もとに行な った.定 常観測の整理は事 業部観測協力

室 が,ま た地磁気 ・VLF等 研究観測 に関 しては,研 究系超高層部門が,関 係観測隊員の協力の もとに行 った.

資 料 名 園 間1整 理 内 容 保 管 場 所 隔 考(利用)

① 地磁気3成 分 1979年1980年

2月1日 ～2月1日

日付 そ う入,マ イ ク ロフ

ィル ム化,A4版 引 伸 し

極地研研究棟2

階超高層資料庫

当研究所共 同研

究者 をはじめ,

多 くの関連研究

者 に よって,精

力的に共 同利用

された.

その結 果 とし

て,各 種シンポ

ジ ウム ・学 会等

での発表,科 学

雑誌への論 文投

稿がなされた。

(H-A-1参 照)

② 地磁気絶対測定およ
びK指 数

1979年1980年

2月1日 ～1月31日

一 覧 表 作成 ,マ イ ク ロフ

イル ム化

③ 全天 カメラ写真 1979年

3月 ～10月 晴 天 暗 夜

一次編 集,編 集フ ィルム
作 成

④ オ ー ロラ スチ ール 写真 〃
フ ァイ リン グ

⑤ 人工衛星受信観測 1979年1980年

2月1日 ～1月31日

編 集 テ ー プ作 成,f-tス
ペ ク トラ ム 作成,マ イ ク

ロ フ イル ム化

⑥ 地磁気脈動観測 1979年1980年

2月1日 ～1月31日

編 集 テ ー プ 作成,f-tス
ペ ク トラ ム 作 成,マ イ ク

ロ フ イル ム 化

⑦　VLF自 然電波観測 〃 番 号付,f-tス ペ ク トラ
ム 作 成

⑧ オー ロラ ヒス到来方向観測 1979年

5月 ～10月

番 号 付,再 生 デ ー タ 作 成,f
-tス ペ ク トラ ム作 成

⑨ 相関記録他 モニター
用各種記録紙 による観測
資料

1979年1980年

2月1日 ～1月31日

日付そ う入,同 一規格で

折 りたたみ整理

(2)地 球 科 学

本年,新 たに岩石資料室(50m2)が,岩 石 ・限石資料室か ら分離 した.こ れ に ともない従来研究者 の手元 に保

管 され ていた岩石資料 を資料室に収納す ることが可能にな った.昭 和 基地周辺,や ま と山脈,マ クマー ドサ ウン ド

から採 集された約1,000点 の岩石 ・鉱物 ・化石資料は収納可能な範 囲で整理,分 類 され保管 され ているが,未 収納

資料 は収納棚 の設置後逐次整理を進めて行 く予定 であ る.

(3)南 極 陽 石

1979～80年 に第20次 隊が採集 した阻石の初期処理を行なった.第20次 隊が採 集した阻石 の総数は3,000個 を上 ま

わ る予定 なので,本 年度 は採 集され た順 に1,000個 までを処理 した.初 期処理 作業は,冷 凍庫 か らの搬 出,N2ガ ス
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中での解凍,ナ ンバー リング,大 きさの計測(3方 向),秤 量,記 録写真撮影(6方 向,白黒及 びカラー),ス チ ロー

ル ビンあ るいは タッパ ウエアーに収 納の順で行なわれ る,処 理 作業に平行 し,一 般 研究 として粗分類が行 なわれ,

同定 と大まかな分類 がなされ た.

一方,第3回,第4回 南極阻石委員会に よって審 査され た阻石研究 計画 に対す る試料 の配分 も行 なった.

極 地 研 究 所 所 有 阻 石

陽 石 名 発 見 年 損 鉄 石鉄
損石

コ ン ド

ラ イ ト

エ コン ド

ラ イ ト

炭素質
阻 石 ? 計 探 査 隊

や ま と一69 1969 一 一 7 1 1 一 9

や ま と一73 1973 一 一 11 1 一 一 12
日 本

や ま と一74 1974 一 1 631 28 3 一 663

や ま と一75 1975-76 2 一 292 11 2 一 307

マ ウン トパ ル ダ ー 1976 一 一 2 一 一 一 2

ア ラン ヒル ズー76 1977 1 一 8 一 一 一 9
日本一 ア メ リ カ

ア ラン ヒル ズー77 1977-78 6 1 293 4 2 4 310*

パ ガ トリー ピー ク 1978 1 一 一 一 一 一 1*

デ リッ ク ピー クーB 1978-79 10 一 一 一 一 一 10*

メテ オ ライ トヒル ズ 〃 一 一 28 一 一 一 28*

ベ ー ッ ヌナ ター ク 〃 一 一 6 一 一 一 6* 日本一 ア メ リカ

ア ラン ヒル ズー78 〃 2 一 250 7 1 2 262*

ラ ッ ク リン グ ピ ー ク 〃 一 一 5 一 一 一 5*

や ま と一79

ベ ル ジ カー79

1979-80

1979

2十

一

±

一

十

十

25十

一

7十

一

十

一 図解 日 本

計ll22+12+IL533+152+19+16+1・ ・624+1

*:　NASAの 月試料施設 に於 て,分 割作業 を進 めている阻石,作 業 の完了 したものか ら順次 日本 に送 られ るこ

とになっている.

?・・限石か地 上の岩石か同定 され ていないもの.

(4)生 物

極地の各地 で採集 され た生物 標本は研究が済み次第,国 立極地研究所 の生物資料室 に収納 され てい る.

1.植 物

顕 花植物,隠 花植物 の各標 本の収納状況 を別表 に分類別,地 域別 に示 した.

その他,オ ース トラ リア,ニ ュージ ラン ド,チ リ,ア ルゼ ンチン,モ ー リシ ャス,シ ンガポール,イ ギ リス,フ

ランス,東 欧,日 本な どの温帯域 か らも比較研究 のために採 集,及 び交換 な どで受 け入れ てお り,蘇 苔類,地 衣類

を主に約2万 点収 納され ている.

現在,蘇 苔 類のデー タは コン ピュータによるデ ータバ ンク として蓄積 され ている.内 外 の利用者 のために種類別

(綱,科,属,種),地 域別(植 物 区系,大 地名)検 索に よる標 本 リス ト,ラ ベルの打 出し,さ らに,分 布図の作

成な どの利用システムが出来 ている.

本年度の標本貸出,受 入状 況は次の とお りである.

(1)ニ ュ'一ジ ラン ド(J.K.バ ー トレッ ト)よ り,ニ ュ'一ジラン ド産群類98点,同 定依頼お よび寄贈 を受け る

(昭和55年5月8日 ～昭和56年3月3日)

(2)ニ ューヨーク植物園(P.K.ホ ームグ レン)よ り亜南極車軸藻類95点 を交換標本 として受入れ る(6月11日

付)

(3)広 島大学(樋 口正信)へ 日本産群類10点 貸 出(9月22日 付)
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(4)広 島大学(西 村直樹)へ 日本産褥類24点 貸出(10月11日 付)

(5)ア ラスカ及びカナダよ り採集 した顕花植物115点,蘇 苔類850点,地 衣類30点 を受入れ る(神 田啓史採 集,11

月21日 受付).

2.動 物

現在 までにユス リカ,ト ビムシなどの昆虫類や ダニ類,原 生動物な どの微小陸上動物150点,海 洋生物 の液浸標

本 として,魚 類,棘 皮動物,ヒ モ形動物,原 索動物,節 足動物,軟 体動物な ど約100点,ア ザ ラシ,ペ ンギ ン,海

鳥な どの剥製標本約50点,珪 化木や 貝類の化石約50点 が収納 されてい る.

生物資料室に収納されている極地の植物

地域別 隠 花 植 物

分 類 別

顕 花植 物
羊 歯 釧 鰭 剰 地 衣 類陳 類1土鰍 生物

亜
南米 パタゴニア 10 600 300

サ ウ ス ・ジ ョ ー ジ ア ・ 50 300 50

南
ケル ゲ レ ン 島 100

アムステルダム島 5 50

極
セ ン トポ ー ル 島 30

ク ロ ゼ 一 高 30

西 キ ン グ ジ ョー ジ 島 40 500 200 30 50

南 デ セ プ シ ョン 島 10

極 南 極 半 島 10 100 50 50

東 昭和基地周辺 2,500 500 50 300

南 マ ラジ ョー ジ ナ や 基地 100 30

極 マ クマ ー ド基 地 100 10 30

カ ナ ダ 115 800 30

北 ア ラ ス カ 150

極 ア リュ ーシ ャ ン列 島 10 100 50

域 アイ ス ラ ン ド 30

フ ィ ン ラ ン ド 100

計12151251559・lL18・121・135・

2.研 究施設 ・設備 の共 同利用

(1)情 報処 理 セ ンター

資料系情報処理セ ンターは,当 研究所 の共 同利用設備 として,中 型電子計算機,HITAC-M16011中 央演算処理

装置 を中心 とし,各 種入 出力装置を備 えた主システムを もつ.ま た,今 年度新たに,ミ ニコンピュー タHITAC-20

Eを 中心 とす る高性能小型電子計算機システムが設置され る.

M16011シ ステムは,今 年度主記憶を従来の0.5MBか ら1.5MBに 拡張 し,ま た,磁 気 テープ,静 電 プ リンタ等

の増設 を行 い処理能力 の向上が図 られ る.本 システ ムでは,南 極観測デ ータ,科 学衛星受信データ等 のデ ータ処理

及び各種科学計算が行われてい る.デ ータベースシステ ムとして,気 象,重 力,海 洋,地 質,阻 石,生 物 のデ ータ

及び南極関係 の文献 情報,南 極 の各種地図デ ータを 収 納 してい る.ま た,M16011と データ交換制御装置 を介して

結 ばれ ている画像処理 システムがあ り,TVカ メラ/VTRよ り取 り込んだ画像デ ータを各種画像処理 プ ログラム

に より,多 様 な画像表現,計 算が行われ,オ ーロラ形態学,気 象研究等に利用 されてい る.
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高性 能小型 電子 計算機 システムは,気 象衛星デ ータ処理,PCMデ ータ処理,A/D変 換,周 波数分析器 データ

処理,カ ーブ トレース処理等 のデ ータ処理機能 をもっ.PCM復 調器,周 波数分析器等の機器 とのインター フェー

スは,国 際 規格汎用 インター フェースCAMACを 用 いている.収 集デ ータは,デ ー タ交換制 御装置 を 介 し,M

16011と オンラインで接続 され,処 理能率の 向上が図 られ る.

共 同利用 として,所 外研究者 の利用 は増加 しっっあ り,現 在登録 されてい る共同利 用者 は23名 である.M16011

システムの55年 度 月別使用状況 を下図に示す.

M-16011シ ステムの 月別使用時間一覧

(2)低 温実験室

低温資料部 門が管理す る共 同利用施設で,-60°Cま で冷却で きる超低温実験室,-20°Cの 自然対流 冷却 に よる

実験室 と 一20°Cの 低温貯蔵庫か らな ってい る.

低温実験室 は,雪 氷試料の構造解析,力 学試験,誘 電率測定な どの実験や解 析 の ほ か,各 種試料(雪 氷サ ンプ

ル,海 底堆積物,鳴 石,生 物サ ンプル,土 壌サ ンプルな ど)の 処理 に利用され た.ま た,主 に南極地域観測 に関連

した さまざまな機器 の耐寒性能試験 なども,低 温実験室を利用 して行われた.図 に今年度 の月別利用状況 を示す.

低温貯蔵庫には,南 極地域観測隊が採取 した各種資(試)料 が冷凍 保存 され,分 析や実 験な どに供 され ている.

55年 度5月 現在,貯 蔵庫に保存 されてい る資(試)料 は,中 型ダンボール相当で約295個,総 容積 で約18m3に の

ぼ る.主 な冷凍保管資(試)料 は,表 の とお りであ る.
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低温室月別利用状況

低温貯蔵庫保管の主要資(試)料 一覧

昭和55年5月 現在

量(中 型ダ
`

量(中 型ダ
資(試)料 名 ンボ ール相

当数)
資(試)料 名 ンボール相

当数)

JARE13,15-16み ず ほ ボ ー リング 21 JARE15　 海底堆積物 2

JARE17　 5mコ アボ ー リン グ コア 17 JARE13　 池 の水,氷,な ど 17

JARE18　 み ず ほ45mボ ー リング コア 20 JARE　 19　海藻 ・鮮類 3

JARE18　 10mボ ー リン グ コ ア 11 JARE　 15　 池 の 水,海 氷 36

JARE18　 昭和基地降雪サ ンプル 1 1979ア ラン ヒル ズ 裸水 氷 7

JARE20　 S48ボ ー リン グ コ ア 27 1980ア ラン ヒル ズ裸 氷 ボ ー リン グ コア 7

JARE20　 や ま と ・ベ ルジア裸氷氷 27 1980バ ン ダ 湖 湖 氷 ボ ー リン グ コア 2

JARE20　 阻石 9 1979南 極 石 1

JARE20　 土壌サ ンプル 5`
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Iy　南極地域観測事業

1.第21次 南極地域観測隊

第21次 南極地域観 測隊 は,第20次 隊 に引 きつづ き南極域気水圏観測(POLEX-SOUTH)お よび昭和基地を中心

とす る地 域の地 殻構造の総合解析 を重点項 目として編成 され た隊であ る.

同隊の行動期 間は,昭 和54年11月21日 東京港 晴海埠頭 出港,越 冬隊は昭和56年3月22日 成 田空港着(夏 隊は昭和

55年4月19日 東京港晴海 埠頭帰港)の 行動 であった.

オース トラ リア ・フリマン トル港 を54年12月12日 に出港 した 「ふ じ」は,同 月18日 南緯55度 通過,同 月31日 に昭

和 基地へ第1便 のヘ リコプターを飛 ば した.

昭和基地周 辺の氷状 が良 く 「ふ じ」 は比較的楽 に定着氷に進入で きたが,天 候が不順で物 資輸送は2月3日442

トンを もって完 了 した.

昭和基地 では,夏 期隊員宿舎 の建設(2年 計画 の2年 次),60k1貯 油 タンクの建設,人 工衛星受信アンテナの基

礎 コン フリー ト工事,電 離層棟基礎 の補修工事等 を行 った.

野 外調 査は,航 空機 の輸送 に よ りや ま と山脈 の地質調査 ・慣石探査を行 った.

越 冬期間 中,気 水 圏観測 は昭和基地,み ず ほ基地お よび無人観測点での観測を行い,特 にみずほ基地では,高 層

気層気 象観測 を実施 した.地 学観測 はみず ほ基地 まで の300kmに 亘 る人工地震観測等が実施 された.

この他,定 常観測,超 高層観測,環 境科学観測が従来に引 き続 き実施 された.

なお環境科学 では環境 モニタ リングに加 えてB10MASS計 画 の一環 として大型動物のモ ニタ リングが実施 され

た.

設営部 門では,始 めて航空機2機 を越冬 させ(内1機 水没)磁 気測量他の航空観測や,人 工地震,野 外調査支援

等 を行 った.

(1)第21次 南極地域観測隊編成及び観測項 目

第21次 南極地域観測隊編成表

人員43名(越 冬隊33名,夏 隊10名)

〔越 冬 隊〕 (年齢 は昭和54年11月16日 現在)

担 当 巨 名 陪 観 引 所 属1癖 地陵 経 験

副 隊 長
(越冬隊長) 川 口 貞 男 昭4.6.10(

50歳)
文部教官教授
国立極地研究所研究係 東京都

2次 夏,3次8

次越冬,11次 夏
隊長,13次 越冬
隊長,45年 度米
国基地

気 象 上 野 丈 夫 昭18.8.26

(36歳)

運輸技官
気象庁観測部 北海道

〃 阪 本 孝 広 昭24.4.2

(30歳)
〃 香川県 16次 越冬

〃 松 原 広 司 昭22.8.10

(32歳)
〃 群馬県

〃 松 原 和 正 昭26.7.21

(28歳)
〃 青森県
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電 離 層 野 崎 憲 朗
昭24.8.10

(30歳)

郵政技官電波研究所電波部 鹿児島県

地 球物 理 渋 谷 和 雄 昭23.5.12

(31歳)

文部教官助手
国立極地研究所研究系

東京都

宙 空 系 田 中 信 也 昭29.10.25

(25歳)

文部教官助手
電気通信大学電気通信学部 愛知県

〃 勝 田 豊 昭31.9.18

(23歳)

文部技官
国立極地研究所研究系

東京都

気 水 圏 小 林 俊 一 昭13.4.13(

41歳)

文部教官助手
北海道大学低温科学研究所 新潟県 14次 越冬

〃 石 川 信 敬
昭20.8.10

(34歳)
〃 北海道

〃 大 畑 哲 夫
昭249.27

(30歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(名古屋大学院生)

東京都

地 学 系 伊 神 輝
昭22.5.10

(32歳)

文部教官助手
名古屋大学理学部

愛知県 20次 夏

〃 伊 藤 潔 昭20.1.22

(34歳)

文部教官助手
京都大学理学部

愛知県

〃 白 石 和 行 昭23.9.28

(31歳)

文部教官助手
国立極地研究所研究系

愛媛県
14次 越冬

53年 度米国基地

〃 片 岡 信 一
昭19.1.11

(35歳)

文部技官
国立極地研究所事業部(

日本油脂㈱武豊工場)
愛知県

環境科学系 内 藤 靖 彦
昭16.2.5

(38歳)

文部教官助教授
国立極地研究所研究系

東京都

医 学 高 木 知 敬 昭24.4.3

(30歳)

文部技官
国立極地研究所事業部(釧路労災病院外科)京都府

機 械 多 賀 正 昭 昭15.3.1

(39歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(㈱日立製作所大みか工場)

富山県 8次,12次 越 冬

〃 駒 形 清一郎
昭21.3.27

(33歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(㈱大原鉄工所)

新潟県

〃 大 野 好 美
昭23.8.7

(31歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(いすず自動車㈱開発本部)

愛媛県

〃 山 口 雅 彦 昭21.8.13

(33歳)

通商産業技官
工業技術院電子技術総合研究所大
阪支所

大阪府

〃 山 田 清 一
昭19.1.12

(35歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(㈱小松製作所粟津工場)

石川県

通 信 長谷川 弘
昭22.2.24

(32歳)

文部技官

国立極地研究所事業部

(日本電信電話公社銚子無線電報

局)

佐賀県
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通 信 佐 藤 克 三 昭29.54

(25歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(日本電信電話公社蔵前統制無線中
継所)

山形県

〃 門 馬 勝 彦 昭19.9.4

(35歳)

海上保安官
海上保安庁警備救難部 福島県

調 理 五 味 貞 介 昭14.2.25

(40歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(官鍵支店尾州)

三重県 13次越 冬

〃 中 村 喜 昭 昭31.12.4

(22歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(㈱東条会館調理部)

群馬県

医 療 小 川 郁 男 昭225.15

(32歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(国立埼玉病院耳鼻咽喉科)

埼玉県

航 空 矢 代 哲 男 昭23.8.6

(31歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(東邦航空㈱)

新潟県

〃 水 嶋 敏 明 昭22.4.22

(32歳)

文部技官
国立極地研究所事業部

(日本 フライ ングサ ービス㈱調布
工場)

岡山県

〃 大 森 抱 義 昭21.1.18

(33歳)

文部技 官
国立極地研究所 事業部
(日本 フライングサ ー ビス㈱調布

工場)

茨城県

設営 一 般 加 藤 隆 一
昭23.12.16

(30歳)

文部技官
秋田大学鉱山学部 秋田県

〔夏 隊〕

担 当 医 名1等 羅 列 所 属1矯 地1隊 経 験

隊 長 木 崎 甲子郎 大13.9.16

(55歳)

文部教官教授
琉球大学理学部 北海道

4次 越 冬,39年

度 ソ連 基 地,40,
41年 度 オ ー ス ト

ラ リア 基 地

海 洋物 理 松 本 邦 雄 昭17.12.3

(36歳)

海上保安官海
上保安庁水路部 静岡県

海 洋化 学 峯 正 之 昭2Z1.8

(27歳)

海上保安官
海上保安庁水路部 長崎県

海 洋生 物 谷 村 篤 昭26.3.4

(28歳)
文部教官助手
国立極地研究所研究系 静岡県

測 地 宮 崎 清 博 昭253.1

(29歳)

建設技官
国土地理院関東地方測量部 千葉県

地 学 系 浅 見 正 雄 昭20.3.21

(34歳)

文部教官講師
岡山大学教養部 岡山県

〃 長谷川 幹 雄 昭26.2.11

(28歳)

文部技官
国立極地研究所事業部
(日本電気㈱電波応用事業部)

愛知県

環境科学系 高 橋 永 治 昭4.12.16

(49歳)

文部教官助教授
神戸大学理学部 福島県 10次 夏
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設 営 一 般

〃

宮 原 正 信

佐 野 雅 史

昭26.9.3

(28歳)

昭16.5.17

(38歳)

文部技官
東京工業大学施設部

文部技官
国立極地研究所事業部

鹿児島県

岐阜県
10次 夏,13次 越

冬

南極地域観測項目一覧

船上および接岸中における観測

〔定 常観 測〕

部 門 引 観 測 項 目 陣 当 隊 則 担 当 機 関

魏 劇 ・中波電界強度測定1野 崎 憲 朗 障 波研究所

海 洋

。海 洋物理観測

。海 洋化学観測

。海 洋生物観 測

松 本 邦 雄

峯 正 之

谷 村 篤

海上保安庁水路
〃

国立極地研究所

測 地1・ 聾 欄|宮 崎 清 朗 国土地理院

〔研 究 観 測〕

部 門 名 観 測 項 目 陣 当 隊 員 研 究 代 表 者

地 学 系 。昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析 浅 見 正 雄

白 石 和 行

永 田 武

環境科学系 。定着氷緑における生態系の構造と機能の解析 高 橋 永 治

谷 村 篤

星 合 孝 男

昭和基地およびその周辺における越冬観測

〔定常観測〕

部 門 宕 観 測 項 目 陣 当 隊 員!担 当 機 関
1

極光 ・夜光1・ 全天力・ラによる観測・写真翻 陽 田 劃 国立極地研究所

地 磁 気 。直視磁力計による地磁気3成 分の連続観測および

同上基線決定のための絶対測定

勝 田 豊 国立極地研究所

電 離 層 ・電離層の定時観測

。オーロラレーダー観測

。リオメーターお よび電界強度測定に よる電離層吸

収 の測定

野 崎 憲 朗 電波研究所

気 象 。地上気 象観測

・高層気 象観測

。天気解析

上 野 丈 夫

松 原 広 司

坂 本 孝 広

松 原 和 正

気 象 庁

潮 汐 陶 汐観測1渋 谷 和 知 海上保安庁

地 畔 自然地震翻}渋 谷 和 副 国立極地研究所
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〔研 究 観 測〕

部 門 名1観 測 項 目 陣 当 隊 則 研 究 代 表 者

宙 空 系 。テレメ トリーに よる人工衛星観測

。極域擾乱 と磁気圏構造の総 合観測

。観測点群に よる超 高層観 測

田 中 信 也

勝 田 豊

野 崎 憲 朗

永 田 武

気 水 圏 。極域気水圏観測 小 林 俊 一

石 川 信 敬

大 畑 哲 夫

楠 宏

地 学 系 。昭和基地を中心とする地域の地殻構造の総合解析 伊 藤 潔

伊 神 輝

白 石 和 行

片 岡 信 一

渋 谷 和 雄

永 田 武

環境科学系 。昭和基地 周辺の環 境モニタ リング

。南 極におけ る 「ヒ ト」 の生理学 的研究

内 藤 靖 彦

高 木 知 敬

小 川 郁 男

星 合 孝 男

朝比奈 一 男

(2)第2L次 南極地域観測隊訓練

第21次 南 極 地 域 観 測 隊 員 候 補 者 冬 期 訓 練

〔目的〕第21次 南極地域観 測隊の編成お よびその他 の実施準備に資す るため,隊 員候補者に対 し冬期 の寒冷地 に

おいて雪 中行 動等に関す る各種 訓練を実 施す る.

〔期 間〕 昭和54年3月6日 ～3月10日

〔場所〕 乗鞍 岳位 ケ原 山荘 を中心 とす る乗鞍高原一帯

〔参加者〕木 崎隊長,川 口副隊長,隊 員候補者33名,防 衛庁3名,関 係者10名,計48名

第21次 南 極 地 域 観 測 隊 員 夏 期 総 合 訓 練

〔目的〕第21次 南極地域観測隊員に対 して各種訓練,講 義お よび団体生活を とお して,隊 員相互の協 力,意 思の

疎通をはか り隊の結 束を図 る.

〔期間〕昭和54年7月3日 ～7月7日

〔場所 〕文部省菅平高原体 育研究場 を中心 とす る菅 平高 原一帯

〔参 加者〕木崎隊長,川 口副隊長,隊 員41名,関 係者18名,計59名

第21次南極地域観測隊部門別訓練

部 叫 訓 練 項 目1訓 鰯 所 陣 剛 参加者

気 象 気象衛星受画装置の取扱い・保守訓練 日本無線㈱三鷹工場 9/26～9/29 4名

〃 高層気象観測およびオゾン全量観測機器の取
扱い訓練 気象庁高層気象台 10/1～10/6 4名

電離層 船上観測用機器の取扱い訓練 「ふ じ」 9/17～9/21 1名

海 洋 海洋観測用機器の取扱い訓練 「ふ じ」 9/5～9/8 5名
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海 洋 海上重力計取扱い保守訓練 「ふ じ」 10/2～10/11 1名

測 地 基準点測量訓練
国土地理院鹿野山測
地観測所

9/11～9/15 3名

地磁気 地磁気絶対測定の方法および慣熟訓練 気象庁地磁気観測所 8/16～8/18 2名

宙空系 人 工衛星 テ レメ トリー装 置の組立訓練 およ
び受信テス ト

電気通信大学菅平宇
宙電波観測所

8/21～8/31 4名

気水圏 無人観測装置組立および低温作動試験 国立極地研究所 8/14～8/27 2名

〃 低層ゾンデ取扱い訓練 明星電気㈱守谷工場 9/17～9/19 3名

〃 超音波風速計 ・音波 レーダ取扱 い訓練 海上電機㈱ 9/26～10/9 3名

〃 タイ ロス衛星受信装置組 立 ・調整 ・解体 訓練
電気通信大学菅平宇
宙電波観測所

10/16～10/17 2名

地学系 人工地震爆破用発破取扱い訓練 日本油脂㈱武豊工場 7/19～7/21 2名

〃 南極地質 コロキ ウム と飛騨巡 検
富山大学および飛騨
変成帯西部

7/24～7/28 3名

〃 人工衛星位置決定装置の取扱い訓練
国土地理院鹿野山測
地観測所

8/15～8/18 2名

〃
人工地震発破用ボー リング機のテス トと慣 熟
お よびボ ー リング孔への地震感知部セ ッ ト訓

練

北アルプス立山内蔵
助雪渓

9/4～9/10 6名

〃 スノーモ ービル取扱い訓練
ヤ マハ発動機㈱磐 田

工場
10/16～10/17 2名

〃 マル チバ ン ドカメラ慣熟訓練
調布飛行場お よび北
アル プス

10/18～10/20 2名

機 械 60kl　FRP製 貯油槽 ライ ニング訓練
日立化成工業㈱結城
工場

8/20～8/21

9/17～9/19

4名
4名

〃 冷凍機および温風暖房機取扱い ・保守訓練 ㈱大西熱学工業所 9/3～9/4 3名

〃 TS50ク レーン車取扱 い訓練 ㈱多田野鉄工所 9/4～9/8 2名

〃
SM50型,KC40型 雪上車分解 ・組立 ・取扱
い訓 練

㈱大原鉄工所
9/10～9/14

9/14～9/22

12名

4名

〃 デーゼルエンジン分解 ・組 立 ・調整訓練
いすず自動車㈱川崎
・藤沢工場 9/24～9/28 5名

〃 浮上 型雪上車SM15S運 転訓練 陸上自衛隊武器学校 10/9 5名

機 械 ブル ドーザーの組立整備訓 練
㈱小松製作所粟津工
場

10/1～10/5 5名

通 信 送信機取扱い訓練
日本電信電話公社銚
子無線送受信所

7/23～7/28 3名

〃 航空機用方向探知器の取扱い・保守訓練 ㈱光電製作所 9/20 3名
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通 信

〃

〃

航 空

印刷電信装置の取扱い・保守訓練

短波送受信機取扱い,マ リサ ッ ト装置の取扱
い保守訓練

ロンビ ックア ンテナ展張訓練

パイ ロッ ト慣熟飛 行訓練

谷村㈱新興製作所

日本無線㈱三鷹工場

安居工業㈱

調布飛行場

9/25～9/28

10/1～10/5

10/19

7/9～8/31

3名

3名

3名

3名

(3)第21次 南極地域観測隊行動概要

昭 和54年

11月21日:「 ふ じ」 東 京 港 晴 海 埠 頭 出 港,12月6日 ～12日:オ ー ス トラ リア ・フ リマ ン トル 港寄 港,18日:南 緯

55度 通 過,31日 ・・昭 和 基 地 へ 第1便 飛 ぶ.

昭 和55年

1月2日:セ スナ機昭和基地 に 自航,3日:セ スナ機地 質調査隊をやま と山脈 に空輪 ,5日:夏 みず ほ引継旅行

隊 出発,22日 昭和基地 に帰投,7日:ピ ラタス機昭和基 地に 日航,12日:み ず ほ基地 よ りY100旅 行隊 出発,17日

みず ほ基地帰投,24日:明 るい岬,二 番岩,か す み岩 に地学調査隊派遣,2月3日 撤収,2月1日:第20次 隊 との

越 冬交代式,9日:セ スナ機 ピラタス機や ま と山脈地学調査隊 を収容,「 ふ じ」反転北上開始,10日:「 ふ じ」 ソ

連 マラジ ョージナや基地訪問,11日:「 ふ じ」氷縁離脱,16日:南 緯55度 通過,21日:南 アフ リカ ・ケープ タウン

港へ緊急入港,29日 出港,3月10日 ～17日:モ ー リシャス ・ポー トルイス港寄港,18日:昭 和基地の前,北 の浦海

氷 ブ リザ ー ドのためバ ラバ ラとな り,セ スナ機水没,ピ ラタス機標流,26日:ソ 連 ミカエル ・ソーモ フ号のヘ リコ

プターに よ り ピラタス機回収,4月1日 ～7日:シ ンガポ ール港寄港,19日:第21次 夏隊東京晴海埠頭帰港 ,5

月19日:人 工地震探査実施(北 の浦),20日:人 工地震探査実施(中 の瀬戸),6月21日:ミ ッ ドウィンター,7月

22日:人 工地震探査実施(み ず ほル ー ト上),27日:人 工地震探 査実施(み ずほルー ト上) ,8月11日:み ず ほ冬明

け旅行隊出発,9月7日 昭和基 地へ帰 投,20日:地 質沿岸調査隊ス カルブスネス,ス カル ビックハルセンへ 出発,

26日 昭和基地へ帰 投,9.月2日:海 洋生物 沿岸調査隊ス カルブネス,ス カー レンへ出発,15日 昭和基地へ帰投,6

日:地 質沿 岸調査隊天文台岩へ 出発,14日 昭和基地へ帰投,30日:呑 みず ほ旅行隊 出発,10月14日 昭和基地へ帰

投,11月12日:人 工地震探査実施(み ず ほルー ト上),15日:人 工地震探査実施(み ず ほルー ト上)

昭 和56年

1月1日:昭 和基地へ第22次 隊第1便 飛来,4日:夏 みず ほ引継旅行隊第22次 隊 と合 同で出発,24日 昭和基地へ

帰投,12日:人 工地震探査実施(み ず ほル ー ト上),2月1日:第22次 隊 との越冬交代式,3月2日:南 緯55度 通

過,11日:モ ー リシ ャス ・ポー トルイ ス港入港,22日:第21次 越冬隊成田空港帰国.

(4)第21次 南極地域観測隊観測概要

夏 隊 に よ る観 測

第21次 南極地域観 測隊 は,西 オース トラ リア州入植150周 年記 念行 事の一環であるク リスマスペ"一一'ジェン トに あ

わせて,フ リマン トルに入港す るため東京港晴海埠頭 を例年 よ り早 く出港 した.

夏隊は,出 港 と同時に船上 で定常観測 を開始 した.

電 離層部 門は,全 航路 において中波電界強度 の測定 を行 った.

海洋観測部門 は,往 路23点 の小観測,2点 の大観測を行 ったが,帰 路は 「ふ じ」乗組員の負傷に よ りケープ タウ

ン緊急入港 のため,7点 の小観測を実施す るに とどまった.

なお海上重力 は全航路上の観測 を,生 物部門は,海 鳥類,海 獣類の 目視観測を実施 した。野外調査は,定 着氷縁
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の海洋環境お よび生態系等の構造 と機 能の調査 として昭和基地周辺 の3点 で観測 を実施 し,

「明 るい岬」 「二番岩 」 「かすみ岩」 で実施 した.

内陸調査は,や ま と山脈 の地 質調査 ・阻石探査 を実施 し,陽 石94個 採集 した.

航 空機は,2機 運 用 しや ま と山脈 への人 員物資 の空輪,ア イスレーダーによる氷厚測定,

への輸送等に活躍 した.

地 質 ・測 地 調 査 は,

日射観測,み ずほ基地

越 冬 隊 に よ る観 測

55年5月 のブ リザー ドに よ り,オ ングル島周 辺を含 め リュッオホルム湾 内の海氷が ほとん ど流れ去 り,セ スナ機

水 没,ピ ラタス機 標流,秋 のみず ほ旅行取 り止 め とい う事態が発生 したが,重 点観測項 目であ る地学お よび気水圏

部 門を中心 に各部 門 ともに当初の 目的 を達す るこ とが できた.

(定常観測部門)

極光 ・夜光 部門は,3月 か ら10月 にかけて全天 カメラお よび35m/mス チ ール写真撮影を実施 した.

地磁気 部門は,3成 分連続記録 をアナ ログお よびデ ィジタルで記録 した.

絶 対値測定 はGSI型2級 磁気儀 によ り月1～2回 実施 した.

電離層 部門は,イ オ ノゾンデによる電離層 の定時観測,レ ーダーに よるオーロラ観測,リ オ メー ターお よび短波

電 界強度 測定 に よる電離層吸収観測 を実施 した.

気 象部 門は,地 上気 象観測お よび高層気象観測の省力化のため総 合 自動気 象観測装置(AMOS)を 導入 したが,

地上系処理電 源部 の故障 のため,高 層気象観測(2回/日)の み にこれを用い,地 上系は従来の方式に よ り実施 し

た.

特殊 ゾンデ観測 は,輻 射 ゾンデ,オ ゾンゾンデ の飛揚を行 った.

オゾン全量観測 は,ド ブソン二重分光光度計に よ り実施 した.

波長別直達 日射 計の観測 も前年に引 き続いて実施 した.

地震部門 は,短 周期地震計,長 周期地震計に よる自然地震観測を実施 したが,従 来の フィル ム記録方式 をやめ,

計算機 を導入 してディ ジタル集録方式 とした.

潮汐部門は,ス トレンゲージ験潮器を用いて通年観測 した.

(研究観測部門)

皆空系部門

テレメ トリーに よる人工衛星観測は,前 年 に引 き続 いてISISを 受信 した.

なお,気 象衛星TIROS-N,　 NOAA-6か らの気象デ ータも受信 した.

極域擾乱 と磁気圏構造の総合観測では,地 磁気脈動,　ULF,　 VLF帯 自然電波の強度お よびスペ ク トルの連続

観測を行い,さ らに これ らの波動 とオー ロラ,電 離層吸収,リ オメータ との相関観測を行 った.

このほか,オ メガ伝搬 測定を行い極域 地方におけ る下部電 離層 変化にっいて観 測を実 施 した.

観測点群に よる観測は,み ず ほ基地において,地 磁気3成 分,地 磁気 脈動の観 測を行 った.

また,無 人観測点A、 は冬期 に発 電機が故障 したが,10月 に修復 し,そ の後順 調に地磁気3成 分のデータを記録

した.

気水圏部門

みずほ基地では,前 次隊に引き続 き,30mタ ワーによる境界層観測並 びに放射収支観測 を実施 した ほか,第21次

隊か ら低層 ゾンデに よる斜面下 降風 の観測や音波 レーダーによる接地逆転層 の観測 を行 った.

昭和基地お よび周辺海氷域の観測は,年 間 を通 じて放射収支観測 や熱収支観測 を行 い,海 氷 と大気 の熱交換 に関

す るデー タを得 た.

また,サ ン フォ トメーターに よる大気混濁度 の観測 を行 うとともにみず ほ基地 と同じ く音波 レーダーによ り接地

逆 転層の観測 を実施 した.

広域 観測は,気 象衛星 データ とともに航空機 に よって広域 の地表温度,ア ルベー ト観測 を実施 した.

また,H180,Y100に おいて無人気象観測 を実施 した.
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地 学部門

地質調査並びに阻石探査は,昭 和55年1月 同 じく,12月 の2回 にわたってやま と山脈 の調査 を行 い,南 部地域 の

地質図幅調査を行 うとともに,全 地域 を集大成す る資料 を得 た.

また,約100個 の明石 を採集 した.

9月 に は,プ リンスオラフ海岸の天文台岩,長 岩,だ るま岩 の地 質図幅調査を行 った.

航空機 では,リ ュッオホル ム湾,プ リンスオ ラフ海岸の航空写真撮影,プ リンスオラフ海岸,や ま と山脈,セ ー

ル ロンダーネ山脈の偵察な どを行 った.

人工地震 による南極大陸の地殻構造の調査は,5月 ～6月 に東西オングル島お よび周 辺海氷域 で発破や地震計 の

テス ト実験 を行 い,7月 にはS22付 近で総合予備実験を行 った.

10月 から11月 にか けてはみず ほル ー ト上での本実験を実施 した.

発破地点は,み ず ほ基地(143m深,火 薬1.4ト ン)お よび中間地点(100m深,火 薬1.0ト ン),測 線長260km,

観測点27点,発 破 は11月12日(み ず ほ基地)と11月15日(中 間点)に 行われ,い ずれ も成功 した.

1月 には,同 じ測線を使い発破を海中で実施(火 薬量3ト ン)し,こ れ も成功 した.

地殻熱流量測定 は,基 地の岩盤に20mの ボ ー リングを行い,温 度セ ンサーを入れて観測 を実 施 した・

環境科学部門

環境 モニタ リングは,昭 和基地において,大 気中のCO2の 連続 測定 を行 ったが7月 に測器 が故障 し中止 した ・

東 オングル島 の定点で は土壌 を無菌的 にサ ンプ リングす るとともに,舟 底池な どで化学分析 用試料 を採取 した ・

大 型動物 センサ スでは,リ ュ ッオホル ム湾全域お よび プ リンスオ ラフ海岸での ウェッデルアザ ラシ,コ ウテイペ

ンギペ の航空 センサ スを行 った.

ベン トス調 査は,ト ラ ップによる肉食性底生生物の調査を行 った.

「ヒ ト」 の生理学的 ・心理学的研究で は,み ず ほ基地 において副腎皮質ホルモ ンの測定,行 動様式 とエネルギー

代謝,血 液 ・肝機能検査 などの生理学観測 を実施 した.

,また,昭 和基地 では,鼻 咽腔 の細菌検査,免 疫血清学検査 などのほか,乱 数テ ス ド,連 想テス トな どを使 っての

精神心理学的検査 を実施 した.

2,外 国基地派遣

(1)南 極 マクマー ドサウン ド地域外国共同観測概要

①期間 昭和55年11月3日 ～昭和56年2月3日

② 派遣 者 寺 井啓(国 立極地研究所研究系)高 波鉄夫(北 海道大学理学部)長 田昇(東 京大学地 震研究所)

③ 目的 ω ドライバ レー地域 ライ ト谷 にお ける微小地震観測,(ロ)エレバ ス山頂付近での地震の三点観測,の 地 震

テ レメ トリー観 測に伴 う記録 システムの設置,←)溶 岩湖表面 の高低変化の観測お よび火 口の測量,岡 溶岩湖面 お よ

び火 口内の温度分布 の測定.

④ 実施概要(/)微 小地震観測 ライ ト谷・ミンダ基地付近において5点 の地震計 を設置 し,11月18日 ～12月4・日ま

で観測 を実施 した.

(ロ)三点 観測 エ レ・ミス山頂 での観測 に先立 ち,山 麓 エバンス岬 にて11月24日 ～12月2日 の間地震計1点 を設置 し

予備観測 を実施 した.,

12月10日 か らの高度順 化を経 て,12月17日 よ り寺井,長 田によ り4点 の地震計 を設置 し観測開始,そ の後,高 波

とアメ リカ隊 が合流 し,12月27日 メインクレt-一タ内1点,頂 上 リム上 に1点 の地震計 を増設,計6点 での観測を1

月6日 まで実施 した.

的 記録システムの設 置12月9日 よ りス コッ ト基地 に記録 システムを設置,そ の後,エ レバ ス山山腹に2基,頂

上 に1基 のテ レメ トリー地震 計を設置 し観測 を開始 した.

溶 岩湖表面 の高低変化の観測 および火口の測量 と溶岩湖面お よび火 口内 の温度分布の測定は,多 量の噴煙 と悪天
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候 のため観測 が実 施で きなかった.

この他,ニ ュージーラン ド隊 と共 同しエレバ ス山外輪部 の測量を実施 した.

(2)交 換 科 学 者

交換科学 者は,南 極 地域 を科学 的調 査その他 の平和 的 目的 のため の利用 のみ に限定す ること,科 学的調査にっい

ての国際協力を促進す ること等 を基本的 目的 として制定 された南極条約 に規定 された制度であ る.

昭和55年 度には次の交換科学 者の派遣 と昭和基地 への受 入があった.

〔派 遣〕

① 期 間 昭和55年10月20日 ～和 昭56年2月11日

② 派遣者 神田啓史(国 立極 地研究所 研究系)

③ 目 的 豪州南極基地におけ る生物学 的調査お よび豪州南極観測 の実態調査

④ 実施概要(イ)ケーシ ー,ウ ィル クス両基地 での2ヵ 月間の滞在 で,蘇 苔地 衣類群落 の分類生態学的 研 究 を 行

い,そ の群落の種組成 と構造にっいてのデー タを得たほか,淡 水藻類,海 藻,土 壌生物,プ ランク トン,海 綿,

貝類,ア ザ ラシの歯等,約40kgの 試料 を採 集 した・1

(ロ)デーピス基地では,群 類,地 衣類の調査 ・採集を行 い,分 類学 的研究 の試料 を得 た.

の ケーシー～デ ービス～ メルボル ン間の航海中,海 鳥の 目視観測お よび着色氷 中のプランク トンの採 集 を 行 っ
ト

た.

〔昭和基地受入〕1

氏名 ・所属 太 田昌秀(ノ ル ウェー極地研究所)1

目 的 南極 にお ける地質学の研究

期 間 昭和54年11月21日 ～昭和55年3月17日

3.昭 和基地 の施設概要

。位 置

昭和基 地は リュツォ ・ホ ルム 湾東岸 の大陸氷縁 から西に約4km離 れた 東 オングル 島の上にあ り・一天測 点は69°

00'22"S,39°35'24"Eで 標 高 は29.18mで あ る.

。建 設 物 ..一

建物 の総 面 積は約3,83・m・ で精 煉 ・,居 住棟 ・,翻 ・1研究棟 ・・,・ ケ ・ト関係棟4,倉 庫2等 瀬 オン

グル島の岩盤 の上に建 て られ ている.他 に見晴 らし岩 西側 に燃料貯蔵 タンク,観 測棟東側 と電離棟周辺に曙各種観

測 用アンデナ群及びセンサー類 があ り,基 地北方 のアンテナ島に送信棟及 び送信 アンテナ群が ある.

。電 力

昭和基地電源 としては,一策9発 電棟 に125KVA(100kW)と110KVA(88kW)発 電機 が,第7発 電棟に45KVA

(36kW)発 電機 が配備 され てお り,通 常は125KVA発 電機1基 運転で全ての電力をまかな ってお り・他 は予備機

としてい る一一

・車両,航 空機

夏期 の建設作業 には,ク レーン車,ダ ンプ トラ ック等の装輪車があ り,冬 期作業用 としてブル ドーザー,小 型雪

上車,内 陸 な ど野外調査用 として中型雪上車,小 型雪上車,浮 上型雪上車,ス ノーモー ビル等が配置され ている.

また,小 型航空機(ピ ラタスボ一夕ーPC-6,セ スナ185)を 運用す る年 もあ る.t-

。通 信

対 内地 との連絡 は銚 子無線電報局 との無線連絡が休祭 日を除 き毎 日行われ,公 用電報は,文 部省南極本部 と当研

究所 のテレ ジグスに打ち込 まれ る∵ 一"『 一一 …

他 に公用の通 信網 としては,KDDを 中継 しての無線 に よる電話連絡(南 極本部第1,第3水 曜 日,写 真電送発

信(南 極本 部第2.第4金 曜 日),フ ァク シ ミリ発受信(当 研究所金曜 日)が あ る.一
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私用電報 は内地電報 と同様 に利用で きるが,通 信業務にあた る隊員の負担を少な くす る為,内 地か らの発 信は隊

員 の指名す る者(家 族等)に 限 られ てい る.外 国の南極基地 との連絡 は適宜行われ,気 象デー ターな どの定常 的な

ものは,逐 次マザーステーシ ョンに送 られ ている.

・医 療

毎年1名 の医療隊員 が派遣 され てお り,医 療器 具 も大型 レン トゲン装 置か ら歯科治療台まで一応 の ものは備 え付

け られ ている.

昭 和 基 地 建 物

区分 建 物 名
建設年(隊次)1構 造

床面積構 司 現 在 の 用 途

1 娯 楽 棟
1957(1)

40.3

木製 パネル

撞 球,バ ー

2 旧 気 象 栓 1957(1)

40.3

木製 パネル

3 内 陸 棟
1960(4)

23.0
木製パネル

医務室

4 通 信 棟 1966(7)

46.1

木製パネル

通信室,電 話交換室

5 旧 電 離 棟
1966(7)

40.3

木製パ ネル

6 地 磁 気 変 化 計 室
1966(7)

11.5

木製パネル,特 殊 コネ クター使用

地磁気絶対測定

7 第7発 電 棟
1966(7)

67.0

軽量鉄骨,ア ル ミパネル

45KVA,発 電機2基,風 呂

8 予 熱 室
1966(7)

13.0

軽量鉄骨,木 製パネル

燃料 予熱(1kの,便 所2

9 飯 場 棟
1966(7)

77.8

軽量鉄骨,木 製パネル

航空機整備に使用

10 旧 送 信 棟
1966(7)

29.2

軽量鉄骨,木 製 パネル,14.5m2を12次 で増設

通 信倉庫,非 常 用送 信機

11 観 測 棟
1967(8)

138.9

高床,木 製 パネル

超 高層物理観測,個 室2

12 食 堂 棟
1967(8)

96.0

木製 パネル

食堂,厨 房,サ ロン

13 作 業 棟

1967(8)
1969(10)

180.0

軽量鉄骨,木 製 パネル,カ マボ コ型,80m2を10次 で増設

車輌整備,車 庫

14 放 球 棟
1967(8)

24.0

高床,木 製 パネル

水素充填,気 象 ゾンデ放球
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15 旧 地 震 感 震 室
1967(8)

5.8

木製 パネル,特 殊 コネ クター,床 な し

16 管 制 棟
1967(8)

28.1

高床,ア ル ミパネル

夏期航空機管制

17 第9発 電 棟
1968(9)

270.0

軽量鉄骨,折 板

110KVA2基,倉 糧庫,暗 室,レ ン トゲン室

18 第9居 住 棟
1968(9)

100.0

高床,木 製 パネル

個室10,ラ ウンジ

19 第10居 住 棟
1969(10)

100.0

高床,木 製 パネル

個室10,ラ ウンジ

20
レ ー ダ ー テ レメ ー タ ー

室

1969(10)

86.4

高 床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロケ ッ トレ ー ダ ー,テ レ メ ー タ ー セ ン タ ー

21 コン トロー ル セ ン タ ー
1969(10)

21.6

高床,鉄 骨,木 製 パネル,12次 で現地点 に移設

ロケ ッ ト要員控室

22 組 立 調 整 室
1969(10)

86.4

高床,鉄 骨,木 製 パ ネ ル

ロケ ッ ト組 立 調 整,ク レー ン,ラ ン チ ャー

23 発 射 台
1970(11)

135.0

鉄 骨,コ ン ク リー ト床,タ ー ン テ ー ブ ル,上 屋 な し

ロケ ッ ト発 射

24 観 測 倉 庫
1970(11)

81.2

高床,軽 量鉄骨,折 板

電離層,気 象を除く観測部門倉庫

25 第11倉 庫
1970(11)

205.4

軽量鉄骨,鉄 製パ ネル

ー般設営倉庫

26 地 震 感 窪 窪
1970(11)

27.0

軽量鉄骨,折 板,半 地下

長周期,短 周期地震計感震部

27 第13居 住 棟
1972(13)

100.0

高床,木 製 パネル

個室10,隊 長室

28 推 薬 庫
1972(13)

67.0

高床,鉄 骨,木 製 パネル

ロケ ッ ト格納庫

29 気 象 棟
1973(14)

100.8

高床,木 製パ ネル

気 象(定 常,研 究),屋 上にパ ラボラアンテナ

30 気 象 棟 前 室
1973(14)

26.4

高床,軽 量鉄骨,木 製パ ネル

気象用倉庫

31 工 作 室
1973(14)

52.0

軽量鉄骨,木 製パネル

機械工作

32 環 境 科 学 棟
1974(15)

100.8

高床,木 製パ ネル

生物,医 学,地 球化学

33 送 信 棟
1975(16)

72.0
木製パネル送信機室

34 ロ ケ ッ ト暖 房 機 室
1976(17)

4.8
高床,木 製パ ネル
ロケ ッ ト保温槽用暖房機
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35 作 業 棟

防 雪 屋 根

1976(17)

23.0

H綱,折 板

ド リフ トよ け,シ ャ ッタ ー保 護

36 電 離 層 棟
1977(18)

100.8

高床,木 製 パネル

電離層観測,暗 室

37 地 学 棟
1978(19)

100.8

高床,木 製 パネル

地学雪氷,地 震観測室

38 第5冷 凍 庫
1961(5)

5.4

木製パネル

現在使用せず

39 第7冷 凍 庫
1996(7)

13.0

ステン レスパネル

食糧保存

40 第8冷 凍 庫
1967(8)

7.4

コンテナ改造

夏期 夏期隊員宿舎用

41 第14冷 凍 庫
1973(14)

15.4

アル ミパ ネル

食糧保存

42 夏 期 隊 員 宿 舎
1979.80
(20,21)
302.4

高 床,木 製 パ ネ ル,2階 建

48ベ ッ ト,60名 食 堂,風 呂

4.み ず ほ基地 の施 設概要

昭和基地 よ り約300kmの 内陸氷床上(70°41'53"S,44°19'54"E標 高約2,200m)に あるこの基地 は第11次(昭

和45年)に コルゲー ト棟 を設 置 したのを初め として年 々拡充 され現在に至 ってい る.

。建 設 物

地 表下に コルゲー ト棟,居 住棟,観 測棟,ポ ーレックス棟,超 高層観測室 の計5棟,延 床面積86m2の 建物の他,

トレンチを利用 した発電機室,雪 洞に よる実験室等 がある.ま た地上 には,通 信用 アンテナ,30mの 気象 タワーな

どが設置 され ている.

。電 力 等

16KVA(12.8kW)と12KVA(9.6kW)発 電機 を有 し,ど ちらか1基 を運転 し1基 を予備 としてい る.居 住

棟 と観測棟 の暖房 と風 呂は発電 機エンジンの冷却水熱 を利用 して行 なってお り,他 の建物 の暖房 は電力に よるパ ネ

ル ヒーターを使用 してい る.
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み ず ほ基 地 平 面 図

総 面 積490㎡

構 造 物94㎡

屋根ぶ き184㎡

1コ ルゲー トハウス(避 難用)13出 入 口

220mピ ッ ト1416KVA発 電 機 室

3地 磁 気三成分セ ンサ室1512KVA発 電機室

4装 備 庫16機 械物品庫

5食 糧 庫17造 水 槽 ・風呂

6ト イ レ18飛 雪 溜

7旧 ボー リ ング場19出 入口、スノーモービル車庫

8食 糧 庫20新 ボーリング場

9居 住 棟21雪 氷物品庫

10工 作室(IKVA発 電機室)22雪 氷実験室

11'観 」則1東 　　　　　　　　 23　 POLEX棟

12超 高層観測室24

5.南 極地域観測資料整理

(1)南 極地域観測資料整理費

南極におけ る観測,調 査で得 られたデー タ,標 本な どの資料 は隊 員が帰 国 した後,南 極地域観測事業費 の一部で

あ る資料整理費の配分を受けて翌年 の3月 までに整理 を行 うこ とになっている.

資料 整理費の配分の決定は南極本部(文 部省国際学術課)で 行 うが,そ の原案 は隊員 の申請 に基 き,資 料系が中

心 となって隊長,研 究系,事 業部 と協議 しっっ作成す る.

資料整理 の結 果にっいては隊員帰 国後,約1年 を経過 したのち,資 料整理報告書 の提 出を義務づ けて資料整理の

概要,成 果の把握 にっ とめ る.

昭和55年 度 の資料整理費は次の項 目にわた って配分,使 用 された.

(1)第20次 南極地域観測隊(越 冬隊)

(2)第21次 南極地域観測隊(夏 隊)

(3)特 別資料整理費

① マ クマ ー ドサ ウン ド地域 国際共同観測

② 交換科学 者に よる資料整理

③ 南極地質図幅の作成並びに説 明書の作成
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(2)昭 和55年度南極地域観測資料整理報告一覧

第20次南極地域観測隊(越 冬隊)

研 究 課 題
資料整理担 当者
の氏 名 ・所属 ・

職 名

実 施 の 概 要 ・成 果

<研 究観測>

1.極 域擾乱時におけ るオー ロ
ラの発生 と伝搬の研究

岩井 章
(名大 ・空電研
・教授)

1.極 域擾乱時におけ るオ ーロラヒスの到来方向 と偏波を

測定す る資料を得た.
2.　 Panet.SpaceSci,南 極資料,　Memoirsに 投稿 し,第

4回 極域におけ る電離圏,磁 気圏総合観測シ ンポジ ウム
で講演 した.

2.昭 和基地の電磁環境測定 小宮 紀亘
(電波研 ・主任

研究官)

1.昭 和基地で受信 され る電波雑音 ・混信の スペ ク トルア
ナ ライザー,及 び専用受信機に よる強度測定を行 った.

写真スペ ク トルで得 られたデー タを数値デ ー タ に 変 換
し,計 算機処理のためにパ ンチ カー ドを作成 した.

2.南 極資料へ投稿予定.

3.極 域気水 圏観測(POLEX・
South)一 大気 ・雪氷 ・海 水

の相互作用の研究一

前 晋爾

(極地研 ・助教授)

和 田 誠
山内 恭

(極地研 ・助手)

1.54年 度 に み ず ほ 基 地 で 集 録 した 磁 気 テ ー プ(MT)記

録 紙 等 の 編 集.と くに,MTの 欠 測 部 の デ ー タ読 取 り,

チ ェ ック,使 い や す い 形 態 に ま とめ るな どの 処 理 を 行 っ

た.

2.　 JARE　 Data　 Report.　 Meteorology7,　 8,　9.　Glacio・
logy　7を 作 成 中.　 Soc.　 Japan.　 Annals　 of　Glaciology

に 投 稿 予 定.

4.環 境 モ ニ タ リン グ 久保 田秀紀
(秋田大 ・教育

研 究生)

1.　 CO2,　 NOX濃 度の連 続測定記録の読取 りを行 った.
2.湖 沼水39試 料 にっい て,解 凍後,原 子吸光分析法にて

重金属 の定量 を実施,分 析デ ータをマイ コン用磁気 テー
プに入力 した.

3.岩 石 ・土壌にっい て,試 料 を粉末化 し,含 有全微量元

素 の半定量,検 量線 の検討,主 要造岩元素 の定量 を実施
した.

4.南 極資料,秋 田大教育学部研究紀要に投稿予定.日 本

地球化学討論会発表予定.

5.ヒ トの生理学的 ・心理学的

研究

重松 潤
(日赤長崎原爆

病院・産婦人科)
木内 夏生(千葉

労災病院
・内科部長)

1.心 理 テス ト(STAIテ ス ト。　TPIテ ス ト)の 結 果 を

性 ホル モンの変動調査 とも関連 させ整理 中であ る.
2.土 壌サ ンプル よ り細菌 を分離 した.
3.性 ホルモンの変動調査 のため,血 漿 の分析 を行 った.
4.寒 冷高地 にお ける ヒ トの寒冷適応 にっ いて,血 液,尿

の分析 を行 った.
5.医 薬 品の長期保存 における効 力を調査 のため試料分析

した.
6.南 極 資料 へ投稿予定.千 葉医学学会 に発表予定.

6.昭 和基地 を中心 とす る地域
の地殻 構造 の総 合解 析

矢 内 桂三(極地研
・助教

授)

1.昭 和基地周辺 で得 られた約3,000個 の阻 石の うち,約
1,㎜ 個について初期 処理 と基礎 的分類 を行 った.

2.ベ ルジ カ山脈 の測地 データを解析 し,同 山脈 の2.5万

分の1地 形図を作成 した.
3.阻 石写真 カタログ印刷中,南 極地質図シ リーズNo.29

ベルジ カ山脈作成中.

<定 常観測>

1.全 天 カメラ観測

国立極地研究所 1.全 天 カ メラ フイ ル ム400フ ィー ト巻30巻 を得,整 理 を

行 った.各 ロー ル ご とに撮 影 時 間 と コア 数 を記 した デ ー
タシ ー ト観 測 著 名,フ ィル ム,現 像 条 件 を 記 した ログ シ
ー トを 作 成 し,フ ィル ム に挿 入 した.同 時 にW.D.Cの

デ ー タ規 格 に 基 い て,100フ ィー トロー ル 巻148巻 に再

編 集 した.
2.　 JARE　 Data　 Peport　 No.　 64　(Aurora)発 行 予 定.

2.直 視磁力計に よる地磁気観

測

国立極地研究所 地磁気チ ャー トの整理を行い,マ イ クロフィルム3本 を
極地研,学 術会議,W.D.Cに 配付す る.基 線決定の為の
絶対測定を記録 し,地 磁気変化の度合いを示す指数 もま と
めマイ クロフィル ムに挿入 した.
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3.短 周期 ・長周期両地震計に

よる自然地震の観測
国立極地研究所 1.昭 和 基 地 で観 測 され た地 震 を,初 動 の到 着 時 間(1/10

sec),振 幅,波 長,方 向,レ タ ー フ ェイ ズ につ い て取 読

りを 行 った.
2.　 JARE　 Data　 Report　 No.　 59　(Seismology　 14)で 報

告 した.

4.電 離層 の定常観測,オ ー ロ

ラ レーダー観測,リ オメータ
ー及び電界強度測定 による電

離層 吸収 の測定

小島 世臣

(電波研・技官)

リオ メ ー タ ー の資 料 はJARE　 Data　 Report　 No.　56,　58

に発 表 し た.電 離 層 の 資 料 はIonospheric　 Data　 at　Syowa
Station　 (Antarctica)　 IDN,　 ANT,　 32,　33に 公 刊 予 定 .

5地 上気象観測,高 層気象観
測,天 気解析

召田 成美
塚村 浩二
山本 雄次
古謝 三行

(気象庁・技官)

Antarctic　 Meteorological　 Data　 No.　 20と し て 公 刊 し た.

第21次 南極地域観測隊(夏 隊)

研 究 課 題
資料整理 担当者
氏 名 ・所 属 ・職
名

実 施 の 概 要 ・成 果

〈研究観測>

1.プ リンス ・オ ラフ沿岸の基

盤地質

木崎甲子郎(琉球
大・教授)

1.2番 岩,明 るい岩の地質図お よび岩石学 的 研 究 を 行
い,約70個 のサ ンプルを整理 した.

2.南 極資料に投稿予定.

2.や ま と山脈の地 質学 的 ・岩
石学 的研究

浅見 正雄(
岡山大 ・教養

・助教授)

1.や ま と山 脈(A,B,D,E,F群)の 岩 石試 料 に っ

い て 解 梱 お よび標 本棚 へ の 整理 を行 っ た.極 地 研 に保 管

され た 資料 の 一部 を チ ップ と して切 り出 し,岡 山大 に お

い て 岩 石 薄 片 を 作製 した.

2・　 Memoirs　 Special　 Issue　 No.　20に 投稿 予定.

3.定 着氷縁における海洋生態
系の構造と機能の解析

高橋 永治
(神戸大 ・理 ・

助教授)

1'ふ じ接岸点,北 の浦,北 の瀬戸 その他3点 よ り得 られ

た海 氷試料約200点 を電顕 で観察.
2.ふ じ航路特 に60°S以 南の海域 を主 とし,海 水試料約

400点 を電顕 で観察
3.南 極 資料No.73に 印刷 中.

<定 常観測>

1.定 常生物観測

谷村 篤

(極地研・助手)

1.ふ じ航 路 に沿 った216観 測 点 に お け る表 面 海 水 中 の ク

ロ ロフ ィル量 測 定 値 と水 塊 構 造 との関 連 を 整 理 した.

2.33観 測 点 で 得 られ た ノル パ ックネ ッ トお よび2観 測 点

で 得 られ たMTDネ ッ トサ ン プル に つ い て 沈 澱 量,湿 重

量 を測 定 し,現 存 量 推 定 を行 った.MTDサ ンプ ル に っ
い て は各 種 動 物 群 の 一 次 ソ ー テ ィ ング を 終 了 した.

3.南 極 資 料No.　 72,　 Data　 Repart　 60,　66,　 Memoirs

series　E,　34に 投稿 予 定.

2.海 洋物理,海 洋化学観測 松本 邦雄
峯 正之(海上保安庁水

路部 ・技官)

1.資 料整理 を終了 した,

2.南 極資料 に投稿 予定.

特別資料整理

資料整理担当者
特 別 資 料 の 氏 名 ・所 属 ・ 実 施 の 概 要 ・成 果

職名

1.マ クマ ー ドサ ウン ド地 域 外 吉田 勝 1.採 集標本 を整理 の後,極 地研資料室 に納めた.

国共同観測 (大阪市立大 ・ 2.岩 石薄片200枚 を作製す るため の定方位切断 を行 った.

(a)エ ル ス ワー ス山 脈 地 域 の 助手) 3.岩 石の化学分析 とK-Ar年 代測定を依頼す るため の岩

地質調査 片 の選択切 出を150個 の標本にっ いて行 った.
4.南 極 資料No.72,極 地32に 投 稿.

(b)ビ ク ト リア ラ ン ド,ア ラ
ン ヒル ズ に お け る鳴 石 集 積

西尾 文彦
(極地研 ・助手)

1.ビ ク トリアラン ド,ア ランヒルズ裸氷原におけ る明石

集積 のメカニズ ムにっ いて,氷 河学的調査を行 った.
機構の氷河学的研究 2.氷 河流動の測量にっいては,帰 国後ただちにデー タを
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整理 し計算がな された.
3.氷 試料 の解析は地球科学的解析,氷 結晶の物 理的解析

が進行中.
4.　 Memoirs　 Spec.　Issue　17,極 地31に 投稿,第3回 南極

氷河学 シンポジウムに発表予定.

(c)エ レノミス 火 山 の地 震 観 測 神沼 克伊(極地研
,助 教

授)

1.地 震 データ ・読 取 り完了.エ レバス山頂 の噴火に伴 う

火山性地震の記録を調べた.同 時に珍 しい双発 型噴火 も

記録 した.
2.噴 火 口内の溶 岩湖の写真撮影に成功.山 頂 よ りア ノー

ソクレスを多数採集 し整理 した.
3.火 山Vol・25に 発表,　Antarctic　Geoscience投 稿予

定.

2.昭 和55年 度交換科学者
ソ連 マラジ ョジナ や基地に

お ける超高層物理観測

佐藤 夏雄(極地研
・助手)

1.マ ラジ ョジ ナ や 基 地 に 日本 製 の フ ラ ッ クス ゲ ー ト磁 力

イ ン ダ クシ ョン磁 力 計,リ ナ メ ーー一夕,お よ びVLF計,

自然 電 波 観 測 器 を 設 置 して,波 動 の 伝 搬 特 性,発 生 領 域
を探 る観 測 を した.主 に 地 磁 気 脈 動 のf-tス ペ ク トラ

ム を作 り,デ ー タ解 析 を行 った.

2.南 極 資 料J.　 Atmos.　 TerエPhys・ へ 投稿 予 定 ・

3.南 極地質図幅の作成並びに
説明書の作成

仲井 豊
(愛知教育大 ・
教授)

矢内 桂三(極地研
・助教

授)

1.奥 岩 の地質図,説 明文(英 文)の 作成
2.ベ ルジカ山脈 の地質図,説 明文(英 文)の 作成
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V図 書 ・刊 行 物

1.図 書

(1)図 書室の概要

当図 書 室 は,昭 和48年9月 に 国立 科 学 博 物 館 か ら独 立 し て,国 立 極 地 研 究 所 と して新 た に発 足 し て 以来,す で に

と りこわ され た 本 館2階 か ら1階 へ,そ し て研 究 棟2階 へ と転 々 と した が,昭 和54年12月 ,管 理 資 料 棟4階 に落 ち

着 い た.面 積 も研 究 棟 時 代 の2.3倍 の410.4m2と 広 くな り,雑 誌 棚,書 架,エ レ コンパ ック の増 設,文 献 検 索 用 の

TSS端 末 の 設 置 な ど,設 備 面 で も充 実 して きた.

蔵 書 面 で も,科 学 博 物 館 時 代 の 蔵 書 の うえ に,さ らに 南 極 ・北 極 に 関 す る文 献 の ほカ㍉ 極 地 観 測 に 関 連 す る,超

高 層 物 理,地 球 物 理,固 態地 球物 理,雪 氷,地 学,海 洋,生 理 生 態,寒 冷 生 物,医 学,設 営 工 学,デ ー タ解 析 な ど

の 部 門 の 単行 本,雑 誌,レ ポ ー ト類 の収 集,整 備,充 実 に 努 め て い る.

極 地 関 係 の 文 献 の な か に は,　Antarctic　 Bibliography,　 Current　 Antarctic　 Literature,　 Arctic　 Bibliography,

Library　 Catalogue　 of　Scott　Polar　 Research　 Institute,　Dictionary　 Catalog　 of　the　 Stefansson　 Collection　 on

th・　P・1・・　R・gi・n・・　C・t・1・g…　 f　th・　Lib・a・y　・f　th・　Arcti・　1…　i・・t・　・f　N・ ・th　Am。 ・i。a,　Bibli。g。aphy　 。n

Cold　 Regions　 Science　 and　 Technologyな どの 書 誌 類 の ほ か,山 岳 ・極 地 研究 家 の 吉沢 一 郎 氏 旧所 蔵 の吉 沢 文 庫

(63冊),松 方 三 郎 氏 を 通 じて こ寄 贈 いた だ い た 松 尾 氏 旧所 蔵 の松 尾 文 庫(14冊),及 び 立 見辰 雄 氏 旧所 蔵 の立 見 文

庫(当 図 書 室26冊,昭 和 基 地25冊)な ど の貴 重 な 南 極 ・北 極 探 検 記 録 が あ る.

また,将 来 の大 学 院 生 受 け 入 れ に そ な えて,昭 和50年 度 よ り,数 学,物 理,化 学,地 学 ,工 学 な ど の基 本 図 書 の

充 実 を 図 るた め,年 間 約50万 円の 予 算 を これ に 当 て て い る.

外 国 雑 誌 に っ い て は,新 刊雑 誌 は もち ろ ん,バ ッ クナ ンバ ー の 整 備 に も努 め,各 研 究 者 の 利 用 に 資 して い る.昭

和55年 度 は,約1,600万 円 の 予 算 を これ に あ て,次 の37種 類 の バ ッ クナ ン ・ミー を 購入 した .

天 気1(1954)-20(1973)

AmericanJournalofBotany.1(1914)-46,56-63(1976)

　　 American　 Journal　 of　Science.　 1(1921)-275(1975)

　 　American　 Mineralogist.　 1(1916)-60(1975)

　 　Australian　 Journal　 of　Marine　 and　 Freshwater　 Research.　 1(1950)-17(3)(1976)

　　 Bulletin　 of　the　Seismological　 Society　 of　America.　 1(1911)-61(1971)

　　 Canadian　 Journal　 of　Botany.　 29(1951)-56(1978)

　　 Canadian　 Journal　 of　Physics.　 1(1929)-55(1977)

　　 Deep　 Sea　 Research　 and　 Oceanographic　 Abstract.　 6(1959)-19(1972)

　　 Computers　 and　 Geosciences.　 1(1975)

　　 Earth　 Surface　 Processes.　 1(1976)-2(1977)

　　 Geochimica　 et　Cosmochimica　 Acta.　 1(1951)-25,　 39-43(1979)

GeophysicalMagazine.1(1926)-33(1968/69)

Geotimes.1(1956/57)-4(1959/60)

Hydrobiologia.1(1948)-67(1974)Iack:37and47

1・　E　 E　 E・　Transactions　 on　Geoscience　 Electronics.　 1(1963ン15(1978)

　 Izvestiya・　 Academy　 of　Sciences　 USSR　 Atmospheric　 and　 Oceanic　 Physics.　 1(1965),　 4-8(1972)

　 Journal　 of　Experimental　 Marine　 Biology　 and　 Ecology.　 1(1967)-41(1979)
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　 　 Journal　 of　Mammalogy.　 1(1919)-59(1978)

　　 Journal　 of　Sedimentary　 Petrology.　 1(1931)-47(1977)

　　 Journal　 of　Phycology.　 1(1965)-15(1979)

　 　Meteorological　 &　 Geoastrophysical　 Abstracts.　 1(1950)-18(1967)

　 Monthly　 Weather　 Review.　 18(1890)-89(1961)

Moon.1(1967)-7(1972)

　　 Norwegian　 Journal　 of　Botany.　 1(1952)-12(1963)

PacificInsects.1(1959)-21(1979)

　 　 Pacific　Insects　 Monograph.　 1(1961)-36(1979)

　　 Palaeogeography,　 Palaeoclimatology,　 Palaeoecology.　 1(1965)-20(1976)

　 　Papers　 in　Meteorology　 and　 Geophysics.　 1(1950)-24(1973)

　　 Proceedings　 of　the　Royal　 Society　 of　London,　 Ser.　A.　 76(1965)-357(1976)

　　 Quarterly　 Journal　 of　the　Geological　 Society　 of　London.　 26(1870)-111(1955/56)

　 　Quarterly　 Journal　 of　Royal　 Meteorological　 Society.　 3(1876/77)-15,　 17-34(1891/1908)

　　 Remote　 Sensing　 of　Environment.　 1(1972)-2(1973)

　　 Revue　 Bryologique　 et　Lich6nologique.　 1(1874)-41(1975)　 1ack:　 34　and　 35

　　 Soviet　 Hydrology　 (English　 ed.).　 1(1962)-10(3)(1971)

Tellus.1(1949)-26(1974)

　　 Zeitschrift　 fifr　Geomorphologie.　 1(1957)-10(1967)

単 行 本 及 び 別 刷 は,イ ギ リス の ス コ ッ ト極 地 研 究 所 が,国 際 十 進 分 類 法(UDC)を 極 地 関 係 図 書 館 用 に 再 編 成

した,　Universal　 Decimal　 Classification　 for　Use　 in　Polar　 Librariesを 主 に,国 際 十 進 分 類 法 中 間 版 分 類 表(日

本 ドク メ ンテ ーシ ョン 協 会)を 併 用 して,分 類 ・配 列 して い る.雑 誌 に つ い て は,極 地 関 係 の もの を 最 も使 い や す

い 場 所 に ま とめ,そ の 他 の もの は,詩 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に 配 列 し てい る.

受 入 雑 誌 の うち,購 入 の143種 を のぞ く1,029種 は,国 内及 び諸 外 国 の大 学,研 究 機 関 との交 換 ・寄 贈 に よ る も

の で あ る.

当 研 究 所 の 出版 物 の うち,南 極 資 料(年3回),　 Memoirs　 of　National　 Institute　 of　Polar　 Research,　 Series　 A,

B,　 C,　 D,　 E,　F,　 Special　 Issue(不 定 期),　 JARE　 Data　 Reports　 (不 定 期),　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series

(年2回)の 編 集 ・出 版 業 務 を 図 書 室 で行 って い る.昭 和55年 度 は 南 極 資料3冊,　 Memoirs　 of　National　 Institute

of　Polar　 Research　 5冊,　 JARE　 Data　 Reports　 g冊,　 Antarctic　 Geological　 Map　 Series　 1シ ー ト,カ タ ロ グ1

冊,計20冊(総 頁 数2,296)を 出版 した(1(4)及 び2参 照).な お,こ れ らの 出版 物 は 寄 贈 及 び交 換 誌 と して,大

学,研 究 機 関 等,国 内 は延3,714ヵ 所,国 外 は延3,083ヵ 所 に送 っ て い る.

現 在 の とこ ろ,図 書 室 を 利 用 で き るの は,当 研 究 所 教 職 員,客 員 教 官,関 係 委 員,共 同研 究 員 及 び観 測 隊 員 に限

られ て い るが,外 部 の極 地 研 究 者 な ど も図 書 室 長 の 許 可 が あ れ ぽ 利 用 す る こ とが で き る.

図 書 室 とし て発 足 し てか ら まだ 歴 史 も浅 く,図 書 資 料 も十 分 に整 っ て い る とは い え な い が,今 後 も南 極 ・北 極 探

検 記 録 のバ ック ナ ンバ ーや 古 書 を は じめ,各 国 観 測 隊 の レ ポ ー ト,そ の 他 関 連 分 野 の単 行 本,雑 誌 の収 集,充 実 に

努 め て い きた い.当 図書 室 蔵 書 の うち単 行 本 の約15%,雑 誌 の約87%は 寄 贈 ・交 換 に よる も の で あ る.寄 贈 し て下

さ った 方 々 に感 謝 す る と ともに,今 後 も当 図 書 室 の 図 書 資 料 の 充 実 のた め に,変 わ ら ぬ ご協 力 をお 願 い した い.
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(2)年 度別蔵書数及び増加冊数
()内 は年間増加冊数

年 度 49 50 51 52 53 54 55

単 行 本

和 書

洋 書

867
(199)

2,156
(542)

1,334
(467)

2,707
(551)

1,536
(202)

3,278
(571)

1,947
(411)

3,734
(456)

2,287
(340)

4,364
(630)

2,480
(193)

4,941
(577)

2,721
(241)

5,595
(654)

計
3,0234,0414,8145,6816,6517,4218,316
(741)(1,018)(773)(867)(970)(770)(895)

和 雑 誌

製 本 雑 誌 洋 雑 誌

合 計
3,2834,8516,1397,4989,46511,47114,734

(1,001)(1,568)(1,288)(1,359)(1,967)(2,006)(3,263)

(3)年 度別雑誌受入 タイ トル数

年 度 49 50 51 52 53 54 55

和 雑 誌

洋 雑 誌
1

87

513

103

517

110

677

126

749

143

892

174

998

191

1,052

計 600 620 787 875 1,035 1,172 1,243

(4)年 度別出版冊数及び頁数

年 度
49

冊数(頁 数)

50

冊数(真 数)

51

冊 数(真 数)

52

冊数(真 数)

53

冊数(員 数)

54

冊数(真 数)

55

冊数(頁数)

南 極 資 料

Memoirs　 NIPR

JARE　 Data　 Reports

Catalog

Antarctic　 Geological　 Map

　 Series

3(399)

3(255)

4(418)

2(6)

3(436)

5(356)

7(484)

2(30)

3(606)

5(321)

4(406)

2(16)

3(486)

3(584)

6(445)

2(20)

4(836)

5(814)

5(424)

2(13)

4(938)

5(950)

5(240)

1(198)

1(12)

3(507)

5(679)

9(985)

1(112)

2(13)

計 12(1,078) 17(1,306) 14(1,349) 14(1,535) 16(2,087) 16(2,338) 20(2,296)
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2.  R5th/V:fliT74J

 70--  1980 9  A  (205P.) 

        e  1980V- ( 15p.) 
 1981. 1  )]  (180P.) 

 11  1981. 3  A  (107P.) 

Memoirs of National Institute of Polar Research 

 Series A (Aeronomy), No. 17: Quasi-periodic (QP) ELF-VLF emissions observed in high latitudes, by 

   N. Sato.  120p. October 1980. 

 Series E (Biology and Medical Science), No. 33: The influence of Antarctic environment on sleep in 

   man, by  0. Araki. 42 p. July 1980. 

 Series E (Biology and Medical Seience), No. 34: Ecology of the ice-covered seas I. 56 p. January 1981. 

 Special Issue, No. 16: IMS in Antarctica, collected Antarctic research papers presented to the First 

   International Symposium on IMS in Melbourne, November 27-December 1, 1979, ed. by T. Hirasawa. 

   114 p. September 1980. 

 Special Issue, No. 17: Proceedings of the Fifth Symposium on Antarctic Meteorites, ed. by T. Nagata. 

   317 p. December 1980. 

JARE Data Reports 

 No. 55 (Aurora  8): Records of all-sky camera photographs at Syowa Station, Antarctica in 1978, by 

   National Institute of Polar Research. 8 p. June 1980. 

 No. 56 (Ionosphere  22): Riometer records of 30 MHz cosmic noise at Syowa Station, Antarctica in 

   1979, by M. Ose, S. Ojima and N. Komiya. 83 p. November 1980. 

 No. 57 (Meteorology  7): Meteorological data at Mizuho Station, Antarctica in 1979, by M. Wada, T. 

   Yamanouchi, S. Mae and S. Kawaguchi. 91 p. November 1980. 

  No. 58 (Ionosphere  23): Records of radio aurora at Syowa Station, Antarctica in 1979, by K. Igarashi, 

   S. Ojima and N. Komiya. 28 p. November 1980. 

 No. 59 (Seismology  14): Seismological bulletin of Syowa Station, Antarctica, 1979, by K. Kaminuma. 

   34p. January 1981. 

 No. 60 (Marine Biology 1): Plankton samplings on board Fuji in 1972-1980, by M. Fukuchi and A. 

   Tanimura. 27 p. March 1981. 

  No. 61 (Meteorology  8): POLEX-South data, Part 1. Radiation data at Mizuho Station, Antarctica in 

   1979, by T. Yamanouchi, M. Wada, S. Mae and S. Kawaguchi. 350 p. March 1981. 

  No. 62 (Meteorology  9): POLEX-South data, Part 2. Micrometeorological data at Mizuho Station, Ant-

    arctica in 1979, by M. Wada, T. Yamanouchi, S. Mae, S. Kawaguchi and K. Kusunoki.  321p. March 

   1981. 
  No. 63 (Glaciology  7): Glaciological data collected by the Japanese Antarctic Research Expedition from 

   February 1979 to January 1980, by M. Wada, T. Yamanouchi and S. Mae. 43 p. March 1981. 

Catalog • 

  Catalog of JARE Geodetic Survey Data, comp. by Geographical Survey Institute. 112 p. 1981. 

Antarctic Geological Map Series 

  Sheet 22: Oku-iwa Rock,  1/25,  000. Explanatory text, by Y. Nakai, T. Kano and S. Yoshikura. 4p. with 

   2  pls. March 1981. 

  Sheet 29: The Belgica Mountains, 1/25, 000. Explanatory text, by H. Kojima, K. Yanai and T. Nishida. 

 -  139  -



7p.　 with　 2pls.　 March　 1981.

3.刊 行 物 一 般

極地研 ニュース36～41

国立極地研究所要覧80

国立極地研究所年 報 昭和53年 度

日本南極地域観測隊第20次 隊報告1980

南極観測
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vr　 一 般 業 務

1.諸 会 議

(1)評 議 員 会 議

研究所の事業計画その他の管理運営に関する重要事項にっいて,所 長に助言する.

(任 期54.9.29～56.9.28)

岡 野 澄

香 月 秀 雄

加 藤 陸奥雄

懸 田 克 躬

茅 誠 司

木 下 誠 一

桑 原 萬壽太郎

澤 田 龍 吉

未 元 善三郎

東京工業高等専門学校長

千葉大学長

大学入試センター所長

順天堂大学理事

東京大学名誉教授

北海道大学低温科学研究所長

生物科学総合機構基礎生物学研
究所長

福岡教育大学長

東京大学東京天文台長

寺 澤

富 山

野 村

濱 口

福 田

藤 井

前 田

向 坊

渡 邊

雄

夫

也

博

繁

隆

一

隆

男

一

哲

民

憲

武

大阪大学名誉教授

東京水産大学名誉教授

東京大学宇宙航空研究所長

日本分析センター理事長

国立科学博物館長

東京大学名誉教授

京都産業大学理学部教授

東京大学長

東京大学名誉教授

第9回 評議員会議 昭和55年6月23日(月)

議 題

1.昭 和56年 度概算要求基本方針(案)に ついて

2.国 立極地研究所第2次 整備計画につい て

3.そ の他

(2)運 営 協 議 員 会 議

南 極観測の実 施その他 の研究所 の運営 に関す る重 要事項 で所長 が必 要 と認め るものについて,所 長 の諮問 に応ず

る.(任 期54.9.29～56.9.28)

浅 田 敏

粟 野 誠 一・

小 口 高

大 林 辰 藏

木 村 磐 根

小 泉 光 恵

佐 藤 稔 雄

西 川 演 八

東 晃

樋 口 敬 二

東海大学開発技術研究所教授

日本大学理工学部教授

東京大学理学部教授

東京大学宇宙航空研究所教授

京都大学工学部教授

大阪大学産業科学研究所長

日本大学理工学部教授

日本大学医学部教授

北海道大学工学部教授

名古屋大学水圏科学研究所教授

譲

藏

夫

三

美

宏

郎

男

夫

男

健

径

隆

雅

達

威

栄

孝

田

原

本

茂

山

田

澤

田

合

藤

藤

松

丸

村

楠

松

平

吉

星

東京大学工学部教授

広島大学文学部教授

山口大学理学部教授

東京大学海洋研究所教授

国立極地研究所次長

国立極地研究所研究主幹

〃 資料主幹

〃 教授

〃 教授

〃 教授

一141一



第21回 運 営協議員会議 昭和55年6月11日(水)

議 題

1.南 極地域 観測実施計画(試 案)に ついて

2.第23次 南極地域観測 計画(案)及 び昭和56年 度南極地域観測 事業費 の編成大綱 につい て

3.第22次 南極地域観測実施 計画 にっいて

4.第22次 南極 地域観測 隊の編成 にっいて

5.昭 和55年 度共 同研究 員にっ いて

6.そ の他

第22回 運営協議員会議 昭和55年11月17日(月)

議 題
…

1.第23次 南極地域観測隊長 ・副隊長たついで"

2.第22次 南極地域観測隊行動計画 について

3.国 立極地研究所第2整 備計画にっいて

4.そ の他

第23回 運営協議員会議 昭和56年2月27日(金)

議 題

1.教 官人事にっいて

2.第23次 南極地域観 測実施計画にっいて

3.そ の他'

(3)専 門 委 員 会

所長の諮問に応じ,運 営協議員会議から求められた極地観測事業Q実 施に関する専門事項についてs－調査審議を

行う.
一 宙空専門委員会(大 気球 ・ロケット分科会,人 工衛星分科会,超 高層分科会)

二 気水圏専門委員会

三 地学専門委員会

四 生物 ・医学専門委員会

五 定常観測専門委員会

六 国際共同観測専門委員会

七 設営専門委員会(機 械分科会,建 築分科会,通 信分科会,航 空分科会,ホ ーバクラフト分科会)

(4)南 極地名委員会

研究所が作成する南極の地名の原案にっいて,所 長に助言する.

(5)編 集 委 員 会

所長の諮問に応じ,極 地観測の成果その他の研究成果等の編集にっいて,調 査審議を行う.

(6)地 種 観測隊 員健 康判 定委 員会

所長の諮問に応じ,極 地において極地観測及びこれに付随する業務に従事する考及びその候補者等の健康に関す

る事項について,調 査審議を行う.

(7)地 種観 測記 録映 画作 成委 員会1

所長の求めに応じ,極 地観測に関する記録映画の作成にっいて助言を行う.
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(8)共 同研 究委 員会

所長の諮問に応じ,共 同研究計画書の審査その他共同研究員制度の運営に関する事項にっいて調査審議を行う.

(9)南 極 海 洋生物 資源 特 別委 員会

所長の諮問に応じ,南 極地域の海洋生物資源に関する諸問題について調査審議を行う.

(10)南 極 鉱物 資源 特別 委 員会

所長の諮問に応じ,南 極地域の鉱物資源に関する諸問題について調査審議を行う.

(11)南 極限 石研究 委 員会

所長の諮問に応じ,南 極阻石に関する諸問題にっいて調査審議を行う,

2.職 員の外国出張

教 授 松 田 達 郎

事業部長 武 田 典 明

55.4.2～55.4.12ア メ リカ合衆 国

米国南極 観測の実情 調査等

教 授 星 合 孝 男

55.5.25～55.6.4フ ランス,ア メ リカ合衆 国

第2回 南大洋生物 資源専門家会議 出席 ほか

助教授 江 尻 全 機

55.5.31～55.6.8ア メ リカ合衆 国

SEPAC(粒 子加速器に よる宇宙実験)の クイ ックル ックシステム製 作のための設 計 レビ ュ'一会議 出席

助 手 神 田 啓 史

55.7.6～55.7.30カ ナダ

第2回 国際生物進化系統学会出席ほか

所 長 永 田 武

55.7.29～55.8.29ア メ リカ合衆国

西南極共同観測に関す る 日米協議ほか

助 手 福 地 光 男

55.8.12～55.11.11ア メ リカ合衆国

南極海洋生態系 と北極海及びベ ー リング海海洋生態系 との比較研究

助 手 鮎 川 勝

55.8.24～55.10.23ス ウ ェーデ ン,ア メ リカ合衆国

オー ロラ粒子 の降 り込みに伴 うエネルギ ー収支 とそれに関連す る諸現象の研究観測

助教授 江 尻 全 機

55.8.24～55.9.21ス ウ ェーデ ン,ノ ルウ ェー,デ ンマーク

オー ロラ粒 子の降 り込 みに伴 うエネルギ ー収支 とそれ に関連す る諸現象 の研究観測

助教授 矢 内 桂 三

55.8.30～55.9.30ア メリカ合衆国

阻石学 会出席

助 手 船 木 實
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55.10.3～55.10.24南 極地域,オ ース トラリア,ニ ュ"一ジーラン ド

重力計定 数の高精度決定 お よび国際重 力基 準網1971の 維持改良 に関す る研究

次 長 村 山 雅 美

55.10,9～55.10.17ニ ュ・一ジーラン ド

第16回 南極 研究 科学委 員会設営 作業部会 出席 ほか

教 授 松 田 達 郎

55.10.10～55.10.25ニ ュージー ラン ド

第16回 南極 研究 科学委 員会総会 及び生物作業部会 出席

教 授 楠 宏

55.10.12～55.10.27ニ ュージーラン ド

国際南極氷床観測会議 出席

所 長 永 田 武

55.10.17～55.10.26ニ ュ一一ジーラン ド

第16回 南極研究科学委員会総会 出席

助 手 神 田 啓 史

55.10.20～56.2.11南 極地域

南極地域 オース トリア基地 にお ける観測調査

助 手 寺 井 啓

55.11.3～56.2.2ニ ュー'ジーラン ド,南 極地域

南極 マクマー ドサ ウン ド地域におけ る観測調査

次 長 村 山 雅 美

55.11.23～55.12.11南 極地域ほか

国会議員の南極マ クマ ー ド基地視察随行ほか

助教授 福 西 浩

助 手 渡 邉 研太郎

技 官 栗 城 繁 夫

55.11.25～56.4.20南 極地域

第22次 南極地域観測隊夏隊

教 授 吉 田 栄 夫

助教授 神 沼 克 伊

助 手 佐 藤 夏 雄

助 手 森 脇 喜 一

技 官 奥 村 睦

技 官 酒 井 量 基

55.11.25～57.3.11南 極地域

第22次 南極地域 観測 隊越 冬隊

助教授 江 尻 全 機

55.11.29～55.12.6ア メ リカ合衆国

SEPAC(粒 子加速 器に よる宇宙実験)に 関す る会議 出席

所 長 永 田 武

56.1.8～56.1.27ア メ リカ合衆国

南極明石 の磁場の強度に関す る研究

所 長 永 田 武

56.3.14～56.4.6ア メ リカ合衆国
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第12同 月 ・惑星会議 出席 ほか

教 授 平 澤 威 男

56.3.23～56,3.31ア メ リカ合衆 国

オー ロラ中の電場 および電子密度 の変動研究

事業課長 山 木 俊 助

56.3.31～56,4.8シ ンガポール

南極観 測船 「ふ じ」寄港地実情調査等

3.外 国人 研究者

(1)外 国人研究員

氏 名

Roger　 E.　 Gandrin

(ロ ジ ェ ・ジ ャン ドラ ン)

所 属

フランス惑星地球環境

物理研究セ ンター
(プ ラズマ物 理研究部

門長)

期 間

56.1.15

ど

56.3.15

研 究 テ ー マ

極域超高層諸現象の南北共役性の研
究

(2)来 訪研究者等

5月12日

5月22日

6月19日

7月8日

7月15日

8月6日

9月5日

9月6日

9月8日

9月13日

9月16日

9月29日

10月2日

9月24日 ～10月2日

10月21日 ～10月23日

11月8日 ～11月10日

12月16日 ～20日

12月18日 ～19日

偉 観 国 家 海 洋 局 副 局 長

郭 混 同 技 師 長

チ}延 剣 同 通 訳

魯 朝 臣

Dr.　KNOX　 G,　A(ノ ッ クス博 士:カ ン タ ベ リー大 学 教 授,　SCAR会 長)

Mr.　 THOMSON　 R,　B(ト ム ソ ン局 長:ニ ュ ージ ー ラン ド南極 局)

Dr.　HOUCHINS,　 L　(ハ ウチ ンズ 博 士:ス ミソニ ア ン歴 史技 術 博 物 館 研 究 員)

Dr.　PONNAMPERUMA,　 C　(ポ ナ ンペ ル ゥマ博 士:メ リー ラ ン ド大学 教授)

Dr.　MACDOWALL,　 J　(マ ク ドウエ ル博 士:カ ナ ダ大 使 館 科 学 参 事 官)

高 嘉 彦(中 国 科 学 技 術 協 会 諮 問 委 員)

Dr.　TRESHNIKOV,　 A　 (ト リ ヨシ ニ コフ博 士:ソ 連 極 地 研 究 所 長)

Dr.　JAHN,　 A(ヤ ー ン博 士:ポ ー ラ ン ド,ブ レス ロー一大 学)

D.r　KERRY,　 K　 (ケ リー博 士:オ ー ス トラ リア環 境 科 学 省 南 極 局 次 長)

Dr.　CHEN,　 L(チ ェン博 士:プ リン ス トン大 学 プ ラズ マ 物 理 研 究 所 助 教 授)

Dr.　TAN,　 B(タ ン 博 士:フ ィ リッ ピン 大学)

Dr.　MEIER,　 M　 (マ イ ヤ ー博 士:ア メ リカ地 質 調 査所,国 際 水文 学 協 会 会 長)

Dr.　ZAITSEV,　 Y　 (ザ イ チ ェフ博 士:ソ 連 南 海 区生 物 研 究 所)

Ms.　 FASISKA,　 B(フ ァシ ス カ:ア メ リカ)

Dr.　MELLOR,　 M　 (メ ラ ー博 士:ア メ リカ寒 地 工 学 研 究 所 主 任 研 究 員)

Dr.　SALM,　 B(サ ム博 士:ス イ ス 国 立 雪 な だ れ 研 究所)

武 彼 鈴(中 国 科学 院 当州 凍 土氷 河 研 究 所 物 質 化 学 部 長)

Dr.　MATTHEWS,　 J.　P.(京 都 大 学 工学 部所 属)
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1月9日 　 Mr・　LEAO　 V.　C.(ブ ラジ ル 大 使 館 科学 技 術 担 当 参 事 官)

1月12日 　 Dr・　CASTIILO　 O.　U.　(ペ ル ー 国 立地 球物 理 研 究 所 研 究 員)

1月15日 ～3月15日 　 Dr・　GENDRIN　 R.　E.　(外 国人 招 へ い研 究 員)

2月16日 　 Dr.　BUNT,　 J.　S.(オ ース トラ リア 海 洋 研 究 所 研 究 員)

2月18日 ～21日 　 Dr・　DUKE　 M.　 B.(米 国航 空宇 宙 局 ジ ョン ソン 宇宙 セ ン タ ー 研究 員)

DR・ 　TATSUMOTO　 M.　 (米 国地 質 調 査 所 研 究 員)

Dr・　CLARK　 R.　S.(国 立 ス ミソ ニア ン 自然 史博 物 館 研究 員)

Dr.　PONNAMPERUMA　 C.　(メ リー ラン ド大 学 教 授)

Dr・　MOORE　 C.　B.(ア リゾナ 州 立 大学 阻 石研 究 セ ン タ ー教 授)

Dr.　LIPSCHUTZ　 M.　 E.　(パ ァ デ ュ大 学 化 学 部 教 授)

Dr.　NISHIIZUMI　 K　 (カ リ フ ォル ニ ア大 学 サ ン ・ジ ェゴ分 校 研 究 員)

張 淑 媛(北 京 大学 地 質 系 副 教授)

2月19日 ～21目 張 文 佑(中 国 科学 院 地 質 研 究所 長)

常 子 文(中 国 科 学 院 地 質 研 究 所 研 究 員)

3月20日 　 Mr・　MILNE　 D.　S.(ニ ュー ジ ー ラ ン ドヘ ラル ド社 編 集 次 長)

4,職 員

(1)名 簿

所 長 地球物理学

企画調整官(次 長)教 授 設営工学

【研究系】

研究主幹(教 授,併)

(地球物理学研究部門)

気象学

磁気圏物理学

磁気圏物理学

大気物理学

理博 永 田 武

村 山 雅 美

理博 楠

理博

宏

男

勝

雄

恭

真

夏

口

川

藤

内

川

鮎

佐

山

博

博

理

理

授

手

手

手

数

助

助

助

(超高層物理学第一研究部門)

極光物理学

磁気圏物理学

磁気圏物理学

プラズマ物理学

(超高層物理学第二研究部門)

助教授(客 員)大 気光物理学

助教授(客 員)大 気物理学

(雪氷学研究部門)

海氷物理学

雪氷物理学

雪氷気象学

氷河気候学

気水圏物理学

男

浩

一
幸

威

良

高

澤

西

井

野

平

福

藤

小

博

博

博

理

理

理

授

授

手

手

教

教

助

助

助

理博 小 川 利 紘

理博 岩 坂 泰 信

宏

爾

彦

行

誠

晋

文

理

尾

井

田

楠

前

西

藤

和

博

博

理

理

授

授

手

手

手

教

教

助

助

助

助

(極地気象学研究部門)
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教 授(客 員)気 象学

助教授(客 員)雪 氷物理学

(地学研究部門)

教 授 自然地理学

助教授 地震学

助 手 自然地理学

助 手 地質学

助 手 地震学

(極地鉱物 ・鉱床学研究部門)

教 授(客 員)鉱 床学

教 授(客 員)地 質学

助教授(客 員)鉱 物学

(生理生態学研究部門)

教 授 海洋生態学

助教授 低温生理学

助 手 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第一研究部門)

助教授 海洋生態学

助 手 海洋生態学

(寒冷生物学第二研究部門)

教 授(客 員)浮 遊生物学

(極地設営工学研究部門)

助教授(客 員)舶 用機械工学

助 手 設営工学

【資料系】

資料主幹(教 授)陸 上生態学

(生物系資料部門)

助 手 植物分類学

(非生物系資料部門)

助教授 地質学

助 手 岩石磁気学

(データ解析資料部門)

助教授 磁気圏物理学

助 手 電波物理学

(低温資料部門)

【図書室】

図書室長(教 授,併)

【事務系】

管理部長

庶務課長

会計課長

享業部長

事業課長

博

博

理

理

理博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

理博

水産博

農博

農博

工博

理博

理博

理博

工博

理博
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田 中 正 之

鈴 木 義 男

夫

伊

一
行

雄

栄

克

喜

和

和

田

沼

腸

石

谷

吉

神

森

白

渋

に

に

けム

　
ス

　タ

　

一

子

慶

甲

平

崎

田

兼

木

武

男

邦

男

郎太

孝

佳

光

研

合

山

地

邉

星

大

福

渡

内 藤 靖 彦

谷 村 篤

村 野 正 昭

酒 井 宏

寺 井 啓

郎遠田松

史啓田神

三

實

桂内

木

矢

船

横

難

全

久

尻

岸

江

山

松 田 達 郎

成

収

躬

明

助

安

尚

典

俊

山

田

原

田

木

岩

今

松

武

山



観測協力室長

【附属観測施設】

昭和基地長(教 授,併)

村 越 望

川 口 貞 男

(2)人 事 異 動

4月1日

データ解析資料部門助教授 江尻 全機(前 東京大学宇宙航空研究所助手)

地球物理学研究部門助手 山内 恭(前 東北大学理学部助手)

超高層物理学第一研究部門助手 小野 高幸(採 用)

会計課経理係長 鈴木 吉彦(前 会計課用度第一係長)

会計課用度第一係長 川崎 清一(前 分子科学研究所経理部主計課司計第一係長)

会計課施設係長 岡本 治男(前 文部省管理局教育施設部工営課)

図書室図書係長 松里房子(前 図書室)

前会計課課長補佐 丹沢 満(沖 縄青年の家庶務課長)

前会計課施設係長 藤井 博文(放 送教育開発センター施設係長)

〈客員教官〉

超高層物理学第二研究部門助教授 小川 利紘(東 京大学助教授)

同助教授 岩坂 泰信(名 古屋大学助教授)

極地気象学研究部門教授 田中 正之(東 北大学教授)

同助教授 鈴木 義男(北 海道大学助教授)

極地鉱物 ・鉱床学研究部門教授 兼平慶一郎(千 葉大学教授)

同助教授 武田 弘(東 京大学助教授)

寒冷生物学第二研究部門教授 村野 正昭(東 京水産大学教授)

極地設営工学研究部門助教授 酒井 宏(東 京大学助教授)

6月1曰

く客員教官〉

極地鉱物 ・鉱床学研究部門教授 木崎甲子郎(琉 球大学教授)

(3)受 賞 等

名

名

者

日月

賞

文

賞

年

館

賞

中

賞

論

受

受

田ア

田 中 館 負

極域嵐現象無人観測装置の研究と実施

鮎 川 勝

昭和55年5月4日

イ.永 年勤続 者表 彰

被表 彰 者

表彰年月日

村 越 望

田 村 和 明

竹 内 貞 男

昭和55年9月29日

5.所 務 日 誌

55.4.19第21次 南極地域観測隊員夏隊帰 国

21共 同研究委員会
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55.4.25

5.1

12

14

14

15

19

19

21

6.11

23

25

7.7～11

8.2～3

9.10第15回 編 集委員会

18～19第4回 南極 生物 シンポジウム

29創 立記念 日,施 設整備完成記念式典

9.30第4回 南極 阻石研究委員会

10.20～31職 員 レクリエーシ ョン,所 内卓球大会(昼 休)

24極 地観測 記録映 画作成委員会

30職 員定期 健康診 断

31第4回 南極海洋生物 資源特別委 員会

11.13～14第2回 南極 地学 シンポジ ウム

第3回 南極海洋生物資源特別委員会

第14回編集委員会

生物 ・医学専門委員会

宙空専門委員会

気水圏専門委員会

地学専門委員会

設営専門委員会連絡会

定常観測専門委員会

極地観測隊員健康判定委員会

第21回運営協議員会議

第9回 評議員会議

第69回南極地域観測統合推進本部総会

第22次南極地域観測隊夏隊総合訓練(菅 平)

文部省共済組合東京地区大会

17第22回 運 営協議 員会議

22第70回 南極地域 観測統合推 進本部総 会

24第22次 南極地域観測隊家族会

25第22次 南極地域観測隊出発

12.1顧 問会議

4第5回 南極陽石研究委員会

56.1.13～14第3回 極域気水圏 シンポジ ウム

30第16回 編集委員会

2.10定 常観測専門委員会

12地 学専門委員会

13気 水圏専門委員会

16宙 空専 門委員会

16生 物 ・医学専門委員会

第6回 南極 陽石シンポジウム

設営専 門委 員会連絡会

19～20

24

27第23回 運営協議 員会議

3.2～6第23次 南極地域観測隊 員候補者冬期訓練(乗 鞍)

22第21次 南極地域観 測隊越 冬隊帰 国

23第71回 南極地 域観測統合推 進本部総会

23～25第4回 極域におけ る電 離圏磁 気圏総合観測 シンポジ ウム
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